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まえがき

東南アジアのデルタは世界の米びつといわれている.この東南アジアのデル 
夕の一つ,タイ国のチャオプラヤ•デルタを対象に,その自然環境,稲作の実 
態,そしてそれが今日に至った歴史的経過の3点を議論するのが本書の目的で 
ある.

チャオプラヤ•デルタは,ほんの百数十年前までは完全な荒蕪地であった. 
それが1860年代以降,極めて急速に開田され,20世紀初頭にはすでに世界一, 
二を競う米輸出地となった.現在もなお,それは世界第一の米輸出デルタであ 
る.過去100年の間に経験したこの急激な変化の過程を,ここでは熱帯デルタ 
の開拓という視点でとらえてみる.
東南アジアには,チャオプラヤ以外にも似たようなデルタがいくつかある. 

ビルマのイラワジ・デルタ,ベトナムのメコン•デルタ等である.これらのデ  
ルタはいずれも似たような生態と歴史とを持っている.この意味では,ここで 
述べるチャオプラヤ・デルタの議論はこれらの他のデルタにも大筋において当 
てはまるところが多い.こうして,ここで述べるチャオプラヤ・デルタの話は 
大陸部東南アジアのデルタの標準型を表わしているものと見てもよい.少なく 
とも,私はそんなことを念頭において書き進めた.
具体的には,この書物は次の4章からなっている.
第1章は序論である.ここではチャオプラヤ・デルタが大陸部東南アジアの 

大デルタの代表として取扱ってよいことを論じている.
第2章では,チャオプラヤ・デルタの農業の現況を記載している.デルタを 

12の地区に分割し,それぞれの地区について,その生態的環境と1960年代後半 
における農業の実態を述べている.この章は,事実の羅列にすぎて読者には魅 
カのないものかも知れない.しかし,私としては消えゆく伝統農業の記録とし 
て重要視している.
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第3章では,前章で複雑になりすぎたかも知れないデルタ像を整理して,構 
造的な模式図に抽象化する努力をしている.デルタを地形,土壌,水文,植生, 
灌漑,稲作の六つの局面から分析し,それの模式化をはかっている.多忙な読 
者はこの章を通覧されると,デルタの全体像が素早くつかまえられるかと思う.
第4章では,荒蕪地であった原始のデルタが運河掘削を軸にして変貌してゆ 

く跡を追っている.ここでは時代を4期に分けている.すなわち,（1）アユタ 
ヤ期,（2）19世紀末までのバンコク期,（3） 20世紀前半,（4） 20世紀後半の4 

期である.
以上が本書の内容である.最後に,あとがきとして稲作文化史的にみたチャ 

オプラヤ•デルタについて日頃感じていることを少しつけ加えた.
この書物は恩師,岩村忍先生に捧げるべく書いたものである.

1981年5月

高谷好一
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熱帯デルタの農業発展
-----メナム・デルタの研究-----



1チャオプラヤ水系概観

1.1アジアの中でのチャオプラヤ水系

1.1.1地形学的位置づけ
大陸の衝突と大地のひび割れ アジアの地形は簡略化してしまうと,第1図 

に示したようなものとなる.すなわち,中国平原とでも呼んだらよいかも知れ 
ない比較的起伏の小さい地塊と,インド平原とでも呼んだらよいかも知れない 
これまた平坦な地塊との間に挾まれて,ヒマラヤの高い山脈が東西にのび,ち 
ようど,それから絞り出されたような形で,南中国や東南アジアの山々がその 
東と東南に拡がっている.こうしたニつの平原と,それに挾まれた山地という 
のは,次のように考えると理解しやすい.すなわち,最初に大きな中国の平原 
があった.そこに,インドの平原が南の方から漂流して来て衝突した.その結 
果,この二つの平原の衝突面は,それぞれにめくれあがり,そこに山脈が生じ  
た.これがヒマラヤの高山帯である.さらにその一部は東方にも波及して,こ 
こでも山地が形成された.

インドが漂流して来たということは,地質学的に証明されている.この地塊 
は,もともと,オーストラリアにくっついていて,オーストラリアとともに一  
つの地塊を形成していたものだが, 中世代末,そこから離れて漂流しだしたの 
だと言われている.

ところで，アジアの地図を更に詳しく見ると,そこに奇妙な山と河の配列の 
あるのに気がつく.まず第一に明瞭なことは,アジアのこの地域の巨大河川は, 
ほとんどがチベットに源を発し,ー度雲南の近辺で収斂して,またそれぞれに 
四方へ分れてゆくということである.一番西のブラマプトラ河は西ネパールの 
北に源を発し,ヒマラヤの背後を延々1500km東進して,東径95度あたりで突
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然南に転じ,アッサムに入る.
ここでこの河は逆行して西南方 
に転じ,ベンガル湾に注いでい 
る.次のイラワジ河とサルウィ 
ン河は,チベット高原のほぼ中 
央部に発するが,東南進して雲 
南に入り,ここで方向をほぼ真 
南に向けて以後約1500kmぐ 
らいの間南進し,アンダマン海 
に至っている.メコン河もチベ 
ット高原中央部に発するが雲南 

を通過した所でほぼ東南東に流れ,南支那海の南端近くに注いでいる.メコン 
河の北には,ベトナムの紅河,広東を通る珠江がある.これらはチベットにこそ 
至らないが,雲南に発し,それぞれ東南方ならびに東方に流路をとり,南支那 
海中北部に至っている.揚子江はチベットに発し,東南進して雲南に至り,こ 
こでほぼ直角に折れて東北東進し，東支那海に注いでいる.以上の河は南チべ 
ットから北チベットに至る広い範囲から水を集め,それらが総て一旦は雲南を 
中心とした極めて狭い範囲に,まるで締めつけられたようにより集り,今度は 
全く違った方向へ散ってゆく.インド洋に注ぎ込むイラワジ河とサルウィン河, 
それに太平洋に注ぎ込むメコン河と揚子江の四つの大河川が,雲南では100km 

幅の地帯におし込められて流れることになるのである.世界の巨大河川がこれ 
ほどの奇妙な分布を示すということは他に例がない.

これらの数本の大河は,かくして雲南を中心に放射状の流路を示しているこ 
とになる.ところで,これらの大河の流路は5万分の1地形図等で見ると別の 
特性を現わしてくる.例えば,ビルマ領にあるサルウィン河を見てみよう.こ 
の河は,ほぼ数十km,あたかも定規で引いたように南進するかと思うと,突 
然正確に90度右折して西進する.数km西進すると,今度はまた90度左折し 
て南進する.まっすぐ南進すること数十kmで,また今度は90度の左折をして 
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東進する,といった具合で,正 
確な90度の屈折と直進をくりか 
えしながら全体としては南下し 
てゆく.
上にあげたような大河を,こ 

ういう具合に大縮尺の上で正確 
に追跡し,それを全体として並 
ベてみると,第2図のような具 
合になることがわかる.結局, 
アジアのこの部分の巨大河川は 
雲南を中心とした放射線と弧の 
上に,極めて規則正しくその流 
路を配列させているのである.

第2図 東南アジアの主要河川は雲南を中心とし
た孤と放射線に規定された流路をもっている

さきに私はインド地塊の中国地塊への衝突のことを述べたが,もし,そうい 
うことがあったとしたら,インドの逆三角形の右肩が中国の地塊に鋭くぶっか 
った時,ちょうど,ここに見るようなひび割れの出来ることはありえそうなこ 
とである.力学的には,ちょうどー枚のガラス板を,鋭い槍先で衝いた時のよ 
うな力が加わることになる.ガラスには,放射状のひび割れが無数にできるの 
が普通である.

もっとも,この話は,私の乱暴な比喩と考えてもらっておいた方がよい.こ 
の種の議論は,地質学者や地球物理学者による厳密な検証を経てはじめて科学 
的説明となるものである.ただ,それはそうとして,この時点では，私が今述 
べたように考えてみると,このあたりの地形的骨格は比較的うまく説明がつく 
のではないかと私は考えている.

チャオプラヤ河 先にあげたブラマプトラから揚子江にいたる大河の中に 
チャオプラヤ河は数えなかった.この河が,上記の河川に比べると比較的小さ 
いからである.しか、し,その河口に広がるデルタの面積を基準に考えてみると, 
チャオプラヤ河は決して,イラワジやメコンに比べてそれほど劣るものではな 



熱带デルタの農業発展

い・チャオプラヤ河はその延長に比して,不釣合に大きなデルタを持っている 
のである.

チャオプラヤ河には何故このような特殊な状態が起っているのであろうか. 
結論からいうと,かつてのチャオプラヤ河はチベットに発する大河であり,そ 
れ故にその下流には巨大な平野とデルタを形成したのである.しかし,その後, 
新しく発生した若いサルウィン河が急速にその上流部を伸ばして来,やがてチ 
ャオプラヤ河に食い込むことになり,結局は,チャオプラヤ河の上流部を収奪 
してしまうことになる.かくして,チャオプラヤ河自身はその下半分のみが残 
されることになり,現在のそれのように小さくなったのである.この説は早く 
Gregory & Gregory (1923, p.172)によってとなえられた卓見である.河川の 
収奪が起りうるということは，先に述べた河川が放射線と弧にそって流れると 
いうことを想い浮かべれば充分に納得がゆく.河川はその割れ目をいわば任意 
に選択して流れるのである.こうした状況のもとでは,時に二つの大河がぶっ 
かり合うことがあり,そうすると古くて力のない河川は若い河川にその上流を 
収奪されることが起るのである.

かってのチャオプラヤ河がタイ国国境をっつ切って,もっと北のビルマ領ま 
で伸びており,今のサルウィン河の上流につらなっていたことを示すより直接 
的な証拠は,タイ国最北端に見られる広い河岸段丘礫層の分布である.この礫 
層は,チャオプラヤ河とサルウィン河を完全につらねて分布している.この古 
いチャオプラヤ河がいつの頃まで存在していたのかということは今のところ明 
言しうる資料がない.しかし,私は上記の河岸段丘礫層の性質からして,それ 
らは大略数十万年昔のことではないかと考えている.旧石器時代には,チャオ 
プラヤ河はチベットに発する大河として，タイ湾に注ぎ込んでいたというのが 
私の考えである.

このように,やや特殊に見えるチャオプラヤ河も,結局その本来の性質は雲 
南を頂点とする割れ目にそった一つの大河川であるということになる.
基本的には,チャオプラヤ河も他の巨大河川とかわるところがないわけである. 
こうした意味で,チャオプラヤ河を論ずることは,すなわち,これらの巨大河
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第3図 熱帯アジアの気候地域区分図(Kyuma, 1972, p. 519より引用)

川に相通ずるーつの共通性を論ずることになるのではないかと,私はそんなふ 
うに考えているのである.

1.1.2気候学的位置づけ
熱帯アジアの気候区分 大陸部東南アジアはモンスーン気候を持ち,島嶼部 

東南アジアは熱帯降雨林型の気候を持つといわれる.Kyuma (1972)は,こう 
した熱帯アジアの気候を検討して,それを第3図ならびに第4図のような気候 
地域区分図にまとめあげている.彼の方法は,各地の月平均気温と月平均降水 
量を数値分類法によって,いくつかのグループに分類するものである.対象地 
域は図に示されたように,九つのグループに分けられたが,それらは以下のよ 
うなものである.

グループI :年中高温である.7, 8, 9月に雨の少ない期間があるが,他 
の期間は湿潤である.

グループ!I :年中高温多湿であるが,11月と12月には特に雨が多い.
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降水量mm 気温ヒ

第4図 熱帯アジアの九つの気候区における気温および降水量の年間変動 
（Kyuma, 1972, p.513 より引用）
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グループ圧:年中高温で極めて多湿.10月から3月ぐらいにかけて特に降水 
が大きい.

グループN:年中高温•極めて多量の雨が6, 7, 8月頃に集中し,逆に11 

月から4月頃までの乾季には,ほとんど降雨がない.
グループV:年中高温.少しまとまった雨が7月から10月にかけて降る.し 

かし,12月から4月頃までは，ほとんど降雨がない.
グループw :温度の年較差が少しある.秋口に極めて多量の雨が集中して降 

る.
グループW :温度の年較差の少しある亜熱帯気候.7, 8, 9月に少しまと 

まった降雨があるが,その他の期間には少ない.
グループ皿:亜熱帯気候.基本的にはグループWに似るが,降雨期間が5月 

から9月と長い.
グループ区:亜熱帯乾燥気候.年中,降雨は極めて少ない.
本書で論じようとするチャオプラヤ流域は上の分類に従うと,メコン流域と 

ともにグループVに入れられている.
水不足のチャオプラヤ流域 Kyuma (1972)はさらに,上に掲げた9地区が稲 

作地として，どの程度の適性を持っているかをも検討している.彼は基本的に 
は,Thornthwaiteの方法を用いるのであるが,Thornthwaiteのそれが畑地用の 
検証法であるので,独自に水田用のものを開発して検討を行なっている.以下 
がその結果である.

1.グループI, h, m,血では絶対的な水不足は年間のいかなる月にも起ら 
ない.とくに,年のうち4力月以上は湛水がありうる.稲作という観点に 
立つ時,ここは天水で二期作が可能な地域ということになる.

2.グループN, Mは年間のある期間にはかなり厳しい水不足が生ずる.し 
かし,同時に,かなり長期の湛水期間も期待できる.この結果,稲作は年 
一作なら天水条件でも可能である.

3.グループV, Wでは水不足は長期にわたる.湛水が期待できるのは,ー年 
のうち,2〜3力月のみである.こうした条件のために,稲作は天水にょ
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るかぎり,年1作でも困難である.
4.グループ区では,ほとんど全年を通じて水の絶対的不足がある.天水農業 

は,いかなる形でも行なうことができない.
以上のデータをもとに,低緯度アジアをもうー度見渡してみると,おおよそ 

次のようなことがいい得る.すなわち,熱帯降雨林の発達する島嶼部東南アジ 
アは天水二期作可能地になるが,さらに多湿地帯としては，もう一つ,ヒマラ 
ヤから東に延びる地帯がある.いわゆる照葉樹林帯にあたる所である.ここは 
水分的には二期作可能地である.しかし実際には,ここでは冬期の低温が阻害 
因子になっていて二期作は行ないえない.こうした二つの多湿な地帯の間には 
さまれて,本書で議論しているチャオプラヤ流域などの含まれる大陸部東南ア 
ジアがある.

1.2 チャオプラヤ・デルタ

ここでは,本書で取り扱おうとするチャオプラヤ・デルタがチャオプラヤ水 
系の中でどういう位置を占めるのかを見る.あわせて,デルタというものの標 
準的な性質を概観する.

1.2.1デルタとはどんな所か
デルタの景観的特性 デルタとは大河の河口部にできる三角形をした一大低 

平地のことである.それは,まず第一に広大である.例えば,チャオプラヤ・ 
デルタの場合,三角形の底辺にあたる所は100kmを越している.ふつう，一 
つのデルタにある水田面積は100万haをゆうに越す.デルタは大平野である.
第二の属性は低い海抜標高である.上記の100万haというデルタの大半は海 

抜2.5m以下と考えてよい.チャオプラヤ•デルタの場合,海岸から直線距離 
にして約100km入りこんだアユタヤの海抜高度が2mである.
第三は,以上のような低標高であるから,全体として傾斜は極めて緩く,起 

伏も少ない.時たまの沼地や川が起伏の総てであるが,それも高度差は1m以 
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上になることは稀である.
このような広大な低平面にモンスーンの雨季と乾季のサイクルが覆いかぶさ 

ると,デルタは極めて特殊な水文環境を呈する.全域が全面湛水と全面乾燥を 
季節的に繰り返すのである.雨季になるとデルタの雨はもちろん,上流に降っ 
た雨もデルタに流入して来る.先にも述べたように,デルタにはほとんど傾斜 
がないから,こうした水は排水されない.デルタには,こうしてどんどん水が 
たまる.雨季の最盛期には,ふつうの所は50cmから1mの深さの水におおわ 
れてしまう.

しかし,雨季が終り,降雨が止んで上流からの流入がなくなると,今度はゆ 
っくりとした排水と同時に強烈な太陽がその水を蒸発させてしまう.そして, 
乾季のさかりになると,デルタからはあらゆる水が消えてしまう.なにせ起伏 
がなく,したがって凹地がないのであるから,デルタ面からの水の消失は完璧 
である.この時期のデルタは見渡すかぎりが沙漠のようになってしまう.

こういう,いうなれば両棲的な水文環境を持つデルタでは,人間の生活は極 
めて困難である.何故なら,雨季には乾いた陸地がなくなり,下手をすると溺 
死するし,逆に乾季には飲み水がなくなるからである.こういうことで,デル 
タはつい最近までは人間の居住空間とは考えられていなかった.湿地林の点在 
する草地がひろがり,象やワニが住む地域として残されていたのである.

こうしたデルタが開けるのは,そこがヨー ロッパの植民地経済にまきこまれ 
てからである.この時以後,デルタは急速に米田として開かれてゆく.デルタ 
には巨大資本による運河掘削が始まり,そこに稲作を目的にした農民が大挙し 
て入植してくる.今日見るデルタは,こうしてつい100年前に爆発的に開かれ 
た米プランテーションの場なのである.

デルタの構造 上に述べた特徴は,しかしより正確には,デルタの中の一 
地区で,新デルタと呼ばれる部分の特徴である.デルタというのは実際にはも 
っと雑多な地区を含んでいる.デルタの全体像の把握は極めて困難なのである.

こうした厄介なデルタであるから，いささか本末転倒のきらいはあるが,こ 
こで思い切って結論的なデルタ像を呈示してみたい.これでもって,読者はデ
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ルタの輪郭をつかまえていた 
だけるだろうし,私の以後の 
話の範囲もあらかた明らかに 
なろうと思うからである.第 
5図がデルタの全像である. 
これは,かつて私が東南アジ 
アのデルタ模形を抽出した時 
に描いた図である(Takaya,19 

75, p.277).この図をもとに, 
デルタの内部構造についてい

第5図 標準的なデルタの模式図 ささかの説明を加えたい.
(Takaya, 1975, p.277 を一部修正)

図において,最も外側に示 
した暗色部は山地である.これはもち論デルタではない.その内側には,山地 
前面に広がる山麓の緩斜部がある.これもデルタとはしない.この二つは,合 
せて排水区としている.地表面の標高が高く,傾斜があり,したがって排水が 
容易に行なわれるからである.

こうした山地と山麓斜面の間を流れ下っているのが大河の本流であり,それ 
ぞいには氾濫原が発達している.氾濫原は本流を中心に10〜20kmの幅を持つ 
ていて,同図では密な斜線で示してある.雨季の大洪水がこの氾濫原を乱流し 
ながらデルタに入って来るのである.

デルタの頂部に近く古デルタが示してある.古デルタは先に述べた新デルタ  
の低平さに比べると,海抜高度が高く起伏もある.このため景観は変化に富む. 
高みには大木があり,低みには沼が存在する.しかし,何分,デルタであるか 
らその起伏は緩い.氾濫原を一気に流下して来た洪水は特別なことがないかぎ 
り,古デルタには氾濫しない.古デルタ面の標高が氾濫原の標高より4~5m 

高いからである.地質学的にいうと,古デルタは今から数万年前に出来た古い 
デルタである.

いわゆる新デルタはこの古デルタの前面に広がっている.これは先に述べた 
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ように標高1~2mの低平面である.この図でも分るとおり,氾濫原を流下し 
て来た洪水は,ここで一気に広い新デルタ面に拡散することになる.こういう  
目で見ると,氾濫原とは洪水がそこに押し込められて,激流をなしながら通過 
している所であり,新デルタとは,洪水が平坦面に拡散し,その威力を弱めて 
しまうような場である.実際,氾濫原では洪水は深さ3〜4mになることも珍 
しいことではないが,新デルタに来るとこれは,0.5〜1.0m ぐらいに減じて 
しまう.
新デルタの海寄りには海岸部とでもいうべき特別な所がある,時に,ここに 

は海岸砂州が発達する.これには感潮河川が多く入りこむ・感潮河川は日単位 
で満潮,干潮を繰りかえす.かくして,ここはそれより上流のように,雨季に 
洪水がやって来て,乾季には乾きあがるというような季節的な周期よりも,1 

日単位の周期に強く支配される.また,乾季になって新デルタからの淡水流下 
がなくなると,満潮時には塩水浸入が起る.
以上のごとく, 一口にデルタと呼ばれる大河下流域はごく簡単に見てみても 

かなり性質の異なったいくつかの部分から成立っていることがわかる.この模 
式図によると,デルタというのは,その中核をなすものが新デルタであるが, 
周辺には古デルタ,氾濫原,海岸部などがある.そして,一応これらの四要素 
をもってデルタが構成されていると考えてよい.そして,それを取り巻くのが 
山地と山麓緩斜部ということになる.

1.2.2チャオプラヤ流域の構成
一つの水系は樹にたとえられる.1本の樹は多くの小枝を集めて大枝となり， 

それがまた集って1本の幹になる.しかし,地下部では今度は,それは無数の 
根に分れゆく.ちょうどそのように,水系も多くの細流を集めて枝流となり,  
やがて,それは合して本流となる.しかし,ある地点より下流になると,今度 
はいくつかの分流を派生し,やがて海に出る.細流,枝流の卓越する区間を上 
流,1本の幹線になる部分を中流,幹線が分流に分れる部分を下流とすると, 
デルタは下流ということになる.以下,こうした水系全体の構成をごく簡単に 
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見てみて,デルタの位置を確認しておこう.
上流 部 上流部は山地部でもある.山地部は山腹と谷底から成立って 

いる.所々,谷底が開けて山間盆地が見られる.山腹は,その圧倒的な大部分 
がかつては森林で覆われていて山腹の土地利用といえば,伝統的には焼畑であ 
った.
一方,谷底はふつう水稲栽培地区である.まわりの山腹から豊富な水が供給 

されるから水稲耕作には都合がよい.単に水が豊富だというだけではない.こ 
うした山腹からの支流のいくつかは,ちょうどその大きさが数家族から数部落 
での水制御に適したものであることが多い.こんな訳で,人々はこうした河川 
に井堰を構築し,そこから水路を引いて,その周辺に灌漑を発展させることが 
多い.灌漑田では,きちんと区画された圃場で耕起と代搔きが丹念に行なわれ, 
そこへ若苗の移植が行なわれる.それらは,ちょうど日本で見る灌漑移植田と 
同じである.
山間盆地はこうして，農業生産の場としては特に優れた条件を持っており, 

しばしば稲作を中心とした農業が栄える.こうして人口が増え,土地利用があ 
る程度以上に進むと,やがて土地と資源の配分をめぐる規則が厳格になってく 
る.盆地はこのようにして,しばしば農業を通じて,政治的,経済的にまとま 
りのある社会に育ってゆく.チャオプラヤ水系の中では,早くも13世紀には, 
ChiengmaiやNanがこういう農業国家として育っていった.
中流 部 中流部では,1本の氾濫原が上下に通っている.そして,そ 

の両側には山麓緩斜部がある.こういう訳で,中流部は広い緩斜部とそれを断 
ち割って流下する氾濫原の二つの部分から構成されると考えてよい.以下,こ 
の二つについてその性質を概観してみる.

(a)氾濫原 氾濫原は幅10〜20kmの凹地帯である.さきに,中流部で 
は支流が集って1本の大河をなす,といったが,これがその部分である.くわ 
しく見るとこれは複雑な乱流帯を構成している.
氾濫原は微地形的には次の3要素から成立っている.河道,自然堤防それに 

後背湿地である.河道は常時水の流れる所である.河幅は場所によって異なる 
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が,ふつうは数百m,時には1kmを越す.これが洪水時には河幅いっぱい 
の濁流を流す.河道の両側には自然堤防がある.自然堤防は洪水時にも冠水し 
ない高みである.こうした自然堤防の背後には凹地がある.自然堤防よりは, 
3〜4m低く,その一部は沼地になっている.今日の土地利用は自然堤防が樹木 
帯であり,後背湿地が浮稲帯である.氾濫原ではこうした3要素が複雑に入り 
混って,乱流帯を構成している.

(b)扇状地•段丘複合 扇状地・段丘複合というのは,すでに述べた山麓 
緩斜部といった所である.この山麓緩斜部は実際には複雑な構成をもっている. 
地質学的にいうと,氾濫原をとりまく両側はだいたい段丘である.新旧の段丘 
が何段かの段をなしている.そして,この段丘群を横断するような形で山脈か 
ら何本かの支流が氾濫原に向けて流出しており,それにそって扇状地が発達す 
る.こういう次第で,山麓緩斜部としたものは,地形発達史学的には,新旧の 
段丘と扇状地との複合体ということになる.
段丘は農地としてはあまり良い立地条件を持っていない.特に古くて高い位 

置を占める段丘はラテライト質の地表を持っていて,その肥沃度は極めて低い. 
扇状地の大部分もまた，けっして肥沃とはいえない.砂礫質で粘土分が欠如し 
ているからである.農業立地をもっと決定的に悪くしているのは圧倒的な水不 
足である.高位で流入水があまり期待できないからである.土地利用はこのこ 
とを反映して未開である.水利のよい限られた凹地には水田が見られるが,多 
くの所は疎林となっている.
以上のように,中流部は洪水が猛威をふるう氾濫原とそれを取りかこむ高燥 

な扇状地・段丘複合の組合せになっている.
下流 部 排水域から流出してきた水は，結局,氾濫原に集り,ここを 

勢いよく通過して,下流部のデルタに至る.氾濫原は洪水通過域であり,デル 
タは受水域であると同時に洪水拡散域ということにもなる.
各地区を水田対集水面積比という観点から見ると，第6図にも示したとおり, 

山間盆地と氾濫原がほぼ同じ値で30である.lhaの農地は背後に30haの集 
水面積を持ちうるわけである.広大な水源地を持つ地区ということができる.
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〔デルタ〕

脇 水田対集水面積比・例えば氾灌原の場合,その域内の1haの土地に対して
3 平均30haの土地に降った雨が供給される

孚雨季の水位
¥ 乾季の水位

第6図大水系の構成•大水系は上流部の山間盆地,中流部の氾濫原と扇状地・段丘複合,下  
流部のデルタからなる

これに対して,扇状地・段丘複合はその値が5と小さい.デルタは同じように 
計算してみると,10と算出される.この値は氾濫原などに比べると,はるかに 
小さく，むしろ水不足地の扇状地•段丘複合に近い.雨季に全面湛水して,な 
かなか排水しないあのデルタのイメージが与えるものよりはるかに小さな値で 
ある.洪水拡散域のデルタは,まさに拡散の故に,単位面績が期待できる水源 
面積はそれほど大きくならないことになる.



1チャオプラヤ水系概観 17

もっとも,こうしたデルタの水文環境はけっして画一的なものではない.先 
にも議論した如く,デルタは性質の異なるいくつかの細部から成立っているか 
らである.拡散ということは,この意味では地域差をつけて考えねばならな 
い.
流域区分図 以上議論した思想をもとに,チャオプラヤ流域の区分図を描

くと第7図のようになる.ここには,いくつかの山間盆地を散在した上流部,  
氾濫原と扇状地•段丘複合よりなる中流部,それにデルタよりなる下流部が示 
されている.下流部デルタは,さらにそれが古デルタと新デルタとに区分して 
不してある.
第8図にはそれぞれの区分における断面が示されている.上流部には平地は 

ほとんどなく,全体の傾斜は極めて急である.中流部では緩傾斜した扇状地・  
段丘複合の占める範囲が大きい.これに挾まれて,氾濫原が凹地帯をなして南 
北につらなっている.下流部には二つの断面が示されている.新デルタを通る 
断面には広大な低平地が示されている.それに対して,古デルタの断面は地表  
部がそれほど低平でなく,少し起伏もあり,全体的な印象は,新デルタと扇状 
地・段丘複合の中間型という感じである.この断面には同時に,氾濫原も示さ 
れている.
第8図の最下段は古デルタから新デルタを経て海に至る南北断面である.こ 

の図には,古デルタが新デルタに比して明らかに高く,またゆるく傾斜してい 
ることが示されている.上に示した第7図は実際のチャオプラヤ流域を5万分 
の!の地形図と衛星写真をもとに解析した結果である.本図作成の基礎になっ 
たデータは巻末に付論としてつけてある.



18 熱帯デルタの農業発展

第7図チャオプラヤ流域の地域区分図
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第8図 チャオプラヤ流域地域区分図に対応する断面図
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本章では,1960年代後半に見られた土地利用の状況を中心に記載する.1960 

年代後半といえば,まだ伝統的な稲作風景が少しは見られた時期である.もっ 
とも,この頃になると,少しずつ機械化や肥料,薬剤の投与,新しい市場の登 
場などの問題が出かけていた.しかし,そうしたことは中心的なテーマにはし 
ない•もっぱら,生態的環境とそれへ適応している稲作という視点で以下の議 
論を進めてゆく.

2.!稲作区の設定

チャオプラヤ•デルタは稲作から見ると,12地区に分割できそうである.そ 
の分布は第9図に示してある.この区分の設定にあたっては,地形学的な配慮 
と農作業の分析を基礎としている.稲作という複合的な対象であるので,その 
区分の境界は地形区の境界等のように截然とはしていない.こういう意味では, 
ここに示した12の地区は,だいたいそれぐらいのブロックに分けておくと,デ 
ルタの稲作の全体像はつかまえ易い,といった程度のものである.
以下の12区には,全体の中での位置を把握しやすいように,その地理的位置 

が先に述べた標準デルタの地形区を用いて指示してある.例えばRangsit地 
区は新デルタ中の1区域である,といった具合である.

Rangsit地区 、
Sena凹地帯

〉新デルタ
West Bank

Bang Pakong 氾濫部,
Noi • Lopburi氾濫原…氾濫原
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第9図 チャオブラヤ・デルタならびにその周辺で見られる12の稲作区

沿岸湿地’
瀕海部

…海岸部

古デルタ…古デルタ
Dan Chang扇状地
Mae Khlong扇状地

…扇状地•段丘複合
Lopburiグルムソル地区
Prachinburiラテライト地区/
各地区の立地条件の概要は,すでに上の地形区表示で少しは推察していただ 

けるのではないかと考えている.
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2.2各稲作区の農業景観

2.2.1 Rangsit 地区
典型的なデルタ空間 バンコクの東北にある約20万haのRangsit地区はチ 

ャオプラヤ•デルタの中で最もデルタ的な所である.この地区は,その80%が 
標高1.5m以上,2.5m以下という所である.大きな河がないから自然堤防の 
作る起伏もない.全体は極めて平坦である.

ここはかつてのタイ湾の浅い潟が陸化した所である.したがって,潟特有の 
汽水成粘土がたまっている.
潟には多くの所にニッパやマングローブが茂り,底泥には硫酸還元菌が多か 

ったはずである.こうした菌の集積した硫化物がこの粘土にはことのほか多く  
含まれていて，粘土自体はいわゆる酸性硫酸塩土壌の性質を持っている（この 
ことに関しては,後に詳しく述べる）.表層の数十cmは,ふつうの粘土であ 
るが,それ以深ではこの有毒粘土がひそんでいるというのがこの地区の特徴の 
一つである.

こうした粘土地盤を持つこのRangsit地区は,雨季にはそこに降った雨とま 
わりから流入して来る水でその全面が冠水する.一方乾季になると大きなひび 
割れを見せてカラカラに乾いてしまう.
重粘土であるから,ひび割れは幅3~4cm以上にもなり，深さは60 ~ 70cm 

に達する.いわば,このRangsit地区は雨季と乾季とでは,巨大な湖のような 
全面湛水と,全体がひからびる粘土沙漠の観を呈し,その間を半年毎に振り動 
くのである.
第10図は,Rangsit地区のほぼ中央にある Amphoe Thanyaburiで1人の農 

民に彼の田の1979年の湛水深変化を描いてもらったものである.7月には田に 
まだ湛水はないが,8月になると20cmぐらいに湛水している.9月,10月は 
それが50cmに達し,11月には減水を始めて,12月には水がなくなっている. 
最大湛水深が50cmに達するということは,道路を走るだけでもよくわかる.
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第11図 Don Muang空港（バンコク）における 
1931-60年の平均月別降雨量

道路にそって田の中に建てら 
れたコンクリート製の電柱が, 
どれもこれも皆,このあたり 
から下方でセメント分が洗い 
流されて,骨材の砂利が表面 
に現われているからである.
第11図の月別降雨量のグラ 

フと比べてみるとわかるので 
あるが,5月にはすでにかな 
りの降雨があるにもかかわら 
ず,それは湛水には至らない. 
この間の降雨は,最初のうち 
は,粘土地盤に大きく開いた 
割れ目に落ち込んでしまうの 
である.雨季開始後1力月ぐ 
らいして始めて土を湿らし始 
める.

深水直播稲栽培 Rangsit地区の基本的農作業は直播稲の栽培である.上記 
のような極めて平坦な粘土層の上で,その作業は次のような順序で行なわれる.

まず,4月後半になって,土が少し湿りだすと,低みの湿り気のある所から 
すき起しが行なわれる.すき起しには水牛が用いられる.牛の用いられること 
はこの地区では皆無である.人々は,朝水牛をつれて田に来るとまだ涼しい間 
に,午前中のひとまわりをまず行なう.正午を中心とした3時間ぐらいは作業 
は行なわない.4月,5月といえば,タイでは年のうちで一番暑い季節であり, 
この季節の日中の作業はおよそ不可能だからである.午後少し涼しくなってか 
らもうー度,水牛を働かせて,すき起しを行なう.
犁耕を行なうと,その直後に稲籾の散播を行なう.荒起しをしただけで20〜 

30cm角の大きさの土くれがゴロゴロしている上に籾がばら播かれることもあ 
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るし,荒起しの後,一度砕土してそこへ散播されることもある.いずれの場合 
も田面に湛水はない.籾は水浸していない乾いたままのものである.この散播 
の直後にもうー度舉をかける.これは覆土である.こうした作業は4月後半に 
始まり,5月いっぱいは続く.

やがて，6月，7月と雨が繁くなると，播かれた稲は発芽して背丈を伸ばし 
てくる.しかし,この時には雑草もいっしょに伸びてくる.場所によっては, 
雑草のほうが優勢である.しかし,農民はこの旺盛な雑草にあまり神経をとが 
らせはしない.この時期には見渡すかぎりの緑の広がりの中で水牛があちこち 
歩いているのを見ることがある.6月から7月にかけて,雑草と稲が共存する 
時,農民は直播田の上に時に水牛を放つ.

8月に入ると,水田には湛水が始まる.一旦湛水が始まると,その増水速度 
は非常に速い.それまで全く水の湛っていなかった所に1週間後に行ってみ 
ると,もう30〜40cmの深さの湛水があるということはけっして稀なことでは 
ない.こうなると，今迄優勢を誇っていた雑草は多く溺死してしまう.そして, 
急増水に対して適応力のある深水稲のみが増水に追い越されないように背丈を  
伸ばしてゆく.こういう次第であるから,除草作業というものはない.8月お 
わりから9月初めにかけて,もう満々と湛った水はRangsit全体を一つの湖の 
ようにしてしまう.そんな時，水の上に10cm前後の長さで,まるで針のよう 
に細長い葉をまばらに突き出しているのがこの頃の深水直播稲である.この時 
期Rangsit地区には,しばしばさざ波が立つ.
水位が最高位で停滞する9月と10月が稲のいわば第2成長期である.この時 

期に，稲は土と,おそらくは水からも栄養を吸って成長してゆく.ちなみに, 
たいていの深水直播稲は，根元から30〜40cmの所までは,各節から水中根を 
出しているが,これを通して水中の養分を吸いとっているのであろう.湛水深 
はふつう,第10図に示したごとく,50cmそこそこであるが,稲の草丈自体は 
150〜180cmに伸びている.波にもて遊ばれる稲は斜め上方にその茎を延ばし 
てゆくからである.増水が始まり出してから,収穫期までは,人も水牛も田に 
は全く出向かない.
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Rangsit地区で最も早い稲が実り出すのは11月である.これはこの地区の中 
でも比較的高みにあり,したがって減水が早く起る個所である.刈取りの最盛 
期は12月と1月である.低みでは時に2月になってから刈られる所も少なくな 
い.刈取りは深く湾曲した半月形の鎌で,穂先の50~60cmだけを刈取る.そ 
して,それをひとかかえぐらいの大きさの束にし,脱穀場に運んで脱穀する.
脱穀は家の庭で行われることもあるが,ふっうは田の中で行なわれる.水田 

の一部を直径20mぐらいの範囲で踏み固め,そこを木灰と水牛糞を混じたも 
ので塗り上げて,緻密な脱穀用の床を作りあげる.こうして出来上がった床の 
中央には一本の竹竿をしっかりと建てる.運ばれて来た稲束は最初脱穀場の脇 
に積み上げられるが,いよいよ脱穀という時になると,その一部が,しつらえ 
られた脱穀場の床にばらまかれる.そして,3~4頭,時にはもっと多くの水牛 
が横つなぎにつなぎ合されて,一列横隊で上の竹竿のまわりを歩く•水牛がグ 
ルグル,グルグル竹竿の周りを歩く間に,人々は一種の竹のクマデで稲穂を上 
下に入れかえ,まんべんなく踏ませるようにする.注意していて，籾が完全に 
脱粒してしまうと,その分を,サッと床から外にとり出し，又別の新しい稲束 
を入れる.かくして，積み上げられた稲束の総てを水牛のひずめで脱穀する.
籾は風選後,家の貯蔵庫に運ばれるまでの間,場合によってはその場に盛り 

上げて夜を越さねばならないが,こうした場合,盗難を避けるために,武器を 
たずさえて番をしなければならないことも昔はあったという.精選された籾は, 
直接その場で米商人に売られることもあるが,多くは家に運ばれて,竹で編ん 
た大きな籠か木箱に入れて貯えられる.
以上が,深水直播稲栽培の全行程である.稲の取入れ後は,翌年の耕起まで, 

稲作の作業は何もない.ただ,翌年の耕起の直前に,多くは3月の中頃から4 

月にかけてであるが,ひからびた切り株と雑草に火が入れられて,圃場全体が 
焼かれることがある.こうすることによって，病原菌と害虫を殺す効果がある 
と人々は信じているからである.
運河 網 Rangsit地区は低平広大で典型的なデルタ面であり,そこで行 

なわれている農業は深水直播稲栽培であることは間違いないが,それだけでは
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第12図Rangsit地区の運河網.ここには幹線水路のみしか記入していないが, 
実際にはこれらの幹線水路から無数の小水路が派生している

この地区の特徴をいい表わしているとはいえない.ここは今日では,運河網が 
密度高く張りめぐらされた極めて人工的な空間でもあるのである.第12図にも 
示したように,この地区はその基本となる運河の配置は,南北にそれぞれ30~ 

40kmの長さでのびる直線運河である.それらは2km間隔で約20本掘られて 
いる.これとは別に,これに直交するような,ほぼ東西方向の運河がまたいく 
っか掘られていて,これらの組合せで,この地区全体を完全な運河の網の目が 
おおっている.これは，1890年代を中心にして,シャム運河掘削•水田灌漑会 
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社によって掘られたものである.この運河掘削の歴史にかんしては後章であら 
ためて述べる.
考えてみれば,あまりにも見事なモンスーン・デルタの典型であるこの 

Rangsit地区の半年毎に交代する完全湛水と完全乾燥の空間は人間の居住にと 
っては極めて不適当な環境である.何故ならば,このRangsitの20万haとい 
う全域が完全に水没する時,人々はどうしてそこに家を建てる場所を見つけた 
らよいのであろうか.乾季の状態はもっと決定的に具合が悪い.20万haとい 
う所が全面ひび割れ,カラカラの粘土盤になってしまい,一滴の雨も降らない 
となった時,人々はどうして飲み水を得たらよいであろうカ、.こうして，Rang

sit 地区の,河川さえない平坦な地形面は,人間の生存にとっては，あまりに 
も拒絶的な空間であったのである.
運河網の敷設はこうした苛酷な自然に対する最も有効な環境改善の手段であ 

ったのである.充分に深く掘らた運河は,乾季といえども水をたたえるはずで 
ある.そうすれば,これで生活水は確保できる.掘り上げた土を堤防に築けば, 
そこは雨季にも水没しない高みとなりえ,家を建てる場所とすることができる. 
Rangsit地区の開拓は,まさにこうした手段を用いて実行にうっされたのであ 
る.今日,Rangsit地区に入ってみると,総ての家はこうして掘られた運河ぞ 
いに建てられている.

ところで,第10図に示したようなRangsit地区の水文条件は人間の生活にと 
っては厳しいものであるが,稲の成育にとってはそれほど大きな障害ではない. 
前節でも述べたように,深水直播法では,湛水のない田面に播かれた稲籾は, 
雨が繁くなると発芽し,そのまま増水に応じて背丈を伸し,12月になって水が 
なくなると実を結ぶのが一般である.仮に1粒の稲籾がこのデルタ面に放置さ 
れていたと考えてみよう.この稲粒は平気である.その結実後に訪れる数力月 
の極めて厳しい乾燥期を稲は籾の形で休眠して過せばよいのである.翌年,再 
びマンゴー・シャワーの頃になるとそれは生気をとりもどして発芽の用意をす 
るであろう.要するに,Rangsit地区の水文環境は,そのままの状態でも,稲の 
生育には好適なのである.運河が掘られ,人間が住みつけるようにさえなれば,
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Rangsit地区は一挙に巨大な産米地になる素質は充分にあったのである.
以上がRangsit地区開拓の基本的な大筋である.運河は稲のためよりも人間 

居住のために掘られたのである.生活用水として,また交通路として,運河の 
果した役割は決定的であった.とはいえ,実際には運河網の掘削は,この地の 
稲作環境をも大きく改良した.局部的な湛水を周辺に分散させる役目を果した 
からである.さらに今日では,会社掘削の幹線水路以外に農民の掘削した小水 
路が無数にある.それらは幹線から派生する幅1m,長さ数百mのものである. 
本来その場に降った降雨だけに頼って行なわれていた深水直播稲地帯が,今日 
ではこうした運河と小水路によって,均分化した水をも利用できるような空間 
になったのである.この傾向は後に述べる政府の灌漑工事が軌道に乗ってから 
特に顕著になってきている.

Rangsit地区は,今や厳密には，元のままのモンスーン•デルタの水文環境 
からはかなりはずれた,いわゆる改良された水利を持つ地区になっているので 
ある.
屋敷まわり Rangsit地区では家は総て運河にそって建てられている.先に 

も述べたごとく,そこだけが生存可能な場所だからである.第13図は運河ぞい 
の農家の1例であるが,以下この図にしたがって屋敷まわりについて簡単な説 
明を加える.
運河①ぞいにはたいてい堤防②ができていて,その上を歩くことができるよ 

うになっている.運河は前に触れた南北にのびる主要運河の一つだと，大体幅 
20mぐらいのものである.その運河から,堤防を断ち割って③,あるいは土管 
を埋めこんで,運河の水が通じるようなかっこうにして,池④が掘ってある. 
ここから掘りあげられた土が積み上げられた所が屋敷地⑤になっている.屋敷 
地には,高床の家⑥が建てられているが,時に農具等を入れる小屋⑦が別にあ 
ることもある.農具小屋はあまり高い高床になってはいない.こうした屋敷地 
の周辺はたいてい防風林のような植込み ⑧ がある.竹とサケー(Combretum 
quadrangulare)が最も多いが，他にマカームテート(Pithecellobium dulce)や 
ココヤシの植えられていることもある.こうした外縁をとり巻く木とは別に,
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屋敷内には一見無秩序に,何本かの木が植えてある⑨.それらは,グアバ, 
マンゴー,マカームテート,プッサー (Zizyphus jujuba),ココヤシ,マカーム 
(jTamarindus indica)等果実のなる木である.他に小さい野菜園⑩があって, 
タクライ(Cymbopogon citratus;レモングラス),トウガラシ,バイカプラオ 
(〇 ci mum basilicum;ハツカの葉),ナス,それに少し大型のものでは砂糖キビ, 
バナナ,ヘチマ等が多い.こうした物は1個所ではなく,あちこちに散在して 
作られている.時に池④から幅1mぐらいで水田中に延びてゆく水路⑪が掘ら 
れている.これは,先にも述べたように,水田⑫の水利環境を良くするために 
掘られた通水溝である.こうした水路わきは土手状に盛り上げられていてバナ 
ナ等⑬が植えられていることが多い.
家⑥はふつう1.5mぐらい,あるいは時によると，それ以上の高床になって 

いる.もっとも,これはこうしておかないと洪水に水没するからというのでは 
ない.第10図でも示したごとく,湛水深はふつう0.5mから1mぐらいにしか 
ならないし,すでに屋敷地はその程度は盛り上げられてあるから,水没の危険 
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はない.これはむしろ快適さを得るためのものである.高床の下は,たいてい 
農具と米の置き場になっている.この他,乾季にはしばしばここに舟が引き上 
げられている.
家のまわりには直径1.5m,高さ1.2mぐらいの大きなツボが四つ五つ置い 

てある.これは屋根から雨水を受けるようになっている.最も上等な飲料水は 
こうして得られる.長い乾季の間,この水は大事に保存される.飲料以外の家 
事用水,例えば,食器洗い,洗濯,水浴などには池④の水が用いられる.この 
池はしかし,同時に養魚池でもある.たいていは,プラ・ドウックというナマ 
ズに似た魚が極めて多量に住みついていてこの家の蛋白源となる.このプラ・ 
ドウックを農家は非常に重要視していて,各家は池④を運河①よりも深く掘り, 
しかもその中には立てかけた木を沈めて魚が集まるような魚の巣をこしらえて 
いる.Rangsit地区には,現在のところ水道はないし，井戸水は簡単には出な 
いから,大ガメの水がなくなると,この池の水を煮沸して飲まねばならない.
屋敷地の一部が水牛置場⑭になっていることが多い.ここには高さ1.6mぐ 

らいの特殊な目の粗い棚がしつらえてあって,水牛がその下に入ると,上に積 
み上げられた藁が下から食えるような恰好になっている.以上がRangsit地区 
の農家の一般的なものである.

ところで,ここでついでに少し水牛のことについて触れておこう.伝統的な 
深水直播稲栽培では,各戸は最低1~2頭,ふつうは3~4頭の水牛を持つこと 
が要求される.水牛は耕起にも脱穀にも,そして,運搬にも欠かすことができ 
ないものだからである.運搬といえば,道路のないRangsit地区では,乾季に 
は水牛が簡単なソリを曳いて田を横切って行く•これ程に重宝にされている水 
牛であるけれども,Rangsit地区の環境は水牛にとっては,極めて苛酷なもの 
である.雨季には全域が水没してしまい,乾季にはカラカラに乾ききった刈跡 
の稲株しかなく,安定した牧場がどこにも得られないからである.こうしたわ 
けで,水牛には普通ここでは子を産ませない.もっと環境のよい例えばコーラ 
ート高原などで生れたものが,ここへ働くために売られて来る.

4月になると,多くの水牛がコーラートからやって来る.たいていは6〜7 
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人の男が組になって,100頭を越す水牛をつれて来る.彼等は百数十kmの全 
行程を歩いて来るわけだが,夜は途中の田圃に泊らねばならない.4月には, 
こうした牛追い達のテントが田の中に,直径100mぐらいの円を描いて6〜7 

張り張られているのをよく見る.これはその中に水牛を囲い込むようなかっこ 
うで泊るためのものである.こうして持って来られる水牛はたいてい4歳の水 
牛である.水牛は,Rangsit地区の耕起が始まるまでにそこに着き,売られね 
ばならない.こうして新しく Rangsitの水牛になった4歳牛は,その後6年か 
ら10年ぐらい働く.

Rangsitの水牛はたしかに不幸である.まともに草が食えるのは5月中頃か 
ら8月中頃までだけである.この間,水牛は,前にも述べたごとく,時に水田 
中に入りこんで稲と草を食う.しかし,8月中頃から湛水が始まると,もう人 
間と同様盛り上げた土盛りの上だけで過ごさねばならない.この季節には農民 
はたまには運河ぞいの青草等を刈り与えることもあるが,ふっうは前年から用 
意された藁だけで生きて行かねばならない.そして,12月に刈取りが終ると, 
はじめて刈跡放牧に出される.しかし,こうした田も12月，1月はまだよいと 
して,2月から後は完全にカラカラに乾ききってしまう.Rangsitの深水直播 
稲栽培は水牛なしには行ないえないものであるにもかかわらず,実際,その環 
境は,水牛にとっては,体力と寿命をすり減らすようなものなのである.
最近の変化 ここまでに述べて来た稲作景観は伝統的稲作景観であり,そ 

れは1960年代中頃までのものと考えてだいたい間違いない.1970年代に入って 
からのRangsit地区はずいぶん変って来た.特に,1970年代後半の変化は著し 
い.そこには,二期作の導入,旧来の直播法の改良,果樹園の増設などがある. 
そして,こういうものを可能にするにいたった最大の原因は,灌漑水利の改良 
とトラクターをはじめとする機械の導入である.こうした変化の中で,水牛は 
急速にその姿を消しつつある.以下,このあたりの事情を二期作,直播法の改 
良,果樹の増大の3点に焦点をあてて見てみよう.

1960年の中頃には,乾季の真最中にRangsit地区の上空を飛ぶと,そこは全 
面が灰色に見えていた.ところが,1980年の今は達う.灰色の中に緑が混って
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第14図Rangsit地区の運河ぞいに見られる二期作 
田の分布

いる.よく見ると•その緑は 
前に述べた南北や東西の主要 
運河を軸に,まるで歯のこぼ 
れた櫛のようなかっこうで分 
布している.これが,最近そ 
の面積をのばしている二期作 
田なのである.そのさまは第 
14図に示してある.
最も普通に行なわれている 

二期作の作季は,次の通りで 
ある.すなわち,雨季には旧 
来の通りの深水直播稲を植え 
る.これは4月おわりから5 

月に播種され,12月か1月に 
刈取られる.これを地元では 
ナー・ピーといっている.ご

く稀に移植になることもある.この場合には, 5月に苗代が作られ,6月に植
え付けられる.刈取りは12月である.雨季作の刈取りに続いてすぐ,乾季作が 
行なわれる.これは直播と移植が半々ぐらいである.移植の場合は,1月末か 
2月初めに苗代が作られ,2月末に植えられる.直播だと,1月末から2月の
初めの播種である.
両者とも5月中に刈取らねばならない.この乾季作のことはナー •プランと 

呼んでいる.雨季作は在来の方法の踏襲であるが,乾季作は全く新しいもので 
あり,それだけに農民も特別の心づもりをして取り扱っている.乾季作の場合, 
直播にしろ,移植にしろ,本田準備には,灌漑を行なわねばならない.何分に 
も,この時期は前にも述べたように,すでに田面は乾ききっている.したがっ 
て,まず最初に行なわねばならないことは運河からの揚水である.この頃,運  
河の水位は田面よりたいてい，0・5m以上低いから,そこから小型ポンプで揚 
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水する.ポンプはシリンダー型のものが多く,その動力は自家用の小舟に取り 
付ける小さな発動機を利用したものが多い.しかし,時にはより大型のエンジ 
ンを動かして,揚水する者もいる.こうした揚水は,何も本田準備時だけでな 
い.乾季中に作るのであるから生育の全期間を通じて,時々行なわねばならな 
い.こうしたことがあって,乾季作は運河ぞいにしか見られないのである.た 
いてい,運河から幅200~300mが限度で,それ以上遠方に水を送ることは得 
策でないと考えられている.
乾季稲はまた,日の長い3〜4月に開花するわけであるから,感光性のある 

在来種は全く使用することができない.使用されている品種は,この土地には 
今まであまり知られていなかった非感光性品種である.ふつうはIR系統の品 
種をタイの農林省で改良したものであり,短桿で,短期種のいわゆる高収量品 
種である.こうした品種をていねいに作っている.移植の場合は,もちろん全 
体の作業がていねいになるわけだが,直播法が用いられている場合でも雨季作 
に比べるとはるかに手がこんでいる.まず除草,特にヒエ抜きがかなり徹底的 
に行なわれる.2月から3月頃,こうした二期作田地帯に行くと,抜かれたヒ 
工が畦にうず高く積まれているのをよく見かける.そして,こうした除草の時  
に,同時にあまりこみすぎている所からは,間引きが行なわれ,その苗でもっ 
て,発芽が悪く間隔の開きすぎている所に補植が行なわれる.こうした管理に 
加えて,たいていは肥料が施される.

こうした二期作が可能になったのはポンプの普及によるところが大きいわけ 
であるが,その前に,主要運河に乾季にも水が供給されるようになったという 
ことがあるからである.後に少し詳しく論ずるが,今やRangsit地区の水文環 
境は,シャム運河掘削•水田灌漑会社時代の19世紀最末期のそれとは全く異 
なったものになってしまっている.はるかChainatの上流で取水された水は, 
Chainat-Pasak運河で延々100km以上を運ばれ,さらにそこからRaphiphat 

運河に導かれ,それが大量に,Rangsit地区に入ってくるのである.こうした 
外部からの水が,この二期作を可能にしているのである.Raphiphat運河の水 
は,前記の20本ほどの南北の主要運河に分けられることになっている.したが 
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って,それらの主要運河ぞいに二期作が見られるのはいわば当然である.これ 
らの運河のうちで,運河No.13ぞいには特に広大な二期作が見られる.この 
運河こそは,Raphiphat運河が真南に延長して来ると,そこに接続するという 
位置に当っているものである.こういう二期作の分布を見ていると,Rangsit 

地区の二期作は明らかに,Chainatダムのおかげで可能になっているのだとい 
うことを,ひしひしと感じさせられる.

Rangsit地区の二期作は，しかし,あまりおおげさに取り扱うべきではない. 
何故なら,広大なRangsit地区全体から見れば,二期作の行なわれている面 
積はごくごく限られているからである.私が見た1980年は例外的な旱魁年とい 
う特殊事情にあったのではあるが全体の2 ~ 3%ぐらいの地域にしか,二期作 
は行なわれていなかった.例年はもう少し多いということだが,10%にも達す 
るとは思えない.
次に，直播法の改良のことについて少し述べてみたい.先にも述べたごとく, 

Rangsit地区の直播法は,基本的には水牛で耕起し,砕土もしないで,土くれ 
がゴロゴロしている上に乾籾を散播するものである.しかし,最近ではナム・ 
トムというより手のこんだ直播法が広がっている.ナム・トムとは水でどろど 
ろにしたという意味である.これは荒起しだけでなく,代搔きを行なっておい 
て,その上に発芽した籾をまくというものである.籾は一昼夜袋に入れて浸水 
した後,ひき上げて二昼夜ぐらい日陰においておくと発芽する.それをよく代 
搔きした田に散播するのである.ナム・トムの利点は本田準備を完全にするか 
ら,在来の直播田に比べると,草の出方がきわめて少ないということである. 
こういうことのために,農民は畦もきちんとして肥料でも入れようかという気 
になるという.

ナム・トムの収量は在来法に比べると明瞭に高い.こういう改良法が導入さ 
れるようになったのも,結局は本田準備をする水が手許に得られるようになっ 
たからである.代搔きを行なう水が得られないような状態では,こうした手の 
こんだ直播法は用いられなし、.私と調査をともにした.Dr. Narong Thiramong- 

kolはこのナム・トムのことをirrigated broadcastと訳した.broadcastとい 
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えば,今まではまず植付水の得られない天水田のものと考えられていたのであ 
るが,ここにこうして,灌漑田に行なう新しい直播法が現れてきたのである.
果樹園面積の増大がいま一つの特徴である.Rangsit地区には以前は,そ 

れほど多くの果樹園はなかった.それが最近では,非常に広くのびている.車 
の通る道路ぞいの田が軒なみ,果樹園に変ってゆくというのがそれである.そ 
の最も顕著な例はRangsit運河ぞいに見られる.

この道筋には,昔から果樹園がなかったわけではない.運河ぞいの農家は， 
少しずつ自家用の果樹園を持っていた.例えば,第13図に見られる家の場合, 
屋敷地⑤には果樹があったわけだが,それとは別に最近では,背後の田の中に 
延びる果樹園が広がりつつある.例えば,水路⑪ぞいにバナナ⑬が植えられて 
いる.この水路自体は田⑫に水を入れるためのものであるが,それぞいに盛り 
上げられた土手が重要な果樹栽培地として機能しだしている.正確にいうと, 
この種のロング（畝）も昔からあるにはあったのだが,それが最近では急速に 
数が増えだし,一種の園地化が起っているのである.しかも,最近でははっき 
りと商品作物栽培を意識した大規模経営に変りだしたのである.バナナ,グア 
バ,ココヤシ,マンゴー等は昔から自家用としてでも作られていたものである 
が,最近では,これに加えて,ブドウ,ミカン等といった新顔が増えつつある. 
西瓜や野菜面積の伸びも大きい.

こうした新開の園地は,衛星写真で,その分布が明瞭に認められるが,こう 
した写真を見ていると,それらはハイウェーの伸びと軌を一にしているように 
見える.Rangsit地区の一部，特にその西南隅は,バンコクに近いということ 
で今や完全にバンコクの経済圏にまきこまれ,果樹園の拡大など,市況に極め 
て敏感に反応する土地利用を行なっている.

2.2.2 Noi • Lopburi 氾濫原
Ang Thong-Tha Rua間の豊業景観 Noi • Lopburi氾濫原というのは,Noi 

河,チャオプラヤ河,Lopburi河にまたがって発達する氾濫原である.その分 
布は,北は扇頂部の Chainatから南はアユタヤに到っている.
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匡河川 西集落 匚コ水田
(A-TJ Ang Thong • Tha Rua 道路 〔B-ロ Bangkok • Chiengmai 髙速道路

第15図 Ang Thong東方にひろがるNoi • Lopburi氾濫京

地図を開いてみて,なによりもまず最初に気付くことは,この地区が極めて 
多くの河川を持っているということである.このことはRangsit地区のような 
河川を欠如する地区に対して際立った対照をなす.河川は,どれもこれもが強  
く蛇行し,そのために隣り合った河川はお互いにくっついては離れ,またくっ 
っき,全体として河川の網目をなしている.そのためかなり大きな河川でも, 
その本流がどこをどう流れているのか見出し難いほどである.一例として, 
Ang Thong附近の地形図が第15図に示してある.

こうした河川網を形成する氾濫原は地形学の観点からすると二つの重要な性 
質を持っている.第一は,この地区が周辺に比較して著しく低位を占めている 
ということであり,第二は,全体として低位であるにもかかわらず,その地表 
は自然堤防のために起伏に富んでいるということである.このようにその位置 
が相対的に低いために,周辺地域の水が総てここに集中し,全体は大氾濫地帯 
になる.しかも起伏があるから,後背湿地の凹地帯では極めて深くなる.4m
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という湛水深もけっして珍しいことではない.
以上の水文条件が氾濫原の土地利用景観を基本的に決定するのである.第16 

図に示したものは,Ang Thongからほぼ真東に向けてTha Ruaに続く道路ぞ 
いに見られる1980年3月末の現況である.以下の番号は図中の番号に符合する.

①バンコク・チェンマイ高速道路.
② 直播田.稲長150〜160cm•田の畦などにも立木は全くない.道路は水 
田より1.5m高い.

③ 移植田.雨季作稲の草丈は100〜120cm.その刈跡のうち約50%には緑 
豆が裏作として作られている.田中に蟻塚が20~70m間隔である.蟻塚 
の上には木がある.水田中には0.5〜1.0mの起伏があるが,道路は平均 
して,水田面より!.2mぐらい高い.

④灌漑水路.幅7m.水多く流れる.
⑤ 直播田.その大部分が裏作に緑豆を作っている.
⑥ 自然堤防を覆う豊かな樹木と竹.この中に家多し・
⑦ 川.Khlong Ban Chaeng.幅 80m.

⑧ 自然堤防を覆う樹木.この中に家多し.
⑨灌漑水路・幅7m.水多く流れる.
⑩ 直播田.その刈跡の約70%に緑豆が植えられている.
⑪ 浮稲田.水田中に木全くなし.水田中に建てられた電柱は地表より1.2m 

の高さまで湛水による変色が見られる.道路は水田より2.0m高い.
⑫ 川・幅70m.この川には自然堤防は全く発達していない.浮稲田中に, 

ただ水みちが浅くついているだけにすぎない.したがって,川ぞいには樹 
木や竹は全くない.

⑬ 浮稲田.そのうちの約30%に裏作の緑豆が作られている.
⑭ 豊かな木の列.これはしopburi河の自然堤防.
⑮ Lopburi 河.幅 30m.

⑯ Lopburi河の自然堤防とその上の樹木.ごく一部がトウモロコシ畑にな 
っている.緑豆もある.
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⑰ 典型的な浮稲田•田には畦がほとんど認められない.立木は全くない. 
裏作の緑豆なし.所々に沼らしいものありそこに多くの白サギがいる. 
道路は水田上に高さ4mの盛土をして,その上を走っている.

⑱ 浮稲田•そのうちの約20%に裏作の緑豆あり.
⑲川.幅70m.これには自然堤防がほとんど発達していない.したがって, 
川ぞいには樹木や竹が全くない.

⑳ 典型的な浮稲田•畦はほとんどなく.稲長3. 5m以上・裏作の緑豆なし・ 
電柱は地表より2.5mまでが湛水のために変色している.道路面は田面よ 
り4.5m高い.この地点での土壌断面は以下の通りである.
地表ー1.5m :褐色の斑紋を有する褐灰色の重粘土
1.5-1.9m + :赤色と褐色がかった黄色の斑紋をもつ灰色の重粘土.この 
中に極めて多くのジプサムの針状結晶（0.3~1.0cm 長さ）を含む.

㉑ 川.幅10m,浮稲田中にあって自然堤防はなし.
㉒浮稲田.緑豆なし.
㉓水路・送水されていない.
㉔ 浮稲田•畦ほとんどなし.緑豆なし.
㉕ 川.幅20m.これにはその両側に,それぞれ幅60 ~70mずつの竹と木 

の列が続いている.自然堤防上の植生である.
㉖ 浮稲田.緑豆なし.道路は田より3. 5m高い.
㉗直線水路.幅4m.送水なし.
㉘ 浮稲田.畦は極めて貧弱.緑豆なし.
㉙ 浮稲田中の川.幅50m.自然堤防なく,したがって樹木の列なし.
㉚ 浮稲田.木全く見えない.稲長,2.5m,道路は田より3.0m高い.
㉛ 上と同じような浮稲田.しかし,道路高さは2.5m.

@ 直播田.しかし,田中に立木多し.蟻塚も30 ~ 50m間隔である.今迄 
より地盤高い.ここはすでに,氾濫原をはなれて,デルタ東岸の低位段丘 
であるらしい.

@木の点在する直播田.ここは集落のはずれの高み.
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@ 直播田•電柱は下方のl・Omが湛水による変色を示している.道路は田 
面より1.5m高い.ここより東方にゆくにしたがって漸次地盤が高くなっ 
ている.

以上の断面からも分るとおり,この地区の地表面は極めて強い起伏を持って 
いる.高みは新旧のチャオプラヤの分流が作り出した自然堤防によるものであ 
り,低みはそれの後背湿地である.
自然堤防は隣接する後背湿地より4mぐらい高いというのはそう稀なことで 

はない.後背湿地が極めて微細な重粘土でできているのに対して,自然堤防は 
はるかに粗粒な壌土や時に細砂でできている.高位であり,おまけに,それほ 
ど粘土質でない高燥地であるから,ここは屋敷地として利用するのに都合のよ 
い所である.
自然堤防上の原植生は,高木をふくむモンスーン林であったらしい.タコ 

{Dio spyros sp),コイ{Streblus asper)等の高木が所々にそびえる.しかし,今 
ではこうした自然の木は少なく，多くは,チャムチュリー (Samanea saman), 
マカーム Bamarindus indica),マカームテート(Pithecellobium dulce),プッ 
サー (Zizyphus jujuba),マンゴー，ジャックフノ I—ツそれにココヤシ，竹等の 
栽培種に置きかえられている.家々はこうした樹々におおわれていて,ふつう 
外部からは見えない.
一方,後背湿地は極めて低湿であり,浮稲地帯になっている.ここの原植生 

はもうー'はっきりしないが,調査を共にした村田源氏(京大理学部)はカヤツリ 
草か禾本科の草原ではなかったかという.1910年代に測量された地図では,こ 
こはトウング(草原)と記載されている所が多い.ただ所々にカトム(Mitragyne 

javanica var. micro ph yllむが生えている.これは高さ20mぐらいになる木だが 
季節的に湛水するような所にのみ見られる特殊な木である.広大な木のない平 
面に,所々この木だけがポツンと立っているのは後背湿地の典型的風景である.
後背湿地は自然堤防に比して,相対的に低位であるというだけではなく,そ  

の絶対標高も低い.海岸から百数十km入りこんだこの内陸でも，まだその海 
抜標高は2mという程度である.この低標高のために,この地区には海の侵入
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第17図 Noi • Lopburi氾濫原中の中位部で,上質田と 
考えられている水田中の年間湛水深変化

が数千年前まであり,それが 
現在,地表近くに若い海成粘 
土を残している.第16図には, 
その海成粘土が地点⑳に示さ 
れている.同地点の土壌記載 
中に,多くのジプサムの結晶 
が現われているのがその証拠 
である.タイ国の土壌報告書 
もこのことを報告しており, 
河川の近くでは土壌は良質で 

あるが,河川から離れて後背湿地に到ると,急に海成粘土に由来する強酸性の 
悪性土になる(Thailand SSR No.53, p.3)といっている.またこの強酸性のために, 
普通の所なら2.2~3.lt/haとれる米が,こうした所では,1.2 - 2.2 t/ha 

しか期待できない(ibid. pp.17-18)ともいっている.
起伏がこのように大きいのであるから，年間を通じての湛水変化は場所によ 

って大きく異なる.第17図は,この地区の田で農民が最も良田だとした圃場の 
湛水深変化図である.7月にはまだ田には湛水がないが,8月になるとすでに 
湛水深は1mを越し,9月,10月には!.5m を保ち,11月には減水して, 
12月にはもう干上るということを示している.この農民によると,彼の家は 
Lopburi河の自然堤防上に建っているが,例年だと,年のうち1週間ぐらいは, 
その屋敷地も浅く冠水するという.そんな時には,彼が作っている浮稲地帯の 
中で最も低い田は，だいたい4mぐらいの水深になっているという.氾濫原地 
区の洪水とは,かくして,同じ雨季の湛水とはいえ,前記の，Rangsit地区の 
ものと比べると,その湛水深ははるかに大きくなるのである.
自然堤防と後背湿地の農業 1960年代のNoi • Lopburi氾濫原における伝統 

的な上地利用は比較的単調であった.木のこんもりと茂った自然堤防上に住み, 
後背湿地で浮稲を作るという,ただそれだけのものであった.家の近くで,ご 
く少量の野菜が作られたかも知れない.しかし,それらはこの地の基本的な土
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地利用にとっては取るに足りないものであった.それが1970年代に入ると,か 
なり複雑なものになる.

1980年の今日,土地の人々は農地を3種類に分類する.一つは後背湿地の大 
部分である.ここは重粘土で構成された低位であり,湛水深が2〜3mにもな 
る.他の二つは,いずれも自然堤防上である.これは灌漑地区と非灌漑地区の 
二っに分かれる.かくして，このあたりの氾濫原には三つの農地が区別される 
わけである.この3種類は,それぞれ特有な土地利用形態を持っているのだが, 
その農業暦が第18図に示してある.
第一番目の,後背湿地の浮稲単作地帯では,4月になって,マンゴー •シャ 

ワーがあると耕起が開始される.荒起しの直後に乾いた籾が散播され,すぐに 
もうー度犁が入れられて覆土される.いわゆる伝統的な浮稲の栽培である.こ 
れは，同年の12月から翌年の1月にかけて刈り取られると,刈跡はそのまま翌 
年の耕起の時期まで放置される.1960年代以前の伝統的な浮稲単作という農作 
業が,ここでは1980年の今日でも，そのままの形で見られる.
第二の型は緑豆と稲の二毛作である.これは灌漑水のかからない自然堤防周 

辺で行なわれる.緑豆作りはたいてい1月末から2月の初めの頃に始められる. 
この時は,前作の稲株に火が放たれ,まずそれが焼かれ,その直後に緑豆の種 
子が散播される.播種量は0. 5 tang/rai (10Z/0.16ha)程度である.その後， 
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ディスク・プラウで2度ばかり耕される.土の反転と覆土を同時に行なうので 
ある.この作業は,よほど土質のよい壌土地区でなら水牛ででも行なえないこ 
とはないが,ふっうはトラクターを用いないとできない.土がすでに乾いて硬 
くなっているからである.こうして播種された緑豆は2力月から2力月半で収 
穫が可能である.収穫は実ったものから順次2〜3回にわけて摘みとってゆく. 
緑豆は,おそくとも5月初めまでにはその収穫を完了しなければならない.収 
穫量はふつう12 tang/rai (240Z/0.16ha)程度である.非常によい場合は20 

tang/raiぐらいまでとれる.緑豆の後には,すぐまた直播稲を作る.
緑豆の収穫はふつう4月中に終るから,5月になると,どこでも耕起が可能 

になる.しかし,ふつうは耕起作業は低位の田から始める.水田全体としてみ 
ると,したがって,最初に浮稲単作地帯の耕起が,これは4月中・下旬に始ま 
り,順次高位の田に移ってゆくことになる.5月中には,ほぼ総ての直播田の 
耕起と播種が完了する.こうして作られる緑豆・直播稲二毛作地区の稲は低位 
のものは浮稲であり,高位のものはいわゆる普通の深水稲である.
浮稲単作地区で何故緑豆を作らないのかという質問に対しては次の答えが返 

っている.すなわち,仮に緑豆を作るとすると,どうしても稲の耕起時期に仕 
事が多くなりすぎ,へたをすると,浮稲田の耕起時期を失するおそれがあるか 
らだという.結局,農作業を無理なく行なうためには,今の程度の面積に緑豆 
面積を留めておいたほうが無難なのだという.私は,重粘土ゆえの後背湿地の 
土壌がこの作物の生育をさまたげるのかと想像して,そういう質問をしてみた 
のだが,重粘土は最近のようにトラクターが使用されるようになってからは, 
何ら問題ではないという答えが返ってきている.
第三番目の類型である灌漑された自然堤防は米の二期作地区である.ここで 

は,12月に雨季作の稲が刈り取られた直後に,耕起をし,灌水して,代搔きを 
した上に籾を散播する.使用する品種は例外なく高収量品種である.これの刈 
取りは5月から6月にかけてである.一方,4月おわりから5月初めにかけて 
は,別の所で,次の雨季作のための苗代を用意しておかなければいけない.乾 
季作の収穫が終ると，急遽,その田は耕起と代搔きがされて,そこに用意さ 
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れた稲が植付けられる.雨季稲には在来品種が多い.刈取りは11月末から12月 
いっぱいにかけてである.
最近の灌漑水の導入と機械力の導入は,この地区の自然堤防の土地利用の高 

度化をもたらした.特に,トラクターの果している役割は極めて大きい.例の 
稲・緑豆二毛作は,氾濫原に多い新旧の自然堤防上では極めて好適な作付であ 
るが,これの実施を実際に可能ならしめたのは，トラクターの耕耘力だと思わ 
れる.Lopburi河ぞいにしろ,チャオプラヤ河ぞいにしろ.今日,これらの自 
然堤防上を2, 3月に走ると,いたる所に広い緑豆畑を見る.1960年代には, 
あまり見なかった風景である.
自然堤防と後背湿地の生活 水位変化だけで見ていると,Rangsit地区より

もはるかに凶暴に見えるこのNoi • Lopburi氾濫原の水文環境だが，実際の生 
活は,Rangsit地区のそれよりもはるかに快適であり,また変化に富んでいる. 
しっかりとした自然堤防上に家が構えられるということは,それだけでも決定 
的に多くの利点がある.河には年中生活水があり,まわりには樹木の緑がある 
ということが,何よりもありがたいことである.半沙漠状態と大湛水を繰り返 
す木のない平坦面に宅地のための土を盛り上げ，自分で木を植え,ややもすれ 
ば干上る掘り池の水を必死で守りながら生きてゆくというRangsit地区とは雲 
泥の違いである.

こういう環境であるから,人間だけでなく他の動物にとっても条件がよいの 
であろうか,最近では農民の副業としての家畜飼育がはやっている.この家畜 
飼いは1970年代後半になってから盛んになったものだが,例えば,最近はこう 
いう現象が出て来ている.町の金持ちの家畜をあずかって飼育するのである. 
ある農家では,水牛,牛それぞれ百数十頭ずつ,馬数十頭,それに卵用のアヒ 
ル数百羽が飼われていた.これらは町の金持ちのものだが,この家では近所の 
人達をカウボーイに傭い,飼育しているのである.河岸と自然堤防にはまだ何 
といっても動物に草を食わせたりするのに使える未利用の場所が残っているし, 
それに田に残された刈株や,収穫後の緑豆の葉や小枝がけっこう飼料になる. 
したがって,こういう家畜飼いが可能になるのである.この農家では,自分の 
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屋敷地に接して柵を作り,夜には,こうした動物を皆そこに入れていた.
この農家の場合はたしかに特別多数の動物を専門的に飼っている.しかし, 

もっと手軽な飼育も見られる.そのうち最も一般的に見られるのはアヒル飼い 
である.肉用のアヒルを数百羽ずつ飼うことは極めて簡単に行なわれている. 
家のわきに,できれば河の一部を取りこんでごく簡単な囲いさえ作れば,それ 
でアヒル飼いには充分である.アヒルは3力月で市場に出せるという.このア 
ヒル飼いは昔からあることだが,1970年代後半になると,それが急に盛んにな 
る.アヒル以外では先に述べたように牛が割合に多い.最近,水牛は著しく減 
少した.トラクターが入って来て,それの賃耕のほうが安いから,役畜として 
の水牛は見捨てられつっあるのである.そのかわり,肉用としての牛が飼われ 
ることになった.3〜4頭ずつ飼っている農家が割合に多い.こうして氾濫原 
の自然堤防上の村には,多くの動物がいて賑やかで活気がある.

その他に,しばしば見られるのは,ヘットファングというキノコの栽培であ 
る.稲藁を木の枠を使って,30X30X100cm3ぐらいの直方体に作り上げるが, 
これが,ヘットファングの台である.これは枠につめる時に,ヘットファング 
のタネと肥料と藁を5 ~ 6段の層になるように交互に積み上げて,充分に水を 
打っておく.すると,仕込んでから,7〜8日でもう収穫できるのである.夕 
ネに2 bahtsの投資をすれば10日後には,30 bahtsの収入があるというので大 
変な人気である.この作業には打ち水のための水源が必要だが,ここには河川 
の水があるから問題がない.
私はここでの伝統的な農業は浮稲単作であったといったが,より正確にいう 

と,それは20世紀に入ってから作り上げられた伝統のようである.農民の話に 
よると,それ以前は,自然堤防の近くで,もう少しいろいろな作物を栽培して 
いたようである.例えば,棉,タバコ,豆類，トウモロコシ等々と.どうやら 
この地区が今日動物を飼い,キノコを作るといったふくらみのある営農をして 
いるという事実は,ある意味では,この19世紀以前の多様な土地利用への復帰 
とも見ることができるようである.ここの生活は本来,すくなくともRangsit 

地区のそれとは比べものにならないくらい厚みのあるものである.
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ところで,少し歴史を振りかえってみると,こうした落ちつきの中にも華や 
かさの感じられる豊かな生活空間というのは充分に納得のゆくものである.あ 
のアユタヤのナライ王が17世紀にLopburiに離宮を作り,皇后をともなって毎 
年往復したというあのルートが,まさにここに当っているのである.おそらく, 
あの当時から,いや多分はもっと以前から,ここはシャム人の中核的な生活圏 
になっていたのであろう.Noi • Lopburi氾濫原は一見暴力的に見える水文環境 
を持ってはいるが,ある意味では人間の居住にとって極めて快適な環境なので 
ある.
氾濫原の生活の総てを記しておくためには,しかし,もう一つの型の集落の 

ことにも触れておかねばならない.それは,後背湿地に5 ~ 6軒から10軒ぐら 
いの塊を作って点在している集落のことである.これらはたいてい自然堤防を 
持たない河のふちに位置する村である.第16図でいうなら地点⑲，㉘などと 
いう浮稲田中の河ぞいに,そういう集落がある.さすがに,湛水深が2mにも 
3mにも達するような所にはそういう集落はないが,もう少し浅湛水の所にこ 
ういう河があると,そこにはこうした村が出来る.たいていは,河岸を少し盛 
り上げて,さらにその上に高床の家を建てる.乾季に訪れると,こうした高床 
の下は農機具や家畜置場などになっていて,その有様はRangsit地区のものと 
変らない.しかし,雨季の様はRangsit地区のものと全く異なってしまう. 
床下まで完全に水没してしまうからである.この時期には,農機具は大きなも 
のは分解して,小さなものはそのままで,床の上に運び上げられる.普通年な 
ら大丈夫だろうということで,そのあたりに住まわせられている豚等も,特別 
の洪水年や通常年でも年に1~ 2日の高水位の日には，床の上に避難させら 
れ,とにかく生きのびさせられるというようなことがある.こういう所では， 
床の下の長い杭は,もちろん洪水を避けるための脚になっているのである.こ 
うした集落は遠くから見ると,広大な浮稲地帯の中にポツンと浮かんだ竹藪の 
小島のように見える.防風と防水をかねて,家のまわりが水に強い特殊な竹で 
囲まれているからである.近づいてみると,たいてい竹の他に，例のカトム 
(Mitragyne javanica var. miorophylla)と少しばかりのサケー(Combretum
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quadrangulare）がある.これらは貴重な薪炭の材料なのである.
こうした後背湿地中では,もちろん,自然堤防上の集落のような多彩な生活 

を行なうことはできない.浮稲栽培がほとんど唯一の可能な生業であり,他に 
は何もすることがない.農閑期には，したがって男は賃かせぎに出る.バンコ 
クに出かける者もあるが,例えば,例の家畜を多く飼う農家のカウボーイにな 
るのも一つの方法である.彼等の集落の近くで農閑期の唯一の仕事といえば, 
所々に残っている水溜りにとり残された魚を捕えることである.女達が6〜7 

人,時には20人ぐらいの組を作って一列横隊になり,手に手に円錐形の伏せ籠 
を持って,浅くなった水溜りの端から端へ魚を伏せてまわる姿は,ここでよく 
見かけるものである.

Noi • Lopburi氾濫原に相当するような氾濫原はSuphanburi河ぞいにもある. 
これは第9図に示されている.後者は前者に比べると,その洪水の威力も支配 
範囲もはるかに小さいが,それでも氾濫原としての特性の総てを持っている. 
ここでも,生活の中心は自然堤防であり,背後の後背湿地が稲作の場になって 
いる.自然堤防近辺での水田裏作の緑豆の栽培も同じように見られる.

2.2.3 Sena凹地帯
Senaの水文環境 ここで Sena凹地帯といっているのは,Senaを中心に

北はPhak Hai,南はPhraya Banlue運河で画される幅25kmで,東のチャオ 
プラヤ河と西のSuphanburi河に挾まれた地区である.ここは,灌漑専門家の 
間では,West Bank中の一つの小区でChao Ched-Bang Yeehon工区といわれ 
ている所である.

Noi • Lopburi氾濫原は極めて優勢な,しかも数多い河川で特徴づけられた. 
Rangsit地区は,河川の欠如で特徴づけられていた.Sena凹地帯はこういう観 
点からすると,河川はあることはあるが,あまり優勢でないものが多い.例え 
ば,洪水深についていうと,次の如くなる.すなわち,Noi-Lopburi氾濫原が 
大洪水を運び,雨季には4mの深さに達するのに対して,Sena凹地帯では,そ 
の湛水深はL0〜1.5m程度である.これは,しかし,Rangsit地区の0.5〜
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ロ水田 陶果樹の多い屋敷林 二レ河川 ,沼
⑸ Sena(c c ) Chao Ched運河(n) Noi河 ( c) Chao Phraya 河

第19図Sena附近の河川模様・河川には自然堤防の発達が見られず,沼が多い.
1919年測量のタイ陸軍旧5万分の1地図より作成

第20図 Noi・Lopburi氾濫原に多い自然堤防を持つ河川〔A〕とSena凹地帯 
に多い余水吐型の河川〔B〕の比較
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1.0mというのに比べると深い湛水ということになる.
第19図はSena周辺の地図である.第20図はNoi • Lopburi氾濫原とSena凹 

地帯の河川断面の比較図である.これらの図から分るとおり,両地域の河川の違 
いは,その河川密度もさることながら,より本質的には,Sena凹地帯には自然 
堤防がない,ということである.このことは重要である.Noi • Lopburi氾濫 
原の場合,河川といえば,その岸には樹々の茂る高みがあり,したがって,そ 
こは極めて快適な居住地を提供した.しかし,Sena凹地帯の場合は違う.河 
川はある.しかも，それらはかなり大きく,時に幅50m以上というものもあ 
る.しかし,それにもかかわらず,その河岸には高みはなく,したがって木も 
ない.こういう状態は，人間の居住にとっては，決して望ましいものではない.
低平地の河川には,そもそも二つの型がある.一つは本来の河川である.こ 

れは，洪水時には,はち切れんばかりの水を流し,時には決壊するのであるが, 
それでも決壊個所が復旧すると,また元の通り水を流す.こうした河川は絶え 
ざる洪水が持って来る土砂のために,その流路ぞいには自然堤防が発達する. 
これに対して,もう一つは自然堤防を欠く弱々しい河川である.こうした河川 
は通常の河川が決壊して,溢ふれ出た洪水が自らの流路を求めて地表を彷徨っ 
て行った時に作った一時的な排水路である.こういう一時的排水路は決壊個所 
が復旧すると,もう主たる流路にはならない.しかし,本流の復旧後も高水位 
の季節には,本流が膨れすぎると,その溢流水を受持つことが多い.いわゆる 
余水吐である.余水吐程度では,しかし自然堤防は発達しない.

Sena凹地帯はこういう余水吐型河川の卓越地帯である.したがって,そこ 
は強力な河の地帯というよりも,全体として沼地的な性格を帯びて来る.こう 
いう河川は,水位が上がった時には，実に無際限にその河幅を広げ,かくして, 
雨季になりだすと,どこからどこまでが河か分らないような状態になる.そし 
て,逆に減水してゆく時には,またあちこちに,沼か河かわからないようなも 
のを残して引いて行く,こうして,ここにはNoi・Lopburi氾濫原のような高 
木の列と浮稲という明瞭なコントラストにかわって,川や沼の水面と,それを 
取り巻く草地と稲田が広がるという,アクセントの無い景観が続く.草地の 
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主要構成分子は,コック・サムリャム(Cyperus digitatus),ヘウ(Eleocharis 
5ム)等であるが,その他に,サヌー {Sesbania sp.),パクブン{ipomea aqua- 
tic公等がある.

このように,頼りない河川なのであるが,それでも，河川が存在するという 
ことは,すでにそこには,人間生活の可能性が与えられているということであ 
る.このために，ここでは,Rangsit地区のような大規模な運河掘削を待たず 
に入植が始まるのである.運河を掘らなくとも入植が可能なのだから,結果的 
には運河の発達がなかった.かくして,地図上で見ると,Rangsit地区の見事 
な直線運河地帯と,Sena凹地帯の運河のない沼地帯との明瞭な対照となるの 
である.こうしたSena凹地帯の水文は,また次のようにいうこともできる. 
すなわち,チャオプラヤ河やSuphanburi河が,それまでの古デルタと丘陵の 
間に閉じ込められた状態が氾濫原の状態である.閉じ込められているから河に 
は圧力がかかっており凶暴である.それが，新デルタの平坦面に出て,一気に 
圧力が低下し,河川の威力も衰えたのがSena凹地帯であると.しかし，それ 
はまだRangsitのそれのように圧力ゼロにはなっていない.
凹地帯中の起伏 凹地帯という言葉を用いているのは,Senaを中心に,東

西にのびる地形的凹地がここに存在していると考えるからである.凹地帯の北 
には,5m以上の標高を持つ古デルタ面があり,凹地帯の南部は，この地区自 
体が高度を3.5〜5.0mぐらいに高めている.これらの二つの高みに比べると, 
凹地帯中央の標高は2 mと明らかに低く,一種の低い帯をなす.この様子は, 
概念的には,第21図に示されているし,より詳しくは第47図の等高線図に示 
されている.

Sena凹地帯南部の高みは,古い海岸砂州ではないかという推察を行なった 
(Takaya, 1969, p. 296).しかし,この成因に関する正確な情報は今の所まだ得 
られていない.成因はともあれ,こうしてかなりの高度差が存在することは, 
事実であるから,それがもたらす水文環境の地区差は大きいものである.すで 
に前項で述べた沼的な川が多く存在する情景は実は凹地帯中央の低位部のもの  
である.南部の高位部になると様子はかなり異なる.雨季の湛水深は浅くなり,
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第21図 Sena附近におけるSena凹地帯とNoi河,チャオプラヤ河の関係を示す 
概念図（地点①②③における湛水深は第22図に示してある）
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河川密度も低くなる.第19図からも見られるように,この地区では奇妙なこと 
に,水流は一般の方向とは逆に北向きに流れている.すなわち,この凹地中央 
帯がそれより南の水を集める樋の役割りを果しているのである.
第22図は,このSena凹地帯の南北断面を示したものである.ここには，は 

っきりと南部の高位帯と中央部の凹地帯が示されている.同図には，3地点に 
おける水田の湛水深をも示しているが,ここにも，この地形的凹凸に応じた水 
深変化がよく示されている.高みの上での湛水深は，農民によると,事実上, 
雨季の降雨を畦畔で閉じこめて確保したものだけである.一方,Phak Haiの 
湛水状況は,すでに述べたNoi・Lopburi氾濫原の水位変化に似た振幅の大き 
いものであることを示している.
人工的な水文環境 現在のSena凹地帯の水文環境は人工的に改変されてい 

る.特に乾季のそれがそうである.本来,余水吐というものは,洪水期以外は 
水が流れず,本流があふれた時にのみ水を流すものである.Sena凹地帯にあ 
る河も,本来はそういう性質のものなのだが,実際には,人工的に手が加えら 
れ,常に水が流れるようになっている.この間の事情は次のようなものである. 
第21図を参照していただきたい.

チャオプラヤ河の分流Noi河は,最後はPhak Hai, Senaを通過して， 
Wat Si Kukで再びチャオプラヤ河に合流するようになっている.このNoi河 
もチャオプラヤ河と同様，いくつもの余水吐を持っている.中でも,最下流の 
Sena附近では特にそれがよく発達している.例えば，Plap Phlai運河や,今は 
Khut運河と呼ばれているもの等がそれである.1960年代に入ると,こうし 
た余水吐に手が加えられるようになり,全体の水文条件が変ってくる.すなわ 
ち,Noi河の水をかってのように,その全量を Wat Si Kukからチャオプラヤ 
河に帰すのではなく，むしろ,なるだけ多量にPlap Phlai運河やKhut運河 
を通じ,南に流そうという処置がとられるようになるのである.先に述べたよ 
うに,この南には高みがあるから,水はなかなか思うようには南進しない.そ 
こで，かつての余水吐のいくつかを新たに浚漂して通水性をはかる工事が行な 
われている.こうして,Noi河から受けとられた水は無理やり南に押しやられ, 
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高みを通過して,そのすぐ南で待ち受けているPhraya Banlue運河にまで送り 
こまれることになるのである.
南への給水は,やがてさらに徹底的に行なわれるようになる.新しく人工的 

な取水路Phak Hai-Chao Ched運河が掘られ,Noi河の水は,もっと多量に送 
り込まれるようになるのである.こうなると,もともと高みを越すという無理 
をしていた送水であるから,水の疎通は思うにまかせない.凹地帯には,この 
送水にともなう漏水がとどこおり,以前はなかった季節はずれの思いもかけぬ 
湛水が発生するようになるのである.海田能宏(未発表)によると,この人為 
的な湛水はこのあたりの農民の不平をもらすところとなっているという.4月 
から5月にかけての直播稲播種期に，すでに湛水があって,直播作業が行なえ 
ないような状態が起っているからだという.

こうして,古デルタの前面に広がるSena凹地帯は，その相対的な凹地形と 
人為的な送水があいまって,いわば一種の強制湛水地帯となっているのである. 
いつの季節に訪れても,Sena近辺は，チャオプラヤ•デルタの中で最も水郷 
的な感じを強く与える所である.
低位部の農業景観 この地区の伝統的な農業空間は直播稲栽培である.4月 

末から6月初めにかけて,雨が始まると,田面はただちに耕起され,その直後 
にその上に乾いた籾が散播される.そしてそれはその後は自然の洪水にまかさ 
れ,12月から1月の減水を待って刈り取られる.その様は Noi •Lopburi氾濫 
原やRangsitの直播稲の場合と全く同様である.

Sena凹地帯の農業に関しては,Tanabe (1980)の極めて詳細な調査があるので, 
それから資料をひろい上げて,この凹地帯の農業の概観を見てみよう.同氏の 
調査村は Tambon Bang Nom Kho の Mu Baan No.9 である.これは，Amphoe 

Senaの約5km南に位置しており,典型的なSena凹地帯低位部にあたってい 
る.述べられている情報は,だいたい1974/75年のものである.

まず，この村は基本的には雨季直播稲栽培村である.村の水田の90%以上が 
直播される.雨季の移植田は10%にみたない.田は一筆が0.8〜3. 2haと大き 
<,一般に畦は不完全で,圃場の均平度は低い.二期作はあることはあるが極 
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めて少ない.運河ぞいの一部だけで,1974/75年時点では水田面積の4 %以下 
でしかない.これはポンプを使用した移植である.一時,裏作に緑豆が試みら 
れたことがあるが,結局，土質が悪いということで,その後は普及していない. 
雨季作は主体が直播であるが,微妙な土地の高低に対応するために,いろいろ 
な品種が用いられている.たいてい5月から6月にかけて播種するが,刈取り 
を12月初旬に行なう作期170〜180日の普通稲から,1月末もしくは2月初めに 
収穫する浮稲までいろいろある.播種方法も,いわゆる旧来のサムルワイ法が 
圧倒的に多い.すなわち,非湛水下で荒起して,乾籾を散播するあの方法であ 
る.耕起後の砕土はされることもあるが,されないこともある.しかし,一部 
の凹地で耕起時にすでに湛水しているような所では,ポロイ法が採用される. 
これは,耕起の後,代搔きを充分に行ない，発芽籾を極めて注意深く,後ずさ 
りしながら播く方法である.すでに述べてきたナム・トムと同じものである.
以上がTanabe (1980, pp.674-687)からの要約である.上の記録で見るかぎり, 

1974/75年時点においては,ここは,水文環境が人為的に変えられたとはいえ, 
それは大したことではなく，稲作自体も旧来の雨季直播稲栽培が実質的には踏 
襲されている.

とはいえ,この時点では,すでに以前になかった雨季初期の湛水が起ってい 
ることも確かなようである.そして,それを利用して,ここにポロイ法すなわ 
ちナム・トム法が行なわれている.海田のいう農民の不平というのは,最近で 
は,こういう形で一部解消されているのである.もっとももう一つの不満は解 
消されていない.収穫期になっても水がひかず,おかげで穂が水没して水腐れ 
をおこすというのである.

1980年の様子も基本的には上に述べた1974/75年の状況と,ほとんど変って 
いない.ただ,私が1980年に訪れた時には,乾季作の面積が10%ぐらいには増 
えていたような感じがした.しかし,こうした乾季作は雨季作が乾季作に変っ 
たもので,二期作の一つとしての乾季作ということではない.こうした乾季作 
は，だいたい1月末から2月始めにかけて,本田耕起,代搔きを行ない,移植 
を2月か3月に行なうものである.刈取りは,6月から7月に行なわれている.
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こうした,比較的単調な土地利用の中で,最近,それに変化を与えているの 
は,1970年代後半に入ってから急増してきた大規模なアヒル飼育である.長期 
の湛水を利用して,時に1万羽を越す群が一家族によって飼われる.こうした 
場合,自分の家の近くまたは,持ち田の一部を基地にして，一種の放し飼いを 
行なう.乾季が特にアヒル飼いの時期である.こうしたアヒルはNoi • Lopburi 

氾濫原の場合と同様，そのほとんどは肉用である.
高位部の状況 南の高位部では,上に述べて来たものとは事情は完全に異 

なっている.ここは,雨季作も直播ではなく移植である.6月に苗代が作られ, 
7月か8月に本田移植が行なわれ,11月か12月に刈取られる.

この高位部の歴史は面白い.Tanabe (1980, p. 665)は,この附近の1906年 
時点の水田分布図を示しているが,それによると,高位部を中心として,未耕 
地が,ほぼ東西に延びている.これよりSena側,すなわち北の低位部は開田 
している.一方,これより南側，すなわち,Phraya Banlue側も開田している. 
要するに,この高みだけが1906年時点で未耕地として,取り残されているので 
ある.

ところで,その10年後,すなわち1916年のタイ国陸軍の5万分の1地図は， 
もっと面白い.この時点では,高位部,低位部両方が開田している.しかし, 
高位部と低位部を全く見事に分けるような形で,そこには2種類の水田が描 
いてある.低位部では,もはや樹木の全くない見事な水田が全面に広がってい 
る.一方,高位部では,水田にはなっているが,その間に極めて多くの草地を 
挾在し,おまけに水田中には至る所に樹木が立っている.さらに,水田そのも 
のの耕作法が異なったらしく,2種類の水田は異なった記号で描き分けられて 
いる.残念なことに,この図幅には,その記号に対する説明が無いのだが,仮 
に同じシリーズの他の図幅の記号説明をこの図にも準用すると,低位部の水田 
は畦のある水田ということになり,高位部の水田は畦の無い水田ということに 
なる.もし,これが正しい読図であったとすると,高位部の水田は,1916年時 
点では,おそらくは開田直後であり,高木の散在する草原に畦を欠く焼畑にも 
似た稲作があったという解釈ができることになる.この高燥地の新開田の部分 
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には,その後,何本かの南北運河が横断することになり,戦後,それは天水移 
植田として確立されてゆくのである.

この移植田地帯でも,しかし,最近は変化が現われている.例えば,第21, 

22図のNo. 3地点のインフォーマントの場合,彼の田は最大湛水深が10cm 

にしか達していないにもかかわらず,4月に植付け,8月に刈取る雨季前作を 
最近は作っている.ポンプで水路から揚水して作るのだという.彼の場合は播 
種期に具合の悪い湛水になやむとか,12月になっても田から水が引かなくて水 
腐れがあるとか,そういったことは考えられない.ふつうに考えれば,雨季前 
作よりも雨季作の方が,むしろやり易い条件のように思われる.それにもかか 
わらず,彼は雨季前作を行なうのである.先に浮稲地帯の農民達が述べた理由,  
すなわち,雨季の初期と後期の排水難のために仕方なく雨季作を諦めていると 
いう理由とは別な理由が,このあたりの雨季前作の導入にはあるのではないか 
と考えさせられるような事例である.

2.2.4 West Bank

成立過程 West Bankというのは,チャオプラヤ河の西岸という意味で 
ある.チャオプラヤ河より西で，Suphanburi河より東という意味がこめられて 
いる.一般に灌漑の専門家達が,WestBankという時,それは,上記の2大河 
川の間のうち，Phak HaiとSuphanburiを結んだ線より南で,Mahasawat運河 
より北，すなわち，Bangkok-Nakhon Pathom を結ふ鉄道より北ということに 
なっている.しかし,ここでは私は,このいわゆる West Bankを二つに分け 
ている.北半分は先に述べたSena凹地帯であり.南半分がここでいう West 

Bankである.両者の境はPhraya Banlue運河である.
私がこの細分を行なったのは,南北両地区の間に存在するかなり大きな条件 

の違いの故である.両者の間には,ごくおおざっぱにいって,次のような違い 
がある.

(1)Sena凹地帯はなかだるみの凹地形をしているが,Phraya Banlue以南の
West Bankでは地形は平坦である.
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⑵前者では雨季の直播稲を中心とするが,後者では乾季の移植稲が圧倒的 
に多い.

（3）前者は保護されていない遊水帯という感じが強いが,後者は輪中化され, 
大小の水路で水制御がゆきとどいている.

以上のような差異のために，いささかまぎらわしいことであるが,私として 
は,こうした細分を行なっている.

West Bankは,このチャオプラヤ・デルタ中で,おそらく最も人工的な空間 
である.特にその水環境は完全に改変されてしまっている.しかし，その原初の 
状態はRangsitの初期と同じような荒蕪地であった.雨季には大部分が水没し, 
乾季にはそのほとんどの所から水が消えてしまう.Rangsit地区と同じように, 
そのままの状態では生活ができないような状態だったのである.Rangsitがそ 
うであったように,West Bankでも開田にあたっては運河を掘って水を持つ 
て来ることが必要であった.この要請にしたがって出てくるのが,前記のSena 

凹地帯の氾濫水を運んで来るという案である.この意図をもって，1939年以後, 
ここにはじめて，①Jiphun Nua-Jiphun Thai,② Khut,③Phra Udom の3運 
河が掘られる.こうした運河の位置は第23図に示されている.

この第一期工事に続いて,戦後になると新しい考えが生まれて来る•West 

Bankはバンコクを洪水から守るための遊水池にしなければならないというも 
のである.この目的のために作られるのが ④Phak Hai-Chao Ched運河であ 
る.Noi河の洪水の一部を West Bankに流入させ,これでもってバンコクへ 
の流下量を減らそうというものである.この工事は1960年完成する•West 

Bankの水文環境はこの時点で完全に自然の状態をはなれ，極めて人為的なも 
のとなるのである.

このWest Bankの遊水池化という態勢が強化されると,やがて,West Bank 

はそれ自体が積極的にこの新事態に対処することになる.ここで West Bank 

のとった方針は,水が多過ぎて劣化してきた雨季稲作を放棄して,稲の乾季作 
への転換を行なうということであった.このためには,乾季における人工的な 
給水を新たに強力にはじめるということが必要になってきた.West Bankは，
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第23図 West Bankの位置図•本書でいうWest Bankはチャオプラヤ河, 
Phraya Banlue運河,Suphanburi河，Mahasawat運河で囲まれた範囲である

こうして1939年,その開発が組織的に行なわれるようになって以後,現在まで 
の間に,おおきくわけて三つの異なった段階を経験することになるのである. 
第ーの雨季作安定化のための灌漑水を得る時代,第二の遊水池化されてゆく時 
代,そして第三の乾季作に転換し,これを安定化させてゆく時代の三つである. 
West Bankは,水利的にはまさに極めて激しく変容した所といわねばならなし、・
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ラヤ河の水位との比較（Japan International Cooperation 
Agency 1976, p. III-22〔原資料 R.I.D.］より引用）

このWest Bankの歴 
史は,第4章では今少 
し詳しく述べてある.
改変された水環境

人為的に作り出された 
現在のWest Bankの 
水環境は,第24図に示 
されている.同図は, 
1974年における West

Bank内での水位とチャオプラヤ河の水位の年間変動を併記したものであるが, 
この図からは次のような事がわかる.
(1)West Bank内の水位はチャオプラヤ河の水位よりも年間を通じて高い.
(2)特に1月から5月にかけては,河川水位は著しく低下するのに,West 

Bank内の水位はかなり高く保たれている.
⑶ 域内水位は6月には一度下がるが,7月には再び上昇する.
こういうふうに，West Bank内の水位が年間を通じて異常に高く保たれてい 

るのは,結局,Noi河やSuphanburi河から極めて多量の水が域内に強制的に 
導水されているからである.タイ国灌漑局の資料が示す,1973年から1975年の 
実績によると,上記の二つの河川から West Bank内に導入されている水量は, 
高水位期の10月では,だいたい130 toli/sec,乾季の1月から5月にかけては 
平均 30 ton/sec ぐらいといわれている(Japan International Cooperation Agency 

1976, p. 307).

こうした乾季の人為的な導水の量はかなり大きいものである.その大きさを 
知るには,同期間のチャオプラヤ河本流の流量と比較して見ればよい.海田能 
宏によると,かって,チャオプラヤ河の流水量は150 ton/secと定められたが, 
1970年代後半には,実際には30 ton/secぐらいに落ちてしまっているという 
(未発表)•現在のWest Bankは,乾季中,チャオプラヤ本流の渴水量とほぼ 
同量の水を灌漑水として受けとっているのである.
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第25図West Bank内の代表的な2地点における水 
田湛水深（⑧Amphoe Sam Khokの北約3.5 
kmの地点,二期作田•® Amphoe Lat Lum 
Kaeoの西約12km地点,雨季前作一作田）

一方,農民の話す,彼等の 
圃場での年間の水位変化は， 

第25図に示したようなもので 
ある.Amphoe Sam Khok の 
近くでの湛水は8月に始り, 
11月に終る.この地点での最 
大湛水深はそれほど深くなっ 
ていない.ここは,チャオプ 
ラヤ河に近く .少し地盤が高 
いので,こうした浅めの湛水 
になっているのである.一方, 
同図で下段に示したものは,

Amphoe Lat Lum Kaeoの西方12kmの地点の湛水位変化である.これはWest 

Bankのほぼ中央に位置し,West Bankの水文環境の最も代表的な例である.
第25図に示された湛水深変化だけを見ていると,Wast BankとRangsit地 

区の差はあまり明瞭に現われてこない.しかし.農民に実際に年間の農作業に 
ついて聞き始めてみると,たちまち,West Bank水文環境の特徴が明白になっ 
てくる.それは，12月から6月にかけての圃場の無水期も,West Bankでは 
圃場に隣接する水路には,ほぼいつも水が湛っているということである.この 
ことは,Rangsit地区に比較して,際立った違いである.Rangsit地区では圃 
場から水が消えるということは,ほぼ同時に,大体,普通の小水路からは水が 
消えるということである.しかし,ここ West Bankでは，たとえ圃場の水は 
無くなってしまっても，必ず近くの水路には水がある.それもたいていは,50 

cm前後の揚程で田面に給水できる水がそこにあるのである.第24図は実際に 
はこのことをも示しているのである.
稲 作 旧来の稲作といえば,雨季の一作であった.しかし,1960年 

代の後半から1970年代初めには,いわゆる雨季前作が一時はかなり普遍的に 
行なわれた.その後,多少の変化があって,現在West Bankで見られる最も 
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普通の稲作はいわゆる乾季の一作である.このほか,水利の良好な所では二期 
作が行なわれる.以下,これらの乾季作,雨季前作,二期作,雨季作の四つに 
ついて簡単に記してみたい.

⑴ 乾季作 本田準備は雨季の湛水が始まるまでに行なう.すなわち,7 

月には耕起を開始する.耕起をして,しばらくたって,草が腐りかけた頃に代  
搔きを行なう.この時はもうすでに湛水が始まりかけている.湛水があまり深 
くなりすぎないうちに,こうした作業を完了してしまわねばならない.こうし 
ておいて,9月，10月，11月の大湛水期には,何もしないで田を放置しておく. 
植付けを開始するのは12月になってからである.この時はすでに田から水は引 
いてしまっているから，ポンプで揚水して,もうー度代搔きをし,その直後に 
別に準備しておいた苗を植える.植付後は活着を待って除草をし,肥料を播く. 
刈取りを行なうのは4月である.一部のものは5月になって刈り取られる.

もっとも,この乾季作の作季は,上に書いたものより1~ 2カ月遅れること 
もある.遅いものは2月になってから苗代を始め,3月になって植付け,7月 
に収穫する.こうした作季は水路からポンプ揚水することによって,理論的に 
は自由に選べるはずだが,実際には,そうもゆかないらしい.灌漑局が一種の 
給水ローテーションを行なっているらしく,それによって,稲の作り易い時期 
がおのずと決ってくるからである.私の見たところでは，1979/80年にかんし 
ては,West Bankの南部と東部には作季の早いものが,そして北部から西部 
にかけては作季の遅いものがあるように思えた.乾季作はそのほとんどが移植 
法である.しかし,一部には散播法も採用される.この場合も圃場は移植の場 
合と同様,ていねいに代搔きがされ,その上に発芽籾が散播される.いわゆる 
ナム・トム法が行なわれるわけである.

(2)二期作 二期作が比較的多く行なわれているのは,チャオプラヤ河ぞ 
いである.特にSam Khok周辺が多い.ここはKaida (1974, Fig. 3 p. 523)に 
よると，West Bank中では珍しく旱越と洪水害の多い所となっているが,1980 

年時点では,二期作の多い所となっている.地元の農民によると,1963年頃ま 
では,浮稲に近い雨季の直播稲が作られていて,たしかに,その頃の水利条件 
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はそれ程よいものではなかったという.それが,その後,8月に刈取る雨季前 
作の移植稲にかわり,1970年頃より二期作が広がり出して,今ではかなりの面 
積が二期作田になっているのだという.

このあたりの二期作の作季は以下の通りである.まず1月に苗代を作る.1 

月から2月にかけて耕起と代搔きをし,約1力月の苗を2月に植える.これは 
4月から5月にかけて刈り取れる.この乾季作には高収量品種を用いる.これ 
に続く雨季作は5月に苗代を作る.これは5月中に代搔きをし,6月に植える 
が,この時の本田準備には耕起は行なわない.ルーク・トップという断面が星  
形のローラーをひいてパドリングをするだけである.品種は在来種で収穫は11 

月から12月にかけて行なう.
（3）雨季前作 この稲は,4月から5月にかけて苗代準備から植付けまで 

が完了させられる.収穫は,そのほとんどが8月である.おそくとも9月の深 
湛水が始まる前には総ての収穫を完了しなければならない.

これは1960年代の後半から1970年代の前半にかけては，かなり広く作られた 
稲である.さきに述べたSam Khokで1960年の雨季作放棄後,1970年の二期 
作導入までの間に作られたのがこの稲である.しかし,この稲が1980年の今日 
占める比率は以前に比べると,はるかに低下している.さきにも触れたように, 
1980年には，この稲は West Bankの北縁近くに少しあったが他ではあまり見 
ていない.

（4）雨季作 West Bankの在来の栽培法はもちろん雨季作である.それ 
は域内では北の直播稲,南部の移植稲というかたちで存在していたが,全体と 
して見ると直播稲の方が卓越していたといわれる.5月を中心に播種され,多 
くは12月と1月に収穫されたという.

この在来稲の雨季作は,1980年の今日もまだ少しは存在している.水路から 
遠く離れて,揚水困難な所では未だにこの雨季稲が散播法で作られている.も 
ちろんこれは乾籾を用いた伝統的な直播法である.こうした所はたいてい地盤 
が高い所である.

この雨季直播稲は,1975年ぐらいまでは，まだずいぶん多く残っていたとい 
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う.雨季作から乾季作に変更した農民に聞くと,この変更はほとんどの場合, 
彼等自身の力で水路を田の近くに延長した時に可能になったのだと答える.前 
にも触れたごとく,West Bankといえども,水路なしでは乾季の稲作は不可能 
なのである.しかし,たとえ浅い水路でも,水路さえ引き込めれば,そこから 
の揚水は容易であり,それを利用した乾季作は可能なのである.
上に述べたように,West Bankでの作季は,過去20年めまぐるしく変ってい 

る.在来の雨季作から一時は8月に刈り取る雨季前作に,そして今は4月刈取 
りの乾季作が広がっている.また二期作もある.何故こういう転換を行なうの 
かという質問に対する農民の答は多岐にわたるが,この中で多い解答の例を上 
げると次の通りである.

（イ）何故雨季作を止めたのか.
皆が雨季作を止めたからだ.1人だけが作っていると,ネズミにやられて 
収穫が皆無になる.

⑻何故雨季前作を乾季作にしたのか・
収量が低いからだ.一番収量の高いのが乾季作.その次が12月に刈り取る 
雨季作.8月に刈り取る雨季前作は一番収量が低い.乾季作は病気にもか 
かりにくいし,雨季作より米の値段も高い.

い何故二期作にしないのか.
労働力が足りないからだ.刈取りから植付けと仕事が重なって大変だ.

West Bankでは,何故雨季作を続けないのかという質問に対して,収穫期の 
排水難を理由に上げるものは実際には1人も出会わなかった.
生 活 West Bankは輪中である.周囲は堤防で囲まれ,内には大小 

の水路が縦横に走っている.ほとんどの家は,こうした水路にそって建てられ 
ている.あるものは古くからの居住者であるために屋敷は植込みや果樹で深い 
緑につつまれているし,別のものは新しい入居者でまだそうした木はなく,水 
路ぞいに,家だけがポツンと建っている.以下は,West Bankで見られる最も 
普通の集落のたたずまいである.
比較的古い居住者の一例として Amphoe Lat Lum Kaeoに近いI農家の例
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第26図Phra Udcm運河ぞいの土地利用・古い農家はこうして見事な果樹園に囲まれていて 
その背後には水田を持っている（1一11は記載地区番号•本文参照）

が第26図に示してある.これは,1939年に掘られたPhra Udom運河にそった 
例である.農民によると,1939年この運河が拡幅される以前にすでにここには 
水路があったが,それは幅5〜6m の狭いものであったという.さて,この農 
家は，このPhra Udom 運河に面して幅70~80mの土地を持っているが,同 
図は，それの断面である.この運河ぞいにはこれと似たような農家が点々と並 
んでいる.以下は1973年時点における,この農家の土地利用の情況である.
運河の対岸①は他人の水田である.土手②をへだててPhra Udom運河③が 

ある.運河は約20m幅である.こちら側にも土手④があって,そこにはサケ 
一 {^ombretum quadr angulare）が護岸用に植えられている.ちょうど柳そっく 
りに見える.土手の上は単車ならようやくにして通れるくらいの道になってい 
る.しかし,実際には単車の通行は困難である.土手を断ち切って，各家へ水 
を引く溝が切ってあり,そこは板が1枚だけ橋がわりに渡してあるだけだから 
である.こうして引き込まれた水は，家の前庭の池⑤に通じている.裏の池⑦ 
は前庭の池よりきれいに維持されている.上用の家事用水に使うためである. 
これは,前庭の池がクーといわれるのに対して,ボーといって区別されている. 
ボーは普通,運河に連絡していない池のことである.飲み水用には,家のわき 
に雨水を受ける大きなツボがいくつも置いてある.屋敷⑥は池で囲まれたよう 
な形になっていて,その地盤は盛り上げられている.その上に,1.5mぐらい 
の高さの高床の家を建てる.この家は,マンゴー，ジャックフルーツ,スター 
フルーツ（Aperrhoa carambola）» グアバ,ノイナ{Annona squamosa）等, 
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深い陰を作る果物の木々で覆いかくされている.
家の背後は,畝立てをした果樹園⑧である.ココヤシとマンゴーが多いが, 

他に各種の果樹が混る.その背後がやはり畝立てしたバナナ園⑨である.しか 
し,よく見ると,ミカンの若木が植わっている.1970年代に入るとミカンに人 
気が出て来ている.この果樹園は重要な現金収入源になっていて,この家の現 
金収入の20%ぐらいはこの果樹園から得られている.

さらにこの背後にひろがるのが水田である.水田は水路がとどいている安定 
した部分⑩と,水路のとどいていない部分⑪とに分けられる.水路の水が確実 
にとどくのはPhra Udom運河から500mぐらいまでである.この先は水が不 
安定で収量も悪い.しかし,両方とも雨季前作を作る(1973年には雨季前作で 
あったが,1980年にはほとんど全面が乾季作に変っていた).1967年，雨季作 
から雨季前作に変えた時には揚水が大変だった.ポンプ用のエンジンが無かつ  
たので,昼夜を分かたず,竜骨車を足踏みでまわした.しかし,その後ポンプ 
揚水が可能になったので,この問題は解消した.この水路は実際,このインフ 
オーマントを含めて5家族の水田300ライ(48ha)を灌漑するために掘られた 
ものである.水路は果樹園の一辺を通って田に延びているのだが,Phra Udom 

運河の取入口附近で幅約2m,末端では30cm幅ぐらいになっている.以上が 
比較的大きな運河ぞいに古くから住んでいるかなり裕富な農家の例である.
一方,もっと新しい入植者達も多い.特に道路が延長されると,それにそっ 

ての入植者が最近は目立つ.道路は例外なく幅5〜6m以上の側溝をともなう 
から,それは同時に水路としても機能する.この側溝の水を利用するような形 
で家が建てられる.すなわち,屋敷地を盛り上げるために掘られた池に,その 
水が導かれ，池は養魚池兼家事用水池となる.家のまわりには，パパイヤ,マ 
ンゴー,ココヤシ,スターフルーツ,グアバ,マカームテート(Pithecellobium 
dulce)等の木が植えられるが,まだどれも大きな陰を作るほどにはなっていな 
い.他には，砂糖キビ，ナス,トウガラシ,タクライ(Cy/nbopog(m citratus) 
等が雑然と植えられる.魚池のまわりには,普通バナナが植えられるが,時に 
ココヤシも植えられる.
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West Bankは第二次大戦までは,チャオプラヤ•デルタ内で最も後進的な場 
所であった.しかし,今日では違う.村の豊かさは,平均すると,Rangsitよ 
りも上である.たとえバンコクを救うための遊水池として取り扱われたとして 
も,年中豊かに水があるということは,結局,農村を一気にここまで引き上げ 
ることになるのだろうカ、.少なくとも,West Bankに多い緑はそこの景観に 
豊かさを感じさせる.

2.2.5 Bang Pakong 氾濫部
デルタ周縁の小氾濫部 Bang Pakong河はそれ自体で小さな古デルタを持つ. 

ここでBang Pakong氾濫部というのは，この小古デルタがチャオプラヤの大 
デルタの中に延び出した所である.Bang Pakongの小デルタはチャオプラヤ 
の大デルタに比べると,その洪水は急で,どちらかというと氾濫原的な性質を 
持っている.したがって,これはいわば,チャオプラヤ・デルタの上に氾濫原 
的なBang Pakongデルタが覆いかぶさった所と見ることができる.この意味 
で,ここをBang Pakong氾濫部とした.Bang Pakong氾濫部としたものの範 
囲は第27図に示してある.

Bang Pakong氾濫部に似たような所は,新デルタ周縁には極めて多い.ここ 
で述べる性質は,したがって,そうした数あるデルタ周縁部の氾濫部ともいう 
べき所の代表例である.

Bang Pakong氾濫部はそれ自体がー"の小さな古デルタであるのでデルタの 
性質を示す.しかし,同時に氾濫原的な性質をも示す.いわばデルタと氾濫原 
の両方の性質を示すのである.デルタの性質としては,扇頂から扇裾に到るー 
連の変化を示す.すなわち,扇頂近くでは,地盤は高く,起伏が大きい.起 
伏は2mを越すのが普通である.扇裾は低平で起伏もほとんどなくなる.洪水 
は扇頂部では激しく,扇裾にゆくにしたがって緩くなる.氾濫原的な性質とし 
ては,自然堤防の高みと後背湿地の低みの組合せがある.自然堤防部では洪水 
は浅く,後背湿地部では,それは深くなる.
第2?図にはこうしたBang Pakong氾濫部を二つの区域に分けて示してある.
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第27図 Bang Pakong氾濫部の概念図

浅氾濫部と深氾濫部とである.そして,それぞれを代表すると思われる2地点 
が@,③として示してある.Aはラテライト台地に近い浅氾濫部であり,同時 
にこの氾濫部の中でもより縁辺に近いものである.Bは深氾濫部を代表するも 
のであり,同時にこのBang Pakong氾濫部の中では,より中央部を代表する 
ものである.
第28図はこれらA, B 2地点における水田中の湛水深を示している.この図 

は明瞭なーつの特徴を示している.最大湛水深の発生時期が著しく早いことで 
ある.A地点では8月に最大湛水深がえられている.Rangsit地区やNoi • 

Lopburi氾濫原の場合は9月から10月が最大湛水時期であるから,これに比べ 
ると少なくとも1力月は早いことになる.最大湛水深が早く現われるのは河が 
短小だからである.8月に降雨があると，すぐさまそれが深湛水につらなるこ 
とを示している.
最大湛水深が早く訪れるということ以外に，この地区の洪水は,Rangsit
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第28図 Bang Pakong氾濫部の代表的な2地点における 
水田の湛水深(A:Panom Sarakhamの北東12km, 
B: Prachinburi の南12km)

地区のものなどにくらべると 
はるかに急激である.そし 
て,このためにしばしば,若 
苗が流亡したり,土砂で埋ま 
ったりすることがある.Bang 

Pakong河のすぐ北にある 
Nakhon Nayok河の場合,こ 
の河にバラージができるまで 
は,突然の出水による洪水害 
がしばしば報告されている. 
氾濫部としたこの部分では, 
かくして,デルタの中では珍 
しく湛水が早い時期に起り, 
しかも,激流型の洪水の起る 

ような,そういう地区である.
稲 作 A地点附近の稲は総て実に奇妙なかっこうをしている.直径 

7~8mmもある太いもので丸い断面を持ち,まるで芦のように剛直でしっかり 
とつつ立っている.そして，イタチガヤかアゼガマのように節毎に分枝を出し, 
それぞれの分枝が穂をつけるという稲である.背丈は1.0〜L 4mぐらいで短 
いものだが,こんなに短くても,根元の5〜6cmには水中根が旺盛に出てい 
る.水中根を見ているかぎり,寸のつまった浮稲という感じがする.農民によ 
ると,これも普通の直播稲で4月末に耕起し散播するという.

B地点は深湛水部にあって,全体的な景観はより普通の浮稲のそれに近い• 
平均稲長2mぐらいの浮稲がまわり一帯に広がっている.この地点でインタビ 
ューを行なった農夫は自分の家と田について次のようなことをいっている.
(1)自分達の家は5軒が一塊になっていて,浮稲田のまっただ中に建ってい 

る.田中に約30cm高の土盛りをし,その上に高さ2mの高床の家を建 
てている.洪水が激しいので,屋敷に果樹を植えることはできない.わず
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かに竹で防風林を作っている.
（2）周囲の田は総て浮稲田である.移植は全くない.4月末に耕起して,砕 
土なしですぐ乾籾をまく.収穫は1月がふっうである.

⑶ 1970年代後半の経験からすると,最大湛水深は水田中で80cmぐらいが 
通常である.しかし,l・3mぐらいに達した年もある.こういう年は水牛 
を避難させるのが大変である.通常年なら,土盛りをした水牛置場に置い 
ておいて大丈夫である.

（4）床下は毎年きまって湛水するので、,洪水期には農機具は分解して家の床 
上にひき上げてしまう.

この農民も指摘するごとく,この地区の浮稲地帯は,チャオプラヤ・デルタ  
の他地域の浮稲田に比べると,洪水害が多い.このことは広く専門家の間でも 
知られるところである.

2.2.6沿岸湿地
瀕海部背後の通年湿地 ここで沿岸湿地というのは,タイ湾ぞいのマングロ 

ーブ林の内側に広がる幅20数kmの地帯である.これはまた,Chachoengsao, 

バンコク,Ratburiを結んだ線より南にある水田地帯と考えてもよい.
デルタの水文は基本的には2種の営力によって支配されている.今までに述 

ベてきた Rangsit地区等では,季節的氾濫が非常に重要な働きをしている. 
これは内陸部である.一方,海岸部では,一日単位の潮汐が大きな意味を持つ. 
こうした洪水と潮汐という二つの営力は当然どこかでお互いに交錯するわけで 
ある.季節的洪水の支配する内陸部,潮汐の支配する瀕海部,それに両者の中 
間的な性格を持つ漸移地帯という3地帯ができるはずである.ここで述べよう 
とする沿岸湿地というのは,この漸移帯のことである.

この地帯自体の最大の特徴といえば,淡水湿地の性質が強く存在していると  
いうことである.このことは,植生に一番端的に表わされている.ここには， 
湿地性の多年草，ポング・カティアム（Eleocharis sp.）が圧倒的に多いのであ 
る.ポング・カティアムはクログワイの仲間で,この草が水田といわず側溝と 
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いわず,あたり一面を覆っている.水田の場合,これは稲の作られている間は  
稲の下にかくれているが,稲が刈り取られると,一気に力をもりかえし,あた 
り一面をまるでイグサ田のように濃い緑にしてしまう.また,地面をよく見る 
と,しばしば多くの所でこの草の作るルート・マットと泥炭様の層が地表近く  
の厚さ10cm前後を敷きつめている.

これに比較すると,これより内陸側の洪水支配域では,雑草の構成がガラリ 
と違う.多年性草本は姿を消して,そのかわり一年生の草が生い茂るようにな 
る.もちろんここでも運河の中や特別な凹地には多年草がある.しかし,それ 
らでさえ種類は沿岸湿地のそれとは異なる.例えばポング・カティアムよりも 
もっと背が高く，草丈1.5mは優に越すコック・サムリャム（Scケ"s grossus） 
等が出てくる.水田は一年草のみだが,こうして溝等の特別な凹地には,深水 
にも耐えうる背の髙い多年草が生えるということになるのである.逆に,沿岸 
湿地より更に海側に行くと,同じ多年生ではあるが,塩水に強い植物群が出て 
くる.ニッパとマングローブがその代表例である.

このように考えてみると,デルタは内陸より一年草地帯,淡水性多年草地帯, 
塩水性多年草地帯と分けられることになる.そして,沿岸湿地は,そのうちの 
淡水性多年草地帯にあたるということになる.
代表的な土地利用 沿岸湿地は漸移帯というだけあって,地域内での偏差が 

大きい.より内陸的な性格を帯びる所や,逆により瀕海的な性格を帯びる所が 
ある.したがって,ここでは性格の異なる4地点を選んで,もう少し具体的にそ 
の性格をみてみたい.以下に記録する状況はいずれも1980年のものである.

（1）典型的な沿岸湿地（第29図Loc.l） 新しいバンコク・Chonburiハイ 
ウェーにそって,バンコクから東に向かうと,最初は,バンコク郊外の工場と 
新興住宅がずっと続く.しかし,これもこのハイウェーに入って10kmも進む 
と水田地帯に変る.一旦水田になると,以後,その景観は全く同じようなもの 
が続く.全面にかなりよく分篥した稲の刈株が見えている.乾季の最盛期であ 
る3月末というのに,道わきの側溝には水がたまっている.水面も見えるが, 
たいていは，びっしりと，ポング・カティアム［pleocharis $p）が生い茂って
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運河，"ー道路

第29図沿岸湿地の範囲を示す図・本文中に記載された4地点の位置も示してある

いる.道路の路肩には,しばしば野菊に似たナート〈Prucea indieえが生えて 
いる.この草があるということは,明らかに土に塩分のある証拠である.バン 
コク起点より23km地点は,こうした沿岸湿地水田の典型としてとりあげるこ 
とができる.この地点での状況は以下の通りである.
水田は雨季の一作田であるが,移植が多い.しかし，時に直播もある.移植 

田で見るかぎり,稲長は150〜160cm.ー株が片手では握りきれないぐらいに 
よく分業している.正条植ではない.稲は日本のものに比べると，太く，稈の 
直径は7〜8mmはあり,それがまるで芦のように硬い.そして,地上20〜25 

cmの所まで水中根が出ている.この様子は,Bang Pakong氾濫部で見た稲に 
酷似している.刈跡にはおびただしい量のポング・カティアムが生い茂ってい 
て,もうほとんど稲の刈株をかくしてしまっている.

この地点で一人の農夫から得た情報は以下の通りである.
（イ）苗代作りは5月から始める.本田準備はたいてい5月,6月だが,植付 
作業は長期に及ぶ.早いものは5月中に始まり,遅いものは8月に入って
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第30図 バンコク• Chonburi新道ぞいでバンコク起点
23km地点附近の水田の湛水深年間変動

から行なう.刈取りはた 
いてい1月である.

(ロ)直播の場合は,本田準 
備後,5月から6月にか 
けて播種する.直播は, 
もともとこの地域には極 
めて少ないものであった.

しかし,近年はそれが増加している.発芽籾を用いる散播である.最近直 
播が増加している理由は,移植法に比べて手間がかからないからである.
こうして余った時間をバンコクに出て行き,現金かせぎをする方法が近頃 
急に増えて来ている.

外 もっとも1979/80年度に直播が増えたのは別の理由だ.この年は近年に 
なく雨が少なく,植付水が得られなかったからである.

㈡ 水田における年間の湛水深変化は第30図の通りである.
この附近には幅6~7mから30n!ぐらいの自然のクリークが間隔1kmたら 

ずで存在していて,それぞいに点々と家が並んでいる.家には，そのクリーク 
の水を取り入れるようなかたちで池が作ってある.屋敷自体は,その池から掘 
り上げた土を盛り上げて作ったものである.こうしたクリークや池の水は澄ん 
でいるが，腐植を含んでいて黒い.こうした池は,しばしば,周縁が不鮮明で 
まわりの水田との間に沼状のものを作って漸移している.そしてここにはサト 
イモに似たものや,ジュズダマの仲間,パクブン(lpo"iea aquatica),サヌー 
(Sesbania sp^等が生えている.盛り上げられた屋敷地は竹とココヤシで防風 
林様に囲まれているのが普通である.その中には,タクライ(Cymbopogon 
citratu^},ショウカ’,トウガラシ等が菜園というよりは，あちこちに雑然と植 
わっている.このほか,トンケー(Sesbaniagra〃diflora}’プッサー (Zizyphus 
jujuba),サケー (^ombretum quadrangulare),バナナ等の木が混ずることもあ 

る.
こうした植物のなかで特筆すべきものは,メート Melaleuca leucadendron) 
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である.この木は半島タイ等ではマングローブ帯の内側の酸性湿地中にしばし 
ば純林を作るものである.40〜50年前までは,このあたりにもかなりのメート 
が残っていたというが,今はもうほとんどない.それにしても,この沿岸湿地 
にメートが今日まだ残存しているということは,その環境に関して極めて示唆 
的である.まさに,マングローブの背後に広がる酸性湿地の環境がここにあっ 
たのである.

（2）より湿原的な例（第29図Loc.2） 前記の バンコク・Chonburiハイウ 
工ーの東進をさらに20数km続けると,道路ぞいは稲田に混じて,例のポン 
グ・カティアム湿地が極めて多くなる.これは沿岸湿地の中でもより海岸に近 
づき,より湿性になった時に見られる現象である.やがて,水田が減少し,水 
田とポング・カティアム湿原との面積比が1：4ぐらいで湿地優勢となる.こ 
の地点での状況は以下の通りである.

まずその土壌断面は次の通りである.
地表:ポング・カティアムが全面に生い茂っている.
第1層:地表の7cm厚さ.上記のポング・カティアムのルート•マット.
泥炭化しかけている.地表には湛水はないが（3月末）,完全に水で飽和 
していて，歩くと足跡に水が浸み出してくる.

第2層:厚さ25cm.明るい褐色の膜状斑紋を持った暗褐色の重粘土.炭質 
物を少し含む.

第3層:厚さ5cm.植物遺体の多い重粘土.濃い青色を呈している.ポン 
グ・カティアムの根はここまで達している.

第4層:厚さ30cm.紫がかった灰色と灰色の混じた重粘土.直径2〜4mm 

の管状のジャローサイトが極めて多い.これは生育状態のままで閉じ込め 
られた植物根をジャローサイトが置換したものである.

第5層:厚さ50cm以上.明るい灰色の粘土.所々に貝殻を含む.シルトま 
たは細砂の薄層を挾む.まれに直径20cm程度の木片を含む.

ここでは土壌調査のために孔を掘ると,とたんに強い硫黄臭がする.明らか 
に,ごく最近まで,酸性湿地であった証拠である.前記のメートの存在を支持 
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する土壌環境といってよいであろう.
この地点で行なわれている稲作は,さきに述べたバンコク起点23kmのもの 

と全く同じである.6月か7月に植えられるものが多い.直播はほとんどない.
乾季には,このあたりでは,よく,ポング・カティアム湿地で溝と畝を作っ 

ている人達を見る.こうした人達のうちの2例について話を聞いてみると以下 
の通りである.第1例は,幅50m,長さ200mぐらいの所を林地化しようと 
して,十数人の男女を傭い畝立てを監督している男である.同氏は以下のよう 
にいっている.

（イ）20年ほど前までは,ここでも稲を作っていた.しかし,土が悪く,あま 
りにも収量が低くなったので稲作をやめて,その後魚池にした.

冋 しかし,これも,5〜6年前から管理をせず放っておいたら,ポング•力 
ティアムが生い茂って,魚がとれなくなった.

い そこで,今年から,新規にここを林地にすることにした.今はそのため 
の畝立てをしているのである.幅6ft,高さ2ftの畝を立てて,その上に 
モクマオーを植えるつもりである.モクマオーは最近，住宅建築の基礎杭 
として大変いい値がしているから,きっと儲けになると思う.

第2例は,第1例のすぐ近くで，夫婦で,やはり，ポング・カティアムの湿 
原を掘っている.彼等は自分達の50 X 200m2ぐらいの広さの田の畦にそった 
内縁を幅3m,深さ50cmぐらいに掘って，それを畦に積み上げている.要す 
るに簡単な輪中を作っているのである.この夫婦は次のようにいうのであった.

⑷ 最近まで稲を作っていたが,まわりが稲作を止めてしまったので,ネズ 
ミが皆自分の田にやって来るようになった.仕方がないので自分も稲作を 
止めることにした.

冋 今掘っているのは魚を飼うためだ.畦ぞいに3m幅で深く掘っている所 
は乾季でも水が湛るので,魚は充分に住める.雨季には掘っていないポン 
グ・カティアム原もいい餌場になる.飼う魚は，プラ•チョン｛Ophice- 
phalus striatus;タイワン・ドジョウの仲間）,プラ・ドウック（C lari as batra- 
chus;ナマズの仲間）,プラ・タニン（Amblyrhynchichthys truncatus;コイ
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第31図 Ban Phaeoの南8 km地点における水田の湛水 
深年間変動

の仲間丿プラ•サリット 
（Kyphosus waigiensis）等 
である.

び掘り上げた周りの高み 
にはバナナを植える.将 
来,この中全体に畝立て 
をして,ココヤシかバナ 
ナを植えることも考えている.

以上が沿岸湿地の海側周縁部における土地利用である.ここでは,湿地が広 
<,土地利用は粗放である.時に稲のほとんど作られていないような所が広く 
続く.むしろ全体としては,湿原の中にココヤシ,バナナ，モクマオーといっ 
たものの園地が目立つ.その外には魚池が多い.稲作だけをとってみると,そ 
の時々の状況によってそれが放棄されたり復活したりする.ここはそのような 
一種の稲作最前線である.

（3）塩害のある沿岸湿地（第29図Loc.3） Damnoen Saduak運河以南の水
田は以北の水田に比べると,ずいぶん様子が違う.例えば，この運河ぞいの 
Ban Phaeoから南へ10kmの間は,水田とココヤシが混在して現われる.中に 
は湿性草原も混在していて,全体は稲作地としては極めて未成熟で粗放な感じ 
がする.一見,さきのLoc. 2の湿原中の稲作と似ている.ただ,こちらの方 
は,その圧倒的に多いココヤシの出現率で特徴づけられる.次の情報は,こう 
した区域の水田で働く 一組の夫婦からえたものである.

（イ）ここの水田における年間の湛水深変化は第31図の通りである.
冋 移植稲と直播稲の両方がある.移植稲は6月に耕起開始,6月おわりか 

ら7月初めにかけて苗代準備,8月初めに約1力月目の苗を植える.苗代 
用の籾は浸水して少し発芽したものを用いる.刈取りは12月である.

H 直播の場合は4月終りから5月にかけて耕起.ふつう代搔きは行なわな 
い.こうした耕起は雨季の始まる前から開始する.いつも上が少し湿って 
いて,耕起はいつでも可能だからである.しかし,播種は6月に入って雨
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が確実に降り出してからである.刈取りは1月から2月である.
㈡ 感潮河川に面していて,塩害がはっきりしている所では,8月中旬以降 

に田植えを行なう.
（ホ）直播の場合,しばしば播種後,稲が死ぬ.発芽した稲がその後の降雨中 
断で,塩害を受けて死ぬのである.このため,直播稲では補植を行なうの 
が普通である.

この夫婦の耕す周辺の田を見ると,その多くはいわゆる補植をした田である.  
それにもかかわらず稲株間隔は実に不規則であり,全体に株間が広い.多くの 
所では80cmから1.2mの間隔をおいて生えている.こうした稲のあるものは, 
すばらしくよく分蕈しているが,別のものはほとんど分菓していない.

このあたりの水田のいまー'"の特徴は，田中にナート（Prucea iれ出⑹ やピ 
ヨ｛Acrostichurn aureum｝が多く見られることである.後者は時に水田の一端 
に大きな塊として生え,時にそれが隣接する湿地とほとんど明瞭な境界をなさ 
ないで続いている.もっとひどい場合は,マングローブが水田中に生えている. 
要するに,ここでは,好塩性の植物と稲が共存している.

D mnoen SaduakならびにPhasi Charoen運河より南ではこの種の水田が極 
めて多い.この地域は,塩水浸入に対しては保護されていない地域である.こ 
の点,両運河より北では,こうした水田は見られない.この種の水田は,また 
バンコク以東ではふっうは見られない.しかし,東岸にも例外はある.例えば 
Bang Pakong河口に直接接したような水田である.こうした所では,苗代が8 

月に作られ,移植が9月に行なわれている.明らかに,塩害を避けるために, 
意識的に作季を大幅におくらせた稲作である.

（4） Damnoen Saduakの野菜園（第29図Loc. 4） 沿岸湿地でいまー・つの型
に園地がある.例えば，Damnoen Saduakの野菜園である.Damnoen Saduak 

運河ぞいに作られたこの野菜輪中には,トウガラシ,ナス,トマト,ニンジン, 
白菜,カリフラワー,レタス,ササゲ,枝豆，スウィート・コーン等々の野菜 
をはじめ，パパイヤ，ミカン，マンゴー,ラムット｛Mangifera foetida）,スタ 
ーフルーツ等の作物が所狭しと作られている.これが沿岸湿地の一つの典型的
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惑野菜園 

〇果樹園 

因ココヤシ園
® Bangkok 

sp Samut Prakan 

z Nakhon Pathom 

p Ban Phaeo 

d Damnoen Saduak 

ss Samut Songkhram 

sn Samut Sakhon

〔p) Phasi Charoen 
運河

第32図1975年時点における野菜輪中,果樹輪中,ココヤシ園の分布・衛星写真をもとに作成

土地利用である.
この野菜園は,その極度に手のこんだ耕作のために有名である.ある地点が 

野菜園にされる時には,そこが雨季にも洪水害を受けない程度の高さの輪中堤 
で囲まれる.ふつうは高さ1mもあれば充分である.それから,輪中内が幅 
1.5mぐらいの溝と幅2mぐらいの畝に作り上げられる.最初の仕事は表層の 
土10cmばかりをはぎ取って片脇に寄せることである.かくして,表土の取り 
去られた地面が畝と溝とに作られ,しかる後,例の表土は畝の上に注意深く積 
み上げられるのである(Kamoi, 1955, p.118),硫酸酸性の毒性のある下層の 
土は,畠の表面に出て来てはならないし,肥沃で上等な表土は一塊たりとも畝 
の下に埋め込まれるようなことがあってはならないからである.こうして,盛 
り上げられた畝の上の土塊は,手で細かく砕かれ，落葉や藁等の有機物が鍬で 
すき込まれる.50x100m51程度の輪中の中に何十人もの人が入りこんでこうし 
た作業をするのは，ここでは常に見かける光景である.こうした注意深い畠ご 
しらえの後，畝には中央に或る種の作物が,そして肩の部分には別種の作物が, 
そして,しばしば,畝の脚部にもまたサトイモや稲のような別の作物が作られ 
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る.ー旦作物が植えられると,それが活着するまでは,朝夕,溝の水がひしゃ 
くでかけられる.最近では,小さなボートに乗せた散水機を溝に浮べで灌漑す 
る風景がよく見られる.
同じような輪中による商品作物の栽培は,Damnoen Saduakだけではない. 

Suphanburi河ぞいでは,Nakhon Chaisiに全く同じようなものがある.さらに, 
もっと大きなものでは,バンコク,Thonburiを中心としたものがある. 
Thonburi地区では,野菜よりも,むしろドリアン等の果物が多く作られる. 
これらの園地の分布は第32図に示してある.同図は,1975年の衛星写真から判 
読して作成したものである.これらの分布を見ていると,いずれの場合も•園 
地には,潮汐が最大限に利用されているのがよくわかる.実にうまく,淡水の 
感潮部に位置しているのである.
近年,都市における果樹や蔬菜の需要が急増して,輪中による商品作物の生 

産は一段とその面積を増やしている.この傾向は,Damnoen Saduak運河ぞい 
では特に顕著である.旧来の水田が,輪中建設のためにどんどんつぶされてい 
る.また,生産の対象も果樹や野菜だけではない.最近では,例えば,スッポ 
ン養殖のための輪中建設等もある.こういう風景を見ていると，沿岸湿地とい 
うものは,本来,米作よりも,何かこうした都会向けの商品作物生産により向 
いているのかも知れないなという気がする.実際，この地域は,もともと,米 
よりも果樹,蔬菜が昔から優先している所である.すくなくとも，チャオプラ 
ヤ河より西岸の沿岸湿地は，19世紀の中頃,潮州移民が園地として開いた所で 
あるといわれている.
保護された東岸と無防備の西岸 沿岸湿地が海的な環境と河的な環境との接 

合点であるということは，そのこと自体,同地区が塩害の危険を内包している 
ということを意味する.この結果,塩害を防ぐ手だてが地域全体としてなされ 
ているか否かが，大きな差を生むことになる.チャオプラヤ河の東西両岸にお 
ける現状の違いはこのことと関連している.

チャオプラヤ河より東の場合，20世紀初頭のvan der Heideの時代から 
East Bank Projectとして,地域全体の防潮工事が行なわれ続けている.ここ 
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での工事のねらいは,上流のRangsit地区から流出してくる淡水をなるだけ海 
に逃さないように,沿岸湿地に溜めこみ,一方,タイ湾沿岸にそっては防潮堤 
を築いて,塩水の浸入を防ごうというものである.この工事は現在すでに完成 
している.
一方,チャオプラヤ河より西の沿岸湿地は,こういう意味での整理が未だに 

行なわれていない地域である.沿岸部に広がったマングローブの背後には保護 
されていない水田が開けている.それは,Ban Phaeoで例示したような状態で 
ある.一説によると，こうした水田は,1960年後半以後,ますます劣化してい 
るという.瀕海部における塩田の開発は,マングローブ林という防潮林を切り 
倒してしまったからである.

チャオプラヤ河の東西両岸は，かくして，塩水浸入に対して保護された地区 
と無防備の地区ということになる.

2.2.7瀕海部
海に近い所では，防潮施設がないかぎり,塩水の浸入がある.そして稲の栽 

培は不可能になる.かくて土地利用は稲以外のものにならざるをえない.こう 
した塩水浸入地区をここでは瀕海部としている.
瀕海部の土地利用は,いくつかの型にわけられる.ココヤシ園,養魚地，塩 

田それにマングローブ林などである.第33図は，瀕海部周辺のこうした土地 
利用の概況である.
瀕海部の土地利用は Mae Khlong河で最も完備したものが見られる.以下 

には,したがって,ここを中心に瀕海部の記載を進める.第34図は1954年 
頃のMae Khlong河河口附近における土地利用の状況である.これは,1954年 
撮影の航空写真をもとにして作製されたAMS 5万分の1地形図によって作成 
したものである.この図には次のようなものが示されている.

まず，海岸をおおってマングローブ帯がある.ここには,ニッパもかなり混 
じている.次に Mae Khlong河にそって溯り出すと，すぐ広いココヤシ園に 
なる.そして河口より直線距離にして20kmぐらい入ったところ,すなわち
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阻ココヤシ 因塩田とマングローブ

® Bangkok © Chachoengsao ® Ratburi ® Nakhon Pathom

〔D〕Damnoen Saduak-Phasi Charoen運河 〔P）Prawet Burirom 運河

第33図 1975年時点における瀕海部とその近辺の土地利用・ニッパ,マングローブのある 
塩水浸入湿地は瀕海部と沿岸湿地の漸移帯であるが,この本の中では一応瀕海部と 
して取り扱っている（衛星写真より作成）

Damnoen Saduak運河を越して,しばらく行った所から水田になる.ここから 
は,いわゆる新デルタの中央部である.次に,Damnoen Saduak運河にそって 
東進すると,数km入った所から運河の両側は無数の輪中となる.これが有名 
なDamnoen Saduakの野菜輪中である.これについてはすでに前項で述べた.

Mae Khlong河にそわないで,河からはなれて,マングローブ林から内陸へ 
の横断を試みると,河ぞいとは違った景観にでくわす.例えば,第34図の東縁 
にそって北上すると,マングローブ林のまっただ中で塩田に出くわす.ちょう 
ど,マングローブ林で波浪から守られたようなかっこうで塩田がある.さらに 
内陸に進むと,粗放な水田がある.これが前項で述べた沿岸湿地の保護されて 
いない水田である.湿地をさらに北に進むと,やがて野菜輪中に当り,すぐに 
Damnoen Saduak運河に到る.1980年の今日の土地利用も1954年のものと大勢 
において変りはない.
以下には,このMae Khlong河ぞいに見られる土地利用のうち，特に広い
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第34図 1954年時点におけるMae Khlong河河口周辺の土地利用（AMS 5万分の 
1地形図より作成）

分布を持つものとして,薪炭生産,養魚,製塩,ココヤシ栽培などを取り上げ, 
その有様を概観してみたい.

マングローブの利用 タイ湾ぞいのマングローブは気根がタコの足のように 
張り出すHんス〇物〇セ の類が圧倒的に多い.これは現地ではパンカと呼ばれて 
いて,薪炭の材料として切り出される.Mae Khlongの場合,こうしたHA注〇ー 
phora,特にR 厂は,まるで植林したかのようなー斉林を作っている. 
しかも,それらは規則的に伐採をされ,その外観はまるで日本の杉林を見るよ  
うである.例えば,ある個所では,数haの所が,直径10cmぐらいの同じ 
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背丈にそろったR秋ルオ加々"の純林になっている.その隣りは,また同じぐ 
らいの広さの所が,今度は,直径7cmぐらいでそろっている.また,その隣 
りは直径3cmぐらいで整っているといった具合である.こうした中で,ある 
樹齢に達した所が一斉に刈り取られる.すると,その翌年には切られた跡地に, 
また同じマングローブが一斉に新芽をふき出してきて,切りとられた区画全体 
を同じ樹齢の め注。毋〇忆で埋めつくすといった具合である.マングローブ林 
の総てがこういうわけではないが,Mae Khlong河口のマングローブ林には 
こういう所が多い.
薪炭の圧倒的に不足するデルタでは,こうして切り出されるマングローブは, 

デルタ農民の台所にとっては重要な燃料である.切られて薪にされたマングロ 
ーブは,バンコク等の都会へは多く舟で運ばれる.もっとも，最近では,薪炭 
用よりも，もっと,需要が多いのが杭材としてのマングローブである.直径 
5〜7cmぐらいで,まっすぐなものが多量にたばねて出荷される.これは，養 
魚業者によって消費されるものが多い.エリを作ったり,イケスを作ったりす 
るのに大量に消費される.また一部では,建築材としても使用される.

マングローブのすぐ内側,とくに感潮河川ぞいにはニッパ帯がある.今日で 
は衰えてしまったが,ニッパはかっては重要な生産品であった.長さ4〜5m 

もある葉は,屋根葺き用のマットに仕立てられ,それが各地に送り出された. 
ニッパ・マットを満載した舟が何艘も上流に向かったのは,1960年代にはまだ 
よく見られた風景である.こうしたニッパは自然のものだけでは生産が追いっ 
かないので,わざわざ植えられた.もち論,所有権は確立している.昔は又, 
ニッパの花柄から糖分のある樹液を採って,それから作った砂糖もけっして無 
視しえないものだったという.

こうしたマングローブやニッパの採取を中心とする土地利用が瀕海部の最も 
海側に見られる土地利用である.
養 魚 Mae Khlong 河口のマングローブ林内には，多くのエビ養殖 

用の池がある.第34図でマングローブと記された中には,1980年の今日では, 
この種のエビ池は何百haの単位であると考えられる.
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マ地元の人達によると,このエビ飼いは簡単である.彼等が行なうことは, 
ングローブを100X200m2ぐらいの範囲で切り倒し,そこに堤防を築くことで 
ある.堤防は満潮時でも水上に出ているくらいの高さのものでなければならな 
い.こうしておいて,春の大潮時に一個所だけ口を開けておくと,大潮に乗っ 
たエビの子が勝手に池の中に入り込むというのである.彼等にとって必要なこ 
とは,エビの子が入ったということを確認し,その入口を閉じるだけで,数力 
月すると,すっかり成長したエビが多量にその中で育つのだという.しかし,  
時には肥料を投入する人もいるという.こうすると,藻とプランクトンが多く 
発生して,エビの収量が高くなるからである.この種のエビ池はMae Khlong 

河口だけではない.チャオプラヤ河以東のマングローブ林中にも似たものがい 
くつか見られる.

チャオプラヤ東岸といえば,そこでの養魚は西岸のエビ養殖とはいささか趣 
が異なる.東岸の養魚の中心は瀕海部ではなく,むしろ沿岸湿地である.この 
沿岸湿地はすでに防潮堤で囲まれていて潮の侵入はないのであるから，当然淡 
水魚が中心である.
西岸のエビ池にしろ,東岸の淡水魚池にしろ,最近の魚池面積の拡大は著し  

い.瀕海部とその周辺では養魚は最近では一つの確立した生業になっている.
養魚は近年の所産であるが,漁業そのものは当然以前から瀕海部における最 

も主要な生業としての位置を占め続けて来た.瀕海部の漁業はもちろん雑多な 
ものがあるのであるが,その中で最も有名なものは,プラ・トウ(Rastre山ger 
chrysozonus)漁である.例えば Siam Repository (Smith, 1872, pp.188-189)に 
は次のように述べられている.雨季が終り北東モンスーンが吹き出すとプラ・ 
トウ漁の季節である.漁師は長い棒を1m間隔で河の中につつ立て,一種の柵 

を作る.河下に頂点があり,そこから2列の棒が1km以上も続いて,上流で 
は河幅いっぱいに開いたジョーゴ形のエリである.ジョーゴの頂点は別に竹で 
密に編んだ囲いになっていて,その中には,四つ手網が沈めてある.さて,引 
き潮になると,潮流はすごい速さで流れる.そして,プラ・トウもこれに乗っ 
て下流に流される.ところが,早い潮流に振動する例の棒杭は音をたてるため 
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に,それを恐れたプラ・トウは,1m 間隔の柵を横切って下流に行くことがで 
きない.その結果,ジョーゴ形の柵の内側にそって,その頂点まで流されて来, 
そこで竹の囲いの中に入るという仕組みである.程よき時刻をみて,空舟でや 
って来た漁師達は，ここで四つ手網を引き上げて，またたく間に満舟のプラ・ 
トウ を捕える とい う仕組みである. こうして捕えられたプラ・トウは女，子供 
も総出で処理され，程よい大きさのものはその場で蒸され，2〜3匹ずつ浅い籠 
に入れられて,早舟でバンコクに運ばれる.われわれが市場でよく見かける小 
アジに似た籠入りの魚,あれがこのプラ・トウである.季節が変ると又別の魚 
がやって来る.タイ湾ぞいのマングローブ林には,かってはこうした漁業者が 
多くいたのである.
今ではしかし,こうした風物詩的な瀕海の漁業は極めて少なくなってしまっ 

た.漁民は今日では,タイ領外の水域へ魚を取りに出かけなければ食えないよ 
うな状態になっている.瀕海部そのもので魚を相手にするためには,今や養魚 
しか方法がないのである.
製 塩 塩はアユタヤ期に早くも王室の貿易品目の中に名を連ねてい 

る.しかし,他の品目が多くは海外輸出に向けられていたのに対して，塩は一 
部は海外にも出されているが,多くは内陸にある膨大な消費地に向けられてい 
たようである.現在でもこの基本的な流れは変っていない.

こうした重要な生産品である塩は,その生産が,Mae Khlong河口の東方に 
多く集中している.戦後の製塩の伸びは,また一段と激しく,第34図でマング 
ローブ林としたものの多くは現在では塩田に変ってしまっている.こうした所 
では,マングローブが切り払われ,短冊型に区切られ，そこに塩水を引く水路 
が掘られている.乾季にこの地を訪れると,見渡すかぎりの全面が純白で目も 
開けておれないような塩の原の中で，百を越す風車が勢いよくまわっているの 
を見る.水路の塩水を塩田に揚水しているのである.適当な水深に揚水される 
と,それは強烈な日射による蒸発にまかされる.やがて見る見るうちに析出し 
て来た塩は塩田全体に純白の薄層を作る.

この地の塩はその大部分が,一旦，鉄道でバンコクに集結される.もちろん, 
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バンコク自体が一大消費地であるが,その多くの部分はさらに鉄道で北タイ方 
面に運ばれる.鉄道の終点は同時に,そこからさらに奥地へ毛細管状に広がつ 
てゆく消費地のための主要供給源にもなる訳である.チャオプラヤ水系の上流 
はもちろんのこと,分水嶺を越えて,メコン,サルウィンの流域にまで運ばれ 
て行くのだという.
考えてみると,瀕海部のマングローブ林という日常生活からは最も遠くはな 

れた所が,塩という生産物を通じて,この水系中では最も奥深い所にも直結し 
た存在になっているのである.

ココヤシ栽培 ココヤシは,その分布から見ると,むしろ半島タイのもの 
である.マレーシアから南夕イに入り,タイ湾ぞいに,ずっと北上して来たコ 
コヤシがその舌端を伸ばしているのが,このMae Khlong河口である.

しかし,上のように述べてしまうと,Mae Khlongのココヤシ園のことは, 
実際には正確に述べられたことにはならない.何故なら,半島のココヤシの多 
くが半自然のココヤシなのに対して,Mae Khlongのそれはプランテーション 
のココヤシという違いがあるからである.プランテーションであるから,栽培 

は極めて組織的に行なわれている.感潮クリークの周辺が畝と溝に分けられ, 
溝には自由に潮水が出入りするようになっている.そして過湿害をまぬがれる 
ように高められた畝の上に,改良品種のココヤシが規則正しく植えられている. 
改良品種の特徴は,多収であるということはもちろんであるが,背丈が低いと 
いうことである.背の高いココヤシは収穫が困難で嫌われるのである.たしか 
に,Mae Khlong河口のココヤシ園には，半島でよく見るあの背が高くて絵に 
なるいわゆるココヤシらしいココヤシはない.ずっと背が低くて，葉がボッテ 
リとしていて重そうである.おかげで,こうしたココヤシ園の中に入ると，半 
島のココヤシ帯のあの素晴らしい海風の涼冷さはなくて,何か薄暗く,じっと 
りとしていて,むし暑い.

ココヤシ栽培の最大の目的はコプラ製造である.タイ国で食料油といえば, 
ヤシ油が総てであることから考えても，コプラの需要が大きいことは想像がつ 
こう・ココヤシの副産物が多いことは,多くの人が述べる所である.殻からは 
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容器が作られ,繊維がとられ,良質の炭になる等々と.こうした中で,集約的 
なココヤシ栽培を最もよく表わしているのは,砂糖製造用のココヤシが育てら 
れているという事実である.Mae Khlong河口のココヤシ園の場合,一本の木 
から年間350kgの砂糖が得られて,これはコプラ製造などとは比べものにな 
らないくらいよい収入になっているという(van der Kevie & Banchong, 1972, 

p.16).これは,花柄に傷をつけて,そこからしたたり出る樹液を濃縮して作 
るジャグリである.

こうしたココヤシ園の所有者に,何故ココヤシを作って稲や他の果樹を作ら 
ないのかと聞くと,2月から5月にかけては塩水が侵入して来,そうした作物 
を殺す危険性が極めて大きいからだという.現に,このココヤシ地区で,この 
io年ほどの間に何人かの人が,ココヤシよりももっと儲かる果物がよいという 
ことで,マンゴー等に植えかえた.しかし,これらの果物は,1979年の旱魅で 

全滅したという.塩水が浸入して来て殺したというのである,1980年には，も 
っと強い塩の浸入が起っている.ココヤシ地帯には,こういう危険があるから, 
結局は米など耐塩性の低い作物は作れないのである.
海水にさらされながらも生を謳歌し得るこの特殊な植物ココヤシが,結局, 

この海水浸入地域である瀕海部での唯一の適性作物として,しかし,同時に金 
になる作物として育てられているのである.

ココヤシのいまー^の大きな分布域は，バンコクの南にある.さらに,Cha- 

choengsaoにもココヤシを極めて多量に混ずる果樹地帯がある.

2.2.8古デルタ
古デルタとは新デルタに対比される言葉である.新デルタが数千年前に堆積 

を開始し,今だに堆積続行中の,いわば造成されつつあるデルタであるのに対 
して,古デルタは,数万年前に堆積を完了し,現在は完全に陸化たデルタであ 
る。古い時代に生成が完了しているという意味で古デルタといっている.
古デルタは衛星写真で見ると,新デルタとの違いが一目瞭然である.新デル 

タの何の模様もない単調でノッペラボウな地表に対して,古デルタには無数の
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第35図 衛星写真に現われた古デルタ.そこには樹木におおわれた自然堤防の帯が何本 
も見事に認められる

縞状の模様が見える.これは,扇頂から扇裾に向って,分流してゆく旧分流の 
自然堤防上の木の列である.そのあり様は第35図に示してある.新デルタは, 
いわば木のない極めて低平な水田地帯であった.これに対して，古デルタはい 
ささか高位に位置し,木の列を持つ乾田地帯である.
古デルタ細分 古デルタがその他の稲作区に比べると,いささか大きすぎ 

る面積を持っているにもかかわらず,これを一区としてとりあつかっているの 
は,その全体が比較的均質であり,他地域とは截然とした境界を持っているか 
らである.もっとも,均質といっても,例えば扇頂のChainat附近と,扇裾の 
Wisetchaichan附近では,その土壌,水利,土地利用等にかなりの差が出てく 
る.したがって,本当は,これを細分しておいた方がその現状の把握には都合 
がよい.地域内の変化は漸移的であり,したがって,細分するとなると,その 
境界線は恣意的にならざるをえない.しかし,そういうことを認めた上で5区 
分したものが第36図である.ここには扇頂部,高燥部，砂糖キビ卓越部,中位
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C: Chainat, Sp: Sanphaya, Sa: Sanburi Si: Singburi, 
Sc: Samcuk, P: Si Prachan, W: Wisetchaichan, A: 
Ang Thong, S: Suphanburi

第36図古デルタ細分図

る.低みには水田が多いが,他に沼,湿地もある.

部,扇裾部という細分が示 
されている.以下,各小区 
の性質を概述する.
(a)扇頂部 この部分 

は第35図でもわかる通り, 
木の多い所である.これは 
扇頂に吐き出された多量な 
土砂がそこにいくつもの雄 
大な自然堤防の高みを作り, 
その上が樹木で覆われるか 
らである.この意味でここ 
は自然堤防卓越地帯といっ 
てもよい.

こうした自然堤防の間に 
は，いくつかの低みが存在 
する.自然堤防の高みの比 
高はゆうに4mに達する. 
かくして,この小区は他地 
区に比して一段と大きな起 
伏を持つということができ 
水田は移植よりもむしろ直 

播が多い.水田と樹木帯の中間にはしばしば二毛作地帯が見られる.雨季の移 
植稲の後に裏作として,トウモロコシが作られるのである.稀に砂糖キビもあ 
る.かくして，この小区の植生景観は極めてバラエティーに富み豊かである. 
特に,いたる所に見られる森と沼との組合せは，平坦で単調なデルタの中では 
特異である.

(b)高燥部 これは前記の扇頂部に南接するが,その景観は前者とはかな
り異なる.最も大きな違いは豊かな森が少なくなり,そのかわり乾燥ぎみの田 
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の上はパルミラ・ヤシやサダオ(Melia indict が目立ちだす.これらの木は 
乾燥地盤の上によく現われるものである.藪が各所に拡がり,水田中にも蟻塚 
が点在する.こうして,景観はどちらかといえば,サバンナを思わせる.

ここでは土壌自体がまた扇頂のそれとは違ったものになる.扇頂部のそれが 
どちらかといえば保水能力の高い自然堤防の壌土を多く持ったのに対して,こ 
こでは，いかにも水持ちの悪そうな風化土が多くなる.表層の10cmぐらいは 
灰褐色の砂質粘土であるが,その下は酸化鉄の結核の多い砂質土となり,地表 
下1mではウズラの卵大の石灰結核を産する.石灰結核の存在は,この土が年 
間を通じてかなりの期間，強く乾燥することを示している.
一見サバンナ的な外見を呈するこの高燥地ではその稲作は特殊な乾田直播が 

見られる.乾田直播というのは.植付水の得られない高位の田でしばしば行な 
われるもので,5月か6月，土が少し湿りだすとそこが耕起され,乾いた籾が 
散播され,覆土される.この作業は浮稲のそれと全く変らない.ただ浮稲と異 
なる点は,高位にあるから雨季の最盛期といえども深い湛水はしない。畦が築 
かれているから何日間かは湛水し，その意味では確かに水稲である.しかし, 
その湛水はふつうは短く,極めて不安定である.場合によっては，湛水をほと 
んどせず,陸稲に近いような状態で成長を完了することもある.

もっとも,移植稲も少なくはない.ゆるく起伏するこの地表の凹地では移植 
が行なわれる.こうした移植稲は6月後半に苗代準備が始まり,7月から8月 
にかけて植付け，12月から1月にかけて刈取りが行なわれる.移植稲の場合, 
植付時期は実際にはその年の雨の状態によっておおいに異なる.雨がないと苗 
は苗代で2力月半も待たねばならないことがある.乾田直播にしろ,移植にし 
ろこのあたりの稲は100〜130cmぐらいの背丈のものが多い.デルタの中では, 
この稲長は極めて短いものと考えてよい.
(c)砂糖キビ卓越部 これは上記の高燥部に南隣する.ここは再び自然堤 

防卓越地帯である.non-calcic brown soil型の土壌が,幅数百mの帯状をなし 
て何条ものび,それが広い範囲を覆う.そしてこの保水性の良い土壌をおおい 
尽すような恰好で1980年現在では砂糖キビが広がっている.この小区の60% 
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は砂糖キビで占められていると考えてもよいであろう.
広い砂糖キビ地帯の中には,浅くて狭い凹地帯がいくつか出来ている.ふっ 

うは周辺より1〜2m低く,幅は100〜200mである.この浅い谷部が水田にな 
っている.これはほとんどが移植田である.

この地域が砂糖キビ地帯になったのは第二次大戦後しばらくしてからである. 
1910年代測量の5万分の1地形図では,この区域の大部分はまだ竹藪でおおわ 
れていて,ごく一部の低みにのみ水田が開かれている.当時，ここはまだ一種 
の焼畑的な土地利用が行なわれていたようである.

(d)中位部 これは古デルタでは最も広く,最も中心的な土地利用を示す 
所である.起伏は今迄に述べた3小区に比すと小さい.全体が極めてゆるい波 
状をなすと考えてよい.

ここの土地利用は,圧倒的な部分が移植田である.広く移植田が広がり,そ 
の中に蟻塚が点在するというのがこの小区の典型的な景観である.こうした蟻 
塚の上には，コイ(Streblus asper)やタコ｛Diospyros sp)が小さく刈込まれて 
生えている.高燥地と違って,サダオは少ない.
移植田は7月を中心に移植され,12月から1月にかけて刈り取られる.この 

小区は1980年の今日で見ると古デルタ中で最も灌漑の完備した所で，乾季作の 
面積も広い.乾季稲が作られる場合は2月後半から3月前半にかけて移植され 
る所が多い.こうした稲は6月後半から7月前半には刈り取られ,大急ぎで次 
の雨季作用の耕起がされる.乾季に灌漑水のかかる所ではまた,トウモロコシ 
やササゲ等の野菜も作られる.これらは稲の裏作として作られるものである. 
かくしてこの小区の乾季の土地利用はかなり高い.私は1979/80年の乾季には 
この小区の約4分の1ぐらいの所が,何らかの形で利用されていると観察した.
(e)扇裾部 これは古デルタとNoi氾濫原の漸移地帯である.したがって,

ここでは古デルタ中位面の移植稲と,氾濫原の浮稲や深水直播稲が混在する.
この扇裾部と先に述べた中位部との境は漸移し,実際にはなかなか決めにく 

いのであるが，第36図のものは次のようにして引いている.すなわち,1月の 
衛星写真を見ると,湿った土壌斑がほとんど全く現われない地帯と,それが比
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較的多く現われる地帯とに区別される.これがそれぞれ,中位部と扇裾部にあ 
たっている.衛星写真から見た感じでは,中位部から排出して来た落ち水が扇 
裾部の一部にこの時期まだかなりの湿り気を与えているといった感じである.
一方,この扇裾部とNoi河の氾濫原の境は1910年代測量の5万分の1地図だ 

と,池の多く分布する地帯と,それのほとんどない地帯として特徴づけられそ 
うである.扇裾部は古デルタの通性で,普通には河川水の供給が乏しい.した 
がって,生活水はそれを掘り池に頼らねばならないような状況が起る.これに 
対して氾濫原では本来,新旧の河筋が多く,比較的水に恵まれていて,掘り池 
の必要性は少ない.こういった水条件の違いが古い地図には比較的はっきりと 
示されているのである.

1980年の今日,この地区は中位部と同じく,灌漑水の恩恵を充分に享受して 
いる.二期作面積の比率も20%ぐらいはありそうである.また乾季の野菜栽培 
もかなりよく見られる
古デルタ南部の横断面に現われた稲作 上に述べた記載はいささか概括的に 

過ぎたかも知れない.したがって,これをおぎなうために以下二つの断面を示 
して,その環境と稲作の実態をいま少しくわしく見てみたい.同時にこの断面 
を用いて，古デルタについてー,二の一般則を述べてみたい.
第37図は,Suphanburi- Ang Thong道路にそったものである.この道路は 

SuphanburiとSi Prachanのほぼ中間から，Suphanburi河をはなれてほぼ真東 
に走り,Wisetchaichanに至っている.すなわち古デルタの中位部から扇裾部 
を横断している.以下の記録は,この道にそって,1973年3月10日に採ったも 
のである.記録中の通し番号①から⑥までは同図中の番号に符合している.
① Suphanburi 河・幅約 200m.

② 自然堤防上の集落.マンゴー,ジャックフルーツ,マカーム(Tamarin- 
dus indica),ココヤシ等々の果樹極めて多い.

③二期作田.さかんに田に水を入れている.乾季作の準備である.雨季作 
稲長は160~170cm.ここを過ぎるとすぐに幅30mの灌漑水路が南北に 
通る.
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④ 雨季移植田(以下,特にことわらずに移植田という時は雨季一作のみの 
移植田を意味する).③よりも地盤高は数十cm高く,水田畦にパルミラ・ 
ヤ シが極めて多く 立つ. 稲長140cm 〜150cm.

⑤移植田.その中に家が点在する.家の近くには,2m幅の用水路あり, 
その近くには苗代が多い.

⑥ 移植田.稲長150〜160cm.

⑦ 移植田.稲長160〜170cm.水田中にまれに蟻塚あり.
⑧ 移植田.稲長130〜150cm.中に蟻塚30〜100m間隔であり•ここをす 

ぎると,幅15mの川あり.それぞいに2, 3軒の家あり.
⑨ 移植田.その中に蟻塚20〜50m間隔であり.蟻塚の上は多くの場合,マ 

カームぐTantarindus tれとタコ(Diospyros sp)が生えている.小さ 
い集落が道より少しはなれて田中に見える

⑩ 移植田.稲長160cm.所々に苗代あり•蟻塚点在・すぎると直線状の 
灌漑水路15m幅のものあり.

⑪ 二期作田.いたる所で乾季作用の耕起を行なっている.畦高0・1~0.2m. 

この水田中に幅1.5mぐらいの水路が走っている.やがて，幅12mの灌漑 
水路あり.

⑫ 移植田・周辺より少し低い.田中には蟻塚は全くない.稲長160cm.

⑬ 移植田.畦0.3~0.4mと高い.稲長130cm.まれに苗代を見る.
⑭ 周辺より1〜1.5m高く,南北にのびる帯.その上は水田なく,マンゴ 

ーと竹が多い.旧Suphanburi河の自然堤防らしい.
⑮ 普通の田面より0.4〜0.5m低い水田.直播稲を混じている.ふつうは 
稲長160cm.所々に蟻塚あり.

⑯ 移植田.苗代もあり.所々で乾季作用の耕起中.ここを過ぎると水路. 
この水路の水位は田面より0.2mぐらい高い.

⑰ 移植田.稲長 160-170cm.畦0.1~0.2m 高・田中に蟻塚30-100m 

間隔であり.これとは另Uにパルミラ・ヤシが点在する.ここにSuphanburi 

への分岐道あり.
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⑱ 移植田なるが,東にゆくにしたがって高度を増す.
⑲ 旧Suphanburi河のー"つである.川幅150m.中には,ホティソウが多 

く浮いている.川の両岸には自然堤防.幅100mであり.その上に,Ban 

Ruttanの集落あり.集落は樹々の濃い緑で覆われている.
⑳ 移植田•畦高0. 2m.稲長150~160cm•畦にパルミラ・ヤシあり•し 

かし,蟻塚は見えず.
㉑ 周辺より一段と低い凹地帯・直播稲あり.稲長190cm.

㉒ 移植田.稲長160 cm•ここをすぎると,幅8mの水路あり.しかし， 
水路には水なし.

㉓ 再び稲長160cmの移植田.100〜150n!間隔で蟻塚あり.
㉔ このあたりより，全体に地表の起伏大きくなる.この部分は周辺より1 

m低い凹地.直播稲.稲長180cm.

㉕ ㉔より1.5mぐらい高い.ここは移植田で稲長160cm.畦高0. 3m.田 
中に蟻塚多く，その上にはマカームとタコとコイ（Streblus as佻叫 が多い.

㉖ ㉕よりさらに高くなる.蟻塚の多い移植田.稲長140cm.田中に掘抜井 
戸あり.それの水位,地表下2m.周辺の田はカラカラに乾いている.

㉗ 幅50mの川.ひどく蛇行しながら流れている.これはHuai Khla河. 
川には水多い.川の東岸に竹で囲まれた新しい集落あり.集落のまわりに 
少しトウモロコシ畑がある.

㉘ 移植田.しかし,この田には雑草極めて多く,いかにも新しい開田を思 
わせる粗放な水田.稲長140〜150cm.

㉙ 全体として起伏あり,手入れ悪く,雑草の多い雑然とした水田.高みの 
稲は!50cm,低みの稲は170cm,この低みの一部は直播されている.高 
みには,農家2〜3軒散在.そのまわりには小さい畑がある.所々にパル 
ミラ・ヤシあり.

㉚ 幅50mの部分が谷状に周辺より約1m低い.古い川跡（この部分19 

60年作成のAMS5万分の1地形図では,Khlong Taphanとして,川がま 
だ流れているように示されている）.川を過ぎると,起伏地に手入れの悪 
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い粗放な水田.高みは稲長150cmで,その周辺に蟻塚が20~50m間隔で 
ある.低みは稲長170cm•そこは一部直播になる.

㉛ 再び幅30mで周辺より0.7m低い川跡.その両側は高く,コイを乗せ 
た蟻塚が30〜50m間隔である.全体として1mぐらいの起伏があるが, 
その全体を直播稲がおおう.

@ 再び幅100mで周辺より0.5〜0・8m低い川跡,その周辺には50〜100m 

間隔で蟻塚あり.移植稲と直播稲が混在.稲長の平均は150cm.

③ 幅200mの低み.草地として残されている.
@ 幅20mの水路.これを過ぎると直播田.稲長!60cm.この水田には 

まだ深さ5cmぐらいの湛水がある.そこに何百羽というアヒルが放たれ 
ている.

㉖ 幅50mで周辺より約1m低い凹地帯.その両岸,それぞれ50〜60m幅 
が自然堤防の高みであり,そこに藪の列が続く.すぎると,後背湿地らし 
<,漸次低くなる.藪に接した部分の稲は150cmの長さ.後背湿地部分 
で170cm.高みも低みも両方とも直播稲.

㉖ 木も蟻塚も全くない低平部•中央部がゆるくたわんで低くなっている. 
全体の景観は浮稲地帯のそれに酷似.稲長は140〜190cmと変化するが総 
て直播稲.

@ 幅70mで周辺より0.7m低い帯あり.そこの稲180cm.この凹地帯を 
すぎると全体として㉖に酷似した直播田.

@ 幅4mの灌漑水路.その周辺のみ乾季稲のための耕起を行なっている. 
しかし，田面が均平化されていないために,一筆中でも湛水している所と 
そうでない所が出来ている.湛水部もしくはその近くのみで耕起が行なわ 
れている.

㉚ 畦の全くない直播田.稲長180cm.やがて,これより東方にゆっくりと 
高度を増してゆく.

の 川・幅30m.これはLam Sanun•この川は両岸に1m高さの自然堤防の 
高みを持つが,その上には樹木はない.自然堤防の上まで全体が直播稲で
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おおいつくされている.
@ 今までより一段と低い水田・道路は水田中を3m高さの盛土を築いて, 

その上を行く.全く立木のない直播田.畦もほとんど見えず•所々にサヌ 
一 {Sesbania sp.）が,まるで灌木のように生えている.稲長220cm.

@ 上記の直播田中に幅30mの川跡あり.そこはカヤツリ草の原になってい 
る.それをすぎると広大な浮稲田.頷と同じような景観.

@ 地盤高少しずつ高くなる.道路の盛上高は2.0mに減ずる.しかし，ま 
だ木のない直播田.稲長は170cmぐらいのものが多い.この中にごく少 
しなるが苗代あり.

の 家数軒あり.これはWat Noi部落.ここより地盤は急に高くなる.水 
田中の畦も明瞭になる.畦高0・l~0・2m.移植田で稲長150〜160cm.し 
かし,まだ水田中には木も蟻塚もない.

@ 自然堤防の全くない川.幅約20mで周辺より0.6m低い.これを過ぎる 
と稲長160〜170cmの広い水田.ごく 一部に移植稲があるが殆んどは直播田.

@ 幅10mの川.これにも自然堤防の高まりはない.ここをすぎると木の 
全くない直播田.稲長170〜180cm.

@ 上記@よりさらに少し低い.木の全くない直播田.稲長190cm.その中 
にまれに池状の水たまりあり.その周辺に少し西瓜畑あり.

⑱ 上記幽よりさらにまた低い所.稲なし.所々に水が溜っていて,そこに 
水牛,牛,山羊が多く放牧されている.

@ 幅20mの川.水が多い.すぎると広く乾季用の耕起中.すでに植付け 
を完了した所もある.
㉚幅30mの灌漑水路.すぎると直播田.稲長170~180cm.

㉛ Wisetchaichanの家並.ここはすでにNo!河の自然堤防上で少し高い.
© Noi河・幅80m.すぎると自然堤防上の樹木.高さ20mを越す巨木が 
多く混ずる.

@ 別の川.幅40m.これはKhlong Khun.すぎると自然堤防，幅50m 

のものあり.
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@ 移植田・畦0.2~0.3m高・稲長160~170cm•ごく一部に直播田を混 
ずる.この移植田中に幅!0mの灌漑水路あり.やがて東に行くにしたが 
って,だんだん低くなり,広い直播田に移行する.

以上の断面を見ると,土地利用に一つの法則があるのに気づく.それは以下 
の通りである.

（イ）最も高位を占める自然堤防の高みは,立木か藪になっていて,稲はない.
（ロ）中位面は雨季の移植稲地帯をなす.
外低位面は雨季の直播稲地帯をなす.
㈡ 二期作田が散在する.そして,それらは必ず灌漑水路の近くに位置して 

いる.
稲作は地形の影響を強く受けている.
扇裾部の直播田と中位部の移植田 上の断面で見るかぎり,古デルタの南部

では扇裾部の直播田と中位部の移植田が主要な土地利用であると考えてよい. 
ここでは，この二っをいま少し詳細に見てみたい.まず扇裾部の直播田である 
が,これに関しては,地点⑥が資料を提供する.以下に述べるものは，1980年 
4月に得た資料である.採取年月日が前記の断面記載時のものと異なるのであ 
るが,本質的な情報にはあまり影響はない.
土壌断面は次のとおりになっている.
地表ー0.25m:暗褐灰色の重粘土.褐色の絲状斑に富む.
0.25-1.0m:暗灰色から黒色の重粘土.沼の堆積物と思われる.
1.0—1.3m:灰色の重粘土・黄褐色のゆるい結核に極めて富む.ジプサムの 
針状結晶（最高1cm長さ）に富む.

1.3-1.5m:灰色から灰白色の重粘土.ジプサムの針状結晶（最高1cm長 
さ）に極めて富む.赤色のゆるい結核に富む.黄色のゆるい結核あり.

1.5-1.8m:灰白色シルトと極微細砂の互層.ジプサム針状結晶（最高7 

mm長さ）に極めて富む.
多量のジプサムの針状結晶の存在は明らかに,ここの粘土が内海の汽水条件 

下で堆積したことを示すものである.この汽水成粘土を沼成の黒い重粘土がお
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第38図古デルタ扇裾部の深水直播田における湛水深 
の年間変化

おっているのがここの土壌構 
成である.

この地点における稲長は 
1979年作では180cm であっ 
た.地表から50~60cmの所 
までには,ほぼ総ての節から 
水中根が生じている.この水 

田の持主にいわせると,この稲長は,例年のものよりは30cmぐらいは短い 
という.先にも述べたように1979年，1980年は寡雨年で,特別に洪水湛水深 
が浅かったからである.
同じ農民が示した同地点における1979年の湛水深の月別変化は第38図に示し 

た通りである.同年の最大湛水深は70cmである.ここは,低位部であり,し 
たがって洪水の集中地帯なのであるが,それにもかかわらず洪水の冠水害とい 
うものはないという.この農民にいわせると,彼の田だけでなく,一般にこの 
附近の扇裾部では,たとえ凹所でも稲の冠水害というものは,まずないという.
低位面での稲作は5月初めの耕起で始まる.播種は5月いっぱいか,おそく 

とも6月初めには完了しなければならない.しかし1979年のような大旱魅年に 
は例外的なことがおこる.多くの人達は,この年は雨を待っていて,播種が7 

月,一部の人は8月になったという.こういう雨のおくれのために作業が大幅 
におくれるようなことが,io年に1度ぐらいは起るという.こんな例外的な年 
も含めて,刈取りは12月末から1月いっぱいである.ごく低い所では2月にな 
ってから刈り取られる.
一方,中位部の移植田は次のような状態になっている.地点⑯を例にそれを 

見てみよう.この地点は前記の⑥よりは明らかに高位である.まず,土壌から 
述べると次の通りである.
地表ー0・3m:灰褐色の重粘土.黄褐色の絲状斑を含む.
0.3—0・6m:暗灰色の重粘土.マンガンのピゾリス（直径2~3mm）を含む. 

黄褐色の雲状斑あり.
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0. 6—1.0m:暗灰色の重粘 
土・赤褐色の少しかたま 
った斑紋を含む・ジプサ 
ムの針状結晶（長さ3~4 

mm）あり.
これも地点⑥の場合と同様, 

汽水成の堆積物を持っているが, 
典型的な古デルタの地層である.

それと同時に,マンガン・ピゾリスを持ち, 
この⑯地点では,3~4筆おきに幅50cmぐ

らいの溝が切られており,ここが明らかな灌漑田になっていることを示してい 
る.1979年度の稲長は140cmぐらいにしかなっていない.観察地点の田の持 
主が示した湛水深変化は第39図のとおりである.彼によると,この水深のうち 
で,雨水による湛水は,9月,10月，11月の3力月のみだという.他は総て, 
灌漑局の水路から来る灌漑水による湛水だという.この地区は雨季の移植稲ー 
作と二期作が混在する所なのだが, 彼が示した湛水深は二期作地区のそれであ 
る.
雨季作一作だけが行なわれる時には,その農作業は次の通りである.すなわ 

ち,6月終りから7月初めにかけて,苗代準備.そして同じ頃から本田準備の 
耕起と代搔きが始まる.植付作業は,ちょうどその1力月後ぐらいである.品 
種としては在来種が用いられている.

もし二期作を行なう時には,上の雨季作の収穫後，それをただちに行なう. 
これには,直播と移植の両方がある.直播の場合は,2月後半から3月前半に 
かけて耕起,代搔きの後,すぐ浸水した籾を直播する.その後は除草剤で草を 
殺し,施肥して6月後半に刈り入れる.多くの人達は第二作目には直播を行な 
うが3分の1ぐらいの人は田植えを行なう.この場合,苗代準備は2月から3 

月上旬である.若い苗を3月中に植えて,6月に収穫するという.いずれの場 
合も蒿収量品種が用いられる.
移植田の発達する中位部は先に述べたように点在する蟻塚で特徴づけられて 

いる.蟻塚は30mから100mぐらいの間隔で存在し，畦の上だけでなく，しば 
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しば圃場中にもある.こうした蟻塚の存在は中位面の生態環境を考える時,実 
に示唆的である.もし,ここが長期にわたって湛水するような所であったなら, 
ここには蟻も住めないはずである.蟻塚があるということは，基本的にはこの 
面は非湛水地区であるということである.古デルタの中位部，いいかえれば, 
古デルタで最も中心的な面がこうした高燥な環境にあるということは留意して 
おかなければならない.なぜならば,これは，今までに述べて来た他の稲作区 
にはなかった性格だからである.
古デルタ北部の横断面に現われた稲作 古デルタ北部で扇頂に近い所での横 

断面としてはBan Huai KrotとAmphoe Sanphayaとの間のものを示すことが 
できる.これは第40図に示されている.この図の中には，木でおおわれた現在 
のチャオプラヤ河の自然堤防,それに竹とパルミラ・ヤシが極めて多い旧チャ
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，•’この道路ぞい
」 に記載が行な

われている

第40図 1918年時点におけるAmphoe Sanphaya, Huai Krot周辺における土地利用（タイ 
陸軍旧5万分の］,地図をもとに作成）.1918年時点ではAmphoe SanphayaとHuai 

Krot間には実際には道は存在していない.この道のみは上記の旧地図に書き加えたも 
のである.本文中の記載はこの道路ぞいに行なわれている 
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オプラヤ河の分流であるHuai Krot,それから沼地,さらにそれらの間に拡が 
る水田が示されている.これらの景況は古デルタ南部の単調な景観に比して明 
らかに多様である.第40図は1918年測量の地図の簡略図であるが,この図には 
当時の移植田と直播田との区別も示されている.当時,Huai Krotの西は主と 
して移植地帯，東は主として直播地帯という分布になっている.おもしろいこ 
とに,この移植田と直播田の分布は1979年の時点においても大勢においては変 
わりはない.

さて,この道路ぞいに見られる,1979年の雨季作稲にかんしての状況は次の 
通りである.第40図を参照しながら,以下の記載を見ていただきたい•記載は, 
Sanphaya側から西南進するかたちで示されている.

SanphayaよりSanburiに向う道の起点（0km）より0. 5kmまで:パルミラ・ 
ヤシが極めて多い.その下に稲.直播60%,移植40%.

1.2kmまで:立木のない水田.直播80%,移植20%.稲長80〜120cm.

2. 4kmまで:立木のない水田.直播100%.稲長120〜140cm. 2. 4km 地 
点には,幅7mの直線状灌漑水路あり.

2. 9kmまで:立木のない水田.直播100%.稲長140cm ±. 2. 9km地点に 
幅2mの直線水路あり.

4. 3kmまで:上と同様の水田.4. 3km地点に幅7mの直線水路あり.
4. 6kmまで:上と同じ水田.稲長!40cm.地表より10cmまでは長い水中 
根が出ている.浮稲品種・土は深度50cmまでが灰色と黄灰色の混じた重 
粘土.直径2〜3mmの酸化鉄のピゾリスを含む.同時に,その直下より 
1〜2cm長さの石灰結核を産する.

5. 5kmまで:木のない水田.直播80%,移植20%,稲長120〜140cm.

6. 2kmまで:パルミラ・ヤシの極めて多い水田.直播100% •稲長50〜70cm.

7.1kmまで:パルミラ・ヤシの極めて多い直播田とバナナ畑の混在.7.1km 

地点に灌漑水路化されたHuai Krot河.ここがBan Huai Krot.

連続する浮稲と乾田直播稲 上の記載によると,2. 4km地点より5. 5km地
点までが,ほぼ完全な直播田である.ここには立木がなく,畦が低く,いわゆ 
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る典型的な浮稲地帯の景観がある.用いられている品種も,まぎれもない浮稲 
品種である.しかし,不思議なことに,この区間の稲長は140cmしかない. 
1979年,1980年が特別な寡雨年であったという特殊条件を差し引いても,なお 
かつ,この稲長は浮稲というにしてはあまりに短い.しかし，実はこの種のこ 
とはデルタの扇頂部近くでは随所に見られるのである.

あまりにも短すぎるこの浮稲の解釈は，どのようにしたらよいであろうか. 
以下，このことを中心に，古デルタ扇頂部の生態を少し考えてみたい.そもそ 
も浮稲とは,深湛水に耐えうる伸長潜在力と,急激な増水に耐えうる瞬発的伸 
長力を兼備した品種である.ところで,ここで議論しているケースは後者の瞬 
発的伸長力のみが要求されているケースのようである.
古デルタ北部のこのあたりでは,その扇頂に近い位置からして,洪水は一気 

に激烈にやって来る.普通の移植稲では，植付直後の比較的早い時期にやって 
来るこの激烈な洪水を,よく生きのび得ないのだ.上の記載中にも暗示した如 
<,ここでは移植作業は可能である.なぜならば,ここには灌漑水路があり, 
苗代水にも代搔き水にも不自由しないだろうからである.問題は,しかし,植 
付けそのものよりも,むしろその後なのである.一日のうちに50cm の増水 
をするようなー気水がやって来て,それが移植稲を生きのびさせないといった 
類の事態がここでは起るのである.浮稲なら,こんな場合も,この洪水に追い 
ついて背丈を伸ばすことができる.このような急増水は扇頂部ではしばしば起 
ることなのだが,最大湛水深はかならずしもそうは大きくならない.例えば, 
60~70cmで止まる所が多い.こういう場合,浮稲といえども最終的には背丈 
をそれほど伸す必要はない.1mそこそこでも充分である.倭小な浮稲という 
のが生ずる背景はこういう所にあると私は考えている.

こういう観点で見ると,2. 4〜5. 5km間の直播稲だけではない.0.5-1.2km 

地点や5. 5~6. 2km地点の非常に短い直播稲も同じように解釈することができ 
る.これらの直播稲は最も倭小な浮稲ということになる.

この倭小な浮稲というのは,しかしまた,全く別の解釈も可能である.読者 
は先の高燥部の乾田直播稲のことを思い起していただきたい.Ban Huai Krot 
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やSanphaya近くのパルメラ•ヤシの下に生えている短い直播稲というのは, 
まぎれもなく乾田直播稲である.
結局,古デルタ扇頂部に見られる直播稲はそれを凹地側から観察するかぎり 

総て浮稲に見えてしまうし,逆に高燥地側から観察すると総て乾田直播稲に見 
える.ここの稲はそういうものなのである.このことは大変示唆的である.浮 
稲は大湛水地に生えるいわば沼的な稲だと考えられている.一方,乾田直播稲 
は高燥地に作られ,陸稲に近いものだという感じさえある.しかし,実際には, 
一見全く相異なるこの二つが,ほとんど同じ品種で,同じ耕作法を用いて,し 
かも空間的に連続して作られている.ここにあるものは浮稲と乾田直播稲の未 
分化な連続である.デルタ稲作というのは,その原初は,こういう状態から出 
発して来るのであろうか.
再び古デルタ全体を見て 以上,古デルタを扇頂部,高燥部,砂糖キビ卓越 

部,中位部,扇裾部と細分した.ここではこれらの小区に関する知識をふまえ 
て,もうー度,古デルタ全体を考えてみたい.

まず第一に,古デルタは全体としては西に高燥地を集め,東に低湿な所が多 
くなっていることがわかる.これは，古デルタ全体が東に傾動しているからで 
ある.地形図上でもこのことはよく示されている.古デルタ上を流れる河川は 
全体としては南に流れるというよりも,むしろ南東に流れている.土地の人  々
がいうSuphanburi河のチャオプラヤ河への東遷説もこういう枠組の中で考え 
ると納得し易い.
第二の点は,上の事実と密接に結びついているのであろうが,古デルタの開 

田は歴史的には東から西へ,すなわち扇裾部から中位部を経て高燥部へ拡がつ 
ていったという事実である.第41図には1910年代当時の水田分布図が示してあ 
る.これは当時の5万分の1地形図をもとに作製したものである.この時期, 
水田はまだ，ほとんどが扇裾部周辺にしかない.水田拡張が,もともとはNoi 

河の氾濫原から扇裾部を経て古デルタの中位部へ登っていったらしいことは  
Singburi県のPhakthanの精査でも明らかになっている(Tanabe, 1979, p. 28). 

こうして拡張した水田が,古デルタ上では戦後になってほぼ飽和に達し,さら
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C: Chainat, Sp: Sanphaya, Sa: Sanburi, Si: Singburi, 
Sc: Samcuk, P: Si Prachan, W: Wisetchaichan A:
Ang Thong, S: Suphanburi

第41図 1910年代における古デルタとその周辺における 
水田分布

に現在では灌漑水路網の敷 
設で一層安定した産米地に 
なるのである.
第三には古デルタ稲作の 

弾力性について述べておき 
たい.古デルタ稲作とは, 
すでに述べたように移値稲 
を中核としたものである. 
特別な高燥部には乾田直播 
が,そして氾濫原との緩衝 
地帯では深水直播稲が見ら 
れるが,中心はあくまで移 
植稲である.これが古デル 
タ稲作の常識である.ただ, 
しかし,このことは附帯条 
条づきで認識されなければ 
ならない.このことに関し 
て，第37図の Suphanburi* 

Wisetchaichan断面にもう 
一・度帰ってみたい.

同図には,その左半分に中位部が示されている. ここは1973年の調査結果
では，上記の定説通り圧倒的に多くの移植田が示されている.ところが,1980 

年4月,この同じ場所を通った時の私は,ここに全く違ったものを見せられて 
いる.同じ中位部の断面個所の95%以上が直播田の刈跡で覆われているのを見 
せられたのである.1973年には移植であった所が,この時点では乾田直播にな 
っていたのである.

1979年が旱魅年で，植付水の得られなかったこの地区は,かくして,その移 
植田のほとんどが乾田直播法を採用したのである.1980年は4月の中頃になっ 
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ても,上流のダムがほとんど空だと聞かされていた農民達は,いっこうに雨の 
来る気配のない空を見上げて,今年も乾田直播にせざるを得ないだろうといっ 
ていた.

このように,古デルタは非常な旱魅年には,その全面がちょうどあの古デル 
タ高燥部のように乾田直播稲卓越地区となるのである.このことを古デルタの 
もう一つの顔として附記しておかなければならない.
先に浮稲と乾田直播稲の未分化を取り扱った時,そこに古デルタの原始の顔  

を見たのだが,いま又，ここでこうして,古デルタが特別な条件の時には容易 
に原始の姿にもどるのを知るのである.古デルタ稲作は,今日,その整備され 
た外観が与えるものからは想像しにくいくらい,時にいともたやすく元の野生 
に帰り,そのかわり,その野生の持つ弾力で,災害を克服している.古デルタ 
のみでなく,本当はこのことはもっと広く,デルタ全体に言えることかも知れ 
ない.

2.2.9 Dan Chang 扇状地

縦断面ぞいの景観 Dan Chang扇状地はSuphanburiの西に発達する扇状地
である.半径約50kmの扇形の地形をSuphanburi河に向けて開いている. 
これはいわゆる死んだ扇状地の典型的な例である.死んだ扇状地とは,すでに 
土砂堆積作用を停止してしまった古い扇状地である.まず最初に,このDan 

Chang扇状地の扇頂から扇裾までの断面を概観して,死んだ扇状地が如何なる 
ものであるかを見てみたい.第42図がDan Chang扇状地の平面図である.こ 
の図は1959年製作のAMS25万分の1地形図をもとに作成してある.以下に 
記載するルートは,この地図中には点線で示してある.同時に第43図はこのル 
ートぞいの断面図である.以下断面図上の番号にしたがって記載をすすめる. 
記載事実は,1980年4月10日現在のものである.
① Duan河.幅50m.大きな自然堤防が発達し,その上にBan Tao Itの 

集落がのっている.集落には木が多い.
②水田.移植が多いが直播を少し混入する.一部で!70cmぐらいの長い
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第42図 Dan Chang扇状地の土地利用（AMS 25万分の1地形図をもとに作成）.Dan Chang 

より東南進する破線は記載をとった道路•この道路ぞいの断面は第43図に示してある

稲となるが,ふつうは140〜160cmぐらいである.
③灌漑水路・幅10m•水を多く流す.
④ 水田・直播田が極めて多い.一部に移植田あり.稲長は110〜140cm 

ぐらいのものが多い.田中にまれに蟻塚がある.②に比して,水不足が明 
瞭にうかがえる.

⑤ Amphoe Don Chedi

⑥極めて砂質な田面•移植稲が多いが直播稲も混じている.稲長120〜140 

cm.この地点で聞いた情報は以下の通りである.
（イ）原則として,雨季の一期作である.7月から8月初めにかけて本田準 
備・7月後半から8月にかけて移植する.刈取りは12月.直播の時は6 

月の耕起直後に播種,12月に刈り取る.
（ロ）灌漑水路の水が揚水できる所では二期作を行なう.この場合,上記の 
雨季作以外に次の乾季作を行なう.すなわち,2月に本田耕起と苗代開



2チャオプラヤ・デルタの農業景観 109

圧テ

要
屮Q

P

AJW

AJ
IS
宏
圆
怅
依
れ
览
温
・
な
た
眼M

u史。
UBQ

図̂
㈱



no 熱帯デルタの農業発展

始・3月前半植付け.7月刈取り.しかし,この二期作面積は極めて少 
ない.

⑦ 灌漑水路・幅20m.水多く流れる.水路ぞいのみ乾季作が集中して見ら 
れる.

⑧ 1~ 2mの起伏あり,高みは藪・低みのみ水田.しかし,この水田には 
極めて貧弱な稲しか生えていない.水田中の約50%は,そこに畦はあるが 
近年植えた痕跡が認められない.そういう所には,短い草が一面に生えて 
いる.水田中の低みは移植が多いが,高みは直播が多い.水田中にも藪中 
にも20〜150m間隔で蟻塚がある.藪の茂みがあちこちに点在.それと 
は別に，背の高い独立木あり.藪,独立木ともに落葉したものが多い.サ 
ダオ（Melia indie山 のみは,新しい葉を出している.所々にパルミラ・ヤ 
シが群落を作る.

⑨ このあたりの中心的な村,Ban Sa Krachon,町中に大きな用水池あり. 
しかし完全に干上がっている.

⑩ ゆるく波状にうねる広い水田地帯.水田中に立木と蟻塚が非常に多い. 
稀に藪の茂みがある.水田の畦には,明瞭な二種類がある.一つは,幅， 
高さとも60〜70cm ぐらいの大きなものであり,いま一つは20〜30cm 

ぐらいの小さいものである.前者は曲りくねって等高線に平行しており, 
一種の水溜めのための堰堤の役目を果しているような外観を呈する.

⑪ あいかわらず波状を呈する起伏が続くが,起伏が少し強くなった.起伏 
量2m前後•全体として,今迄よりさらに立木と藪が多くなる.立木間隔 
20~40m.所によっては10〜20m 間隔の密な所もある.しかし,その下 
にも稲あり.藪に混じて高みには一部に砂糖キビが現われる.水田はその 
約半分が畦はあれども近年耕作した証拠を示さない.直播稲,移植稲が相 
半ばする.ここで一人の農夫から得た情報は以下の通りである.
（イ）例年,自分の持田の約3分の1にしか稲が作れない.水がないからだ. 
去年と今年は特に悪い.ほとんどー筆も作れず草地として放置してある.

冋 植付水がないので,ふっうは直播を行なう.耕起は4月でも5月でも 
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いつでもよい.雨が来次第行なう.そうしておいて,しばらく天候を見 
ていて,もっと雨が連続的になるという見きわめのついた所で乾籾を散 
播する.そして,散播直後に犁で覆土する.

い 播種後の除草は行なわない.したがって,稲は雑草と競争しながら生 
える.

㈡ 肥料は与えない.大体平均するとし1rai当り10〜15 tang （200~300 

リットル/0・16ha）の収量となる.
いわゆる乾田直播である.こうした乾田直播田では播種時にはもちろん湛水 

はないが,その後もかならずしも湛水が得られるか否かは,はなはだ疑問であ 
る.
⑫ Nong Rang Thee の集落.
⑬ ゆるく波状にうねる広い水田.低みの移植田と高みの乾田直播田の組合 

せ.低みの水田といえども,稲長は100cm程度にすぎない.多くの所で 
は50〜70cm長さで,分菓はほとんどない.ここの中位面で見る土壌断面 
は以下の通りである.
地表ー0・5m :灰色粘土と砂の混合物.硬く締っているが,ハンマーでた 

たくと,パサツと崩れる.
0. 5—0. 6m :ラテライト層
0. 6-1.0m :灰色と灰褐色の混じた粘土.極めてよくかたまっている.
1.0-1.5m+ :硬くかたまった砂質粘土.直径5〜7cmの石灰結核を産す 

る.
⑭ ゆるい起伏あり.起伏の高みには,ソルガムが多く現われる.一部にキ 

ャッサバもある.低みの水田中の蟻塚が崩されて,その上にもソルガムが 
植えられている.点在する農家には,ほとんどどの家にも大きな牛囲い用 
の柵がある.

⑮ Nong Yi Hanの集落
⑯ 藪と茂みが多い.明らかに森を開いたばかりという所が広くなる.こう 

した所には半焼けの木の切株が多い.その中に砂糖キビがしばしば植えら 
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れている.タバコもかなり植えられている.凹部が水田になっている.そ 
うした水田のほとんどが直播田であるが,一部に移植田もある.茂みのあ 
る高みと,水田の低みとの間に,時に均平化されていない散播の陸稲畑が 
ある.凹地部の水田を耕す農夫によると,彼の水田についての情報は以下 
の通りである.

（イ）雨が来るとすぐー度耕起をする.これはふつう5月である.その後,
1力月ぐらいして,もうー度耕起する.たいてい7月の後半に乾籾を散 
播,覆土する.刈取りは12月•1月になることもある.このほか,ソル 
ガムを稲と同じ時期に作る.

（可 今年始めて,凹部にごく少しだが乾季稲を試みた.2月に直播したが, 
（4月には）もう出穂している.

⑰ 起伏は一段と大きくなり,4〜5mに達する.それにつれて,高みはほ 
ぼ完全な茂みとなる.凹部は湛水している所があり,そうした所に少し乾 
季稲が見える.しかし,全体としてみると,むしろ砂糖キビ,キャッサバ 
が多い.それらの畑作物に混じって陸稲がある.

⑱川,Huai Krasieo.幅 30m.崖高さ 7m.

この川の先はやはり木が多く,中に砂糖キビとキャッサバがあるようである. 
さらにその先1km ほどで，Amphoe Dan Changのはずだが，私はここで引き 
返した.この川にかかっている橋が落ちていて越せないからである.しかし, 
ここは明らかにDan Chang扇状地の扇頂に非常に近い.
扇裾から扇頂への変化 第43図に示された扇状地断面は,はっきりと区別さ 

れる四つの区域を示している.それは同図では灌漑扇裾区,旧開扇央区，新開 
扇央区，扇頂区として示したものである.以下それらについて少し述べてみる.

⑴ 灌漑扇裾区 Duan河の後背湿地から扇状地に登ると,その差は極め
て明瞭である.とたんに風景全体に水気がなくなり,干からびて,おまけに砂 
っぼくなる.扇状地の共通した特徴なのである.稲長も短い.それに直播稲が 
圧倒的に増えてくる.これは,それまでの後背湿地の浮稲系の直播ではない. 
いわゆる乾田直播である.この地区は灌漑水路があるのだから,理論的には灌 
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漑地区に入るわけであるが,その機能は極めて不完全なものであり,したがつ 
て,大部分は上のような水不足地帯になるわけである.
扇裾というのは,水理学的に見ると特殊な所である.これ程の水不足地区で 

あるにもかかわらず,限られた所では湛水はおそくまで残る.例えば,1月に 
入ってもまだ湛水しているというような個所が稀にある.扇裾というのは本来, 
地下水湧出地点になる性質があるのである.この扇状地にかぎらず,扇裾では 
よく湧水の話を聞く.しかし,たいていの場合,人々はつけ加えていうのであ 
る.昔は湧水が豊富だったが,最近は上流地域の濫伐でこうした湧水も枯れて 
しまったと.

⑵ 旧開扇央区 1954年調査のAMS 25万分の1地形図作成時点ですで 
に水田化されているという意味でここでは旧開という語を用いている.またこ 
こは,灌漑水の供給が全くされていないという意味で天水田地区である.
旧開といっても,それほど古い開田ではない.1917年測量のタイ国陸軍の5 

万分の1地図によると,この区間には，全く水田は存在していない.同図にょ 
ると,この区間は全域〈 5種類の木からなる疎林〉ということになっている. 
記載中の⑧に,落葉した孤立木が点在していると記したが,これらが当時の疎 
林の生き残りなのである.たぶんここは,第二次大戦直前から開拓の手が入っ 
た所である.大きく開けたのは大戦後ということになるのであろう.

この地区は,一見その大部分が水田化しているように見える.しかし,実際, 
毎年利用されるのは,畦があり水田らしく仕立てられた区画のうちの約半分ぐ 
らいである.一説によると,3分の1ぐらいしか使用されないともいわれてい 
る.この地区でこうした水田区画の総てが利用されるのは10年に1度ぐらいの 
特別に雨の多い年だという.乾田直播を武器にして，扇裾から，稲作がこの扇 
状地を這い上がっているのだが,いかんせん,非常な水不足のために,生産は 
不安定極まりない苦闘の中で行なわれているのである.

⑶ 新開扇央区 これは，1954年調査のAMS 25万分の1地形図におい 
てもまだ,くWoods-brushwood〉として記載され,水田の認められない所である. 
明らかに,それ以後,現在までの30年間に,現在のように開拓された所である. 
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開拓は下方より順次上方に向っている.断面図においても地点⑩における水田 
は,例えば⑯における水田よりはるかに成熟している.⑯などは明らかに,現  
在開墾が進行中の所である.

この新開扇央区における特徴の一つは,開拓の新しさを反映して立木が多い 
ことであるが,それよりももっと興味深いことは,立木の残る高みの近くに, 
畑作物が見られることである.砂糖キビ,ソルガム,キャッサバ,タバコ等は 
こうした畑作物の中で目立つものである.さらに,こうした畑に陸稲が混入す 
る.これらの畑は，藪や疎林に接しており,けっしてよく手入れされたという 
ものではなく,どこか焼畑地帯の粗放さを連想させる.ただ,焼畑地帯のよう 
に，数種の作物が混作されるということは全くなく,タバコはタバコ畑を,ソ 
ルガ厶はソルガムのみの畑を作っている.

いま一つ,この地区で目立つことは,多くの家々が牛囲いを持っていること 
である.各戸が少なくとも,6〜7頭の水牛か牛を持っているようである.時に, 
40〜50頭が群をなして,例の畦はあるが草原になっている休閑水田で遊んでい 
るのを見る.こうした草地以外にも疎林や藪が多いから,ここは動物には,け 
っこう住み良い環境である.

こうした畑作の優勢,動物の多さ，それから,心なしかなおざりにされてい 
る稲栽培を見ていると,私は,ここに普通のデルタの稲作地域とは異なった文 
化的背景をさえ感ずるのである.

（4）扇頂区 新開扇央区に対比して,扇頂部の性格を誇張して表現すると, 
それは森と畑に囲まれた二期作田地区ということになる.新開扇央区では疎林 
と藪がいたる所で農地に食い破られ,結果は藪と疎林と農地とが無秩序に入り 
乱れて,全体がいかにも粗放な開拓地の感を与えた.これに対して,扇頂部で 
は森は深く,まとまってはいるカ二,所々に見られるこじんまりとした凹地には 
稲がきちんと作られている.しばしば稲を取り巻いて畑があるのであるが,そ  
れらも,きちんと秩序立てて作られている.さらに一部で二期作田さえあると 
いう事実がさらにこの地区の土地利用の緻密さを印象づける.

1917年の地図を見ると,この扇頂部はく密な竹藪〉地帯となっている.扇頂 
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部であるから,山から出て来た谷川はここから分流して,いくつもの細流に分 
れる.その細流群が,たとえ死んだ扇状地とはいえ,この扇頂部では,それぞ 
れに自分の自然堤防を作るわけである.こうして作られた新しい土砂堆が, 
1917年の地図には,〈密な竹藪〉として示されているのである.今日ではしか 
し,竹はぐっと減少して,そのかわり,そこは一種の常緑樹林と畑になってい 
る.そして，細流ぞいには稲が作られるようになっている.
扇頂部の半径6〜7kmだけは,かくして,他の部分とは別の性格を持ってい 

る.それは,半径50kmのこの扇状地が全体としては死んだ扇状地であるのに, 
そこだけは,まだ生きている空間なのである.新しい土と豊かな水で,土地利 
用には活力がある.その活力をうまく利用して,畑と水田がていねいに作られ 
ている.まるで山間盆地の扇状地を見るような感じがする.
扇状地の水田面積拡張 Dan Changの扇状地を見ていると，戦後,急速に開

田された他の多くの扇状地の開発の典型を見るような気がする.Dan Chang 

の場合,扇裾方面からは,すでに広い天水田が乾田直播という技法を用いて広 
がりつっある.一方,扇頂には小規模とはいえ移植田を持ち,二期作の芽が出 
来ている.この二つの核が今後も拡張を続け,結局は扇状地全体が埋めつくさ 
れるというのが開発の筋道であろう.少なくとも,これが他の多くの扇状地で 
起った変化の実例である.変化の過程で見せる二つの水田は,しかし,極端に 
その様相を異にする.後者の扇頂部では快適な生活があるが,前者の天水田地 
域では,稲作と生活はまさに苛酷そのものである.このことは，死せる扇状地 
の宿命といえる.山から出てくる谷水は,ほんの限られた扇頂部だけしかうる 
おさない.扇央部に入ると,谷水は総て地下深く浸透してしまう.おまけに， 
その場の降雨も,この砂質な地盤の上では,すぐに地下に吸い込まれてしまう. 
代搔きをし,田植え水を貯えて,整然と稲を作るなどということは,そもそも 
扇央部では不可能なのである.飲み水自体が欠乏するのがふっうである.乾季 
になると,人々は水を求めて何kmも歩く•最近では,各家庭でリヤカーに 
ドラム罐を積んで水を運ぶのが一般的となっている.最初は，せせらぎの水を 
使っているが,乾季が進行するとそれが枯れる.すると,人々は枯れた川底に 
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穴を掘る.最初は浅いが,乾季が進むにしたがって,だんだん深くしてゆかね  
ばならない.地下水位が降下するからである.2mぐらいまでならまだよいが, 
3~4mの深さになると，砂ばかりでできているこの穴は最後には崩れてしま 
う.すると,人々は,もっと遠い所に残っている良い穴まで,水を求めて行か 
ねばならなくなるのである.
扇央部における水利は,開拓が進めば進むほどますます劣化する.そもそも 

が,最初から少なかった水が,さらに多くの人達によって奪い合われねばなら 
ないからである.こうした現象の一つは,先にも述べた扇裾部の湧水の消失と 
いうことにも通じている.しかし，それにもかかわらず,農地拡張は現実にな 
お急速に続いている.今後も人々は乾田直播を軸にし,休閑水田をバッファー 
にしながら,毎年の天候に応じたギリギリいっぱいの稲作を続けてゆくことに 
なるであろう.生活水の基本は,ますます深くなってゆく井戸水である.
今日までに,Dan Chang扇状地以外のいくつかの扇状地はこうした変容を 

完了してしまっている.例えば,東側の代表的な扇状地であるPasak河の扇 
状地では,もはや扇頂の灌漑田と扇央の天水田の接合は完了した.その他,い  
くつかのより小さい扇状地はほぼ総てPasak扇状地と同じ段階にある.
扇状地進化の最終段階は,理想としては,その全面が豊富な灌漑水で満たさ 

れることであろう.しかし,こうした段階にはまだどの扇状地も達していない. 
こうするためには,扇頂に流入してくる谷水だけでは,ふつうの場合水量の絶 
対的不足があるからである.全く新しい水源を域外に求めて,扇状地本来の水 
理機構を根本的に改革しないかぎり,これは不可能である.例えば,チャオプ  
ラヤ本流の水をここに導水するといった方法である.こうしたことは技術的に 
は可能だとしても,実際にはまだ行なわれていない.経済的にひき合わないか 
らである.

2.2.10 Mae Khlong 扇状地
生きている扇状地 Mae Khlong扇状地としているものは,Kanchanaburiを 

頂点に,U ThongとNakhon Pathomを結ぶ線を扇裾とする扇状の部分である.
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旬⑤1 ⑥ 国® |©|⑩風⑫J⑬
① 藪と疎林と畑,② Huai Krasieo,③ 藪と疎林と畑,④ 砂糖キビ畑,⑤ 家と家のまわりの茂み, 
⑥ 水面,⑦砂地,⑧ プッサーとマカーム・テートのある中州,⑨ 芦のある湿地,⑩ 乾いた禾本科の草 
地，⑪カポック,パルミラ・ヤン等のある荒地，⑫家と家のまわりの茂み，⑬砂糖キビ畑
第44図 死んた扇状地の川Huai Krasieoと生きている扇状地の河Mae Khlongとの比較 

半径は約50km,その規模は前記のDan Chang扇状地とほぼ同じである.こ 
れは生きている扇状地の典型的な例である.
生きている扇状地の特質は良質な土と,比較的豊富な水とである.このこと 

は,強力な河川が現在でもまだそこに新しい土砂を堆積し続けており,同時に 
その強力な河川の水が,そこを貫流入しているということである.ちなみに， 
死んだ扇状地と生きている扇状地で，河川の役割にどの程度の違いがあるかを 
示すために，さきのDan Chang扇状地の主要河川である Huai Krasieoとこ 
のMae Khlong扇状地の Mae Khlongの両河川について,それぞれの扇頂部 
附近における河川断面を比べてみたものが第44図である.両者とも崖の高さは 
10mそこそこであり,さしたる差がない.しかし,河幅には大きな差がある. 
前者のそれが30mであるのに対して,後者では700mに達している.河幅の 
違いはそのまま河の威力の違いと考えてもまず差支えなかろう.Mae Khlong 

の場合,雨季には，この700mの全幅にわたって濁流が流れる.この幅広い濁流 
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はそこに砂州を作り,岸をけずり,時には,大きく流路を変えながら全体とし 
ては自らが運んで来た莫大な土砂をそのまわりに扇状地として堆積させてゆく.
生きている扇状地とは,このように圧倒的に強力な河川がまだ地域全体を支 

配している,そうした扇状地なのである.Mae Khlong扇状地の土を掘ると, 
ほとんどの所は壌土か砂まじりの粘土でできている.しかし,時に大豆から鶏 
卵大の河原砂利が出てくることがある.
土地利用の現況 この地区は3〜4mの起伏が波状に続く.この波の周期は 

数百mから2~3kmである.波の高みには砂糖キビが,低みには稲が作られ 
ている.以下,この二つの作物の栽培についてごく簡単に触れてみたい.

(1)砂糖キビ 4月は砂糖キビの植付時期である.昔は水牛で,しかし,
今はほとんどがトラクターで耕起を行なう.耕起された畑面は,その後1m 

間隔ぐらいで浅い溝状にしつらえられ,そこに30〜40cmに切った砂糖キビが 
植えられてゆく.灌漑施設のある時は,こうした畝間に灌漑水が入れられる. 
それのない時はマンゴー ・シャワーで土が湿り出すと,砂糖キビは発芽し，や 
がて,雨季を通じて成長する.砂糖キビは稲に比べると,手のかかる作物であ 
る.植付後,肥料が施されねばならないし,除草をかねて土よせが行なわれ, 
そうしてやっと旺盛に茂ってゆく.
砂糖キビの収穫は乾季もおそくなってからである.植付後10力月から1年近 

くたって,ちょうど砂糖キビの花が咲き始める直前が収穫の中心時期である. 
この地区にはまだ機械刈りは入っていない.農民は一本ずつ鎌で刈って葉を落 
してゆく.こうしておくと,工場からトラックが収穫物を運びに来る.

たいていの場合，第2年目は,そのまま放置しておくと,ラトウーンが出て 
来て,1年後にはまた同じように収穫が可能になる.ラトウーン栽培はしかし 
1回しか行なわれない.第2年目の収穫が終ると,再びトラクターがやって来 
て抜根し,新しい畝が立てられ,新しい砂糖キビの節が土に埋められる.こう 
して,この凸地部は,砂糖キビが休閑なく植えつけられる.

ところで,ここ数年来,この扇状地内での砂糖キビ面積の増大は著しい.砂 
糖の価格が高騰したからである.この場合,砂糖キビはそれまでの水田を食い 
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つぶすような形で低位に拡大してゆく .低位に降りた砂糖キビは,湿害を避け 
るために,高い畝の上に作られる.

（2）稲 波状の凹所は雨水の集中区であるから,水田となる.そのうち最 
凹部の易湛水区はふつう移植稲が作られる.7月を中心として植付けが行なわ 
れ,12月に刈り取られる.ごくごく限られた凹所では深水直播稲も作られる.
興味深いのは,波状起伏の中位,すなわち砂糖キビへの漸移地帯に作られる 

稲である.ここは先にも述べたように,砂糖の値の良い時には砂糖キビ畑にな 
るが，そうでない時には稲田になるといった一種の中間帯である.この中間帯 
の稲には陸稲か水稲か判定に迷うようなものがままある.1980年4月に調査を 
行なった時,この地区に最も典型的に現われた水田風景は次のようなものであ 
った.すなわち,稲は極めてよく分藥したものが,0.5mから1.2m間隔ぐら 
いで生えていた.しかし，それらの株のつける穂は全く批枇であった.
農民によると,こうした中位での稲作は,まず例外なく乾田直播であるとい 

う.5月から6月にかけて耕起を行ない,おそくとも7月前半までには散播 
を完了する.ところで,播種後,この稲がしばしばたどる経過は,つぎの通り 
のものだという.すなわち,散播直後に田面全体が稲の新芽でおおわれる.と 
ころが，たいてい,これはその直後にやって来る旱天で枯死する.そして幸運 
なものだけが次の降雨時まで生き延びる.こうして生き残った苗は，その後の 
雨季中の安定した雨で思いきり分菓して大株となる.ところが開花から結実期 
に再び水不足が襲って来ると,今度は全部が枇稅になる.1978年と1979年の2 

年間は,Mae Khlong扇状地の中位面の乾田直播田はまず90%以上がこうした 
結果に終ったという.この2年は特別な旱魁年ではあったのであるが,例年で 
もこうした傾向は多かれ少なかれ認められるという.扇状地中位面の稲作とは, 
このように極めて不安定なものなのである.
土地利用の変遷 現在の土地利用は砂糖キビ栽培が優先している.しかし, 

こうした砂糖キビ優位は,土地の人達にいわせると,せいぜいこの20年のこと 
である.私がこの土地を初めて歩いたのは1966年であるが，たしかにその時に 
は,まだこれほど多くの砂糖キビはなかった.高みの多くは竹藪や灌木でおお 
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われていた.
1913/1914年測量のタイ国陸軍5万分の1地図によると,この地区の圧倒的 

に広い部分がく密な竹藪〉でおおわれている.そして,こうした広大な竹藪と 
疎林のなかに,ごくごく小さい水田の斑点が存在している.この時点では砂糖 
キビは全く見られない.
土地の年寄りによると,第二次世界大戦後間もない頃は,まだ基本的には 

1913/14年の地図が示すと同様の土地利用であったという.すなわち,人々は 
藪の間の凹地の水の湛る所で稲の移植栽培を行なっていた.凹地の易湛水地が 
ー等地であったわけである.そして,水稲の不足を補うために,まわりの藪の 
一部を焼いて，そこを鍬で掘り起してトウモロコシを作ったという.まことに 
自給的な空間であったわけである.

こういう土地利用が変り出すのが,今から20年ぐらい前からだという.その 
頃,町の金持ちがやって来て,土地を買いあさり,砂糖キビを作り出した.何 
分,大規模経営をしてはじめて引合うのが砂糖キビ栽培であるから,土地の農 
民達は手を出せなかった.高みの藪は町の金持ちの手に急速に集中され,彼等 
の経営する砂糖キビ畑が増えていった.この結果，農民の多くは新しく開かれ 
た砂糖キビ畑の小作となるか，あるいは賃労働者になり,また一部は生活の基 
盤を失って,この土地を離れて行ったという.
他の砂糖キビ地帯,例えば東のChonburiやKhoratに比べると,このMae 

Khlong扇状地の砂糖キビ栽培は小農経営で特徴づけられるといわれている. 
そうはいっても,すでにここは,こうして,大資本が全体を左右する地区であ 
る.かつての稲作を中心にした自給的な地域が,今では端的にいうと砂糖キビ 
の小作地帯になったのである.1966年頃の農家は総てひどくみすぼらしく,チ 
ャオプラヤ・デルタ周辺では,最もみすぼらしく後進的な感じのする所であっ 
た.それが1980年の今日,驚くべき活気に満ちている.砂糖キビがブームだか 
らである.時に,砂糖キビ畑の中に,コンクリート造りの素晴らしい新築の家 
を見ることがある.十数年前には想像もできなかった風景である.何パーセン 
卜の農民が，この新しい土地利用の恩恵に浴しているのかはわからないが,少
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なくとも,何軒かの砂糖キビ栽培農家は,この数年の間に大へんな現金を手に 
入れたようである.
一方,最近では，Mac Khlong河に大きなダムができて,この扇状地は一挙 

に灌漑水路網で覆われることになった.これは,この扇状地にとっては大変あ 
りがたいことである.ところが,灌漑局はこのことでジレンマに立たされてい 
るという.というのは,莫大な世銀借款によって建設されたこの灌漑計画は, 
本来この地区を安定した稲作地にするという事が目的であったのである.とこ 
ろが工事が軌道にのってみると,その頃から,ますます多くの面積が砂糖キビ 
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に変えられていったのである.灌漑局は,いわば世銀に対して噓をついたこと 
になったというのである.このことは,しばしば人々の話題になる.
私はしかし,このことは,あまり気にしなくて良いことだと考えている.先 

にも述べたように，ここには広い乾田直播田地帯がある.それが安定した稲作 
地帯になるとしたら,このことはすでに当初の目的に合致しているではないか, 
というのが私の考えである.たしかに砂糖キビは伸びている.しかし，本当に 
灌漑水が確実に来ている所では，砂糖キビよりも米の二期作が行なわれている. 
このことから，私は次のように考えている.確実に米の二期作を行なえば,そ 
れのほうが,きっと砂糖キビよりは有利なのだと.少なくとも，資本に余裕の 
ない一般農民にはこの方が有利なのにちがいない.
私の想像している Mae Khlong扇状地の土地利用にかんする将来像は,一 

種の砂糖キビ・米混合地帯である.灌漑水がどちらかといえばかかり難い高み 
は広く砂糖キビ地帯に,そして,重力灌漑で水のかけられる中,低位部は安定 
した稲作地帯になる.こういうのが近い将来，ここに見られる風景ではなかろ 
うか.生きている扇状地,Mae Khlong扇状地は,その豊富な水のおかげで, 
確実にこの道を歩き始めているように見える.
第45図には，この地区に新設された灌漑水路網が示されている.

2.2.11Lopburiグル厶ソル地区

肥沃な段丘 ここでLopburiグルムソル地区と名付けたものは,バンコク・
Chainat旧道ぞいで,Saraburiより北，Lopburiを経て,Takhliに至る間で広 
大に見ることのできる黒土地帯のことである.これは肥沃な塩基性土壌を持つ 
段丘地帯いの1例である.これと同じ土壌はもっと北にも東にも続くもので, 
実際には,チャオプラヤ水系とPasak水系の分水嶺地帯のかなり大きな部分 
をおおっている.

この地区は両大水系の分水嶺をなすぐらい高位であるから,集水域を持たず, 
当然水不足で水田には不向きなものである.しかし,この地区を特徴づける黒 
色の重粘土は雨水の侵触に対する抵抗性が大きく,おまけに保水能力が高い.
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したがって,畑作にはうってつけの地区を構成する.Lopburiグルムソル地 
区といえば,今日ではたいていのタイ人はトウモロコシとソルガムの地帯だと 
考える.

この地帯が,こうした畑作適地になることは,土壌の保水能力が第ーに寄与 
しているのであるが,かなり高い肥沃度自体も一つの有力な原因である.次に 
述べるラテライト地区が酸化鉄と石英粒のみからなり,肥沃度としては最低の 
位置にあるのに比べると,この土はかなり肥沃といわねばならない.

こうした土壌の性質は,この地区が石灰岩地帯であるということと直結して 
いる.この地区には,その緩起伏の地形面を突き破って切り立った大小の石灰 
岩独立峰が点在する.母材が石灰岩を豊富に含む時,この気候下では,いわゆ 
るグルムソルが発達するのである.

トウモロコシ・ソルガム地帯 先に述べたように,この地区には独立峰が点 
在し起伏がある.したがって,独立峰に近い所や起伏の脊などの高位と,それ 
から離れた低位とでは土地利用にいささかの差がある.ここでは,この二つを 
区分して土地利用の現況を簡単に述べてみたい.

⑴ 高位の畑地 高位では畑が圧倒的に優位を占める.それは，ソルガム
一作かソルガムとトウモロコシの二毛作である.3月から4月になると，この 
黒色土の段丘上でトラクターがせわしく動き出す.これはトウモロコシのため 
の耕起を行なっているのである.昔はこれを水牛で行なったのであるが,1980 

年の今日では，ほとんどの人がトラクターの賃耕で済ませる.これが終ると砕 
土である.この砕土作業は自分の持っている水牛で行なう人が多い•こうして 
砕土された上に,トウモロコシの種子が条播される.この播種は4月中には完 
了しておかなければならない.こうして播かれたトウモロコシはすぐに発芽し, 
7月には収穫が可能になる.

Lopburiグルムソル地区の主要作物は,しかしむしろ，この後に作られるソ 
ルガムである.これは，前作のトウモロコシ畑が耕起も何もされないまま,そ 
の上に種子が散播される.播種量は大体,1tang/rai （20リットル/0.16ha）で
ある.播種はふつう7月である.この後この地面は覆土のために耕起される. 
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覆土後は除草等に手を加えることはほとんどない.もちろん施肥は行なわない. 
1月になると実ったものを穂だけ摘み取る.

ソルガムとトウモロコシが圧倒的に多いが時に棉も見られる.
⑵ 畑と水田の混在する低位 低位もゆるやかに波状にうねる黒土が地表 

を覆うことは高位の場合と同じである.ただここでは,浅い谷地に稲が作られ 
る.波状のうねりの高まりは上に述べたようなソルガムとトウモロコシの二毛  
作地である.
谷地の水田はさきに述べた Mae Khlong扇状地のそれに酷似している.谷 

地の中でも特に水かかりの良い所では移植稲が作られるが,少し高燥な所はい 
わゆる乾田直播が行なわれる.低みの易湛水地では6月に耕起を開始し,代搔 
きも行なう.そして,たいていの所では7月に植える.刈取りは,11月後半か 
ら12月にかけてである.
高燥地の乾田直播田は6月に耕起を開始し,すぐ播種するというのが理想で 

ある.しカ、し,ふつうはもう少し遅れることが多い.充分な雨が来るのを待つ 
ているとそうなるのである.播種が8月にずれ込むこともないではない.こん 
な時でも収穫は11月後半から12月である.もっとも,このLopburiグルムソ 
ル地区の乾田直播稲には，極めて陸稲的な性格の強いものがあるように私には 
思えてならない.例えば,畦が不完全であるばかりか，田面の均平化のしてい 
ないようなものがある.こうしたことは，Mae Khlong扇状地ではあまり気付 
かなかったことがらである.
新しい開墾地 Mae Khlong扇状地がかっては広く藪で覆われていた所であ

ると述べたが,このLopburiグルムソル地区は,おそらく Mae Khlong扇状 
地よりももっと人間の利用からは遠い所であったと私は考えている.1910年代 
測量のタイ国陸軍の5万分の1地図から考えてみても,このことはいい得る. 
この時期,Mae Khlongの場合，一部の凹地には水田耕作が見られたが,ここ 
にはそうしたものはない.全体が林と藪で覆われていた.

1966年に私がここを通った時の印象も同じである.Mae Khlong扇状地はも 
うかなり開けていて,高木は見られなかったが,このLopburiグルムソル地区



2 チャオプラヤ・デルタの農業景観 125

には随所に大きな板根を持つ高木が立っているのを見たものである.Lopburi 

グルムソル地区は例外的に森林のよく保存されていた所だということができる. 
そういえば,例の1910年の地図にもここは所々にく密林〉と記されている.こ 
うして最後まで残った森林も1950年代末からは急速に開けてゆく,トウモロコ 
シが飼料として外国へ輸出できるようになったからである.最大の輸出相手国  
は日本である.現在,タイ国は世界有数のトウモロコシ輸出国である.

タイ国のトウモロコシはもちろん各地方で作られる.しかし,統計によると, 
その約80%が Nakhon Sawan, Lopburi, Saraburiの3県から産することになつ 
ている.この3県とは,まさにこのLopburiグルムソル地区を分けあう3県 
である.Lopburiグルムソル地区がいかにトウモロコシ地帯として重要である 
かがわかるであろう.ソルガムについても同じである.

2.2.12 Prachinburiラテライト地区
ラテライト地区の生態 ラテライトとは岩石が風化を被って,その構成要素

である鉱物が分解し,溶脱し易い要素が総て流亡してしまい,後に残された岩 
石のかすである.水に溶けない鉄とアルミの酸化物と石英粒だけが,ほぼその 
全成分であり,もちろん作物の生育には全く適さない.
野外で見るラテライト地区は,しかし現実には,こうした模式的なものばか 

りではない.ここでは,Prachinburiの南に広がる段丘を例にとって,ラテラ 
イト地区の様子を簡単に記載してみたい.ここのラテライト分布域は実際には, 
Prachinburi河にそって東に延び,カンボジア国内に至っている.いわゆる 
Prachinburi corridorと呼ばれている所は広くラテライトで覆われている.この 
地区の模式図は第46図に示してある.この図でも分る通り,この段丘は5〜6m 

の起伏で波状にうねる広大な面であるが，酸化鉄の骨骸が本当に地表面に露出 
するのはごく一部に限られている.たいていの所は白色から明るい灰色の砂質 
の土が地表を覆っている.この砂質土が起伏にしたがって,凹地では厚く,凸 
地では薄くなるのである.時に小さな谷があると,そこではこの砂質土は粘土 
を混じて厚くなる.
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①ラテライト化した基盤岩, ②白色の粘土含量の高い砂, ③白色で洗脱された砂.時に粘土層を挾む, ④ 
薄い泥炭,⑤フタバガキ科の立木，㉑白色の粘土含量の高い砂・②に同じ,㉒蜂の巣状の外観を呈する硬 
いラテライト, @ラテライト化しているが,まだ花崗岩の構造の認められる部分・一部粘土化している

第46図 ラテライト段丘上の模式的な断面図

ラテライト地区は,その水文環境も特異である.段丘であるから,河川によ 
る他からの流入がなく,地域全体は原則的に水不足地帯である.加えて,この 
土は砂質土であるから,せっかくの降雨も表土に保存されることは少なく,す 
ぐ地下に浸透してしまう.地表はかくして,ますます水不足になるのである. 
しかし,こうした水不足地であるにもかかわらず,所々に小さな池や沼地が現 
われるのが特徴である.理由はこの砂質土②とラテライト㉒の直下は基盤岩で 
あり,透水を許さない不透水層を形成しているからである.この不透水層にょ 
る止水効果は以外に強く利いている.おそらくはこの不透水層のためであろう, 
ラテライト面上にはしばしば沼やピート湿地が発達する.ピート④は厚さ数 
cmから十数cmのものが多い.

ラテライト地区では，かくして高位部にはほとんど地表にまで骨骸の酸化鉄 
が露出し,中位は広く水持ちの悪い貧栄養の砂質土で覆われ,低所には局所的 
に難排水の沼的環境が発生する.
土地利用 Prachinburiラテライト地区は，今では人々がキャッサバ生産 

地と思うほどに,キャッサバが増えている.しかし,ここは,以前には疎林と 
藪が広がり,その間に小規模な稲作地が点々と散在していたらしい.今でも, 
キャッサバと稲の二つの作物が見られる.以下はその概略である.

(1)キャッサバ栽培 ラテライト露出地帯を残して,中位の砂質土壌地帯 
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は今やその広い部分が,キャッサバ畑になっている.キャッサバは乾季のおわ 
りから雨季初期なら,いつでも植付けが可能であり,また乾季を中心に,かな 
り幅広い時期にわたって収穫されている.
乾季にここを訪れてみると,時に,トラクターが動いているのを見る.キャ 

ッサバ畑の植付準備をしているのである.キャッサバは砂糖キビ等と同様,茎 
の一部を地面につきさして植付けられる.この作業は雨季のはじまりよりかな 
り前に行なっても差支えない.植えられたキャッサバは,その状態で土が湿り 
気を帯びるまで待っていて,雨が降って土が湿ると,芽をふいて根をのばす. 
時には,雨季になったら植えられるべき茎が,乾季の間中,まだ長いままで畑 
に直径1mぐらいの束にして立てられているのを見ることもある.いずれにし 
ても,この植物は強い生命力を持っていて,荒っぽい条件にもよく耐えうる.
雨季の間に太ったキャッサバは,次の乾季になると収穫される.あるものは 

植付後8力月で掘りおこされるものもあるが,別のものは1年以上の後に収穫 
される.収穫の時期は,むしろ収穫後の諸作業の段取りなどを考えて決められ 
る.収穫されたものは,そのまま澱粉工場に送られることが多いが,一部は, 
各農家で輪切りにして干しあげられる.こういう作業があるから,収穫は乾季 
に行なわれねばならないし,また干し場のサイズを考えて収穫されねばならな 
い.

こうしたキャッサバはそのほぼ全量が輸出される.工場に送られたものはエ 
業用澱粉として,多くは日本に,またペレットとして処理されたものは飼料と 
してヨー ロッパ等に輸出される.

（2）稲作 このようにキャッサバが急増する中で,それとは別に旧来から
稲作を中心に生計を立てていた人達もいた.この人達はラテライト段丘に入り 
こんだ例のピートを持つような谷地に生活の場を持っている.彼等はこうした 
谷地で移植稲を作る.作季は他のデルタ周辺地区の移植稲の場合と変らない. 
5月から耕起,代搔き等の本田準備と苗代作りが開始されるが,最盛期は6月 
である.30日から40日の苗を7月に植える.刈取りは11月終りから12月である. 
谷の出口あたりでは,しばしば,浮稲に近い直播稲が作られる.これは散播 
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ではあるが,その収量は一般に,それより上流の移植稲より高い.このラテラ 
イト段丘地区で最良田といえばこの谷の出口の散播田である.全体として,水 
条件は決して安定しているとはいえないので,悪条件に弱い高収量品種はどこ 
でも敬遠される.用いられているのは総て在来稲である.

Dan Chang扇状地の場合と同様，少し高みでは別の散播,すなわち乾田直播 
が行なわれる.これも,6月から7月に播いて，11月末から12月にかけて刈り 
取る.乾田直播が行なわれると同じような位置で,しばしば広くキャッサバ, 
落花生それにゴマ等の栽培が行なわれることがある.しかし,こうした畑作物 
はいずれも近年の導入である.キャッサバは1960年代の初め頃から拡がり出し 
たものであり，落花生とゴマは1970年に入ってからである.結局,1960年代初 
めまでは，ここは基本的には稲だけしかなかったのである.ただ,そこには浮 
稲,移植稲,乾田直播稲,陸稲といった各種のものが狭い範囲に,水利条件に 
応じて,こまごまと作られていたのである.

こうした昔の農民は,しかし，もう一つ別の活動をも同時に行なっていた. 
それはもっと高みの砂質土地帯,すなわち段丘面中•高位での牛飼いである. 
老人達によると,そこは昔藪と疎林と草地であって,水牛や牛が多く放牧され 
ていたのだという.当時,ふっうの農民は皆5〜6頭以上の牛か水牛を持って 
いたという.稲作と牛飼い,これが彼等の伝統的な生活だったのである.この 
牛飼いは,しかし,今では藪の消失とともにすたれてしまった.
平原型空間 伝統的な土地利用は基本的には小さな谷筋での稲作と,まわ 

りの広大な疎林での牛,水牛の飼育であった.この景観は考えてみると,かつ 
てのKhorat高原のそれとほとんど同じである.Khorat高原といえば昔から牛 
と水牛の産地として特に有名である.疎林で放牧されていた水牛達は4月にデ 
ルタの耕起が始まるまでに,何千頭と大挙してデルタに移動させられ，それが 
デルタの畜力の主体をなしていたのである.Prachinburiラテライト地区のそ 
れは結局このKhoratと同じ状態だったようである.
最近,キャッサバが藪と疎林を食いつぶして増えているという点も,Khorat 

高原とPrachinburiラテライト地区とでは軌を一にしている.私はPrachinburi 
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ラテライト地区は,こういう訳で,チャオプラヤ・デルタ周辺としてとらえる 
よりも,むしろ,その東隣りに大きく拡がるKhoratの平原型農業空間のメン 
バーの一っとして考えたほうが良いのではないかとさえ思っている.あの巨大 

なKhorat高原が稲作•牛飼農業複合をもって,その領域を西に延ばしてきて 
いる.それが,Prachinburiラテライト地区である.

小 結
以上,デルタとその周辺を12の地区に分けて,そこでの農業景観を描写して 

きた.12地区のそれぞれにおける最も基本的な性格を,ごく簡単に眺めなおし 
てみると以下の通りとなる.

（1）Rangsit地区 低平広大.もっとも典型的なデルタ地区である.乾季 
はカラカラに乾くが,雨季は50cmから1mに湛水する.この湛水を利用して, 
深水直播稲が作られている.

（2）Noi・Lopburi氾濫原 チャオプラヤ本流の洪水通路に当る所である. 
乾季は乾燥しているが,雨季の洪水集中は劇甚である.このため洪水にも耐え 
うる浮稲が作られる.
⑶Sena凹地帯 古デルタ前面に広がる凹地帯である.雨季の湛水深は 

それほど深くない.雨季後の排水性もそれほどよくない.デルタ中で,四季を 
通じて最も水郷的な感じのする所である.浮稲と深水直播稲が作られる.

（4）West Bank 輪中化されたデルタの低平部である.年間を通じて人為 
的な送水がされている.このため雨季稲は多すぎる水のために敬遠され,むし 
ろ乾季稲が広く栽培されている.

（5）Bang Pakong氾濫部 Bang Pakong河など,デルタに側方から流入し 
てくる河川が,デルタ内に洪水を吐き出す部分である.不時出水の危険をとも 
ないながら,浮稲と深水直播稲が作られている.

（6）沿岸湿地 海岸に近い通年湿性地である.海岸に近いために雨季とい 
えども湛水深は30〜40cm以下である.本来,移植稲が主体を占める地域であ 
る.しかし,稲作以外に野菜や果樹の園地,魚池が極めて多い.
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（7）瀕海部 瀕海の塩水浸入地であり,稲作はない.本来マングローブ林
であるが,それを開いて,塩田,エビ池,ココヤシ園がある.

（8）古デルタ 古い時代の形成にかかるデルタ面であり,わずかに高位で, 
ゆるい起伏がある.移植稲を主体とするが高燥部には乾田直播稲が,そして凹 
所には深水直播稲がある.一部に砂糖キビの集中地区もある.

（9）Dan Chang扇状地 扇状地造成作用がもはや停止した,いわゆる死 
んだ扇状地である.水不足で乾田直播田が多く，極めて不安定な稲作が行なわ 
れている.
的 Mae Khlong扇状地 有力な河川がまだ充分な水と新鮮な土砂を供給

しているいわゆる生きている扇状地である.高みには広く砂糖キビが広がり, 
低みには移植稲が少し栽培されている.

W Lopburiグルムソル地区 石灰岩に起因するグルムソルが主要土壌で 
ある.1960年代に入ると急速に開かれ,現在,タイ国最大のトウモロコシ•ソ 
ルガム地帯となっている.

Q2 Prachinburiラテライト地区 最も貧栄養のこの地区はかってはその 
大部分が放牧用の藪と疎林でおおわれ,一部の谷地にごく少しの稲が作られて  
いた,1960年代になると,この藪はキャッサバ畑として開かれてゆく.
以上が12地区の概略であるが,その分布は第9図に示されている.

注
1）この地区を段丘とすることに対しては疑義が出るかも知れない.しかし,厳密すぎる記載は 
事態を複雑にしすぎる難点があるということで,ここではあえて段丘という語を用いている.  
ここに限って,段丘という語は山地と沖積平野の中間带という意味で用いている.実際にはこの 
Lopburiグルムソル地区は第三紀の地塊である.
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この章では,デルタの全体的な構造をなるだけ立体的かつ簡潔に浮かび上が 
らせることを目標とする.このためには,個々の細部にはあまりこだわらない  
で,なるべく本質的な性質を強調するようにしたい,具体的には,チャオプラ 
ヤ・デルタを地形,土壌,水文,灌漑,植生,稲作という局面から見た場合の 
構造を模式的に示しみたい.

3.1 地形発達史学的にみたデルタ

3・1・1地 形
等高線と水系 デルタの等高線分布図が第47図に示してある.これは 

AMS 5万分の1地形図から作成したものである.この図からは,次のよう 
なことを読みとることができる.

（1）デルタの南半分には,標高2. 5m以下の所が広大にひろがる.
（2）デルタの北半分では,標高5m以上,標高15m以下というのが,ひと 

つの広がりを形成している.
同図における5mと15m線を重視して，この二つの線だけで,この同じ地 

区を区分してみると,第48図のようなものができる.これからは次のことが 
いいうる.

（3）標高5 ~151n地区内には，それを斜めに横切るような形で,明瞭な低 
みの帯が延びる.

（4）デルタ周縁部では,大体,標高15mぐらいの所から,傾斜が強くなり 
山麓地形をなすらしい.

ところで,もう一つ,ここで水系図が示してある.第49図がそれである.
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第47図 チャオプラヤ•デルタの等高線図（Takaya, 1969, p. 234より弓|用）
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これはAMS 25万分の1地 
形図から自然河川と思われ 
るもののみを拾い上げて作 
成したものである.この図 
からは次のようなことが読 
みとれる.

（5）デルタの南半分で 
は,河川密度が小さい.

（6）例の5 ~15m区間を 
斜めに切る低地帯のあ 
たりには,殊に多くの 
河川が集中して一種の 
乱流帯をなしている.

（7）5〜15m区間そのも 
のの上では,かなり多 
くの河川が見られる 
が,それは北に頂点を 
持った分流模様を示し 
ている.

地形区分 以上の7 

点が1地形図の簡単な処理

第48図 1m等高線図（第47図）を簡略化したもの•ここには 
15m以上の周辺微高地,5—15mの平坦面,それに5 m 

以下の広大な低平地が見える.低平地の主部はアユタヤ 
以南であるが,アユタヤの北には,それの腕がのびる. 
①一⑥は地層記載位置•その地層は第50, 51図に示し 
てある

から読みとれる事柄である. そして,以上のことから明瞭なように, このデル
タ地区は,少なくとも四つの地区に分類することが可能である.四つの地区と 
は以下のものである.

⑴ 南半分の低平部 ここは,海岸線から100km近くはなれた所でも,
なお標高2. 5m以下で,傾斜はほとんどないといってもよい.河川もチャオプ 
ラヤ河とSuphanburi河を除くと，ほとんどない.極めて低平な無河川地域で 
ある.ここを一応新デルタと名づける.
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第49図 チャオプラヤ•デルタ水系図（Takaya, 1969, p. 297より引用）
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（2）北半分の標高5~15mの部分 第47図を見れば明らかなように,ここ 
は前記の新デルタ面とは,はっきりとした段差を持って分けられている.段差 
は標高2.5mと5mにまたがる急傾斜部と考えてよい.ここにはチャオプラ 
ャ河,Suphanburi河をはじめとして,数多くの分流が存在している.この高標 
高と分流系というニつの事実は,世界の他の大河川の場合と比較した場合,こ 
れを隆起した古いデルタと推論してもよい性質のように考えられる.この本で 
は,したがって,この部分を古デルタと呼ぶことにする.

⑶ 古デルタ中の凹地帯 上記古デルタに刻みこまれた低みは,極めて多 
くの河川で特徴づけられている.これは,いわば古デルタを幅10~20kmでえ 
ぐった浅い凹地帯であるが,その凹地全体が乱流帯になっている所である.こ 
れは,いわゆる大河川の氾濫原そのものの性質である.したがって,これを氾 
濫原と呼ぶ.

（4）周辺微高地 デルタの周辺は傾斜した微高地になっている.こうした 
傾斜地は,ほとんどが周辺山地から流出してくる小河川の作る扇状地に由来す 
るものである.一部には段丘もある.こうしたわけで,ここでは,この周辺微 
高地を扇状地・段丘複合と呼ぶことにする.
以上の如く,地形図からは,新デルタ,古デルタ,氾濫原,扇状地•段丘複 

合という具合に,デルタをおおまかに区分することが可能になるのである.

3.1.2地 層
第47図の等高線をもとに,地形断面図を作成し,その上に代表的な地層を記 

入してみたのが第50図Aと第50図Bである.こうすることによって,いわゆる 
地形発達史学的な骨格が明瞭になる.二つの図は,南北と東西の断面であるが, 
それらの位置は第48図中に示してある.以下,この断面上に示した6個所の地 
層をまず記載する.
古デルタ 第48図ならびに第50図中に①（Loc.l）としたものが古デルタ 

の地層の1例である.これはAmphoe Sanphayaの南8kmの地点で,標高約 
12mである.地層は次の通りである.
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第50図 A :デルタ扇頂からチャオプラヤ河口にいたる縦断面図•B:古デルタを東西に横断 
する断面図•第48図の平面図に対応する

地表一0.8m:暗灰色から紫がかった暗灰色の重粘土・直径3~4mmの酸 
化鉄ならびに酸化マンガンのピゾリスを含む・

0. 8-1.6m:暗灰色の重粘土.黄色と淡褐色の雲状斑を含む.直径3〜4mm 

のピゾリスあり.
1.6-2. 2m:灰色の重粘土.褐黄色の雲状斑を含む,長さ3mmの針状のジ 

プサム結晶あり.
2. 2-2. 4m+:灰色と黄色の混合した壌土・粗砂粒を含む.時に直径1〜2 

cmの石灰結核あり.
いま一つの例は②である.これはSuphanburi-Ang Thong 道路ぞいの標高 

5 mの地点である.この地点はすでに第37図に地点⑯としてその地層は本書 
100〜101ページに記載してある.ここでもピゾリス層があり,その下方から 
はジプサム結晶が出ている.

ここで上の2地点の地層を用いて,古デルタの地層に関する重要な2点を述 
ベておきたい.第1点は,地表近くにピゾリスを産することである.これは後 
に述べるが,この地層が今から数万年前に堆積し,その後風化を被ったもので 
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あることを示している.第2の点は,ピゾリスの下層に,ジプサムを産するこ 
とである.これも後に触れるが,堆積物が汽水域で堆積したことを示している. 
第50図Aに見るように,新デルタ面よりは一段と高い古デルタ面を形成する地 
層は,こうして数万年前に汽水条件下で堆積した地層が隆起,陸化したもので 
あることを如実に示している.
新デルタ 第50図Aには③が示してある.これは,Amphoe Sena 〇 5 

km東にある.標高は約2mである.この地点における地層は下記のようなも 
のである.
地表ー0.2m:灰褐色の重粘土.
0. 2-0. 5m:灰褐色と灰色の混った重粘土・赤色の硬くなった斑紋に富む. 

ジプサム結晶あり.
0. 5—1.0m:紫がかった灰色の重粘土.パイプ状をしたジャローサイトを含 

む・
1.0—2. 2m+:黒色の重粘土・多くの植物遺体あり•時に直径20cm以上, 
長さ1m以上の流木あり•ジャローサイトを含む.粘土は硫黄臭を発する.

後にも触れるが,ジャローサイトは汽水成堆積物に特徴的に含まれる鉄の化 
合物である.明らかに粘土全体は汽水成堆積物である.古デルタ堆積物と違っ 
て，ここには全くピゾリスを含んでいない.このことは,この地層がまだ堆積 
後,それほど時間がたっていず,風化を被っていないことの証拠である.まさ 
に新デルタの堆積物というべきである.
第50図Aには④も示してある.これは,バンコクにおけるボーリング地点で 

ある.この地点の地層は第51図に示してある.図中にBlows per footという 
のは打撃回数である.標準貫入試験といい，地層の締り具合を示す指標に用い 
られるものである.鉄パイプを,その地層30cm厚さに打ち込むのに，きめら 
れたハンマーで何回たたかねばならないかというものである.第51図によると, 
深度14mまでの粘土層では,打撃回数はゼロである.すなわち，ハンマーで 
1回もたたかなくても,鉄パイプは自らの重みだけで粘土中に貫入することを 
示している.粘土がいかに軟弱であるかを示すものである.これがいわゆる,
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HINn  

①

②
 

③
④
 

⑤
 

⑥
⑦
 

⑧
 

⑨

BLOWS 
PER 

FOOT 
20 40 60 80

IN-SITU VANE 
SHEAR TEST 

kg/cm?
0.20.40.6 0.8

① Piled up matrial, 
with partially shell.

② Very soft gray clay
③ Medium gray clay

partially with gravel; decayed wood at a 
depth of 12.9m. ④ Greenish gray clay
partly with gravel;stiff. ⑤ Very stiff 
brown clay with lime binder. ⑥ Very stiff 
dark yellow fine sand partially with clay 
and gravel. ⑦ Hard dark brown clay 
partially with sand and gravel. ⑧ Hard 
yellow brown fine sand. ⑨ Hard yellow 
brown medium sand partially with gravel.

第51図 バンコク市内PratoonamのPetchaburi 

跨道橋橋脚部のボーリング資料（Takaya, 

1971, p.56より引用）•原典はコンサルタ 
ントK. E. C•の報告書 

新デルタの粘土である.しかし,こ 
れ以深になると,とたんに地層は固 
く締っている.例えば,深度15m 

の打撃回数は13であり,以後,深く 
なると,いずれも20以上を記録して 
いる.この15m以深の粘土は,す 
でに過去において,ー度地表に出て, 
脱水を受け固結したものであること 
を示している.さらにまた,深度15 

mから20mの間では,粘土には石灰 
が含まれている.これは，古デルタ 
の粘土によく見られる現象である.
私は,こういうことから,深度15m 

以下が,いわゆる古デルタ相当層で 
はないかと考えている.第50図Aは, 
そういう解釈のもとに地層断面が描 
いてある.
氾濫原 氾濫原の特徴はす 

でに述べた如く,全体としては浅い 
谷地をなす乱流帯である.乱流をな 
すそれぞれの河川は自然堤防の高み 
と,後背湿地の低みを持っているか 
ら，これはまた起伏のある凹地帯と 
いうことにもなる.地域が全体とし 
て低い様は第50図Bに示されている 
し，域内の起伏が大きいという事実 
は第16図に示されている.第16図 
はAng Thong-Tha Rua間の道路ぞ
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いの断面であるが,これは氾濫原を横断する典型的な断面である.
自然堤防は,もちろん現在の河川が作った河成堆積物からなっている.しか 

し,後背湿地や,時には自然堤防の下には,しばしば,極めて若い汽水成の粘 
土が存在する.例えば第16図中の地点⑳としたものがその実例である.ここに 
はジプサムが含まれている.
結局,氾濫原の生成にかんして,私は次のように考えている.すなわち,最 

終氷期に海水面が大きく低下し,河川が古デルタを深く下刻した時に,この凹 
地は作られた.そして後氷期になって，海水位が復元もしくは,現在よりむし 
ろ2〜3m高くなった時に，ー度,海がこの凹地に侵入し，この入江状の所に 
汽水成堆積物を堆積した.しかし，それも数千年のうちに,海岸線が漸次後退 
するにともなって陸化にいたり,ここに内陸の氾濫原になってしまったのであ 
る,と・
扇状地・段丘複合 第50図Bにはデルタ本体の両側に発達する扇状地・段丘 

複合が示されている.扇状地・段丘複合の性質は場所によっていろいろである  
が,ここには⑥としてDan Chang扇状地の例が示してある.これはすでに第 
43図中の地点⑬として述べたものである.その土壌断面については本書11Iぺ 
ージを参照されたい.この地層は,山から出て来た渓流Huai Krasieoが平坦 
地に現われたとたんに多量の土砂をばらまき作り上げたいわゆる扇状地堆積物 
である.この地点の場合には地表近くに厚さ10cmのラテライト層と,その下 
方から直径5~ 7cmに達する大きな石灰結核を産している.地層は明らかに, 
今までのどの地層よりも強く風化を受けてしまっている.
扇状地・段丘複合にはこの地点⑬よりももっと厚いラテライトを持つものも 

ある.例えば,上記のDon Chedi-Dan Chang道を途中で南にそれて Amphoe 

Ban Raiに向う道をとるとすぐに厚さ数mのラテライトに出あう.これは扇状 
地・段丘複合中の段丘相をおおうラテライトである.第2章でPrachinburiラ 
テライト地区としたものの上では，このラテライトは最も広く発達する.
以上のように，デルタならびにその周辺には.新鮮な地層を持つ新しい面か 

ら，ラテライトのような風化物で覆われた古い面まで各種のものが存在するこ
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第52図 デルタを通る横断面.古い段丘面ほど高位を占め,それはより発達した風化物で 
覆われている.逆にデルタの中央部では古い地層ほど深く沈降している

とになる.

3.1.3地形発達史学的にみたデルタ・モデル
一つの地形面の性質を系統的に理解しようとすると,それを三つの観点から  

見るとよい.堆積環境,地殼運動,風化歴の3観点である.このうち堆積環境 
はすでに述べた.それはデルタ(d),氾濫原(P),扇状地(f),段丘⑴の4種類ぐら 
いを考えておけばよし、 ここに括弧内に入れた記号はdeltaのd, floodplain 

のp, fanのf, terraceのtである.
地殼運動すなわち地盤の地質学的な上下運動の観点からすると,デルタには 

次のような法則性がある.すなわち,デルタはその中央が沈降を続け，逆に周 
辺の山地は降起を続ける.いいかえれば,デルタの中央部ではどんどん地層は 
沈んでゆき,その上に新しい堆積物が重なってゆくが,周辺山地に近い所では, 
生じた地層はどんどん上昇してゆき,かくて古い地層ほど高位に持ち上げられ 
るということである.例えば,周辺微高地に3段の平坦面が認められたとしょ 
う.例外なく,高位段が最も古いものであり,中位段は中程度の古さであり, 
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そして,下位段は最も若いものである.こうした様子はその概念図を第52図に 
示しておく.
最後に風化という観点からすると次のようなことがいいうる.熱帯の条件下 

では,ほとんど総ての岩石や堆積物は風化を受けるとラテライト化を起す.充 
分に長い時間がかけられると,地表は厚いラテライトで覆われてしまう.それ  
程長い時間がかけられない時は薄いラテライトが発達する.もっと時間が短い 
場合には,ラテライトと呼ぶことのできないようなラテライト化のごく初期的 
風化物として,酸化鉄や酸化マンガンの直径数mmの球状の結核,すなわちピ 
ゾリスができる.堆積後,ほとんど時間がたっていなければ,何の風化物もで 
きない.
地殼運動の結果できた段丘面とそれぞれの面上にのる風化物の関係は上の議 

論からすると,お互いに密な関係を持つことになる.第52図にはその関係が示 
してある.すなわち,両者の関係は以下のとおりである.

1）厚いラテライトは高位段（N）に現われる
2）薄いラテライトは中位段（DI）に現われる.
3）ビゾリスは低位段（n）に現われる.
4）現在の沖積面（I）には風化物はない.
かつて私はこの4段を構成する地層に対して,それぞれ Formation Nt 

Formation 出,Formation 丑,Formation ! としたことがある（Takaya, 1968 

PP. 67-68）.

さて,以上のように整理した上で,先に述べたように,地形面を堆積環境, 
地殼運動,風化程度の観点からみるといかなることになるであろうカ、.4種類 
の堆積環境すなわち,デルタ（d）,氾濫原（P）,扇状地（f）,段丘⑴がそれぞれに4 

段階の風化程度の地層Formation I, H,田,Vを持ちうるわけであるから, 
可能な組合せとしては16組ができる.理論的にいえば現存する地形面は総てこ 
の16組のうちのどれかに相当するということになる.例えば,古デルタはデ 
ルタ（d）として堆積したが,その後陸化して今はピゾリスを持つ程度に風化し 
たFormation丑 であるという意味でEdと表現しうるといった具合である.
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新デルタ

怫原

古デルタ

(C) Chainat, (L) Lopburi, (Sa) Saraburi, (S) Suphanburi, (A) Ayutthaya, (B) Bangkok,
(K) Kanchanaburi, (N) Nakhon Pathom, (R) Ratburi, (Nn) Nakhon Nayok, (Ch) Chacho-
engsao, (Id), (mt)等については本文を見よ

第53図 チャオプラヤ•デルタとその周辺の地形分類図

この16種類の面を凡例として,それにしたがって,デルタを分割した図を描 
くとそれが地形発達史学的な地形分類図ということになる.第53図は極めて簡 
略化したチャオプラヤ・デルタの地形分類図である.

3.2 土壌からみたデルタ

3.2.1 地形面と土壌
風 化 地形発達史学的に解析して,デルタを4段の地形面に分けた.
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厚いラテライトを持つN面,薄いラテライト 
を持つm面,ピゾリスを持つ!I面,風化物の 
ないI面である.これらの地形面の上の土壌 
がどのような風化を被っているかについて, 
Hattori (1971,p.403)は粘土鉱物学的な観点 
から第54図の如き結論を下している.

この図は次のように読むことができる.ま 
ず第I面であるが,これは地表に近い所も深

第54図 Hattori (1971)による地層と風 
い所もほとんど風化していない.第I1面は第 化との関係・古い地層ほど風化は

I面に比べると,全体として風化はより進ん 進行しており,また同一地層内で
は地表に近い所ほど風化が進行し 

でいる.なかでも表層に近い所の風化は強 ている

<,深部に行くにしたがって風化程度が弱くなる.次に第in面であるが,これ 
は第!1面に比べると,更に全体に風化が進んでいて,ここでもまた,表層は特 
に風化が進行しており,深部にゆくにしたがって風化程度が弱くなる.第N面 
はこれまた第!!!面より全体として更に風化が進行している.これも上記3面と 
同様,地表から深部にゆくにしたがって風化は弱くなる.以上のように読むこ 
とができる.
同氏は風化の進行に際しては次のような現象が現われるとしている.
⑴ 風化が進行すると,シルト/粘土比が小さくなる.いいかえれば，風化 

が進行すると砂,シルト中の易風化鉱物は分解して粘土になる.
(2)風化が進行すると粘土分中のカオリン鉱物の比率は高くなる.
⑶ 風化が進行すると,x線回折像におけるカオリン鉱物の底面反射の幅が 
広くなる.

(4)風化が進行すると,X線回折像における14Aの強度対10Aの強度の 
比が大きくなる.

⑸ 風化が進行すると,砂分中の長石が減少し,石英の比率が高くなる.
上にあげたような指標を用いて検討した時,地形面と風化との関係は第54図 

の如くなるというのが同氏の調査結果である.このように,現場観察からえた 
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地形面と風化との関係は,室内における化学分析の結果ともよく一致するので 
ある.ただここで,この風化に関しては,一つだけ特記事項を述べておかなけ  
ればならない.それは石灰岩地帯のことである.

ほとんどの堆積物が風化の結果,先に見たような変化を経てラテライト化す 
るのであるが,石灰岩ではそういう現象は起らない.鉄もアルミもないからで 
ある.風化した石灰岩の上には，モンモリロナイトに極めて富む黒色の重粘土 
質の土壌ができる.これはグルムソルと呼ばれ，ラテライトとは似ても似っか 
ないものである.グルムソルはラテライトと比べると農業的には良質な土壌で 
ある.こうしたことのために,石灰岩地帯だけは上の風化系列には従わない例 
外として考えておかねばならない.したがって，ここでは,ふつうの段丘⑴に 
対して石灰岩地帯の段丘は特にt-Caとして区別することにしたい.ちなみに, 
東南アジアのグルムソルに関しては,Dudal& Moorman (1964)が参考になる.
肥沃度と地形面 Prachak C.(1974)はタイ国の水田土壌の肥沃度を評価す 

るために,いくつかの指標を立て,それぞれの指標にしたがって土を5クラス 
に分けるということを行なっている.ここには彼の選んだ指標のうちの三っを 
採用し,別に二つのより簡単な指標を加えて,デルタ地域の土壌の評価の枠組 
としたい.ここに採用する五つの指標とは次のものである.

(1) 有機物•窒素状態:Prachak は Organic matter 一 Nitrogen status と呼 
んでいる.有機物と窒素の含有量の多さを示す指標である.含有量を5段 
階のOMクラスに分け，含量の多いものから順にI, H...Vと5クラス 

に分類している.
(2)無機的養分状態:PrachakはInherent potentialityと呼んでいる.置換可 
能なCa, Mg, K,易溶性のSi等，鉱物に由来する養分の量を表わす指標 
としている.五つのIPクラスに分け,含量の高いものから順にクラスI, 

H……Vとしている.
(3) 有効燐状態:PrachakはAvailable Phosphorus statusとしている.有効 
燐の量を表わす指標である.高いものをAPクラスIとし,順次減じてク 
ラスvに至るとしている.
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9005 (l^t-Ca)

35 (Id) 

也(エP)

46 (Id)

155 (If)

115 (所)

Id:新デルタ,Ip:氾濫原,Hd:古デルタ,田1:死んだ扇状地,Nt:段丘,Nt-Ca :石灰岩地域の段丘・ 
数字は(Prachak,1974)論文中における資料各号であるが,各資料は次の地点から採取されている.35 ： 3km 
E of Ayutthaya on Wang Noi Rd. Changwat Ayu tt hay a, 147: 5km W of Changwat Lopburi, 
46 ： Ban Thuk, Amphoe Sanphaya, Changwat Chainat,155 : Ban Dong Dam, Amphoe Khamu 
Worala Ksaburi, Changwat Kamphaeng Phet,115 : N of Amphoe Phanom Sarakham, Changwat 
Chachoengsao, 9005: Ban Khok Pong, Amphoe, Wichianburi, Changwat Phetchabun

第55図デルタ地区の水田土壌の肥沃度

以上の3指標の他に,本書では次の2指標を加える.
(4)砂含量:細砂と粗砂の合計が全重量中に占める比率である.これをパー 

セントで表わす.
⑸ カオリン含量:全粘土鉱物中で7A粘土が占める比率をパーセントで表 

わす.
Prachak (1974)はデルタならびにその周辺で約30個の土壌試料をえ,それを 

分析している.ここでは,このうちから代表的と思われる6試料を選んでみる. 
私は，同氏が土壌採取を行なった時,現地に同行しているので,試料採取地点 
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の地形発達史学的な位置づけについてはある程度分っている.したがって,こ 
こでは,地形面との対比により確度の高いもの6試料を選んでいる.ただ,石 
灰岩地域の土壌にかんしては，デルタ内での採取が行なわれていなかったので, 
これは,少しはなれたPasak谷からのものを利用している.試料9005がそれ 
である.
以上の6資料の分析結果は第55図に示してある.これからは次のことがいい 

5る.
（1）試料35は新デルタ（Id）に属し,試料147は氾濫原（Ip）に属する.いず 

れもFormation Iに相当する若い堆積物である.これらは,試料46の古 
デルタ（nd）のものより全体として上に位置している.すなわち,より肥 
沃そうに見える.特に無機的栄養はクラスIに属し,それが極めて多いこ 
とを明瞭に示している.

（2）死んだ扇状地（nif）の試料155は,古デルタ（nd）の試料46よりも全体 
として下にある.すなわち貪栄養である.両者を比較して特に目立つこと 
は,mfには特に砂分が多く,また粘土鉱物としてはカオリンが多量を占 
めることである.

（3）ラテライト段丘（Nt）を母材とする試料115は,上記の死んだ扇状地 
（mf）のものよりもさらにまた一段と無機的栄養が少ない.さらに砂分と 
カオリン分に富む.

もっとも，この試料は異常に高い有効燐含量を示している.このことは 
普通の状態では解釈に苦しむことがらである.この地域にしばしば見られ 
る養鶏場や養豚場からの燐の供給があった可能性が大きい.

（4）石灰岩地域の段丘（Mt—Ca）上の試料9005は他の試料に比して，異様 
なカーブを示している.最大の特徴は低いカオリン含量である.この試料 
は粘上の90%がモンモリロナイトからなっており,いわゆる典型的なグル 
ムソルである.高い粘土含量にもかかわらず,有機物・窒素含量がクラス 
Vと極端に小さい.

以上が第55図からいいうることである.この図を通覧していると,また別の 
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傾向も読みとれる.それは次のことである.
まず第一に,無機的栄養,砂含量,カオリン含量の3指標はどうやら地形面 

とかなり高い相関関係を持っていそうだということである.新デルタ（Id）, 

古デルタ（nd）,死んだ扇状地（田。,ラテライト段丘（wt）と地形面が古くな 
り,周縁に移るにしたがって,無機的栄養は低下し,逆に,砂分とカオリン含 
量が増大する.このことは，ある意味では自明のことがらである.無機的栄養 
とは,岩石や堆積物中の鉱物に由来する栄養である.地形面が古くなり,風化 
が進行すればするほど,可溶性の養分は流亡してしまう.風化が進行すれば, 
カオリンの比率が高くなることはすでに述べた.
第二の点は,有機物•窒素状態,有効燐状態というものは,必ずしも地形面 

のような大きな機構には支配されていないらしいということである.おそらく 
は,もっと局所的な起伏に支配されていることが多いに違いない.例えば,小 
さな凹地があったとしょう.たとえそれが新デルタの上であろうが,ラテライ 
卜段丘の上であろうが,そこが凹所であれば,例えば落ち葉の集積は起りうる.  
もっと極端な例は,試料115の異常に多い有効燐のそれである.
広いデルタから選ばれたたかだか6試料では，多くのことをいうのは危険で 

ある.したがって,私はここではあまり多くのことをいうつもりはない.ただ, 
地形面と無機的栄養分の間にはかなり高い相関があることだけは確かなようで 

ある.
Great Soil Groupと地形面 タイ国の土壌調査専門家達は,精査に入る前

に,大きく 土壌をわけるのにGreat Soil Groupによる分類というのを行なう. 
このGreat Soil Groupによる土壌図というのは,実際，かなり高い一致度で 
私の地形面と対応する.ここでは,この対応の有様を略述したい,いいかえれ 
ば,Great Soil Groupという分類基準に従う時,先の地形面はどういうふうに 
表現できるかということを考えてみる.

（1）新デルタ（Id）と氾濫原（Ip） これは，Great Soil Groupのいわゆる 
alluvial soi!で覆われている.そのうち，新デルタにはbrackish alluvial soil 

が卓越し,氾濫原ではriverine alluvial soilがほとんどである.
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（2）古デルタ（Hd） 古デルタで最も広い面積を占めるのは,Great Soil 

Groupでいうlow humic gley soi!といってよい.この土壌は文字の意味する 
とおり,地表における腐植の集積の低い土壌である.最も典型的な!ow humic 

gley soi!においては壌土等の比較的粗粒な表土があり,それが下方に向かって, 
より粘土質なものに変化してゆく.さらに,断面を通じて,常に過湿を意味す 
るgleyが見られる.沖積土に比べるとはるかによく締っていて,また,いさ 
さか風化を被った土壌ということにもなる.

（3）生きている扇状地（If） この地形面を特徴づけるものはnoncalcic

brown soilである.noncalcic brown soilは粗粒な土性を持つのが特徴である. 
シルト質壌土から壌土が普通である.他の土壌に見られるような斑紋の発達を 
欠く.また湿り気を示すgleyもない.全体として,乾燥気味の土壌である. 
褐色を呈するが,深部にいたって,もう少し赤味や黄味を帯びることがある. 
PHは一般に高く,下方に行くにしたがって,それは一層高くなる傾向があり, 
しばしば深部では石灰結核を産する.

このnoncalcic brown soilは本来粗粒な自然堤防等の上の土と考えればよい. 
自然堤防や扇状地だけでな <,デルタの扇頂部近くにも発達する.

（4）死んだ扇状地（田。 この地形区は,その最も広い範囲がgray podzolic 

soilで覆われる.この土は砂質粘土や粘土質砂等，比較的粗粒な構成をしてい 
て，あまり土層の分化のない,単調な土壌である.全体として,湿ることが少 
なく,gleyの様相は全くない.一見，noncalcic brown soi!に似かよった所が 
あるが,noncalcic brown soilとの違いは，第ーにシルト分をほとんど感じさせ 
ないことである.砂と粘土だけで構成されているという感じがする.第二に, 
色調がもっと白っぽい.これは,乾くと白色を呈し，湿ると灰褐色を呈する. 
第三は,下層土でも酸性を呈する.下層土の一般的なPH値は4. 5から5であ 
る（Moorman & S.R., 1968, p.16）.第四に,しばしば,数十cmから1m内外 
の深さで,薄いラテライトを産する.この土は貧栄養の土と考えられていて, 
農業的には,あまり高い評価は与えられていない.

もっとも，死んだ扇状地（田Dは,ゆるい起伏のある地形面である.gray 
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podzolic soilはこのUlf面の高位から中位面を占めるもので,同じ地形面でも 
下位面には!ow humic gley soi!が斑状に分布する.

（5）ラテライト段丘（机） この段丘を特徴づけるものは,red-yellow 

podzolic soi!と考えてよい.この土壌はよく乾いていて,明るい灰色を呈する 
粗粒な表層土を持っている.地表下1m内外で,しばしば厚いラテライトが存 
在する.

ラテライト段丘は,しかし全体がこのred-yellow podzolic soi!で覆われる 
わけではない.起伏のあるこの地形面の凹所にはgray podzolic soilが斑状に 
発達することが多い.

（6）石灰岩地域の段丘（Nt—Ca） この地区を特徴づけるものはgrumusol 

である.この土は黒または暗褐色の極めて粘土質な土壌で,その主成分はモン 
モリロナイトである.ふつう,この黒い粘土層は0.4〜0.5mの厚さであり, 
その直下には石灰質の地層がある.時には，石灰岩がもっと地表近くに接近し 
ており,土壌中に多量の石灰結核を持つrendzinaの現われることもある.
以上の如く,地形発達史学的な地形面は,おおまかには,このようなGreat 

Soil Groupに読みかえることも可能なのである.

3.2.2新デルタ細分
今までの議論では,新デルタは一つの単位としてとらえられて来た.ここで 

は,この大きすぎる単位の細分を試みる.
問題土壌 新デルタの細分に入るまえに，新デルタの農業的土地利用で 

問題になる二つの点を指摘しておきたい.これは,新デルタの細分にも直接的 
に関係することだからである.問題になる2点というのは，第ーは酸性であり, 
第二は塩性である.
酸性硫酸塩土壌というのがある.これは，そのPH値が3近くにも下り,こ 

の強酸性のために作物被害が多く,時に農地としての利用が不可能になるよう 
な土壌のことである.新デルタでは，バンコク東北の RangsitやOngkharak 

地区を中心にこの土壌が分布する.この土壌の生因は次のようなものだといわ 
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れている.
海水の中には本来多量の硫酸塩が存在する.ところが,これを環元するバク 

テリアがいる.マングローブ中や,その背後の汽水性の内海などには,このバ 
クテリアが多い.このバクテリアによる環元の結果生じた硫化物イオンは,や 
がて,内海底の泥に含まれた鉄と反応して,硫化鉄(FeS)になり,それは, 
さらに安定な第二硫化鉄(FeSルに変化してゆく.これらの硫化鉄は水には 
溶けにくいから,生成されるとその場に沈積し,かくして硫化鉄の泥中での集 
積が起る.もし陸化が起らないと,永遠にこの状態が続くわけだが,何らかの 
理由で,この泥が陸化し,空気にさらされて酸化される条件が与えられると, 
今度は硫化鉄は硫酸と第二鉄塩に分解する.後者の代表は，あの極めて特徴的 
な黄色を呈するジャローサイトKFe3 (SO4)2 (OH)6であるが,最終的にはさ 
らに硫酸を生成しながら水酸化第二鉄として沈澱するに至る(Moorman, 1966, 

p.103).

こうして生成された酸性硫酸塩土壌は作物にいろいろの害を与える.まず第 
ーに,酸性であること自体がすでに有害である.同時にまた,多すぎるアルミ 
もまた植物の生理を乱すという.さらにもっと確実に起る障害は土壌化学的な 
ものである.アルミは土中の燐と反応してしまって,せっかくの有効燐を沈澱 
させて しまう(Kawaguchi & Kyuma, 1977, pp.191-192).

第二の問題は塩害である.海水中に堆積した粘土は粒子間隙に塩化ナトリウ 
ム溶液を持っている.さらに,海に近い場合,感潮河川の持って来る塩水の害 
もある.
全面にではないが，新デルタには，場所によっては上に述べたような有害土 

や塩害が現われるのである.
新デルタの堆積環境 私がまだ農業にあまり関心がなく,第四紀の地層ばか 

りを見ていた頃,最初に気がついたことは,この広大な低平面である新デルタ 
の中には,色の異なる3種類の粘土が存在するということであった.第一は褐 
色系のものであり,第二は暗灰色から黒色に近いものであり，第三は明るい灰 
色か時に緑がかった灰色を呈するものであった.しかも,それらは,どうやら 
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内陸から海に向って今述べた順序で帯状に分布するらしいことも気がついてい 
た.

ところで,ここでー度,理想的なデルタの堆積環境を考えてみよう,デルタ 
には,いくつかの河川が流れ込んで来る.一方,海岸近くには海水がある.そ 
して,この両者の中間には,淡水と海水が混合する汽水域が広がる.これらの 
3地区には,いずれも堆積が起り得るから,生じた堆積物はそれぞれ，淡水成 
堆積物,汽水成堆積物,海成堆積物などとなる.先に見た褐色系の粘土という 
のは,実は,淡水成粘土なのである.熱帯の大河は,あるものは赤味を帯びた 
褐色の,また別のものは,黄味を帯びた褐色の泥水を流すが,こうした褐色系 
の泥水が,淡水条件下でその浮遊物を沈積させて作り上げたものが,ここでい 
う褐色の淡水成の粘土である.

この淡水域で沈澱しきらなかった浮遊物は,しかし,もっと海の方にまで出 
て来て,汽水域の入江や潟に沈積する.こうした内海的な所には,しばしば, 
多くの植物が水中に生えている.汽水成粘土の中にはしたがって,植物遺体等 
の混入されることが多い.こうして植物遺体を多量に含む粘土は,おのずと黒 
色を呈するものが多いのである.またすでに述べた通り,ここは硫酸塩環元バ 
クテリアが旺盛に硫化鉄を作る所である.黒色の硫化鉄が,この環境下に沈積 
した粘土を,さきの植物遺体とともに一層黒く染めるのである.もちろんここ 
は,この硫化鉄の集積からして,潜在的な酸性硫酸塩土壌地区でもある.

こう考えてみると,例の灰色の,あるいはしばしば緑がかった灰色の粘土は 
海成粘土ということになる.この緑色は二価の鉄が作っているのだという.こ 
うした粘土はしばしば海棲の貝類を産する.一般に,海成粘土はこうした貝殼 
や，時にカニのツメ等,汽水成粘土と違って,産出する遺体は圧倒的に動物遺 
体が多い.
以上のように，理想体としてのデルタは内陸より海岸に向けて,淡水成粘土, 

汽水成粘土,海成粘土というのが,帯状に分布するのである.
ところで，チャオプラヤ•デルタの場合,こうした理想的な条件のほかに, 

1点だけ特別な条件をつけ加えておかねばならない.それは,西の山地から多
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①淡水成粘土,②汽水成粘土,③海成粘七,④淡水湿地堆積物,⑤第四紀層,A :感潮帯,B:海成粘土をも 
つ新デルタ部,C :汽水成粘土をもつ新デルタ部,D ：淡水成粘土をもつ新デルタ部•Loc.l, Loc.2にかん 
しては第57,58図を参照

第56図 新デルタの地層を示す模式図

量の石灰分がデルタに搬入されてくるという事実である.このことは何を意味 
するかというと,推積中に生成した硫酸は,デルタの西半分では石灰で中和さ 
れてしまうということである.流入して来た炭酸カルシウムは硫酸に置換され 
て,硫酸カルシウムとなり,ここにジプサムを析出させる.炭酸カルシウムの 
供給が多量にある時には,あらゆる硫酸を中和してしまい，多量のジプサムを 
産出して,おまけに地層全体をアルカリ性に変えてしまうことすらある.チャ 
オプラヤ新デルタの場合，チャオプラヤ河より西では,現実にこういう現象が 
起っているのである.他方,中和する石灰の供給のない東半分では堆積物は酸 
性のまま残されている.
新デルタの土壌 今日見る実際の新デルタ面では,しかし,こうした3種

類の粘土が,そのまま地表に露出しているわけではない.実際には,例えば, 
汽水成粘土や海成粘土等というものを見ようとしても,デルタのどこにもそん 
なものは簡単には露出していない.理由は,一旦堆積面が地表に露出するよう 
になると,それがかっては,どんな堆積環境であったとしても,すぐ次の瞬間, 
淡水湿地という新たな環境に入ってしまうからである.その結果,地表は淡水 
湿地堆積物で覆われてしまうことになる.この間の様子は第56図に模式的に示 
してある.
同図は内陸から,デルタを縦断して,海に至る断面であるが,ここには,淡 

水成粘土①,汽水成粘土②,海成粘土③が左から右に順次並んでいる.しかし, 
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海が現在のように右に引いてしまうと,こうした粘土面の大部分は淡水湿地で 
覆われるようになり,そこに淡水湿地堆積物④が堆積し出す.すなわち,かつ 
ては干潟であった所も,もう潮が入らなくなり,淡水の湿地が発達するのであ 
る.この結果，土壌区としては,図に示したような5種類のものが，海側より 
順次帯状に発達することになるのである.

A :現在まだ海成粘土を堆積させうるような干潟・
B :つい数百年前までは干潟であったが,今は陸封されてしまって,淡水湿 
地等になっている所.こうした所は,淡水湿地の堆積物をはぎ取ると,海 
成粘土が出てくる.

c :かつての汽水性の感潮帯である.しかし,今は陸封されてしまっている. 
こういう所では,表層の淡水湿地堆積物の下からは,汽水成粘土が出てく 
る.いわば毒性のある酸性硫酸塩土壌を淡水湿地堆積物で地下に閉じ込め 
た所ということになる.

D:新デルタに出てきた大きな河川が淡水の洪水成堆積物を沈積させる所で 
ある.これはデルタの中に突き出して来た氾濫原と考えることもできる.

以上が模式的にみた新デルタの構造である.
第57図は上の模式がどんな実例を持っているかを示したものである.第57図 

に示したものは,第56図中でLoc.lとしたものであり，これは汽水成粘土を 
持つ新デルタ部の代表例である.層準①はBan Na河の氾濫がもたらした極め 
て新しい土砂である.ここは氾濫部との漸移地点になっていて,そういう層準 
が生じている.第2層準②が淡水湿地の堆積物である.こうした50cmの厚 
さの表層の下に，170 cm厚さの汽水成粘土がたまっている.この汽水成の粘 
土は,また大きくは3層に分けられる.上位より,いくぶん酸化を受けて赤斑 
の生じた部分④,黄色のジャローサイトを多く含み強い硫酸酸性を示す部分⑤ ， 
それに,未酸化で,多量の植物遺体を含む部分⑥となっている.この3層の示 
す組合せは,いわゆる酸性硫酸塩土壌の最も典型的なものである.デルタの縁 
辺部に近いこの露頭の場合,地下2 mですでに古い第四紀層⑦が最下位には顔 
を出している.
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①Ban Na河の堆積物.灰色の粘上•少量の細砂を混ずる
②かつての淡水性湿地にたまった有機質粘上・黒色の重粘土・多く  

の有機物の細破片を含む
③紫がかった灰色の粘土
④紫がかった灰色の粘上.赤褐色の結核を含む
⑤紫がかった灰色の粘上.直径2~3mmのパイプ状のジャローサイ 
卜に富む

⑥黒色の粘上と灰色のシルトの薄層の互層・葉,茎,小枝など,多 
くの植物遺体をふくむ.所により,泥炭質な所もある.新鮮な面  
は強烈な硫黄臭を発し,なめると塩辛い

⑦青味がかった灰色で,よく締った粘上.赤斑あり•第四紀層

第57図 運河No.29とBan Na河との交点（Nakhon Nayokの真西17km）における露頭

M也） 地表:多年草ポング・カティアムの群落
①現在地表を被っている多年草ポング・カティアムの根と遺体の集  
積体・泥炭化しかけている

②暗褐色の重粘上.炭質物を少し含む
③植物遺体の極めて多く混ずる重粘上.重粘上は青みがかった灰色  

のグライを呈する.一部泥炭の薄層に変化する
④紫がかった灰色と灰色の混じた重粘上.直径2〜4mmのパイブ 
状のジャローサイト極めて多し.ただし,ジャローサイトは完全 
な黄色ではなくて,淡黄緑色を呈する.極めて強烈な硫黄臭を発 
する

⑤灰色の粘上.何枚かのシルトと細砂の薄層を挾む.所により貝殻 
を産する.まれに直径20cm以上の流木を産する

第58図 Amphoe Bang Pakongの西南5km地点における露頭

もっと海に近いLoc.2の断面図は第58図に示してある.ここでは,堆積物 
の酸化程度は全体としてまだ弱く,しかも,浅所から海成粘土が出ている.第 
1層から第3層①〜③までは淡水湿地の堆積物であるが,これはかってー度た 
りとも乾いたことのない極めて新しい堆積物である.このことは,Loc.1の第 
2層がすでに脱水を経験し,化石化した有機質粘土であるのと大きな違いであ 
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る.酸化の不足は第4層④でもいえる.ここの汽水成粘土には多くの植物根の 
跡があり,それにそって多くのジャローサイトがつまっているが,それらはま 
だ普通のジャローサイトが示す鮮かな黄色を呈していない.むしろ,淡黄緑色 
を示す.この汽水成粘土④の下には海成粘土⑤がすぐにせまっている.ここか 
らはアサリ,アカガイが多量に出ている.

ところで,上に述べた感潮帯阎，海成粘土を持つ新デルタ部（B）,汽水成粘 
土を持つ新デルタ部。,淡水成粘土を持つ新デルタ部口,という区分は,す 
でにvan der Kevie & Banchong （1972, SSR 89）によっても述べられている. 
同報告書では,これらは次の如く命名されて報告されている.

A : Active tidal flat with young marine and brackish water deposits

B : Former tidal flat with recent marine and brackish water deposits

C : Former tidal flat with older brackish deposits

D : Flood plains of recent river alluvium

私がここで述べたと似たような思想を持った区分である.

3.2.3 土壌からみたデルタ・モデル
以上の議論をもとにすると,デルタの土壌は次頁の第59図のように分類, 

図示できる.この図に現われた各区について,概括的に説明を繰り返すと以下 
の通りである.

⑴ 新デルタ（Id） すでに述べた如く,新デルタは海岸線にほぼ平行に
4区に細分できる.感潮帯冉,海成粘土を持つ新デルタ部（B）,汽水成粘土を 
持つ新デルタ部（0,淡水成粘土を持つ新デルタ部口である.
感潮帯Wは塩分が存在する地区である.地層の海成粘土自体に塩分がある 

し，潮汐がまた塩分を持って来る.これは海岸にそって幅5~6kmから10km 

ぐらいで広がっている.
その内側には海成粘土を持った新デルタ部（B）がある.図に示された通り,幅 

20〜30km で広がる.ここは,しかし,更に二分されている.東岸の潜在的酸 
性硫酸塩地区と西岸の中性地区とである.これはすでに述べたように，西の山
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(C) Chainat, (L) Lopburi, (Sa) Saraburi, (S) Suphanburi, (A) Ayutthaya, (B) Bangkok, 
(K) Kanchanaburi, (N) Nakhon Pathom, (R) Ratburi, (Nn) Nakhon Nayok, (Ch)Chachoeng- 
sao
Id(A)/Id(B)/Id(C)の 3 地区を分つ境界は van der Kevie & Banchong (1972)の Fig. 5 によっている 

第59図 土壌から見たデルタ・モデル(凡例は次頁参照)

地からの石灰分の供給によって生じた差である.
新デルタの大半を占めるのは,汽水成粘土を持つ新デルタ部(0である.こ 

れはその厚い汽水成粘土の存在からして,酸性硫酸塩土壌を持つ高い潜在力を  
有している.ここも,しかし,東西に二分しうる.東岸の酸性硫酸塩地区と西 
岸の中性地区である.
新デルタの中で最も内陸にひそむ淡水成粘土を持つ新デルタ部口は，実際に 

は，新デルタと氾濫原との中間的な性質を持つ地区である.
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第59図のための凡例

土 壤 区 土性 無機的 
養分 代表的土壤 特記事項

豊］感潮帯Id （A）

瓯硫酸酸性の）
— 海成粘土をもつ新デルタ部
LLU中性の J id（B）

区硫酸酸性の］
L 汽水成粘土蛙つ新デルタ部
N中性の ノ Id（C）

囲 氾濫原的な性質をもつ新デルタ部Id（D）

物氾濫原Ip

S3生きている扇状地!f

国上部nd（u）ヽ
E十~ 古デルタ曲，下部nd⑴丿

咫死んだ扇状地nif

圍段丘Nt

固石灰岩地域の段丘ivt （Ca）

函山地

細
多

alluvial soils

塩含量高い
所々に硫酸酸性

硫酸酸性強く広い

粗 noncalcic brown s.

中
中

noncalcic brown s.と 
low humic gley s.

細 low humic gley s.

粗

少 gray podzolic s.

極少 laterite と•..
gray podzolic s. 所辞いラテライト層

中 畑適地

⑵ 氾濫原（屈） 新しい自然堤防と後背湿地の組合せからなっている. 
複雑に入りまじる両者を合わせて,alluvial complexなどと土壌専門家は表現 
する.

（3）古デルタ（Hd） この面を代表する土壌はいわゆるlow humic gley

soilと考えてよい.ただ,これは扇頂に近い部分とそれ以外の部分に細分した 
ほうがより現実的である.扇頂に近い部分は他の部分よりも一段と粗粒であり， 
デルタ的というよりも扇状地的という感じがする所が多い.この意味では,こ 
れはHfとしたほうがよいかも知れない，現にPendleton （1962. p.67）はこの 
部分をKamphaengsaen loamとしている.彼のいうKamphaengsaen loamは 
新しい扇状地（H）に発達するものである.第59図にはこういう意味で,古デ 
ルタ（Id）を古デルタ上部と古デルタ下部（Hd-D として区分し 
ている.Great Soil Groupの用語を用いるなら,Hd-1が典型的な!ow humic 

gley soil地帯であり,Hd-u はlow humic gley soilと noncalcic brown soil 
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の混合地ということになる.
（4）扇状地（ifとmo 扇状地は,現在堆積が進行中のいわゆる生きて 

いる扇状地（if）と,すでに化石化したいわゆる死んだ扇状地（nif）とに区分 
できる.前者には,まだ多量の無機的栄養分が含まれていると考えてよし、.肉 
眼的には,多量の雲母と少量の角せん石の存在が確かめられる.この扇状地は 
ほぼ例外なく，noncalcic brown soilでおおわれている.
死んだ扇状地（田。では粘土鉱物はカオリン化し，無機的養分はすでにそ 

の多くの部分が失われている.これはその広い部分がgray podzolic soilで覆 
われ，比較的な凹地には!ow humic gley soilが発達する.

（5）段丘（MtとNt-Ca） 中性ないしは酸性岩地域に発達する普通の
段丘（Nt）と石灰岩地域に発達する段丘（Mt-Ca）とを峻別する必要がある. 
前者にはデルタならびにその周辺で最も疲弊した土壌が発達する.起伏の高位 
部ではlateritic soilが多く現われ，低位部ではgray podzolic soilが広い範囲 
を占める.一方,石灰岩地帯の段丘（Mt・Ca）上にはgrumusolが発達してい 
る.これは,その主要部がモンモリロナイトからなる黒色の重粘土である.

チャオプラヤ・デルタの土壌は地理学的な視点でモデル化すると以上のよう 
になる.

3.3水文学的にみたデルタ

現在のデルタにはダムや水路を通じて人為の手が多いに加えられている.こ 
うした人為による水制御の実態は後節に譲ることにし,ここでは人為の加わる 
以前のデルタ水文を考えてみたい.

3.3.1モンスーン
モンスーンの実態 チャオプラヤ・デルタは熱帯モンスーン帯に屈する.

第60図が雄弁にそのことを語っている.気温の年変化は5〜6℃だから,これ 
は極めて小さい.しかし，雨の降り方には1年のうちに大きな差がある.5月
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から10月にかけて降雨の集中 
があり,それ以外の時は極め 
て少ない降雨しかない.稲作 
をはじめとするあらゆる農作 
業がこのモンスーン期に集中 
し,乾季にはあらゆる農業活 
動が停止する.

1870 年の Siam Repository 

はバンコクの季節を論じて, 
バンコクでは伝統的に季節を 第60図Suphanburiにおける月平均降雨量（1931-1960）

三分すると紹介している.第ーがcool seasonで,これは第12月の満月後（太 
陽暦の12月初旬）に始まり，第4月の満月（太陽暦，4月初旬）に終る.第二 
がhot seasonでこれは第4月の満月後に始まり,第8月の満月（太陽暦8月 
初旬）に終る.第三番目がrainy seasonで第8月の満月後に始まり第12月の 
満月に終る（Smith, 1870, p.334）.しかし，こう紹介した後で，同じ著者は,「し 
かし,実際には雨季は5月（太陽暦）に始まるといってもよいようである」と 
矛盾したつけ加えを行なっている.
上記の記事は,チャオプラヤ下流域の雨季の実態をよく表わしている.雨季 

の始まりは,ここではインド等と違っていささか不明瞭なのである.5月から 
雨は降り出すが，本当の大雨が来るのは7月になってからである.時に人々は, 
4月終りから5月にやって来る雨をマンゴー •シャワーといって,本当のモン 
スーンの雨と区別する.第60図はSuphanburiの月別降雨であるが,ここには 
二つのピークが現われている.最初のピークから雨季と考えれば,雨季は5月 
に始まることになる.しかし，Siam Repositoryがいうように,3,4, 5, 6月を 
酷暑期ということにし,温度がいくぶん下り出してからの本格的降雨をもって, 
雨季の始まりとすれば，それは7月に始まるということになる.こうなれば， 
4月末頃から降る暑さのさかりの降雨はマンゴー・シャワーとして切りはなし 
た方がよいことになる.Siam Repositoryの議論は,このあたりのところを取
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第61図 チャオプラヤ•デルタにおける日降雨 
量の地点間相関（海田,1975, p. 255よ 
り引用）

り上げたものである.
雨の降る時期が二っに分れるとい 

うこと,すなわち,ー度5月に降り 
出しても,6月頃に中休みがあると 
いうことは,農作業にとっては実に 
困ったことである.年によってはこ 
うした中休みが7月や8月にやって 
来ることがある.こうした中休みは 
ドライ・スペルといわれているカ二， 
これは植付けられた稲を枯死させる 
というような危険を常にはらんでい

る.このことが,灌漑による給水を要求しなければならない最大の理由になっ 
ているのである.

そもそも,いわゆるマンゴー •シャワーと狭義のモンスーンでは,雨の降り 
方自体に差がある.前者では,雨は原則として,局地的な夕立型のものでしか 
ない.たかだか,直径10kmか20kmそこいらの雨雲がサッと通り過ぎて行 
<.雨の当らなかった所は，全くカラカラのまま放置されることになる.一方, 
いわゆる本格的なモンスーンの雨は，もっと広い範囲を覆って降る.衛星写真 
によるかぎり，この時期には，一つの雨雲は直径300kmはある.ここで議論 
しているデルタが大略直径150kmぐらいのものと考えてよいから,単純計算 
すると，次のようなことになる.すなわち,マンゴー ・シャワー期には一つの 
降雨はデルタ面積の数十分のーしか覆えないような小さな雨にしかすぎないの 
だが,それがモンスーン期になると，デルタの全域をすっぽりと包み込む雨雲 
の下にデルタがおかれることになる.

この間の事情は,海田（1975, pp. 254-255jによって詳しく議論されている. 
第61図はデルタを東西と南北に切った時,そこにどんな降雨分布が見られるか 
を示したものである.例えば,南北断面の場合,南北約200kmの間に,5月 
から7月にかけては,九つの山が現われている.これは,ひらたくいえば,こ
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の時期には,一雨来ると大体 
直径20kmぐらいの所がその 
雨を受けているということで 
ある.ところかく,同じ断面で, 
8月になると五つの山しかな 
い・一雨がもたらす降雨の範 
囲は,大体直径40kmになっ
ている そして,それが9月 第62図 大陸の南方海上にあるLT.C.Z.•やがてこれ

が北上してくると大陸はモンスーン季に入る 
になると山は,ほぼ一つにな
ると見てよい.すなわち,一雨来ると,大体デルタ全域が雨になっている.降 
雨範囲は著しく広がっているのである.

モンスーンのメカニズム 何故,上に述べたような現象が起るかの解明は, 
今まで満足にされていない.ところが最近,同僚の安成哲三はこの点にかんし 
て，独自の解釈を行なっている.同氏の考えは,ごく簡単にいうと次の通りで 
ある（Yasunari,1981）.

赤道の直下にはしT. C. Z.（赤道収束帯）がある.これは雨雲帯であるが, 
中央に大きな雨雲が密集し,両側にゆくにしたがい,小さい雨雲が散在すると 
いった構造になっている（第62図）.ところで,このI. T. C. Z.は熱赤道に従 
って移動する.すなわち,北半球の夏になると,全体に北に上がって来る.そ 
して,4月の終りから5月になると,北上してきたI. T. C. Z.の北端が,チ 
ャオプラヤ・デルタにかかることになる.こうなると,小規模で散発的ないわ 
ゆるマンゴー・シャワーが始まるのである.I. T. C. Z.がもっと北上を続ける 
と,やがて,デルタは!. T. C. Z,の中央部にある大きな雨雲の密集地帯に入 
ることになり,本格的なモンスーン季に入る.マンゴー ・シャワーから本格的 
モンスーンへの転換はこのような具合である.

ところで，安成氏の主張は，こうして北上するI. T. C. Z,の雨雲群は,大 
略40日の周期で消滅しては，また新しいのが生れるというのである.しかも, 
それは常に軸赤道に生れては熱赤道へ移動するというのである.例えば,7月 
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になって,その時の熱赤道に従って,バンコク上空を覆っている厚いI. T. C. 

Z・の雨雲があるとする.この雨雲も生れてから40日ぐらいすると,ある日突 
然消滅してしまう.すると,ここで起ることは,軸赤道の上に新しいL T. C. 

z・の雨雲が発生し,それが急遽北上を開始して,その時の熱赤道に至るという 
のである.こうして，最初の雨雲が消滅してからか何日かの後には,バンコク 
上空は再び新しい雨雲で覆われることになる.ちょうど南から大波がおし寄せ 
るように，I. T.C.Z.の雨雲はいくつも波状に押し寄せて来るのである.ここ 
で問題は,このように,I. T. C. Z.の雨雲には寿命があるということである. 
寿命があるから死に絶えることがある.すると，次の雨雲がやって来るまでに, 
そこには雨雲のない時期ができてしまう.これがいわゆるドライ・スペルとい 
うものである.
以上が,マンゴー ・シャワーから本格的モンスーンまでの間の降雨のメカ二 

ズムと,ドライ•スペルの発生に関する安成説である.モンスーン期に入った 
かに見えても,ドライ・スペルが不意に訪れることがよくある.農民にとって 
は,実に不安に満ちたドライ・スペルである.

こうして訪れた雨季も,ふっうはio月中旬から末になると終りをつげる.
I. T. C. Z・がずっと南に退いて行くからである.或る日突然,深い露がおりる 
と,人々は,ああ,もう雨季が終ったのだなと感ずる.気温が下がり,爽やか 
なcool seasonに入ってゆく.

3.3.2洪 水
チャオプラヤ河の流れ アユタヤはチャオプラヤ•デルタのほぼ中央にある. 

このアユタヤには水位計があって,その水位の日変化が,過去何年かの間記録 
されている.第63図は,こうした記録の中で,最も平均的と思われる,1954年 
のものが示してある.乾季には海拔1mそこそこであった水位が雨季には4 m 

近くに膨れ上がっている.デルタ河川の水文は基本的には第63図のように渴水 
期，洪水期を半年毎にくりかえすのである.

アユタヤより,ずっと下流のバンコクでもその有様は似たようなものである.
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第63図 アユタヤにおける1954年4月から1955年3月までの日最高水位変化

1871年のバンコクにおける様子を簡単に記して,自然のままであった当時のチ
ャオプラヤ河がどんなに見られていたかを窺ってみよう.記録は一種の週報で 
あるSiam Repositoryから拾い上げたものである.

8月第1週 河の流れが一段と早く力強くなって来た.同時に上げ潮が
だんだん力を弱めて来た.河は泥水になって,河面いっぱいに水草を流して
ゆく.雨季の洪水がやって来たのだ(Smith, 1871 vol3, p. 47).

10月第1週 例年のことだが,新月と満月には,河水は岸を溢れて広が
ってゆく.アユタヤの洪水位は下がり出したという〔この年は洪水の終りが例 
年より少し早いらしいー高谷註〕•アユタヤの減水が始るということは,いよ 
いよ,バンコクの水位が高まるということである.この次の新月と満月には, 
おそらく今年の最高水位が記録されるであろう(Smith, 1871, vol.4, p.26),

11月第3週 雨季はもうあけてしまった.朝夕は涼しい.河水はしかし
まだ高い.アユタヤの水位は,だがもう，20 inch以上減少したという(ibid. 

P. 96).

1月第1週 この2, 3日,初めて河に上げ潮時の逆流がもどって来る 
ようになった(ibid. p.176).
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第64図 Rama D!王建設のアユタヤ水位標が示す1831年以降の年最高水位の経年変化

この頃になると,週報はさかんに,人々に早く水がめを買って真水を貯える 
ように注意をうながしている.乾季が進行すると,河水がいつも塩辛くなって 
飲料に適さなくなるからである(ibid., p.176).

1月第2週 引き潮時のチャオプラヤ河は，ひどく低いものになった.
そんな時の河水は勢よく海に落ちてゆく.まわりの水田には一滴の水もなく 
なり,干からびて,ひび割れだらけになっている(ibid. p.186).

この後の記録を見てゆくと,水田はどこもかも干からびて水気がないが,一 
方，森や樹園には紅炎樹をはじめ,各種の花が咲ききそい，熱帯のあらゆる果 
物がバンコクの市場に現われるという記事が多い.乾季の始めは，バンコクで 

は花と果物の季節である.
デルタ河川の雨季を中心とした模様は大体以上のようなものである.しかし, 

ここでつけ加えておかねばならないのは,こうしたサイクルも年毎の変化がか 
なり大きいということである.ある年には洪水は例年よりも早くやって来るし, 
別の年にはそれが遅れる.洪水の流量もまた,その年の雨量によって変化する. 
年較差のさまを詳しく論ずる資料は持ち合せないが,ここには,第64図を示し 
て,読者にその変動の大きさを推察していただきたい.第64図は,1831年に 
Rama H!王によってアユタヤに建てられた水位標が示す毎年のチャオプラヤ河 
の最高水位の記録である.年々の水位はきわめて不規則に,しかも大幅なゆれ 
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を示している.生活の基本が,洪水にあるチャオプラヤ・デルタでは,農民は 
もちろん,都市の住民でさえもが,河水の推移には極めて敏感である.河が大 
きくふくれ上がれば，その年は豊作であることを人々は経験で知っているから 
である.
圃場での湛水深の季節変化 チャオプラヤ・デルタの水田は乾季には干上が 

って,ひび割れし,煉瓦のように硬くなる.それが,マンゴー •シャワーが来 
だすと,少しずつ湿り気を帯びるようになり,やがて,本格的なモンスーン季 
に入ると序々に湛水を開始し,モンスーン中は湛水を続け,乾季に入ると再び 
乾き上がる.こうした様を少し組織的に見てみようとして作成したのが次頁の 
第65図である.これは圃場で出くわした農民に,その田の1979年の湛水深を思 
い出してもらって,それに基づいて作った圃場内での湛水深の月別変化図であ 
る.この図の中には灌漑で水深が人工的に変動させられているような地区,例 
えば,古デルタの大部分や West Bankは含まれていない.したがって,一応, 
自然な湛水と考えてよい.
各グラフには数字による番号と,ローマ字が記してある.番号は地点番号で, 

平面図上の同じ番号と符合する.ローマ字は前節で述べた地形区のシンボルで 
ある.Idは新デルタ,Ipが氾濫原，Hdが古デルタ,Ifが生きている扇状地, 
mfが死んだ扇状地,Ntがラテライト段丘である.さて,この第65図から, 
私は次のことを読みとっている.
湛水深が地形区によって異なるだろうことは,当然予想されるところである 

が，それよりも面白いのは,最大湛水深のえられる時期が，少しずつずれてい 
るらしいことである.このデルタの中には,おおまかにいって,三つのグルー 
プがあるといえそうである.第一は地点①である.これはその最大湛水深が8 

月に生じている.第二のグループは地点②から地点⑩までのものである.これ 
は,だいたい9月，10月にピークが来ている.第三のものは地点⑫，⑭，⑮で 
ある.これはピークが低く不鮮明であり,最大湛水深が10月,11月そして時に 
は12月にまでずれこんでいる.地点⑪，⑬は第二グループと第三グループの中 
間型のような形を示している.
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Sarakham の北東北12km,② Tha Rua-Saraburi 道で Tha Rua より 
15km 東,③ Ban Pho Chai; Inburi の10km 束,④ Dan Chang-Don Chedi 道ぞい,Dan Chang 
より約 5 km 東南,⑤ Ban Don Masang; Suphanburi-Wisetchaichan-Ang Thong 道ぞいで Suphan
buri 河より8km束,第37図の⑯地点と同じ,⑥ Ban Chao Pluk; Ang Thong-Tha Rua新道ぞいでAng 
Thong super highway 分岐点より 8km 東,(7) Saraburi-Wang Noi 道ぞいで Chainat-Pasak canalよ 
り1.6km 西南，⑧ Amphoe Sena 約1.5km 南，⑨ Amphoe Song Phi Nong 約lkm 西,⑩ Amphoe 
Thanyaburi,⑪ Changwat Nakhon Pathom の束南約6km,⑫ Nam Prio-Chachoengsao 道ぞいで 
Nam Prioより約8km 南，⑬ Amphoe Bang Pakongの北1km,⑭ バンコクーChonburi新道ぞいで 
パンコクより23km 地点，⑮ Samut Sakhon-バンコク新道・ぞいでSamut Sakhonより約7km 東 

第65図デルタ内の15地点における圃場内湛水深の年間変動
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地点①はラテライト段丘に食いこんだ小さな谷の出口に当っている.農民に 
よると,ここの水は8月に入って,大雨が来ると,ドッと一気にやって来て, 
急に深く湛ってしまうのだという.この急激な出水のために,しばしば稲は溺 
死し,時に押し流されることもあるという,これは,デルタの湛水というより 
は,周辺微高地の局所的な出水を受けて急増水する地点である.こうした地点 
は第65図には多くは示していないが，デルタの周縁部にはいたる所に見られる.
第二のグループ,すなわち9月，10月に最大湛水深を示すものは,デルタで 

は最も広範囲に分布している.この図を第60図の月別降水量グラフならびに第 
63図のアユタヤにおける水位変化の図と比べてみると面白い.田面の最大湛水 
深は,最大降雨時期とほとんど同じか,それよりほんの少し遅れているように 
見える.一方,河川水位の最高位は田面湛水の最深時期よりもはっきりと遅れ 
てやって来ている.このことは,この地区の田面の湛水が,もっぱらその場の 
降雨によってひき起されていることを示すものである.河川からの氾濫は田面 
の湛水にはほとんど意味を持っていない.
第三のグループの中で,地点⑭と⑮は8月にはすでに水位上昇を開始し,最 

大湛水深期は9月，10月,11月,12月と四力月にいたっている.田面湛水は河 
川洪水より早く始まっているが,その終了は河川の洪水期が終ってもまだ続い 
ている.しかも,このグループ内では,湛水消滅後も,しばしば表土が湿った 
状態におかれている.第65図でグラフ中の湛水深位置が二重丸で示してあるの 
は,この湿った状態を意味している.また,所によっては塩分が地表に出て来 
る.
結局,最大湛水深期の到来に関するかぎり,次のようなことがいえそうである, 
(1)デルタ縁辺部には,本格的なモンスーンの開始前にさえ,局所的な降雨

の流出を受けて深く湛水する地点が斑状に存在する.
(2)デルタの大部分は,本格的なモンスーンの降雨とほとんど同時に湛水深 

を増大させてゆく.最大湛水深が得られるのは9月,10月である.そして, 
11月，チャオプラヤ本流の洪水位がさがると,それと軌を一にするような 
かたちで湛水深を減少させてゆ＜.
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注:Takaya (1973)では稲長を総て20cmずつ長く測りすぎている.理由は刈取長さを80cmと推 
定したためである.その後デルタの刈取長さは60cmの方が妥当との結論に達した.この結果原典を 
一部修正している.原典ではレンジチャートは120cm〜400cmとなっている

第66図 デルタとその周辺における1972年雨季作稲の稲長分布(Takaya, 1973, p. 260より引用)
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（3）海岸近くでは,田面湛水はモンスーンの降雨開始とともに始まる.すな 
わち8月である.しかし,湛水は降雨停止後もなおひきつづく,すなわち, 
湛水期は12月,時に1月にいたる.乾季に入りデルタの他の部分が完全に 
干上がる頃もなお,ここには湛水がある.時に土壌は乾季の全期間を通じ 
て湿った状態を保つ.

最大湛水深分布 田面の最大湛水が,デルタのどの部分で,いつの時期に 
起るのかということは,ほぼその傾向をつかまえ得たと思う.次には各地点で 
最大湛水深が実際どの程度になるのかを知ることである.もちろん，第65図に 
示したグラフも最大湛水深そのものをも示している.かしこれから湛水深分布 
図を描くには,地点数が少なすぎる.この難点を補うために,私は,1973年は 
じめ,稲長調査を行なった.
私の論拠は,雨季作稲の稲長を測定すればたとえ最大湛水深そのものは知れ  

ないまでも,それに近いある数値が得られるであろうということであった.何 
故なら,デルタの雨季稲はたいていの所では,深すぎる湛水に溺れまいとして, 
あらん限りの力で背を伸ばす,そういう稲だからである.こうした考えに従っ 
て,デルタで約2000点の地点を選びその稲長測定を行なった.その結果を 
八つのグループに分けて,面として示したのが第66図である.

この図の読み方を少し説明しておこう.タイプIとした地域には,稲長1m 

の短いものから3mをゆうに越す長いものが混在しているというように読んで 
いただきたい.この極めて不ぞろいな稲長のおこる背景は第67図に示してある. 
同図はアユタヤからMaharatに至る約20kmの区間の地形断面と稲長変化を 
示したものである.地表の起伏は2 ~ 3mがふっうであり,凸所は新，旧の自 
然堤防で,樹木におおわれた集落となっており,凹所は後背湿地でそこが浮稲 
田になっている.一般に凸所には短桿稲が,凹所には長桿稲が一致する.この 
断面はいわゆる氾濫原の典型的なものである.
以下,どのタイプも同じように読んでいただきたい.タイプ!［は平均稲長は 

160cmぐらいだが,高みでは100cmと短く,低みでは220cmという長いも 
のがあるという具合である.タイプNからタイプ皿までは，地表が平坦で,稲
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IH Ayutthaya

Ang Thong

第67図Type !内での地形と稲長変化の実態(Takaya, 1973, p. 271)

長が狭い範囲に限られている.
さて第66図を基礎にして,私は次のことを結論したいのである.
(1)下段のレンジ・チャートは,,ここに2種類の稲があることを示す.夕 

イプI, H,田が一つのグループであり,タイプN一皿が別のグループで 
ある.前者は稲長の不揃いなグループであり,後者は,よく揃ったグルー 
プである.この分布を上段の平面図で見ると,前者は新デルタ以外の所に 
相当し,後者は新デルタに一致している.

(2)同じような観点でより詳細に見ると,タイプIは氾濫原にほぼ一致して 
いるし,タイプ!Tは古デルタに,タイプinは扇状地•段丘複合に一致して 
いる.

(3)新デルタ自体の細分も可能である.タイプN, V, mを見てみよう.こ 
れは,その圧倒的大部分が，大河が新デルタに出て来た所,いいかえれば 
前節で見た新デルタの氾濫部に集中している.一方逆に,最も短い稲,夕 
イプMDはどちらかというと,海岸近くに現われている.

稲長と最大湛水深を1：1の関係で結びつけることは危険である.それは, 
稲は湛水が全くなくともl・5mぐらいには伸びるし,また浮稲は必ずしも直立 
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しなくて斜めに伸び,実際の湛水深よりも大きな値を示したりするからである. 
しかし,それにもかかわらず,稲長は,最大湛水深について手がかりを得る上 
では良い資料を提供していると私は考えている.

3.3.3 水文からみたデルタ・モデル
すでに議論したように,デルタの洪水は降雨の開始とともに始まる.すなわ 

ち8月に始まる.そして，降雨のピークとほぼ時を同じくしてピークに達する.
しかし,このピーク・レベルは降雨が減りだしても,河川の水位が高い間は， 
しばらく続き,河川水位が降下し出すと,それと軌を一にするような恰好でや 
っと降下する.これがデルタ中央部で見られる洪水の推移であり,これをもつ

勿氾濫原（洪水集中域）

に］古デルタ——।
ー 卜（排水域）
圈山地,扇状地」

EZ!氾濫部［
0中央部一新デルタ（洪水拡散域） 
皿］海岸部一

Chachoengsao

© Chainat ⑤ Suphanburi

⑥ Ayutthaya ③ Bangkok

® Ratburi

第68図人工を加えない自然の水文環境からみたデルタ
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て一応の標準とすることができる.
もっとも,個々のケースとなると地形の影響を受けて,かなりの地域差を示 

す.前頁の第68図はそうした図である.同図には,六つの水文区が示されてい 
るが,以下はその各区の簡単な説明である.

（1）新デルタ中央部 これは上に述べた標準型そのものである.8月湛水 
開始,9月,10月最高水位,11月減水である.最大湛水深は年によって異なる 
力:，ふつうは50cmから1mぐらいである.

⑵ 扇状地・段丘複合 この地区は排水域であり,原則としては長期にわ 
たる湛水はない.ただ低位部の水田に関するかぎり，次のことがいえる.すな 
わち,その湛水深は新デルタ中央部に比較すると少し浅く,少し短い•最大湛 
水のえられるのはふつう9月,10月である.しかし,所によっては,局所的降 
水によって,8月などに最大湛水深の得られるようなことがある.

（3）古デルタ 自然堤防の高位部を除くと,水田となっている中，低位部
の湛水模様は,新デルタ中央部とそれほど変らない.ただ起伏があるために, 
新デルタ中央部のそれのように均質ではない.凸地では新デルタ中央部の湛水 
よりも浅く,短い.逆に凹所では，もっと深く,長い・面積としてみると,凸 
地の浅湛水部の方が広い.このために,古デルタ全体としてみると新デルタ中 
央部よりは高燥ということになる.

（4）氾濫原 湛水の進行時期は新デルタ中央部とほぼ同じである.8月 
に湛水開始,11月の河川洪水の降下とともに減水する.しかし,この湛水深 
は1〜2mに達する所がかなり広い.所によっては4mにも達する.新デルタ 
と異なる点は,10月になると,凹所をなす後背湿地には,河川からの溢流水が 
さかんに流入することである.io月の圃場湛水は,河川洪水と直接結びついて 
いると考えてよい.

（5）新デルタの氾濫部 新デルタ中央部と,上記の氾濫原との中間的な性 
格を持つ区域である.すなわち,多少の起伏があり,凹所では中央部などより 
かなり深くなる.

（6）新デルタの海岸部 最大湛水深は30〜40cmが限度であまり深くなら 
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ない.そのかわり,湛水期間は長期に及ぶ.8月に始まり,連続して12月まで 
続く.さらに,1月以後といえども多くの所では,土は湿った状態を保つ.こ 
こは,いわば一種の通年湿性地である.圃場内にまでその影響の及ぶことはま  
ずないが,近辺には感潮河川が多く,その水位は潮汐によって上下する.また 
乾季には,こうした感潮河川には塩水が溯上して来る.

デルタの水文モデルは上のごとくであり,それは第68図に示した通りである.

3.3.4水理工学的にみた洪水
水田の湛水深等を中心に水文環境を考えると前項で議論したようなことにな 

る.これは一筆一筆の圃場に視点を据える極めて農民的な水の見方であり,同 
時に雨水中心の見方でもある.こうした分析方法とは別に,もっとエンジニア 
的な分析がある.雨水よりも,上流より流下してくる河川流量を中心に解析を 
行なう方法である.こうして,圃場の湛水よりも河川洪水を中心に分析すると， 
また別のデルタ像が出てくる.これは,私自身の視点ではないのであるが,デ 
ルタ理解としては欠かすことのできない重要な見方だと思うので,ここに一項 
を設けて,以下,河川工学者達の考えを紹介しておきたい.
溢 流 中流部を貫流して来た洪水は,デルタの扇頂部に到達すると,

そこからは主に氾濫原に流入してゆくが,一部は他の水路にも分散してゆく. 
こうしたデルタにおける水の拡散のさまを,NEDECO, ILACO & DHV （1970） 

を参考に記してみたい.上の報告書は,1960年代末の様子を扱ったものであ 
るが,1980年の今日においても,その基本的な水拡散の様子は当時と変らない. 
第69図がそれである.同図には以下のようなことが示されている.

（イ）チャオプラヤ本流⑹をデルタ域に流下してくる30年洪水（30年に1度発 
生すると思われる大洪水）は,4090m3/secと見込まれる.これは,チャ 
オプラヤ河上流に,Phumipol, Sirikitの両ダムが建設され,それが洪水調 
節をすると仮定しての値である.

冋 この洪水はChainatダム〔D〕で堰き上げられ，各水路に次の割合で配 
水される.
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(l) Lopburi 河

(c-p) Chainat-Pasak 運河

(P) Pasak 河

〔D)Chainat ダ厶
(V) Pamok

(A) Ayutthaya

P)、(S)Suphanburi

①夕⑨氾濫水
9

传:；» Conservation area

第69図 古デルタ周辺におけるチャオプラヤ河の氾濫

Suphanburi 河⑸ 320mコ/sec
Noi 河（n） 260m3/sec
チャオプラヤ河（c） 3300m3/sec
Chainat-Pasak 運河（c-p） 210m3/sec

合計 4090m3/sec

K チャオプラヤ河（c）は下流に行くにしたがって,その河幅が狭くなって 
いる.したがって下流部では,当初Chainatダムで割り当てられた流量を 
その河身にとじ込めて流すことはできない.かくて,その一部を特別にし 
っらえられた数個所の洪水吐から,堤防外側の後背湿地に流出させる①. 
いわゆる本流河川の氾濫である.これとは別に,Chainatダムの下流約 
50kmの所で東方にLopburi河⑴をも派生する.これへ流出させる計画
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洪水量は250m3/secである.
㈡ 自然の水路,Khlong Pho Prachak②がチャオプラヤ河とNoi河を結ん 

でいる.チャオプラヤ河の洪水時には,この水路を通じて,チャオプラヤ 
河の水がNoi河に逆流する.このため,近くのNoi河ぞいには高い堤防 
を築いて,本来,260ms/secしか流さないNoi河が,ここ以下では500m3 

/secまで受け入れられるようにしてある.
（ホ）Pamok（©を過ぎると,チャオプラヤ河には堤防がなくなる.したがって, 

ここより下流では洪水は河身をはなれて思うにまかせて氾濫してゆく③. 
そして河の水位が下り始めると,再び河に引き返す.

〇 Lachad運河④はSuphanburi河とNoi河を連結した運河であるが,氾 
濫したチャオプラヤ河の水は,この運河に入りこみ,この運河の南岸を溢 
流して,Chao Ched運河⑤との間に深く湛る.この溢流水は乾季になると, 
再びLachad運河を経て,チャオプラヤ河に戻る.

（卜）Chao Ched運河⑤は，Suphanburi河とNoi河を結ぶ運河である.雨季 
には，チャオプラヤ河よりの多量の氾濫水がこの運河を西進する.この運 
河は,このすぐ南に広がるWest Bankに灌漑水を送るための主要水路の 
役目を果している.
例Pasak河（P）がLopburi河⑴と合流する地点⑥は,また氾濫常習地帯であ 

る.これは主として,Lopburi河やチャオプラヤ河の水位が高い時に特に 
氾濫をもたらし易い.Pasak河は吐け口を失うからである.

（リ）アユタヤ〔A〕以下のチャオプラヤ河東岸には,標高3mの堤防が築い 
てある.しかし,時にチャオプラヤ河の洪水位は3mを越し,東側にも溢 
流する⑦.

伊）Suphanburi河ならびに,その西ではSong Phi Nong河が域内の水と西 
の山からの水を集めて，それがSuphanburi河ぞいに広く氾濫する⑧，⑨.

以上が,チャオプラヤ河を中心とした,雨季の洪水の挙動である.以上で見 
る如く,チャオプラヤ河の水は多くの所で,河身をはなれ,広く後背湿地に氾 
濫している.いや正確には氾濫させられている.この自然ならびに人為による
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第1表 アユタヤにおけるチャオプラヤ河の最高水位の頻度分布 氾(濫は,これより下流に

再起年 最高水位 広がる新デルタを有効に
50年
20年

4.5m+ m.s.l

4. 3m+
利用するために必要なこ

10年 4.lm + となのである.こうした
5年
2年

3.8m +
3.3m+ 人為的な氾濫地区をタ

NEDECO, ILACO & DHV (1970, p.132)より引用 イ国の灌漑専門家達は,
conservation areas (保留

地区)と呼んでいる.第69図で影をつけた所がそれである.この区域では氾濫 
水はふつう1m以上,所によっては3~4mの深さに達する.
古デルタの主要部では,大きな氾濫は発生しない.しかし,ここにも,全く 

湛水が生じないかというとそうではない.ここでは域内に降った雨が,小さな 
凹地に集中して来,それが排水されない.何故ならば,この時,Suphanburi河 
やNoi河やチャオプラヤ河の水位が高いからである.力、くして,古デルタ内に 
はいたる所に小さな水溜りが生じ,それが後背湿地に点々と鎖で連がれたよう 
に南北にのびることになる.湛水深はふつう1m,深い所で2mに達する.こ 
うした水は，その多くがじわじわと南に移動して，結局はconservation areasに 
入りこむのである.
以上が,おおざっぱに見た時の古デルタ周辺における洪水の挙動である.
Conservation areas の貯水能力 ここでは再び,NEDECO, ILACO & DHV 

(1970, pp.132 — 138)に頼って,いわゆるconservation areasにおける氾濫水の 
貯水能力を概観してみる.

PhumipholダムとSirikitダムの両ダム完成後のアユタヤにおけるチャオプ 
ラヤ河の最高水位の頻度分布が第1表の如く計算されている.

この表はアユタヤにおける,チャオプラヤ河の最高水位は2年に1度は標高 
3. 3m以上に達し,10年に1度は4.1m以上に達するというふうに読めばよい. 
一・方，1957 ~1968年の経験によると，アユタヤ附近では，conservation areas 

の水位は，それに隣接するチャオプラヤ河の水位より約10cm低いということ 
がわかっている.すなわち,ある地点のある時点でのチャオプラヤ河の水位が
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4.1mである時には, 
その近くのconserva- 

tion areasの水位は 
約4. 0mであるとい 
うことである.

ところで,第69図

第2表 下部貯水域における洪水水位と貯留量との関係

再起年 30日間における 
水位上昇量

(m)

30日間における 
水量増加量

(10®m3)

30日間の平均 
流入速度

m3/sec

10年 1.4 2.10 810

5年 1.2 1.90 730

2年 0.8 1.35 520

NEDECO, ILACO & DHV (1970, vol.2, p.136)より引用

にがした conserva

tion areasの貯水能力 
の算出を行なうにあ 
たって, NEDECO, 

ILACO&DHV(1970) 

は対象地域を地盤高 
4. 5m以上の地区と 
4.5m以下の地区と 
の二っに区分してい 
る.ここでは,かり 
に前者を上部貯水域, 
後者を下部貯水域と 
名付けておこう.第 
70図は,下部貯水域 
における湛水面標高 
とそれに見あう貯水 

湛水量 109 mコ

湛
水
面
標
高

第70図 下部貯水域における湛水面標高と貯水量との関係(NEDECO, 
ILACO & DHV,1970, vol.2, p.137 を一部修正引用)

量の関係が示してあ 
る.同図はアユタヤ 
近辺における下部貯水域の湛水面標高が2・0mの時には,その貯水量は0.2X 

109m3,湛水面標高3.0mの時は!.lX109m3などと読めばよい.
さてー・方,conservation areasへの洪水の流入はふつう9月中旬から10月中旬 

にかけて起るが,この間に起る洪水の流入模様は1957年~1968年の実績による
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第3表 上部貯水域における洪水水位と貯留量との関係

再起年 30日間における 
水位上昇量

(m)

30日間における 
水量増加量

(10»m3)

30日間の平均 
流入速度

m3/sec

10年 0.7 1.9 740

5年 0.6 1.6 620
2年 0.4 1.0 390

NEDECO, ILACO & DHV (1970, vol.2, p.138)より引用

と,前頁第2表のよ 
うになるという.

この表は次のよう 
に読めばよい.すな 
わち,10年に1度起 
るような急激な洪水

第4表 上下両貯水域における洪水水位と貯留量との関係

再起年
30日間における 
増 加 量 

(109m3)

30日間の平均 
流入速度 

(m3/sec)

10年 4.0 1550

5年 3.5 1350

2年 2.35 910

の場合,上記の1力 
月間に下部貯水域における湛 
水位は,L4m上昇する.そ 
の場合,下部貯水域内におこ 
った貯水量の増加分は,2.10 

X1013である(何故ならば,
湛水位が4.0mになった時の湛水量は,第70図より,2.8xU)9m3である.一 
方，水位がこれよりl・4m低い時,すなわち,2.6mの時の湛水量は同じく, 
同図より，0.7X 109m3である.したがって,湛水量の増加分は2.1X109m3 

である).次に30日間で,2.10 X109m,を増加させるということは,平均810 

m3/secの流入速度で氾濫水が侵入し続けたことと考えてよい.同表によると, 
これが例年の普通程度の洪水なら,1.35X109m3, 520m3/secということにな

る.
同様な手法によって,上部貯水域すなわち第69図中の影をつけた部分のほぼ 

北半分にあたる大小の凹地における氾濫水にかんしては,第3表のような結果 
が得られている.すなわち,10年に1度のような大氾濫の場合だと,30日間で 
0.7mの湛水深増加が予想され,これは貯水量の増加分としては,1.9X109m3, 

流入速度ということで考えてみると740m3/secであるということである.上 
下貯水域全域における氾濫水ということになると,したがって,上部貯水域と 
下部貯水域の合計ということになり,それは第4表の如くなる.
上記の10年洪水の場合における30日間の増加量4.0 X109m3というのは,結 

局,雨季の増水期にこの湛水域に一時貯留される量であるから,この時期にお 
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ける洪水調節能力と考えてもほぼ差しつかえない.日本の代表的な大ダムの有 
効容量が例えば,奥只見ダムの場合で4.58X108m3,黒部ダムでL49X108m3 

であるのと比較すると,その大きさが想像できよう.この両貯水域で日本最大 
のダム奥只見の約9倍,黒部ダムの27倍の洪水量を調節するのである.
氾濫水の水収支 conservation areasにおける洪水の貯留能力はたしかに大 

きくて,それがデルタにおける貯留の大きな部分を占めている.しかし,デル 
タ全域を考えると，このconservation areasだけが貯水をしているわけではな 
い.Suphanburi の西南の Song Phi Nong 河附近や,conservation areas にすぐ 
南接する West Bank地区にも貯留域がある.こうした いわゆるconservation 

areas以外の地域での雨季の30日間の洪水調節能力は合計すると300m3/secに 
なると推定されている.
上述のことを考え合わせて,デルタ全域での氾濫水の水収支が，NEDECO, 

ILACO & DHV (1970, pp.139-141)によって次のように解析されている.
まず,デルタへの全流入量は，5365m3/secとされている.これは10年洪水 

を考えた場合の洪水期30日間における値である.その内訳は次の通りである.
Chainatにおけるチャオプラヤ河よりの流入 4160m3/sec
Tha RuaにおけるPasak河よりの流入 520

西側の扇状地•段丘複合よりの流入 85
東側の扇状地•段丘複合よりの流入 100
追加水量 500

合 計 5365m3/sec

追加水量としたものは,問題の期間中の域内での降雨ならびに,Chainat- 

Pasak運河等の灌漑水路で供給される水量である.収支決算が成り立っために 
は,結局これらの流入量は,その地域から排水されるか，あるいは，その地域 
内に一時的に貯留されるかしなければならない.具体的には,この地域からの 
排水経路には,チャオプラヤ河とSuphanburi河しかないのであるから，上記 
の5365m3/secは両河からの排水量以外は,その場に貯留されねばならないこ 
とになる.新デルタに入った直後のチャオプラヤ河ならびにSuphanburi河の 
10年洪水の月流量は,それぞれ3315m3/secならびに200m3/secと推定され 
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ているから,上記の5365m3/secは次のように処理されていることになる.す 
なわち,

上部貯水域での貯留量 740m3/sec

下部貯水域での貯留量 810
それ以外の周辺地域での貯留量 300
チャオプラヤ河による排水量 3315
Suphanburi河による排水量 200

合 計 5365m3/sec

収支はこれで釣り合うわけである.
ところで，conservationの意味を実感として見てみるために，もし，仮に， 

conservation areasがその機能を放棄して,そこが乾田化されるようなことがあ 
ったとしたら,どんなことが起るかを考えてみよう.特に,バンコクはどうい 
う状態になるかを想像してみよう.その前に,バンコクの洪水防禦に対する基 
本的な考えを知っておく必要がある.現在のバンコクは洪水防禦措置をとらな 
いで,そのままにしておくと冠水害を受ける.したがって,現在すでにそれは 
輪中で囲まれている.ところが,この輪中堤の堤高を決定するにあたっては, 
次のような仮定の上に立って計算している.

(1)PhumipholダムとSirikitダムの洪水調節能力は約500m3/secである.
(2)現在のconservation areasは将来とも遊水池としての働きを続ける.
さて，もしconservation areasの一部を乾田化するとなると,これは上記の 

第2項の否定であり，したがって,バンコクの輪中計画は作りなおされねばな 
らないことになる.仮に上部貯水域の大部分が乾田化されて,この部分の洪水 
調節能力が期待できなくなったと仮定した場合のことが,NEDECO, ILACO & 

DHV (1970, pp.156-160)に述べられている.それによると,上部貯水域での 
洪水調節能力が仮に600m3/sec放棄されるとすると,それに応じて,バンコ 
クでの最大洪水位は最高0.4〜0.5m上昇するだろうという.こうなると,バ 
ンコクを守るために,何らかの手を打たねばならなくなる.上記の報告書は， 
このことに関して次の二つの対処法があるとしている.
(1)輪中堤を0.4〜0.5mかさ上げする.
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⑵ 新水路を掘削して,洪水の疎通を助け,水位上昇を防ぐ.
第二の方法にかんしては，具体的には,バンコクから海岸に向けて直線の放 

水路を掘るわけであるが,仮に，600m3/secの余分の洪水が上昇させる0.4〜 

0.5mの水位上昇を帳消しにするためには,新放水路は1000m3/secの容量が 
なければならないという.現在のチャオプラヤ河の約3分の1に相当する大き 
さの新水路が掘られねばならなくなる.バンコクの全域を,今よりさらに半m 

近く高い輪中で囲うということは大変なことである.さりとて大放水路を新設 
するということも,これまた巨大な工事である.総量約1800m3/secのデルタ 
の遊水区の約3分の1程度を，今の浮稲地帯から乾田に変えるというだけで, 
その下流部のバンコク地区には,実にこれだけの大工事を行なわねばならない 
ことになるのである.

チャオプラヤ河の溢流や氾濫というのは,堤防が不備で,河身が曲りすぎて 
いるが故に起っているのだ,という見方がないではない.たしかに,その意味 
では統御されていない未開の河川ということになる.しかし,統御されていな 
いで溢流し,途中で浮稲地帯にとどまっているからこそ下流は逆に助かってい 
るのである.このおかげで,下流のバンコクは,その氾濫をもろにかぶること 
がないようになっている.地形的にいうと，あの氾濫原と新デルタの氾濫部が 
こういう意味では実に重要な働きをしていることになる.いいなおせば,河川 
はそういう形で統御されているのである.conservationというのは,そういう 
形の統御を今後もするのであるという姿勢を表わした言葉なのである.
河川工学者達の解析は,圃場レベルでの稲作を論ずる時には，いささか大味 

すぎて扱いかねることが多い.しかし,こうした地域的な水収支を考える時に 
は実にはっきりしたイメ ージを与えてくれて大いに役立つものである.

3.4 植生からみたデルタ

私の植物に関する知識は極めて乏しい.しかし,それにもかかわらず,チャ 
オプラヤ・デルタを歩いているうちに,何種類かの植物に対しては，その特異 
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な生態の故に特別な注意を喚起させられ,いつの間にか,その植物を環境の指 
示者のようにして取り扱うようになったりしている.そして今では，それぞれ 
の地形区に対して,ある固有な植生のイメージを抱いている.この章では，こ 
うした植生から見た,私のデルタ•イメージを述べてみたい.

3.4.1環境の指示者
扇状地•段丘複合にしろ,あるいは古デルタや氾濫原にしろ,新デルタ以外 

の地形区の細分は,地形発達史学的な手法を用いれば,それほど困難なことが 
らではない.何故ならば,そこには起伏があり,起伏の判定で地表面の分割が 
可能だからである.しかし,低平広大な新デルタばかりは，ふつうには細分の 
手がかりがない.どこもが同じような平坦面であるからである.しいて細分し 
ようとすれば,土壌調査者が行なう如く,オーガーで地面に孔を穿ち,土壌採 
取を行なう等の方法を用いなければならない.しかし,これは大変な労力を要 
して一人の力ではやりにくい.

そこで,私が最初から気にしていたことは,水田の溝や畦に見られる雑草で 
ある.こうした植物の中から，何とか特殊な環境を指示するものを見つけて, 
逆にその植物の分布をおさえることによって,その環境の分布範囲を知ろうと 
いうことである.べらぼうに多い種類の中から,何種類かそうしたものを見っ 
けたように思う.そのうちのいくつかを以下に記してみたい.私が特に気にし 
ているのは,次の5種の草である.海に近い分布域を持っているものからとり 
あげる.

(1) ピヨ(Acrostichu?" aureuノか これは，1.5mぐらいの高さにのびるー
種のシダである.これが水田中の溝やクリークに生えていると，まず,その 
水には塩が上がって来ていると考えてよい.ピヨは本来マングローブ中のメン 
バーである.したがって,かってのマングローブ林を開拓したような所にこ 
れが生えている.水田化されると，マングローブはいち早く姿を消すが,この 
ピョだけはかなり頑張っていて,水田化の後も溝などに残り続ける.私は ， 
このピョが分布する範囲は,一応，一年に1〜2回は塩水の浸入して来る所で 



3 模式的にみたチャオプラヤ・デルタ 183

あろうと考えている.
（2）ナート（Prucea indica） これはイソギクに似た外観をしている.これ

も私は,塩分の指示者と考えている.但し前のピヨが塩水の指示者であるのに 
対して,これは塩気のある乾いた土の指示者である.例えば,マングローブ中 
を盛土をした道路が走るとする.すると,路肩にはこのナートが茂る.今は全 
面水田になっている所に道路が走ると,その路肩にやはり,このナートが点々 
と生えることがある.これは道路を盛り上げるために,周辺の土を掘り上げて 
積んだのだが,その土が塩を含む海成粘土であったのである.駄足になるが, 
私はかって東北タイのKhorat高原で塩性土壌の調査をしたことがある.塩 
分の有無を知るために,このナートを手がかりに選んだが,100%成功した 
（Takaya, 1974, pp. 48-63）. Khorat高原のような.どちらかといえば乾燥する 
土壌の上での塩分の指示者である.新デルタ内では,私はこの植物は,何らか 
の理由で乾燥させられた海成粘上の指示者と見ている.ちなみにこの植物には 
極めて近縁のもので栽培種がある.葉を煎ずると薬になるとされて庭先等に植 
えられることがある.識別に注意が必要である.

（3）ボング♦カティアム（Eleocharis s・ クログワイによく似ている.時 
に人は，この植物のことをイモのならないヘウと呼ぶことがある.ヘウとはク 
ログワイである.

この植物は通年湿性の環境指示者として,実に重要である.この草は湿田中 
では，そこに稲の生えている間は稲にかくれて見えないが,稲の刈取りが完了 
すると急に勢いを増してきて,かつての稲田全体をまるでイグサ田そっくりの 
緑のジュータンに変えてしまう.こういうポング・カティアム地の地表は,た 
いていポング・カティアムの遺体と,そのルート・マットで覆われていて,一 
種のピート地帯になっている.又通年湿性土であるからたとえ湛水が見えなく 
とも，その上を歩くと,足跡に水のしみ出して来るような所が多い.

（4）シンジュガヤ 日本等で見るシンジュガヤと同じと考えている.真珠
のような大きな粒をつけるからすぐわかる.私は,この植物は酸性硫酸塩土壌 
の貴重な指示者だと考えている.田の畦にこれが生えていると，その直下に 
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は3C~40cmの深さの所に,まずまちがいなく酸性硫酸塩土壌がある.南夕 
イ等へ行くとシンジュガヤとメート(Melakuca leucadendron)が共生してい 
ることがある.チャオプラヤ•デルタでも,開田以前はこういう状態が所々に 
あったのではないかと私は想像している.それが,今は生命力のあるシンジュ 
ガヤだけが残ったのではなかろうカ、.

⑸ サヌー (Sesba痴a sp) このマメ科の草本は特別な土壌や水文の指示
者という訳ではないが,デルタの環境推定には極めて重要である.なぜなら,  
それはその年の最大湛水深を示してくれるからである.この植物は支根で支え 
られ,さらにその上に毛状の水中根を生やす.この毛状の水中根の位置は,長 
期連続する湛水の水面に近いようである.浮稲地帯にこの植物は稲に混じて生 
えていることがよくある.
以上が新デルタ細分のための,いわば植物の方からの武器である.

3.4.2植生区
地形面と植生 さきに,各地形面ごとに独自の植物景観があるといったが,

1960年代に見えるものは次のようなものである
(1)ラテライトの段丘 段丘といえば，私はすぐにラテライトの上のフタ 

バガキ科の疎林を連想する.Ogawa (1961,p.156)はKabinburi附近の植物を記 
して，次のようにいっている.Dipterocarpus tuberculatusが多い.他には，D. 
obtusifoliusがあるが他の木はない.樹高はたいてい，10m以下.密に生えて 
いるが,樹冠は閉じてはいない.下には禾本科の草とフタバガキの幼木が多い 
と.私は,これが最も典型的な段丘の植生だと考えている.ラテライトの段丘 
には,しかしこのDipterocarpusサバンナ森以外に,いわゆる混合サバンナ林 
もある.この中には，上記の2種のDipterocarpusの他にShorea obtusa, Xylia 
たダみz・等の樹々が混じ,竹もある.これもまた乾いた感じのする林である.

(2)石灰岩地域の段丘 土が肥えているのか,森が深い.すでに前節の 
Lopburiグルムソル地区で述べたように,板根のある高木を有し,中層には密 
閉した常緑の樹冠が続く.ラテライトの疎林に比べると，深い常緑の森という 
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感じが強い.1960年代後半では,しかし残念ながら,こうした森はほとんど切 
り払われて,トウモロコシ・ソルガム畑になっている.

⑶死んだ扇状地 この地区の典型的な景観は広い水田の中に背丈,10~

15mの木が数 十mの間隔をおいて点在するまるで公園のような感じの景観であ 
る.Ogawa (1961,p. 78)は，これらは Dipterocarpus, Xylia, Shorea 等で，こ 
こは上記の混合サバンナ林が開田されたものとしている.以上の3種の木はた 
しかに多いが,私にはこれとは別に,サダオ｛Melia indict がもっと印象的 
である.乾季の間まるで全域が乾ききって,どの木も葉を落した後,雨季の始  
めにマンゴー・シャワーが来ると,いち早く新緑の若葉をつけるのがこの木で 
ある.この木の新緑は乾いた扇状地の上では鮮かである.
扇状地上では,まれに川筋に沿って,いわゆる川辺林が見られることがある.  

これには,ヤング(Dipterocar"s alatus),ヤング・デン(D costatus)»タキエ 
ン(Hopea odorata)等々の木が見られる.Ficusの類も少なくない(Murata & 

Matsumoto, 1974, p. 285)

(4)生きている扇状地 今では圧倒的に広い範囲が砂糖キビで覆われて 
いて,元の植生がどういうものであったかは,よく分らない.しかし，フタバ 
ガキ科のサバンナ林という感じではない.おそらくは，タコ｛Diospyros sp.) 
やコイ(Streblus asper)等の常緑樹を混じたモンスーン森があり,その中に前 
記の如き,いわゆる川辺林が何条も走っていたのではないかと想像している.

⑸ 古デルタ 古デルタの特徴は明瞭であるが,その構成は,いささか複
雑である.これは三つの要素から成立っている.第一は,自然堤防の高みを覆  
う果樹等の茂みである.第二は中位面を占める蟻塚のある水田部である.第三 
は低位の直播田で,ふつうそこには木は無い.
自然堤防の屋敷林には,チャムチュリー ｛Samanea saman),紅炎樹｛Deronix 

regia)マカーム(Ta/nariれdus indica)等の他，果樹として,マンゴー,ジャッ 
ク・フルーツ,それにココヤシが多い(Murata & Matsumoto, 1974, p. 288), 

他に竹も多い.
中位の蟻塚のある移植田部は,古デルタの現在の景観を最もよく代表するも 
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のである.30~150m間隔で,直径3〜4m,高さ1mぐらいの蟻塚がある. 
そして,その上にはドーム状の樹冠を持った常緑樹が必ずある.木の高さは, 
6~7mどまりである.これは,タコ（Dz'osめrosジ>.）とコイ（Streblus asper）等 
である.両者とも,普通なら20mを越す巨木になるものだが,農民が薪用に 
刈り込むから,こうしてこんもりとした小さいドーム状をなすのである.村田 
源氏（京大,理学部）によると,かっては,自然堤防の屋敷林を含めて，古デル 
タの大部分は,こうしたモンスーン林で覆われていたという.
低位は浅くて広い谷状をなし,普通は木の全くない浮稲田であるが,そうし 

た中に時たま,カトム（Mitragyne javanica var, microphylla）がある.これは 
20mぐらいになる落葉樹だが,7〜8月，水田に水が湛りだすと,小さい黄色の 
花を木いっぱいにつける.この低地には，カトム以外のいかなる木も無いから, 
よほどこの木はこうした季節的湛水に適した木に違いない.この木はその生態 
が,日本のハンノキと共通する所が非常に多いと思われる.低位部は,もとも 
とはカトムを主とする湿地林と湿地性の草原の混在であったのではないかと,  
私は想像している.

（6）氾濫原 古デルタで分類した三要素を用いるならば,氾濫原はカトム 
の点在する浮稲地帯が圧倒的に広 <,これに自然堤防の果樹等が所々に列状に 
延びるという形になっている.浮稲がベッタリと横たわっている広大な水田 
に,20mに達するカトムが散在し,そのまわりに所々で,2〜3m高さのサヌー 
（SesbaniGが小さい茂みを作るというのは,ここで最もよく見かける風景であ 
る.ここも開田以前は古デルタの低位部と同じように,カトムと湿地性草原の 
混在だったのではなかろうか.

（7）新デルタ これはひとことでいえば,木の無い草原地帯としてよい.
その中に，先に述べた新デルタの環境指示者達が散在している.もっとも完全 
な草原であるとすることは,正確ではない.元は，局所的な湿地林が所々に点 
在していただろうし,タイ湾ぞいには,今もニッパとマングローブ林が帯状に 
続いている.かつての湿地林もしくは，その周辺のメンバーかと思われるもの 
で,現在生き残っているものにサケー {Cojnbretum quadrangulare）がある. 
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これは,新デルタ中のかなりいろいろな所に残存している.サケーはこの他, 
古デルタ上の蟻塚の上や,時にラテライト段丘上の凹地にもある.ちょうど日 
本の柳のように,分布域が広く,極めて生活力の旺盛な木である.この木は新  
デルタでは防風林をかねて，薪用に家のまわりに植えられたりもする.
新デルタ細分とデルタの植生図 植物に触れたのは，元はといえば,これを

用いて新デルタの細分を行ないたいと考えたからである.そしてそのために, 
環境の指示者としての植物を求めたのである.しかし正直なところ,新デルタ 
の細分は,前記の指示者を用いても,それだけでは非常に困難であった.した 
がって，私が最終的に行なったことは,統一を欠いた分類であることを承知で, 
いわば,手あたり次第そこに見られる植物と作物を用いて,新デルタをいくつ 
かに分類することであった.結論的にいうと,この結果,新デルタは，（1）ニッ 
パ•マングロ ーブ地区,⑵野菜・果樹園地区,⑶ココヤシ地区,⑷ポング・力 
ティアム地区,⑸ー年草卓越地区,⑹シンジュガヤのあるー年草卓越地区の六 
っに区分できた.その分布は第71図に示してある.
以下,このことについて,少し説明したい.
ニッパ・マングローブ地区というのは,瀕海の海水浸入地区ということで, 

一応明瞭である.実際には,今日,マングローブ地区の中には多くの塩田や魚  
池が出来てしまっている.
野菜・果樹園地区を植生図の一つの単位にすることが正当か否かは疑問のあ 

るところであるが，とりあえずこれも一つ区別した.この地区はその大部分が 
輪中化されており,手の込んだ栽培がなされている.

ココヤシ地区としたものは,大河の河口近辺を占めている.潮汐の上下運動 
は大きいが,淡水の供給も豊富な所である.明らかに,乾季には塩水が浸入し 
ている.ココヤシは,しばしばニッパと共存している.

ポング•カティアム地区としたものは,先に議論したごとく,通年の湿性地 
である.乾季にもポング・カティアムが青々と茂っていて,これより北の内陸 
部とは完全に景観を異にしている.部分的には乾季の塩水浸入のある所がある 
が,ふっうは乾季でも淡水で覆われている.このポング・カティアム地区には
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稀にメート(Melaleuca leucadendroか が見られる.古老の話によると,昔はこ 
れが多かったというから,この地区は元はマングローブ帯の背後の,いわゆる 
酸性湿地林であったのかも知れない.
以上は総て海岸に近い部分である.ここはとにもかくにも特徴的な植物で覆 

われていて,その細分は可能である.しかし，これより内陸は全面水田である. 
その景観は極めて単調であり,細分に困る.この内陸の水田地帯はごくおおざ 
っぱにいえば,ー年草地帯である.その意味では,先のポング・カティアム地 
区とは極めて明瞭な対立をなす.

この地区は雑草で見るかぎり,シンジュガヤのある地区とない地区に区分さ 
れる.一般的にいうと,チャオプラヤ河より東は,シンジュガヤが多くの所で  
見られる.一方,チャオプラヤ河より西では，それがない.このことは,先に 
も述べたように，酸性硫酸塩土壌地区と中和されたジプサム地区に対比しうる 
と考えてよい.
以上が6区の簡単な説明である.第71図には,上の6区の分布図の他に,ピ 

ョ(Acrostichum aureuni)の分布限界と，ナート(Prucea indica)の分布位置 
をも示してある.先に述べたように,ピョの分布限界は，時たまの塩水浸入の 
内陸限界を示している.一方,ナートは,その下層土が海成粘土であることを 
意味している.

3.5灌漑•排水工事によるデルタの変貌

今日のデルタの水文環境は,もちろん自然のままのものではない.過去100 

年間に,水路掘削とダム建設がデルタ水文を大きく変貌させたからである.こ 
こでは,こうした水利的なデルタ改変について,ごくおおざっぱに見てみたい. 
灌漑に関しては,後に歴史的な観点から詳述するっもりであるので,いささか 
重複のきらいはあるが,必要最小限のことを述べたい.それは,この章の最後 
に,稲作から見たデルタ模式図を示したいのであるが,それをするためには, 
どうしても灌漑•排水による改良された水利のことを知っておかなければなら
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ないからである.

3.5.I 灌漑•排水事業
水不足のデルタ 1831年,Rama HI王がアユタヤに水位標を建設してから, 

1948年までの117年間の水位と,稲収量を分析して,Kambhu (1949, p. 9)は 
次の如く述べている.

(1)117年のうちで,洪水害が起ったのはたったの4年のみである.
(2)117年のうちで平常年と考えられるのは,53年である.その時,アユタ 

ヤの最高水位は3.50~4. 20m m.s.I.の間に入っている.
(3)最高水位が3. 50m m.s丄 に達しない年は総て旱越年であるが,それは 

H7年中,60年であり,その内訳は次の通りである.
(a) 21年は軽微な被害
(b) 35年は強い被害
(c) 4年は極めて強い被害

同論文は被害というものの実態を示すために,彼のいう平常年のデータを示 
している.それによると,1937年〜1941年は平常年なのだが,それでも,平均 
すると,生育初期に15.5%,中期にU.7%,計27. 2%の地域が被害を被ってい 
る.この結果,収量は,植付面積に対して536kg/acre (1.34ton/ha),耕作面 
積にすると,468 kg/acre (1.17 ton/ha),というみじめなものだという.彼 
は,これが平常年の値であるから,旱魅のある年は,いかに悪い状態になるか 
は想像に難くないだろうというのである(ibid., p.10).

世銀借款を獲得しなければならない立場にある灌漑局長の発言であるから, 
職務に対する熱心さが前面に出すぎている,という見方もあるかも知れない. 
しかし,少なくとも明らかなことは,デルタが洪水よりも，旱魅により多くな 
やまされていたことだけは確かなのである.

こういう前提のもとで,Kambhu論文は,タイ国での稲作のための必要水量 
について検討を行なっている.それによると,デルタで普通に作られる6力 
月稲の生育のためには,全期間を通じて,1828mmの水が必要であるというの 
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である.同氏によれば,これは一般にいわれているように,稲は1日に10mm 

の水を必要とするという常識にも符合しているという.ところで,これだけの 
水は,チャオプラヤ・デルタの場合,降雨だけでは期待できないから,どうし 
ても灌漑が必要である,というのである.仮に,稲作期間を5月15日からU 

月15日までの6力月としてみると,この間の降雨は,デルタでは,1050mmし 
かない.したがって，1828 — 1050 = 778mmの水がどこからか持って来られな 
ければ稲は成長しないというのである.

この純灌漑水量は,後背湿地のような相対的な凹地では,自然流入して来る 
水でまかなうことが可能であろう.しかし,自然流入の不可能なような所では, 
人為的に導水して来なければならない.Kambhuはこの778mmの純灌漑水量 
を得るためには,導水途中でのロス等として,800mm を余分に考えておかね 
ばならない,すなわち,粗灌漑水量は!578mmを要するというのである.い 
いかえれば,デルタでは,ちゃんとした稲作をするためには,6力月の間に, 
とにかく,1578mmの深さに相当する水をどこからか運んで来なければならな 
いと考えるのである(ibid., pp. 19-20).

このことをKambhuはまた,次のようにもいっている.仮にlhaの土地に 
1578mmを導水するとすると,その総量は,157.8cm X108cm2 =1.578X1010 

cn?である.一方,5月15日から11月15日までの183日間は,183X24X60X60 

= 1.581X107秒である.したがって1秒間では(1.578X1010)cm34-(1.581X 

107)秒之103cm+ 簡単にいってしまえば,タイのような条件の所では,ちゃ 
んとした稲を作るためには,灌漑用水として,平均してlha当り毎秒1リッ 
トルの水を送り続ける必要があると考えればよいというのである(ibid., p.21).

1958年,チャオプラヤ・デルタの北部で現地調査を行なった海田は,Kam

bhu のいう1578mmという粗灌漑水量は，実際には少し大きすぎるようだと 
いう結論を得ている.彼は,調査地点を移植稲地区と直播稲地区とに分け,そ 
れぞれ別個に調査をして,前者では,950±200mm,後者では，1150±270mm 

の粗灌漑水量が実際には給水されているとしている(海田,1975, p. 256).

両者の間に,少しの開きはあるが,デルタは水不足地域であり,人為的な灌 



192 熱帯デルタの農業発展

漑が必要だという点では,意見は完全に一致している.
灌漑局の開発戦略 灌漑局は戦後のデルタ改造の実施に先だって,彼等のデ 

ル夕生態に対する基本的な考えをはっきりさせている.以下はKambhu論文 
(1949)に示されたところである.

まず,デルタは地形的に3区に分けられるという.
⑻ 主要河川の上流部,すなわちアユタヤより北に見られる河川ぞいの高地 

帯・
(b)主要河川の上流部で上記高地帯の背後に生ずる低地帯.
(c)アユタヤより南,海岸近くまでの間の約60kmの間に広がる平坦地 

(Kambhu, 1947, p.17).

上の各区における水利条件は次の通りである.
⑻高地帯では,特別大きな洪水のある年の雨季後半以外は,天水しか得る 

ことができない.
(b)低地帯では,7月以降は洪水と雨が合して深すぎる湛水の危険がある. 

したがって,ここの稲ははこの時までに溺死をまぬがれうるだけに成長し  
ていなければならない.このためには,稲作作業の開始は4月後半から5 

月にかけて行なわれなければならない.しかし,実際には，この時には, 
ふつう,それを開始するに必要な水がない.

(c)アユタヤ以南の平坦地では,洪水の流入はおそいから,稲は8月いっぱ 
いまでは,天水だけしか得ることができない.ところが,しばしば,7月 
後半から8月初めにかけて,ドライ•スペルが襲い,せっかく雨季初期に 
伸び出した若苗を枯死させる(ibid., p.17).

こういうことで,デルタには,性質の異なった問題をかかえる三つの地区が 
あるということの確認がなされている.いうまでもないことであるカく,高地帯 
は本書でいう古デルタの中,高位部に当っている.低地帯は古デルタの低位部 
と氾濫原とである.アユタヤ以南の平坦部は,新デルタに相当している.

ところで,上の三つの地区に対する開発方針は当然また異なったものになる 
訳である.それは次のように決定されている.
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(a) Chainatにダムを建設して,本流の水位を上げる.そして,この高水位 
の水を水路で,高地帯のなるだけ高位に導水し,そこから,この地帯一体 
を重力で灌漑する.かくして,雨季初期の耕起時期の水確保につとめる.

(b)低地帯の被害は雨季の急増水による稲の水没害である.これを阻止する 
ためには,この地帯への洪水の流入を阻止する必要がある.しかし,この 
ことは事実上,高地帯への導水とは二律排反の関係にある.高地帯を灌漑 
すると決定すれば,自動的に,ここは当分の間はその改良を断念し,高地 
帯のための水捨て場になるという犠牲を甘受させることにしなければなら 
ない.

⑹低平部では水路網を整備，拡張し,もって,広域に灌漑水の迅速な流通 
をはかり,雨季初期の旱魅害を防止する(ibid. pp. 18-19).

かくて,デルタは氾濫原と古デルタ低位部の犠牲の上に,その開発路線が敷 
かれるのである.いわゆる,大チャオプラヤ・プロジェクトの基本方針がここ 
に示されているのである.

3.5.2改造された水利
現在までに行なわれた水利工事 大チャオプラヤ・プロジェクトだけが,チ 

ャオプラヤ•デルタで行なわれた水利工事ではない.組織立った大きな農業水 
利工事だけを見ても,すでに19世紀の最末期には，Rangsit地区の開発などが 
行なわれている.ここでは,どういう水路が地表に刻まれ,それによって,元  
のデルタ水文が,どのように変容させられたかについて,その大枠だけを記し 
ておきたい.第72図には,次の如き水路群が示されている.

I. Rangsit地区 これは,1890年代以後,シャム運河掘削•水田灌漑会 
社によって掘られた水路網地区である.その後,くりかえし改良が加えら 
れ,現在ではChainat・Pasak運河を経て,Chainatの上流で取水されたチ 
ャオプラヤ河の水が導入されている.

H. Chiengrak*Bang Hia地区 チャオプラヤ東岸から海岸にいたる一種の
淡水化プロジェクトである.1900年初頭van der Heideの頃から始められ,
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第72図過去の主要灌漑工事を示す図•I—Vについては本文を参照されたい

その後戦後は海岸道路の建設などで,防潮堤は一段と強化され,防潮と保 
水の効果が著しくあげられている.
川•West Bank 地区 Suphanburi河とチャオプラヤ河との間の新デルタ 
地区のこの工事は戦前,雨季の稲作安定のための灌漑工事として出発した. 
しかし,戦後,大チャオプラヤ•プロジェクトに組み入れられた時点では, 
目的変更をさせられ,雨季のバンコクを洪水害から守るための水貯め輪中 
として整備されている.

N・大チャオプラヤ•プロジェクト本体部 前記の大チャオプラヤ•プロ
ジェクト中で,Kambhuが高地帯として記載した所である.1950年に本格 
的な工事が開始されたが,先にも述べた如く,凹地の犠牲の上に高所への
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給水工事が行なわれた.
V. Mae khlongプロジェクト地区 Mae Khlong河の作る生きている扇 
状地の灌漑計画である.1964年起工•大チャオプラヤ•プロジェクトに酷 
似した思想で高燥地への給水を考えている.

以上が,デルタ内で行なわれた大工事だけを拾い上げたものである.こうし 
た工事は,今では総て有機的に関連しあい,結局は,大チャオプラヤ・プロジ 
ェクトの持つ大方針である水不足地への安定した給水を軸に着実に前進してい 
る.そして，この水不足地への給水をより能率的に行なうために,最後に登場 
してくるのが，最上流の山地域における大貯水池の建設である.

Phumiphol,Sirikit両ダムの建設 最上流にできたこれらの大貯水池は, 
下流デルタへの乾季の給水を可能にし,ここに乾季稲作の可能性が大きく 
生れ出て来た.

改良後の水利から見たデルタ 人工の加えられていないデルタの水文環境は 
すでに第68図に示した.これに第72図のような水利工事が施された時の状態が 
現在のデルタの水文状態である.この灌漑施工にともなう新しい水文環境の形 
成を私は第5表にまとめたように考えている.

これらの1から10までの現在の水文区の分布は第73図に示してある.以下, 
ごく簡単に各区について述べてみる.
1.非灌漑の扇状地・段丘複合 天水だけしか受けられない扇状地・段丘
複合である.雨季でも水不足はきびしい.乾季の乾燥は飲み水さえなくな 
るほど深刻である.

2. 灌漑された扇状地・段丘複合 Mae Khlongプロジェクトのように, 
チャオプラヤ水系以外の水源に頼った灌漑地区である.Mae Khlong河, 
Pasak河以外は必ずしも充分な水源に恵まれず,灌漑施設はあっても,必 
ずしも充分な水が確保できているとはいいえない.

3.灌漑された古デルタ 大チャオプラヤ•プロジェクトの灌漑の恩恵を
最も強く受けている所である.自然の状態では水不足の古デルタ高,中位 
面の移植地帯が充分な灌漑水を受けるようになった.逆に低位の直播田地
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第5表 もとの水文環境と灌漑施工にともなう新しい水文環境

もとの水文区 施された水利工事 現在の水文区

扇状地•段丘複合 Mae Khlongプロジェクト
L非灌漑の扇状地•段丘複合
2.灌漑された扇状地•段丘複合

古デルタ 大チャオプラヤ•プロジェクト 3.灌漑された古デルタ

氾濫原 4.遊水池的になった氾濫原

新デルタ〈

氾濫部］

中央部＜

海岸部］

West Bankプロジェクト 
Rangsitプロジェクト等 
West Bankプロジェクト

防潮工事

4'•遊水池的になった新デルタ氾濫部
5.輪中化された新デルタ氾濫部
6.灌漑されたEast Bank

7.輪中化されたWest Bank

8.非灌漑の新デルタ中央部
9.保護された海岸部

io•保護されない海岸部

第73図 水利工事施工後のチャオプラヤ・デルタの水文環境•1〜10については本文を参照
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区はむしろ,中,高位からの多すぎる落ち水になやんでいる.いわゆる凹 
所の犠牲で高所の改良がなされた典型的な地区である.

4.遊水池的になった氾濫原 大チャオプラヤ・プロジェクトの水捨て場
として機能させられている所である.水捨て場になったとはいえ,自然の 
状態に比して,それほど大きな変化があった訳ではない.
遊水池的になった新デルタ氾濫部 上記4に似た性質を持つ所である.

5.輪中化された新デルタ氾濫部 急増水と深い湛水深は氾濫原に似てい
る.雨季には上流域からの水捨て場として機能させられることも同じであ 
る.年中,強制送水が行なわれているので,所によっては年中,土の乾か 
ない所が生じている.こうした所では乾季作が現われかけている。

6.灌漑されたEast Bank 水路網掘削以前は,数十cmの起伏のため
に,雨季初期等には水だまりと高燥地がモザイクをなしていた.水路綱の 
敷設はこうした水溜りの水を高燥地へ配分し,地域全体の水利を均一化し 
た.水路に閘門が取りつけられるようになってからは，この効果は特に大 
きくなった.戦後は,こうした水路網に外部からの水も供給されるように 
なり,地域全体の水利は一段とよく整備された.

7.輪中化された West Bank バンコクの水没を防ぐためにということ
で,極めて意図的に遊水池化させられた所である.雨季は稲作には不向き 
なぐらい多くの水が強制的に注入されている.そのかわり乾季にも自然流 
入と揚水ポンプで給水がなされている.稲作の中心は，むしろ乾季作であ 
る.

8.非灌漑の新デルタ中央部 多少の水路は掘削されているが,高度な灌
漑水路網のない地区である.自然のままの水文条件を多く残す所であり, 
雨季初期の水不足が目立つ.

9.保護された海岸部 もと感潮帯であるが,防潮堤と水門により海水の
浸入を遮断した所である.上流からの落ち水が保留されるような仕組みに 
もなっており,通年の淡水湿地に似た環境になっている.

io•保護されない海岸部 感潮河川の網の目におおわれている所である.
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年中湿潤状態を保っているが,その一部には乾季に塩水が溯上してくる. 
現状のデルタ水文は上に述べたようなものではないかと私は考えている.

3.6稲作からみたデルタ

デルタは先に見たように,その原環境が多様である.そしてまた,そこに加 
えられる人為の力も,時に地域差を助長する.こうして,デルタにおける稲作 
は,今日では,けっして単純なものではなくなっている.ここでは,稲作とい 
う局面からみた時,今日のチャオプラヤ•デルタは,どういう地域構成を持つ  
ているのかを見てみたい.

3.6.1 伝統的栽培法
チャオプラヤ・デルタには,およそ,4種類の伝統的な栽培法が見られると 

私は考えている.深水直播法,乾田直播法,普通移植法,それに湿地移植法で 
ある.以下,それぞれについて説明する.
深水直播 これは,チャオプラヤ・デルタでは最も広い面積を占めるも 

のである.4月中頃から5月いっぱいにかけて,マンゴー •シャワーがやって 
来るようになると,農民は,いっせいに田に出て,少しゆるみかけた田を水牛  
で荒起しする.一回の荒起しをしただけで,大きな土くれがゴロゴロしている 
上に，そのまま乾いた籾を播く.あるいは,もうー度舉をかけ，少しの砕土を 
行なった後に乾いた籾をまく.いずれの場合も,散播直後に,もうー度覆土の 
ための舉をかけ，これで播種作業を完了する.昔は,全く荒起ししていない田 
面に播種を行ない，そこに犁をかけて覆土し,播種作業を完了するという方法 
もあったらしい(Anuman, 1961,p.19)が,今はこのような例は見ない.
播種後,降雨が繁くなると，稲は雑草といっしょに成長する.発芽後2力月 

やそこいらは,湛水はないから,稲は畑状態でまるで雑穀のように生長する. 
ふつう除草は行なわない.したがって,この時期には，しばしば，雑草の方が 
優勢で全体が一大草原のように見えることがある.しかし,やがて8月に入り, 
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湛水が始まり,それが8月後半になって水深を増すようになると,ほとんどの 
雑草は溺死してしまい,稲だけが増水に追い越されないように,どんどん背丈 
を伸ばしてゆく.洪水期は稲の栄養成長期であり,やがて,12月から1月にか 
けて湛水が消える頃には,稲は実る.刈取りは穂首の60cmぐらいだけが高刈 
りされ,脱穀場に運ばれ,水牛に踏ませて脱穀される.
急増水と深湛水の地域の稲である深水直播稲の最も代表的なものは,いわゆ 

る浮稲である.これは,節間伸張力が時に10cm/日にも達するといわれる特殊 
な能力を持ったものである.こうした増水期に伸びた茎は,まるで糸のように 
細い.しかし,そうした糸のように細い茎の節からは，雄大な水中根が生じて 
いて,それで水中から養分を吸えるようになっている.現在のチャオプラヤ・ 
デルタの浮稲の場合,こうした糸のような茎が1.5mぐらい伸び，その先に普 
通の稲と同じような,しっかりした太い茎を持つ部分が1mぐらいくっついて 
いるのが多い.時には,この太い部分になってから,はじめて4〜5本に分藁 
しているものがある.
深水直播稲はカオ・ナック(重い米)と呼ばれ,長期種が多い.多くの品種  

があり,生育日数はいろいろである.短いものでは,播種後170~180日，12 

月初めに刈り取られる.長いもので230~250日,1月末から2月上句にかけ 
て刈り取られる.Tanabe (1980, p. 681)はSena附近では,浮稲といえば,ふ 
つう生育日数210〜220日以上のものだとしている.

ところで,急増水地帯では,何故に直播栽培が行なわれるのか,いいかえれ 
ば,なにゆえ,移植栽培が行なわれないのであろうか.答えは結局,代搔き水 
がないからである.代搔き水ばかりか,普通は苗代を作る水さえもない.先に 
Kambhu (1949, p.17)も指摘したように,このことは，氾濫原やより典型的 
には新デルタの中央部で毎年起る現象である.こうした所では，雨季初期には 
全く水がないが,一旦湛水が始まると,あれよあれよといううちに,もう移 
植を許さないくらいに深く湛水してしまう.こうした所では，生育初期は，ま 
るで畑作物のように非湛水下で生長して，湛水後は，急増水に溺れないで生き 
てゆくような,特殊な能力を持った品種を用いて,対処してゆくより他に仕方 
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がない.雨季初期,ふつうならば導水して,代搔きを行なわなければならない 
ような時期に，それができず,畑状態でしかありえないような所に播種の行な 
われているのが実は直播の意味なのである.直播というのは，したがって,深 
水ということとは何ら関係がない.むしろ,雨季初期の水不足が直接の原因な 
のである.
水路網の拡充と,揚水ポンプの普及は，こうした雨季初期の水不足を解消さ 

せるものである.当然の帰結として,近年は，かつての直播地帯に移植田が広 
がり出している.揚水できる所では,代搔きをして,植付けをしておけばよい 
のである.よほどの激甚な洪水地帯や深湛水地帯でないかぎり,少し背丈の長 
い品種なら，たいていの洪水には耐えられるからである.
乾田直播 灌漑施設のない扇状地等,非常な水不足地帯で行なわれる別

の直播法がある.それをここでは乾田直播法といっている.雨季の初めになる 
と,まだほとんど湿り気のない田に犁が入れられる.時には,乾季中にでも耕 
起が行なわれる.たいていの乾田直播田は砂質だから,土は充分に湿らなくと 
も比較的柔らかく,犁耕が可能であるからである.こうして,1~2度耕起した 
後,そこに乾いた籾が散播され，覆土される.こうして,播種された稲は,雨 
が繁くなると発芽して生長する.しかし,かならずしも長期に湛水するとはか 
ぎらない.幸運ならば,普通の水稲のように長期の湛水を享受するが,時には, 
まるで陸稲のように非湛水下で生き,あるいは,しばしば生育途中で枯死する. 
枯死といえば,この乾田直播では,雨季初期の不安定な降雨をおそれて,ふっ 
うは深水直播田よりもずっと遅く,6月に入ってから播種のなされることが多 
いのだが，それでも,降雨の不調で枯死することがある.ー度発芽した苗が, 
途中でドライ・スペルにであうと,保水能力の小さい砂質土壌の上では簡単に 
枯死するのである.こうした場合,もう1度と播きなおしされることも稀では 
ない.
乾田直播は稲作の最外縁で行なわれるのが普通である.こうした最外縁では, 

稲田は疎林に漸移し,時に田中に多くの立木が立っていて,まるで林か稲田か 
わからないような,いわゆる産米林（高谷,友杉,1972）が広がる.乾田直播は, 
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よくこういう所で見かけられる.また,稲田の外縁部では,畦はあるけれども, 
例年は芝に似た草が生え,放牧場にしている所がある.こうした所は，たまた 
まある年に雨が多いと,急拠掘り起され,乾田直播の稲が作られる.逆に,雨 
の少ない年には,放牧場は例年の乾田直播田の上に広がってゆく.乾田直播と 
は,こうして,稲作地の水不足側のフロンティアで乾燥に耐え得るために出て 
来た半陸稲的な直播法なのである.
乾田直播法で作られる品種は，ほとんどがカオ•バウ（軽い米）と呼ばれる 

短期種で,一般には不味で劣質の米とされている.乾田直播稲は,しかし陸稲 
とは,はっきりと区別されるべきものである.チャオプラヤ・デルタ周辺でも, 
山地に入ると,一部に陸稲が作られているが,それらは点播されるし,圃場に 
は畦がない.したがって,湛水の可能性は皆無である.しかし,乾田直播はあ 
くまで水田である.畦があり,その中は均平化されておりさらに牛耕される. 
しばしば畦は50cmを越す高さのものがあり,こういう所では,時に40cmぐ 
らいの湛水が溜めこまれることがある.
乾田直播は移植地域にしばしば侵入して来る.例年なら移植田になる所が寡 

雨年には,この乾田直播法に侵入されるのである.この例はすでに，Suphanburi- 

Wisetchaichan道路ぞいの古デルタ上で述べた.
普通移植 ここにいう普通移植は,日本等で行なわれている移植法と本 

質的に何ら変るところがない.本田の一部に苗代を作り,そこで仕立てられた 
若苗を,よく準備された本田に移植してゆく.
本田準備は,まず荒起しに始まり,砕土,そしてその後は水を入れて代搔き 

が行なわれる.荒起しと砕土は非湛水下で行なわれるから,いつでもよいが, 
代搔きは湛水を要するから,たいてい7月に入り,降雨が多くなってからであ 
る.もっとも,湛水はあまりに深くなりすぎても代搔き作業はできない.この 
ために適宜,給水,排水ができるような所でないと,安心して移植のための本 
田準備はできない.こうして,充分に整地された圃場に若苗が数本ずつ指で植 
えつけられる.
普通移植稲は,模式的にいえば,デルタの中位面に存在している.すなわち, 
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前記の乾田直播田が高位の排水域を占めることになり,深水直播田が低位の受 
水域を占めることになる.中位の移植田は,こういう意味では,乾田直播田か 
らの落水を受け,もし水があまった時には，低みの深水直播田に落としてしま 
う・

ところで,ここで少し移植と灌漑の関係について考えてみたい.このことは 
直播田の場合を考えてみると理解し易い.直播田の場合は耕起だけであるから, 
それは,土が少し湿り気を帯び,犁の刃先が立つようにさえなれば,もういっ 
でも可能である.しかも,一旦耕起できれば,播種はすぐに可能である.播種 
された籾は,土に充分な水分さえあれば発芽する.こうして，直播法において 
は,土が湿ってさえおれば農作業開始は可能になる.いいかえれば，直播法に 
とって重要なことは,土の湿りであり,したがってそれは降雨の開始時期であ 
る.直播稲の作業開始が4月中頃から5月という早い時期に行なわれるのは, 
この故である.私は直播稲栽培は,本格的モンスーンよりも,いわゆるマンゴ 
一・シャワーに支配されていると考えている.

この点,移植稲は違う.それは先にも述べたように,湛水を前提としている. 
ところが湛水といえば，マンゴー •シャワーではとうていおぼつかない.やは 
り，7月に入ってからの本格的なモンスーンに頼らざるをえない.湛水が安定 
して得られる最も早い時期といえば7月から8月にかけてである.移植法では, 
したがって,農作業はこの7月,8月を中心にして考えられなければならない. 
7月から8月にかけて,ちょうど1力月目ぐらいになる苗を育てておくために 
は，苗代は6月に行なわれねばならない.普通移植はかくて狭義のモンスーン 
を軸にした稲作である.

いささか唐突な表現かも知れないが,マンゴー ・シャワーを軸にした稲作と 
いうのは，本来,陸稲の栽培に似ている.あるいは,稲を畑作物として取り扱 
っている.こういうと,深水直播稲や浮稲が畑作物であるのかということにな 
る.私は浮稲はある意味では畑作物に似ていると考えている.特に作季の前半 
はそうである.あの無湛水の畑状態で雑草とともに生い茂る浮稲の初期の2~3 

力月はどうみても畑作物だ.こういうふうに見てみると,普通移植稲のみが， 
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厳格な意味での水稲であるということになる.デルタでは,厳密な意味での水 
田耕作はその中位面でのみ行なわれているのである.高位面でも低位面でも, 
行なわれている稲作は畑作的なのである.浮稲などを見ていても,何か水没し 
た雑穀という感さえするのである.
湿地移植 ここで湿地移植といっているのは,新デルタの海岸部で例の 

ポング・カティアム(Eleocharis跆・)が群落を作る通年の湿地で行なわれる移 
植のことである.この湿地移植は，成長している所を見ていると,普通移植と 
何ら変らない.目立った特徴といえば,稲の刈取り後,そこがまるでイグサ田 
のように濃い緑の絨緞で敷きつめられることだけである.私はしかし，このポ 
ング・カティアムの多い湿地で行なわれている移植は,上に述べた普通移植と  
は全く別物であると考えている.
現在この地域は,7月頃,簡単な代搔きが行なわれて,移植が行なわれてい 

る.時には,トラクターがローラー様のものを曳いただけで植付けされている 
ことがある.刈取りは1月から2月である.

1960年代の後半に,私がこの地域で見た植付期の風景の中には,極めて奇妙 
なものがあったように思う.まず第一に，植付時期がずいぶん遅いものが目に 
ついた.他地域がもうとっくに植付けを完了した9月になってから,植付けを 
行なっていたものがあったように思う.第二は,本田準備に長柄の鎌を振るっ 
て，ポング•カティアムをなぎ倒しているのをよく見た.それに,稀ではある 
が,植付棒を用いて植えているのを見たことがある.
植付期が9月に入ってからというものは,チャオプラヤ西岸では,1980年の 

現在でも時に見られる.農民にその理由を聞くと，塩が充分に洗い流された後 
に植付けをした方がよいからだという.すでに議論したように，海岸の湿地帯 
はもともと感潮帯であり,乾季には塩水の浸入がありうるからである,防潮堤 
の完備しているはずの東岸でも,十数年前には,例えば,Bang Pakong河口な 
どー部の所では,こういう現象があった.

ところで,私はここで自分が10年前に見た大きな鎌と植付棒を重視して,こ 
のポング・カティアム湿地の移植は，先に述べたデルタ中位の,いわゆる普通 
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移植とは全く違うものであると断定したいのである.この間の事情を説明する 
ために,ここで,スマトラの東海岸等東南アジア島嶼部で現在行なわれている 
稲作を略述してみよう.これは次の通りである.すなわち,湿地様の本田に生 
い茂った草や灌木をまず大鎌でなぎ倒す.そしてなぎ倒されて浮んでいる草を 
熊手様の物でかき集めて畦に積み上げればこれで本田準備は完了である.耕起 
や代搔きは全く行なわない.あとは70〜80cmに育てられた苗を植付棒を用い 
て移植する.ここに見られるように,マレー海岸湿地稲作の特徴は明らかに無 
耕起であり,そのかわり大鎌で草をなぎ倒し,棒を用いて植付けることである. 
十数年前にチャオプラヤ•デルタの海岸部で私の見た稲作は,このマレーの稲 
作と同類のものに違いないと私はいいたいのである.

チャオプラヤ•デルタにおけるこの種の農作業は私以外の人も見ている.例 
えば,Pendletonは,非常な深水になる所ではend slotted stickが用いられる 
(Pendleton, 1962, p.164)といっている.先が二又に分かれた棒というのはマ 
レーでいうククカンビン,すなわち植付棒である.

もし,こういうものが湿地移植の中味であるとしたら，これはやっぱり普通 
移植とは区別しておくべきものなのであろう.耕起をし,砕土をし,代搔きを 
して,雑草の全くない泥土の上に若苗を植えてゆくのと，無耕起の田面に大苗 
をさしこんでゆくのとでは大変な違いではないか.

1980年の今日,海岸部で行なわれている稲作そのものが湿地稲作であるとい 
っているのではない.今日ではすでに水牛やトラクターが使用されていて,一 
見他地域の普通移植稲と変らない.しかし,それにもかかわらず詳細に見ると, 
なおそこには湿地特有の現象が見られる.例えば，この海岸湿地では，同じ水 
牛やトラクターを用いてもそのねらいが違う.ここでは作業のねらいは草の切 
断と軽いパドリングである.普通移植地では,何よりも耕起そのものが目的と 
されているのとはよい対照である.
四つの栽培法の分布 上に議論した4種類の栽培法が,1960年代の中頃にお 

いてどのような分布をしていたかを,地形区の上に整理してみたのが第6表で 
ある.
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第6表 伝統的稲作における圃場立地と栽培法との関係

栽培法 
圃場立地 乾田直播 普通移植 深水直播 浮 稲 湿地移植

扇状地•段丘複合
［高位部 
［低位部

〇

〇

古デルタ (

’高位部 

中位部 
,低位部

〇

〇

〇

氾濫原 〇 〇

新デルタ <
’氾濫部 

中央部 
’海岸部

〇 〇

〇

〇

上の第6表からもわかるように,乾田直播は,扇状地・段丘複合や古デルタ 
でも,どちらかといえば水がかりの悪い所にある.これに対して,そうした所 
でも,水がかりの良い所が普通移植田になっている.普通移植は同じ古デルタ 
でも下位面にはない.ここは,あり余る水の急激な集中を処理しえないからで 
ある.こういう所では,普通移植にかわって,深水直播が行なわれている.
深水直播の中心は,氾濫原と新デルタである.新デルタは,海岸の湿地部分 

を除いて,その総てが深水直播稲で覆われている.深水直播稲地区の中でも増 
水が特別急激で,しかも長期に深く湛水する所では,浮稲が出現してくる.
新デルタでは海岸に近づくと,湿地が現われる.それはいわば,熱帯降雨林 

の海岸湿地にも似たような環境の所である.こうした所に見られるのが湿地移 
植法である.

3.6.2最近の稲作
戦後の新技術の導入が伝統稲作を大きく変えた.すでに灌漑工事がデルタ水 

利を変えたことは記したから,ここでは特に新品種導入のもたらした影響を検 
討してみたい.そして,最後に,こういう変容の結果,帰結している1980年の 
今日の稲作を,大まかな稲作区に分けてもうー度眺めなおしてみたい.
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非感光性品種の導入 在来稲は,ほぼ総て感光性品種である.すなわち,ど 
の稲も日長が短くなると開花,結実するような品種である.この性質のために, 
伝統的な稲作では，その作季がほぼ自動的に雨季作一作と決っていた.ところ 
が,1960年代に入って,優良な非感光性の品種が導入されると,この束縛から 
解放されることになる.

1960年代，雨季前作というのが,さかんにいわれるようになった.これは, 
West Bankでの話で,この地区が遊水池としての性質を持つように意識しださ 
れ,それまでの雨季稲にとってかわって,雨季を避けた稲作が奨励されるにい 
たってからである.当時,さかんに作り出されたものは,4月から5月に移植 
して8月から9月,増水期までに収穫を終えるというものであった.雨季の増 
水期までに,総ての作業を完了するから,この呼び名があった.その後,この 
地区における作季はさらに変った.1970年代の後半には,2月植付け,7月刈 
取りというものや,1月植付け4月刈取りといったものがある.いずれも,9 

月,io月,11月の最大湛水期を避けて,その他の期間中で，最も都合のよい時 
期に作季を決めているものである.こういう作季の選択は,在来種では行なえ  
なかったことがらである.少なくとも,在来稲の中には，こういうことを許す 
非感光性品種で優良なものはなかった.
非感光性品種が出現して,作季の束縛から解放されると,あとは水利さえ許 

せば多期作が可能になる.現在すでに,灌漑水が年間を通じて得られる所では, 
二期作が行なわれている.もっとも普通に行なわれている二期作は,旧来の雨 
季作栽培をそのまま行なって,その後に適当な時期に作期の短い非感光性品種 
を植えるというものである.第一作の雨季作は,まず例外なく感光性のある長 
期種である.第一作は，移植もあるが,直播のことが多い.第二作は,圧倒的 
に移植が多い.一般に,こうした二期作の場合,農民は第二作により手間をか 
ける.例えば,雨季作にはあまり用いることのない肥料を用いる.
沿岸湿地における非感光性品種導入後の姿は,それ以外の所と少し様子が違 

う.ここでは,多くの所で二期作を行なうが，どれが第一期作であり,どれが 
第二期作かわからないような状態になっている.現地を歩くと,刈取り中の横 
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に植付け中があり,また開花中のものがある.稲作期というようなものが無く 
なったような錯覚をさえ覚える所である.こういう場合,用いられる品種は総 
て新来の非感光性品種である.もともと沿岸湿地には,伝統的な稲作において 
すら,作季の不明確さを私などは感じていたのであるが,最近のこうした自由 
な作季を見ていると,まるで，ここにはもともといわゆる伝統的作季というふ 
うなものがなかったのだろうか,という気さえしてくる.

いずれにしても,最近のデルタ稲作の変容は,優良な非感光性品種の導入に 
よって,大きく変ってきている.結果はデルタから季節感が少しずつ遠のいて 
いる感じである.
現在の稲作区 伝統的な稲作は,灌漑水の確保と新品種の導入によって,

現在までに,すでに大きく変貌している.これらの変貌の結果見られる1980年 
現在の稲作の状況が第7表に示してある.この表は,複雑すぎて全体の理解が 
しにくいかも知れないが,補助的に説明を加えると以下の通りである.
扇状地・段丘複合は,ラテライト段丘,石灰岩地域の段丘,死んだ扇状地,生 

きている扇状地等と複雑な構成をなすが,総じて水利に恵まれない地域である.  
これはもともと乾田直播地域であり,現在もなお,大きな変化は受けていない. 
ただ,一部では灌漑施設が設けられ,そういう所では普通移植がのびている.
古デルタの水田は中•高位部のものと下位部のものとに分けられる.前者は 

例の蟻塚のある地帯であり,以前は乾田直播と普通移植が混在していた.低位 
部は深水直播地区であった.この古デルタは,大チャオプラヤ•プロジェクト 
が完成して最も大きく変った所である.かつての乾田直播と普通移植の混合地 
である中•高位部には灌漑水が導入され,多くの乾田直播田が普通移植田に変 
った.おまけに,最近では乾季の水供給も行なわれるようになったために,二 
期作が伸びている地域でもある.これに対して，低位部はプロジェクト進行後, 
洪水集中の程度はむしろ増大している.現在も深水直播稲栽培が一般的であり, 
一部には浮稲がある.
氾濫原は古デルタ低位部と同じく,洪水集中地域である.ここは古来より浮 

稲栽培の中心となっている.ここも,大チャオプラヤ・プロジェクトの恩恵は
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第7表 デルタの自然環境と稲作の関係一覧表
ー 

デ
ル
タ
周
縁
部 

一

地 形 土 壌 原初の水文 半自然植生 伝統的稲作 改善された
水 文 今日の稲作

扇
状
地
・
段
丘
複
合
ー

段 丘 lateritic

水不足の 
排水域

主として 
フタバガキ
科の疎林

乾田直播 
と普通移 
植

非灌漑の扇状 
地•段丘複合 乾田直播石灰岩地域 

の段丘 grumusolic

死んだ 
扇状地

gray 
podzolic 灌漑された扇 

伏地・段丘複 合 普通移植生きている 
扇状地

noncalcic 
brown

中小河川から 
の給水あり モンスーン林

ノレ

夕

ー古デルター

中・高位部 low humic 
gley

排水域なれど 
給水源近し

蟻塚の上に残 
った常緑樹

灌漑された古 
デルタ中位面

普通移植
一部二期作

低位部
淡水成 
alluvial 洪水集中域

Mitragyne 
の点在する 
半湿原

浮稲と深 
水直播

遊水池的 
な部分

浮稲と深 
水直播氾濫原

新

ル

夕

氾濫部
ー年草の多 
い半湿原

輪中化され 
た部分

浮稲と深水直 
播とごく一部 
の乾季作

中央部

汽水成 
alluvial 

/東岸では、 
硫酸酸性、発現 ノ

洪水拡散域 深水直播

非灌漑の新デ 
ルタ中央部

深水直播とー 
部に普通移植

灌漑された
East Bank

深水直播とー 
部に二期作

輪中化された
West Bank

乾季作と一部 
に二期作

海岸部
海成 
alluvial 

（塩害あり）
感潮带 多年草湿原と 

マングロープ 
林

無耕起湿 
地移植

保護されない 
海岸部 普通移植
防潮堤で保護 
された海岸部

普通移植一部 
に二期作一

受けなかった所で,浮稲地帯として残されている.しかし,ごく一部ではポン 
プを利用した二期作が行なわれている.
広大な新デルタは水文的に3区に細分された.第一は河の影響の強い所で, 

氾濫部である.第二は海岸に近い感潮帯である.第三は両者の中間帯である.  
こうした，原始の状態の新デルタに人為の手が加わったのである.氾濫部は, 
いわゆる水捨て場的な立場におかれることになった.この結果,ここには,以 
前より洪水が少し多くなるか,もしくは,元の状態とほとんど変らないような 
状態が続くことになる.こうした中では,浮稲と深水直播稲が作り続けられて 
いる.一部では輪中化された部分もあるが,そこでも輪中化は完全には進んで 
はおらず,あいかわらず,浮稲と深水直播稲が主体を占める.
洪水拡散地域の新デルタ中央部も本来は,移植の不可能な地域である.この 

ため,以前は深水直播稲が作られていた.しかし,過去何十年かの間に行なわ 
れた水利工事は,この部分を3区に細分することになった.第1区はEast Bank 
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としたもので、,ここには灌漑水が送られるようになり,普通移植の面積が拡 
大した.深水直播が続行されている所でも,以前の粗放なものに対して,例の 
代搔きを行ない,催芽籾をまく,いわゆるナム・トムが増えてきている.ごく 
一部では,二期作も行なわれるようになった.第2区は対岸の West Bankと 
しているものである.ここは，大チャオプラヤ・プロジェクト後，輪中化が進 
行して,旧来の雨季作は大幅に放棄され,今では,非常に大きな部分が,乾季 
の普通移植に変っている.ポンプさえ使用すれば,二期作が容易に行なえる水 
利環境を持っており,事実，二期作の行なわれている所がかなりある.第3区 
は,こうした水利工事のあまり行なわれていないSuphanburi河以西等である. 
ここでは,普通移植と深水直播が混在しながら旧来の姿をとどめている.
海岸に近い感潮域は伝統的には,例の無耕起で植付棒を用いる湿地移植地区 

であったと私は考えている.しかし,長年の耕作のために地盤状態は漸次,普 
通の水田に近いものとなり,現在では,そのほとんどが普通移植になっている. 
しかし,まだ犁を用いて耕起する所は少ない.多くの所では,一種の回転式の 
マグワによる代搔きだけで終っている.この地域も,防潮堤の有無によって, 
2地区に細分されうる.防潮堤のない地区では,塩分のために稲作作業は雨 
季に限られている.しかも,直播は不可能といわないまでも,極めて不利であ 
る.これに対して,防潮堤で守られた部分では,塩害の危険からは解放され, 
加えて,年中浅い湛水もしくは湿った土があるために,作季はかなり自由に 
選択しうる.ここは,こうして,二期作が思い思いの作季をもって広がってい  
る.もっとも,この感潮部は,保護部も非保護部も本来,稲作よりも他の用途 
に利用されることの方が多いようである.果樹園,野菜園,塩田,魚池,最近 
は,特にエビを含めた魚池としての利用が大きく伸びている.現在の雰囲気か 
ら察するに,この海岸の感潮帯では,二期作の拡張にもかかわらず,稲はむし 
ろ副次的な作物と考えられている.感潮帯は大きく見てみると一種の近効園地 
なのである.そして,その性質は現在ますます強化されつつある.
以上,いくつかの稲作区の分布を模式的に示したものが第74図である.単純 

化した現在のチャオプラヤ・デルタの稲作区と考えてよい.
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（扇）:扇状地,（段）:段丘,（古）:古デルタ,（氾）:氾濫原と新 
デルタの氾濫部,（非濯）:非灌漑の新デルタ,（灌）灌漑された新デ 
ルタ,（輪）:輪中化された新デルタ，（潮）:保護されていない海岸 
部,（防）:防潮堤で保護された海岸部

第74図 模式化した今日のデルタの稲作

小 結
第3章では,デルタの最も 

基本的な構造を立体的にとら 
えることを目標とした.具体 
的には,デルタを,地形,土 
壌,水条件,植生,水利工事, 
稲作という六つの局面から模 
式化して見てみた•以下にの 
ベることが一応の結論である.
地形的に見ると,デルタの 

本体部は,古デルタと新デル 
タから成り立っている.前者 
は数万年前に生成の完了した 
古いデルタであり,後者は, 
現在まだデルタ造成中の新し 

いデルタである.一方，デルタ頂部には，中流部からチャオプラヤ本流が入っ 
てきて,古デルタを断ち割るような形で流下し,そこに氾濫原を作る.こうし 
た,古デルタ,新デルタ,氾濫原が一つのセットをなして,デルタの本体部を 
構成し,そしてそれをとりまくような形で,扇状地・段丘複合の緩傾斜部が発 
達している.この様は第53図に示されている.
土壌から見ると,新デルタはデルタ中では最も肥沃な沖積土壌からなってい 

る.それは海側から,海成粘土,汽水成粘土,淡水成粘土地帯と分けることが 
できる.このうち,汽水成粘土地帯は酸性硫酸塩土壌を産する.特にチャオプ 
ラヤ河以東がそうである.古デルタは,少し風化した土壌を持っている.土壌 
学者達のいうlow humic gley soilが中心である.デルタ周縁部の扇状地・段 
丘複合は grumuso!から noncalcic brown soi!さらにはlateritic soilと,その 
構成は複雑である.しかし,大局的に見れば,ここは砂質で無機栄養分の極め 
て少ない地域で,農業的には生産性のあまり高くない地域をなしている.これ 
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らの様は第59図に示されている.
水文状態から見たデルタは,周縁部をなす扇状地・段丘複合の排水域と,デ 

ルタ本体部の受水域に分けることができる.デルタ本体の受水域は，これをま 
たいくつかに細分できる.氾濫原は洪水を通過させて，新デルタに送る洪水通 
過域である.ここでの雨季の洪水は激しい.新デルタはそうした洪水を受け入 
れ,それを自らの広い面に拡散させる.ここは洪水拡散域である.しかし,こ 
れも,海岸に近くなると,季節的な洪水よりも日々の潮汐の影響をより強く受 
ける.こうした感潮帯はまた一種の通年湿性地でもある.古デルタはその高い 
地盤高のために,チャオプラヤ本流の氾濫水はふつうは受けない.しかし平坦 
な地形は内部排水を妨げ,雨季中は域内に点々と深湛水部ができる.こうした 
水文モデルは第68図に示してある.
植生から見ると,排水域である扇状地・段丘複合は,ひと口にいうならば高 

燥なフタバカギの疎林優越地域である.古デルタの極めて印象的な景観は蟻塚 
の点在する風景である.この蟻塚の上には,かつてのモンスーン林の生き残り 
と思われる常緑樹が生えている.洪水が極めて激烈な氾濫原では自然堤防上の 
屋敷林の列以外は無樹地帯である.新デルタ中央部は,ほぼ完全な無樹地帯で 
ある.ここは,乾季の乾燥が厳しく,ー年草地区になっている.新デルタの海 
岸部は通年湿性になり,多年草が卓越する.もっと海岸よりは,ニッパ・マン 
グローブ帯となる.こうした,デルタの植生は第71図に示されている.
過去のデルタの水利改造は,結局,大チャオプラヤ・プロジェクトに収斂し 

ている.このプロジェクトのー^3の大きな特徴は，かつての水不足地帯に給水 
がなされ,そこが大きな恩恵を受けていることである.古デルタの中•高位部 
と新デルタのRangsit地区が主たる受益地である.一方,かってからの洪水集 
中地である氾濫原や,新デルタの氾濫部には,まだあまり手が加えられていな 
い,West Bankは雨季の洪水を溜め込むための輪中として機能させられている. 
海岸部は，自然のままでは,塩水浸入の危険があるのであるが,チャオプラヤ 
河より東岸では防潮堤が完備した.水不足の扇状地・段丘複合は,Mae Khlong 

河流域,Pasak河流域の例外を除くと,大部分の所は，いまだ近代的な灌漑の 
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恩恵に浴していないで,あいかわらず水不足になやんでいる.こうした変容を 
もたらした諸工事は,第72図に示してある.
最後に稲作から見たデルタであるが,これは,伝統的な稲作ということに限 

ると,ほぼ次のようなものがそれぞれの生態環境に対応して存在していた.扇 
状地•段丘複合上での乾田直播,氾濫原,新デルタなど乾季の乾燥と大洪水の 
交互する地域での深水直播,古デルタを中心とするデルタの中位面での普通移 
植，それに海岸部の湿性地での湿地移植である.しかし,戦後の水利の改造は, 
多くの所に水深調節可能区を作り,その結果,普通移植は,その面積を大幅に 
増やしている.しかし,それにもかかわらず,まだ地形面ごとの特性は否定し 
えず,稲作法の地域差が明瞭である.それは基本的には伝統的な稲作法の残存 
という形で続いている.この中で,ほぼ完全に消減したものは，海岸部の湿地 
移植である.ここは通年湿性という特性が利用されて,今では一種の時なし稲 
の栽培地のような恰好になっている.いま一'3>,特筆すべき所は,West Bank 

である.ここでは,雨季の人為的な深湛水と乾季の給水のために,旧来の雨季 
作が放棄されて，乾季作地に転換してしまっている.こうした現在の稲作区の 
分布は第74図に示してある.



4開拓史

今日のデルタは原初のデルタとは,もちろん違う.デルタは刻々と変化を続 
けて今日に至ったわけである.この章では,こうしたデルタの変化の跡を追っ 
てみたい.しかし,ここではそれを社会経済史的な観点からではなく,農業技 
術と景観の変遷という視点から行なう.

はじめに:三つの核心域
チャオプラヤ水系内には三つの核心域があったようである.それは,アユタ 

ヤ期から存在し,今なお,ある意味では続いているものである.チャオプラヤ 
水系全体の中でのデルタの位置を明確にするために,この三つの核心域につい 
て，まず最初に簡単にふれておきたい.

1830年代のチャオプラヤ河ぞいの風景はPallegoixによって記載されている. 
約60年後の1890年前後にはWarington Smythも同じところを記載している. 
バンコクを除くと,チャオプラヤ河ぞいにみえる風景は,両記載ともよく似て 
いるので,ここに両者を引用しながら,いわゆる開拓前のチャオプラヤ河流域 
の風景を描写してみたい.第75図はチャオプラヤ河にそった地形断面図である 
が,両氏とも海岸から新デルタと古デルタを経て中流部,さらに上流部の山地 
に旅行していることになる.

まず,河口に近づき,マングローブが遠望しだすと,水は泥っぽい茶色にな 
り,あちこちに魚捕りの棒杭が林立しているのをみる(Smyth, 1898, p. 2),や 
がて砂州を越すと,いよいよチャオプラヤの河筋に入る.河縁はびっしりとマ 
ングローブで覆われている(ibid., p. 3).そのうち,すぐにPaknamの集落が 
みえる.人口 6000人を擁するものだが,大部分が漁師である.(ibid., p.5). 

Pallegoixによると，ここは漁業以外に薪炭の産地でもある.人々はマングロ
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ーブを切り出して炭を焼く.そして,こうした漁師や炭焼きは同時に,非常 
時にはここにある要塞の守備兵にもなるのだという(Pallegoix, 1854, Vol.1,p. 

68),往時はここがシャムへ入国する時のチェックポイントでもあった.1822 

年3月,Crawfurdは,ここで武装解除を要求されている(Crawfurd, 1828, p. 

78). Paknamを過ぎて再びマングローブに覆われた河を溯上すると数マイルに 
してPaklatに来る.ここにも両岸に要塞が築いてある.この集落も要塞であ 
ると同時に,首都バンコク向けの米や野菜,薪炭の供給地の役割を果たしてい 
る.ところどころに水田や畑がある(Smyth, 1898, p. 22).1830年代には,稲 
田や畑以外に四つの砂糖工場が報告されている(Pallegoix, 1854, Vol.1,p.68). 

このPaklatを過ぎると，河筋にはアレカやココヤシが立ち並び，その間に家 
が点在し，その背後には稲が実っているのがみえ,この風景はバンコクまで続 

く (Smyth, 1898, p. 9).

ここまでの記載は両者とも，ほとんど差がない.しかし，ひとたびバンコク 
に着くと,それに関する両者の記載はまったく異なる.1830年代のバンコクは 
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豊かな緑につつまれた極めて静かな町で,パゴダが水面に影を落している 
(Pallegoix, 1854, Vol.1,pp. 61-62). 一方,1891年のそれは,サンパンが入り 
乱れ,沖仲仕の罵声がとびかい,精米所の煙突の林立する米の積出港だ.それ 
は東洋のRotterdamと表現されている(Smyth, 1898, p. 9).

バンコクを過ぎてさらに溯上すると,チャオプラヤの両岸には家と屋敷の植 
え込みが断続し,やがて，Talat Kuanに至る.筏の上の商店が多い(Pallegoix, 

1854, Vol.1,p. 84).更に溯上するとPak Kretに至る.ここはペグー人の町で, 
人口 6000を数え,つぼの生産が特に多いQoa メ£・)•その上流のSam Khok 

もペグー人の町で,人口 4000人，ここはレンガを多く産する(ibid., p. 85). 

ここから北になると河岸から植え込みの樹々が消え，一面見渡すかぎりの草地 
となる.その中には,いくつもの池がちらばり水鳥が遊んでいる(ル。ヌ£)・ 
この家と樹木の消滅する風景が新デルタの本来の姿なのである.Smythはバ 
ンコクより北では,チャオプラヤ河からBang Pakong河までの広大な全域は 
湿地で人つ子ひとりいないといっている(Smyth, 1898, p. 53).

こうした広大な湿原が終って，はじめて陸地らしい陸地が出るところが,い 
わゆる古デルタの南端である.アユタヤはこの古デルタの最南端,古デルタが 
新デルタと出会うところに位置している.1830年代のアユタヤは人口 4万人, 
その周辺には見事な水田が拡がり,魚が多い(Pallegoix, 1854, Vol.1,p. 87).

古デルタに入ってからのチャオプラヤ河ぞいの風景は,それまでの新デルタ 
のそれとは全く異なる.Pallegoixのこの点に関する観察は極めて鋭い.河岸 
がそれまでよりわずかに高くなり,そこには竹の茂みが多くなる.一方,河中 
には,乾季になると砂州が現われ大舟はしばしば難航する(ibid., p.88).この 
景観は,以後,Chainatまでずっと続く.アユタヤより北上するとAng Thong 

に来る.ここは人口 2000人の小さい町だが,米と魚が多い.砂糖キビも少量 
だが栽培されている(レc. cは).さらに北上,Muang Phom を過ぎて,Inburi 

につく. Inburiは人口 4000人.シャム人とラ才人の町で周辺には稲,ビーテ 
ル,棉,砂糖キビが作られている(ibid., p. 89).ここから先は流れが速くなり, 
やがてChainatにつく.ここも,稲,煙草，ビーテル,棉を作っている(ibid.,
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P. 90).

アユタヤ以北の古デルタ上でみられる1830年代の土地利用景観は,1960年代 
後半のそれよりはるかに変化に富んでいる.今では稲一色になっているこのあ 
たりが,当時は稲以外に豊かに各種の作物をもっていたのだ.今日よりは,は 
るかに自給的に完成した空間であったようだ.古典的なアユタヤの農業空間と 
いうのは,こうした変化に富んだ豊かなものであったのであろうか.

デルタはChainatで終るが,ここから北では,土地利用が急激に粗放となる. 
そして,この傾向は,Nakhon Sawanより北になるとさらに顕著になる.Smyth 

によるとNakhon Sawanには小さな祠が立っていて，旅をする人はここから 
上流に始まる無人地帯の危険な旅の安全を祈って,この祠のピーに捧げ物をす 
るのが常であったという(Smyth, 1898, p. 87).それほど,これより上流は,そ 
れまでとは異なった空間であったらしい.これより北では,乱流する河が森と 
草原の間を流れ,ワニと猿が多くて人間はほとんどいない.Chumsenのような 
まれに現われる集落は,木の柵で固められている(レc・c江).Phichitを越える 
といくらか集落が多くなってくる.しかしそれらも柵に囲まれている.泥棒が 
多くて,家畜を外に放しておけないからである.立派な舟をもって昼間は平和 
な商人にみえる連中が夜になると強盗に転ずることがしばしばである(Smyth, 

1895, p. 8), Pallegoix は Nakhon Sawan から Phitsanulok までの 5 日間の旅の 
間に三つの村しかみていない(Pallegoix, 1854, Vol.1,pp. 92-93).

旅が安全になるのは17。40’以北のラオ域に入ってからである.ここは英国 
の Eaton Squareよりも安全である(Smyth, 1895, p. 8).17°40’はちょうど 
Uttaraditにあたり,これ以北がいわゆる上流部である.山中の渓谷をぬって進 
むと,やがてNanの町に来る.レンガの城壁に囲まれて生活は生き生きとし 
ており,城外の水田には灌漑水路が走っている(ibid., pp. 18-19).

以上,PallegoixとSmythの二つの旅行記を読む時,私は極めて明瞭な三っ 
の核を認めねばならない.バンコク,アユタヤ,それに Nanである.しかも 
それらはお互いに大きな原野でさえぎられていて,完全に独自の特徴を保持し 
ている.景観の差異はもちろんであるが,民族構成をみても明らかに3者は異 
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なるのである.当時の人たちの記載を採用すると,Nanはラ才人,アユタヤは 
シャム人,バンコクが中国人とシャム人その他の雑居というこになる.
以上の記載を少し整理して,チャオプラヤ河ぞいの南北断面の上に示した 

のが第75図である.ここには三つの核が示されている.バンコク,アユタヤ, 
Nanである.三つの核のうち，二っはデルタにある.そしてこの二つは同じデ 
ルタにありながら全く別の性質の核であったらしい.少なくとも,この二つは 
広大な原野でお互いにさえぎられていた.この章では,以下にデルタの開拓史 
を取り扱うのであるが,こうしたニつの異質の核を常に頭において,以下の議 
論を進めてゆきたい.

4.1アユタヤ期

4.1.1アユタヤ王朝とデルタ

アユタヤ期はデルタ開拓に関するかぎり,開拓前史をなすものである.大開 
拓前の与件として,このアユタヤ時代のことを少し見ておきたい.
貿易に生きる国際都市 石井(1975, p. 34)はアユタヤを論じて,これは商 

港であり,アユタヤの王は商人王であったといっている.実際,その徴税の有 
様,貿易,そしてアユタヤの町のたたずまいを見ていると，この断定は正しい 
とせざるをえない.
王は近在の農民からは年6力月の偌役労働を徴発し,それで王都の整備や航 

行のための水路の掘削を行ない,遠方の者からは,倦役労働にかわる物納の貢 
税をとった.貢納品は王室貿易の重要な輸出品になったのだという.一説にょ 
ると,例えば,17世紀後半のタイから中国や日本への輸出品としては,沈香, 
アレカ,蘇木,象，コウモリの糞からとった硝石，鉛,錫,象牙等があり,そ 
れが総て王室の完全な独占貿易になっていたとしている.さらに,これ以外に 
少し統制のゆるい輸出品として,鉄,米,ヤシ砂糖,木材,塩,皮革等があっ 
たとしている.逆に輸入品としては,中国からの絹製品,銀,陶器,錬鉄等が 
あり，これらの物のいくらかは,更に西方へ再輸出されて,インドの綿と交換 
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されたという(Nunn, 1922, pp. 94-95).

これらの貿易は,アユタヤ王朝のごく初期から,アラビヤ人,ペルシャ人, 
インド人,それに中国人の商人達の手で行なわれていたといわれている.アユ 
タヤ王の,こうした外国人との関係は極めて密なものであったらしい.それが 
何国人であろうと,使いものになる者にはシャム国の官職と位階が与えられ, 
王室貿易事業の中枢にとり入れられたようである.例えば,現在,タイ国最高 
の名門といわれるブンナーク家の始祖は,17世紀初めにこういう形で王室貿易 
の一部局に奉職したペルシャ人だという(石井,1975, p. 36).

こうしたアユタヤの国際的商港としての風貌はde la Loubere(1691)のアユ 
タヤ市街図にも実によく表わされている.城壁で囲まれた市内には王宮,寺院 
そしてバザールがある.市城の南東端は海軍工廠になっていて,それはまた波 
止場とも接している.城外には城壁に極めて近く,中国人とオランダ人の居留 
地がある.その外側にポルトガル人の居住地もある.これらの地区がアユタヤ 
港の中核をなしている.そして,こうしたものを取り巻いた形で,南側一帯に, 
日本人,マレー人,マカッサル人，コーチシナ人,ペグー人の居住地が散りば 
めてある.これらはアユタヤ港の防備軍であり,船員でもあったのであろうか. 
王城の北,すなわち背後には,はじめてシャム人の住居が見える.そのたたず 
まいからして,彼等のみが農民である.
商港アユタヤの位置は，地勢学的に考えてみても貿易港としては,実に当を 

得たものである.前章で何度か図に示しているが,ここは,古デルタと新デル 
タとの接合点に当っている.古デルタは雨季の洪水にも水没しない高みのある 
所である.これは陸地と考えてよい.一方,新デルタは,雨季には全域が水没 
してしまい,本来,陸域とすべき所ではない.少なくとも,新デルタは,安全 
な人間の居住には適していない.こういう意味では,アユタヤの位置は,陸地 
の最南端というべきなのかもしれない.
港として,しかし,もっと重要なことは,ここがチャオプラヤ河とPasak河 

というデルタにおける最も重要な二つの大河の合流点に当っていることである. 
北ならびに東の物産は,総て,水路で出るかぎり,ここを通過しなければなら
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ない.ここは一種の関所に当っているのである.このことは,すでにPrince 

Damrong (1959, p. 89), L. Sternstein (1965, pp. 85-86)ら多く の人達が強調 
している.さきに,私は,アユタヤの位置は,陸地の最南端という表現をした 
が,より正確にいうと,ここは大河,チャオプラヤの最初の分岐点というほう 
が正しいようである.詳細に分析してみると,第59図でも第68図でも,ここは 
古デルタそのものの南端ではなく,むしろ,氾濫原の中に,洪水の脅威をもろ 
に受けながらも頑張っているー種の島である.de la Loubるreの記載も,この 
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ことと一致している.「アユタヤは,そこだけが,島になっているのではなく, 
あたり一面に島が多く,いくつかの島々の中の一つの島であり,そのため極め 
て特異な様相を呈している」(de la Loubere, 1969, p.6)のである.
運河掘削 アユタヤ王朝が,その徴発した倦役労働力を用いて行なった 

最も大きな工事は,漕運のための水路掘削であった.以下に同王朝が行なった 
主な工事を列挙することによって,そのアウトラインを示してみたい.ここに 
述べる諸工事は,その位置が前頁の第76図に示されている.なお,この項の資 
料は総て,Hubbard, R.V.(1967, pp.18-27)に頼っている.
1.SamrongとTup Nang運河の整備,1498年 ここでSamrong運河と

いっているのは,バンコクから東進して,Bang Pakong に到るものであ 
る.Tup Nang運河は,途中から南行するもので,現在のTam Ru運河に 
あたる.両者とも,もともと自然のクリークであったものであるが,大舟 
が通りにくいということで,1498年浚楽と整備がRama Thibodi n王によ 
って命じられている.1550年にはChachoengsao はアユタヤの重要な軍事 
的基地になっていたことを考え合せると,東の守りという意味でSamrong 

運河の持つ戦略的意味は大きかったと考えられる.
2. Bangkok Yai運河の整備，1522年 当時のチャオプラヤ本流は，今の

Thonburi市内のBangkok Yai運河を流れていた.これが浅くて困るとい
うことで,1522年,Phutachao王はこれの浚楽を命じている.

3. Lad Krung Thep運河の掘削,1534—1537年 この当時，まだチャオ
プラヤ本流は大きく C字を描いて,現在のBangkok YaiとBangkok Noi 

運河の位置を流れていた.1534年，Phrajai王は，これを短絡させる命令 
を出し,同工事は1537年に完成する.掘削延長約3km•この短絡運河に 
は,掘削直後から,本流の水が多量に流れ込むようになり,数年の後には, 
この新水路が本流になることになった.ちなみに王はこの新水路の南端に 
城借を築くのであるが,この城辱が後のバンコクの位置になる.今日,旅 
行者が,いきかう何百という舟を眺めて旅情を楽しむあのオリエンタル・ 
ホテルから見るメナム河は,こうして400年前に掘られた人工運河なの
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である.
4. Lad Bang Krung運河の掘削,1538年もしくは1549年 上記Lad 

Krung Thep運河の成功の後,同じような短絡運河が,Lad Krung Thep運 
河の直上に掘られる.延長4km.しかし,この場合は予想されたような 
本流の移動は起らなかった.その結果,1557年には再び,この運河の浚漂 
が行なわれている.この運河は,しかし,第76図からも明らかなように 
Lad Muang Non運河⑧が成功すると，本流筋からはなれることになり， 
それ以後はその重要性を失するようになる.

5.アユタヤ王都の強化,1550年と1570年 1550年，Mahachakrarat王は,
新しい濠を掘り,城壁を作り,アユタヤの強化をはかる準備を進める.こ  
れは,1569年のビルマ軍のアユタヤ占領で中断されるが，1570年再開され, 
ここに幅60ft,深さ!8ftの濠が完成する.

6. Bang Plagod運河の掘削,ほぼ1590年 Naresuan親王がビルマ遠征
のために掘った運河とされている.長さ10km.

7. Kret Yai運河の掘削,1607—1608年 Ekotasarat王の命によって掘ら
れた短路運河•全長5km•この人工水路も後には本流となる.

8. Lad Muang Non運河,1635年または1636年 ?rasat Thong王の命令
で掘られる.これは全長約5kmの短絡運河である.掘削の結果，ここで 
も新水路はその水路幅を広げ,結果的には本流の移動が起った.今日, 
Nonthaburiを流れるチャオプラヤ河は，こうして人工的に掘られた水路 
である.

9. Mahachai運河の掘削開始,1645年 Thonburiから西南行して,Samut

Sakhonに至る約30kmの運河がこれである.この運河のThonburiに近 
い部分は,旧チャオプラヤ河の流路にあたる自然の水道であり,古くから 
利用されていたらしい.1645年Prasat Thong王は，この水路を直線とし, 
さらにSuphanburi河まで延長することを命ずる.3万人の労働者が徴発 
され,底幅10m,水面幅16mの運河掘削が開始される.しかし，1656年, 
王の死去までには6. 8kmしか掘られなかった.
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10. Mahachai運河の完成,1706 —1722年 一時中断されていた運河掘削
は1705年に再開される.しかし,これも再び途中で中断された.この運河 
が最終的に完成するのは1722年,Thai Sa王が完成を命じた時である.こ 
の工事は3万人の倦役労働を用いて同年完成した.

11.Lad Pho運河の掘削，1722年 今日のPhrapradaengに掘られた約 
1km長さの短絡運河である.これによって,17kmの距離の短縮が行なわ 
れている.この有利な工事が，これまでの王によって行なわれなかったの 
は,たぶん戦略的な配慮からである.ここに于回路を残すことによって, 
侵入軍が溯航中に,戦闘準備が整えられるという考えからであろう.1722 

年にはThai Sa王の命により，1万人を使って掘削が完了する.Lad Po 

運河の掘削は,しかし,バンコクに塩水浸入をもたらす結果になった.
12. Lad Kret運河の掘削，1722年 ループを短絡すべく掘られた2km長

さの運河である.今日の Amphoe Pak Kretにある.
13. Yong運河の掘削 チャオプラヤ河とSuphanburi河をつなぐ運河. 

掘削年代不明・
Hubbard (1967, p. 73)は以上の諸工事を総括して，次のようにいっている. 

すなわち，アユタヤの王達は内乱や外征に忙殺されない時は,いつでも運河掘 
削には極めて熱心であった.そして,そのねらいは二っあった.一つは貿易の 
ための能率のよい航路確保であり,今一つは,徴税のために地方都市へ通ずる 
通路の確保であった.商人王達がデルタで行なった工事が,いかに漕運中心の 
ものであったかが，以上であらかた推察がつくのではなかろうか.
稲作風景 アユタヤ期の稲作技術の中心は浮稲栽培に代表されるような, 

深水直播稲栽培であったようである.de la Loubereの記録はこのことに関し 
て次のように述べている.

「雨がやって来て土が柔らかくなると,彼等は土を耕起して,籾を播く.そ 
して,水が引いた時にはそれを刈取る.時には水面に水が残ることがあるが, 
そうした時には，舟で行くより仕方がない.氾濫を受ける土地は総て稲には 
よい.穂首は常に水の上に出るといわれている.すなわち，もし,水位が24 
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時間のうちに,1ft上昇したら,稲もまた24時間のうちに1ft丈を伸すとい 
うのである.これが時に起ると主張しているけれども,このことは,この 
広大な大湛水の中では,おいそれとは信じられない.むしろ,私は,湛水 
が稲を追い越した時には,水は稲を腐らせてしまうと思うのである(de la 

Loubere, 1969, p.19).

全く同じ頃,華夷変態は次のように述べている.
「毎年此河水,五月之比より段々流れ参,国中迄も壹面に水国に成申事に御 
座候,其水八月末に引取申候……其水一丈之内外御座候,尤古来より其水, 
国土之害に成申たる儀も無御座候,然により雨露に無構,此水にて米穀出来 
申儀に御座候,右之水不参已前に米種蒔散し召置申候へば,水につれ苗出来, 
遂日水之漲次第に苗も水程長じ申儀に御座候，夫に付稲之長さ壹丈余も有之 
儀に御座候,其通に心易出来申米にて御座候へば,余国より別而下直に御座 
候,旱魅之気遣無之所にて御座候(後略)」(石井編著,1975, pp. 30-31より引用) 
上の二つの記事は,明らかに当時浮稲が作られていたことを示している.し 

かし,de la Loubereは同時に灌漑移植田のことをも述べている.
「彼等はまた,氾濫のおこらないような地方でも稲を作る.そして,それの 
方がもっと滋養があり,味もよく,また腹もちがよい.種子の播かれた場所 
で充分に長く育てられた稲は,別の土地に植えかえられる.ちょうど,我々 
が塩田で行なうように,農民達は,土が充分に柔らかくなるまで冠水する. 
この目的のために高い水路を作る必要がある.あるいは,より必要なことは, 
田の四周に小さな土手を築き雨水を貯えるということである.こうして田に 
水をやり,均平化し,最後に1株ずつ稲を指で土中に押し込んで植付ける」 
(de la Loubere, 1969, p.19).

直播田にしろ,移植田にしろ，耕起は短床犁を2頭の水牛に曳かせて行なっ 
たようである.同書にはこの犁の揷絵が入っている.収穫後の脱穀は水牛に踏 
ませて行なっている(ibid., p.18).こうした一連の作業は,今日アユタヤなら 
びにその近辺に見られる技法と全く同じものである.

しかし,私は同時にde la Loubereの記録から,当時この周辺には焼畑が 
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多かったのではないかとも推察している.彼は,シャムの大部分は未耕の地で 
森が多いといい,竹のことを述べている.話は少し飛ぶが,1910年代に測量さ 
れた5万分の1地図を見ると,このあたりから北には,いたる所に竹の分布が 
示されている.これらは,総て焼畑の結果出現した竹藪であろう.同じような 
状況が17世紀にもあったのではなかろうかというのが私の想像である.

こう考えてみると,アユタヤの稲作についての情景が何となくわかるような 
気がする.農民は自然堤防の上に居を構え,背後の後背湿地では広く浮稲を作 
っていた.そして,古デルタ面や，あるいはまだ充分に開けていない辺びな氾 
濫原の一部は原野や森として残され,そこでは焼畑的な土地利用が行なわれて 
いた.さらに,アユタヤからそう遠くはない氾濫の起らない地方,たぶん, 
SuphanburiやLopburiの近くでは灌漑をともなう移植稲栽培も少しはあった. 
私は,アユタヤ時代の稲作風景とはこんなものであったのではなかろうかと推 
察している.

4.2バンコク遷都後19世紀最末期まで

ここで取り扱うのは,1768年,バンコク地区への遷都後,1899年,van der 

Heideが初代灌漑局長として着任するまでの間をさしている.アユタヤ滅亡後, 
バンコクに王都がうつってからも,loo年近くの間は，新デルタはアユタヤ期 
と同様に,未利用の半湿原として残されていた.それが,Bowring条約（1855） 

による開国の後は急速に開かれてゆく.かくして,ここに,いわゆる新デルタ 
の大開拓時代が始まるのである.この節では,この大開拓を中心に記載を進め 
てゆく.

4.2.1バンコクの発展
Rama ffl王以前 1830年にPallegoixをして,静かな水の都といわしめた 

あのバンコクが,1890年代には,Smythをして,東洋のRotterdamといわし 
めるようになっている.19世紀後半のバンコクの変容は極めて顕著なものがあ 
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る.バンコクの変容を知ることは,同時代のデルタの変容そのものを理解す 
る上でも助けに;なると考えられる.ここでは,まず最初にバンコクのことを 
Litchfield Whiting Bowne (1960)によって簡単に見ておきたい.

バンコクが始めて,はっきりとした意味を持つのはNarai王(1658—1688) 

の時である.この時,王は時の宰相Phaulkornの進言を入れて,オランダの攻 
擊に備えるために，チャオプラヤ河ぞいに数個の要塞を作ったといわれている. 
そのうちの一つが,さきに1635年掘削され,その後本流となったLad Muang 

Na運河の西側に作られたものである.この要塞地点は,やがて建設100年後 
には決定的に重要な意味を持つようになる.ビルマによるアユタヤの陥落後, 
1767年,Taksinがこの要塞地点を新王都として選ぶからである.Taksin王は 
西岸を王都に選んだ.しかし,Taksin王の死後,同王をついだ現在のバンコ 
ク王朝の始祖Chakri将軍は,王都を対岸の要塞地点に移すことになる.1782 

年のことである.これ以後,東岸のバンコクは王都として今日に至るのである.
新王都は,西を大河にとりかこまれ,東は湿地になっていて,ビルマの攻撃 

に対しては,堅固な守りを持っていた.しかし,それでも新王都の強化は行な 
われねばならない.Rama I王，すなわち,Chakri将軍は在位中に，古都アユ 
タヤから大量のレンガを河上輸送し,城壁を築いたという.この新王宮の建設 
は，そこに先住していた中国人を,それより北のSampengに移して行なわれ 
たといわれているから,バンコクの地は,この時,すでにかなり実質的な大き 
さの港町であったらしい.

Rama H (1809—1824), Rama 田(1824—1851)も基本的には，Rama ! の 
示した理想の王都実現を目ざしてゆく.城内には,ますます多くのパゴダが建 
立されてゆく.ところで,この期のバンコクは現在のバンコクとは勿論のこと, 
Rama N王以後のバンコクとも,おおいに異なる都市景観を持っていた.そ 
れは,抽象的にいえば,東南アジアの伝統的港市の最も典型的な姿とでもいつ 
たらよいかも知れない.Pallegoixは1830年代のバンコクを次のように記述し 
ている.

「見渡すかぎりに続く豊かな常緑の果樹と樹々の間にあって,バンコクは全 
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く絵のように美しい.チャオプラヤ河岸には船や,旗で飾りたてたジャンク 
がじゅずつなぎになっている.金色に輝く尖塔や丸屋根,色とりどりの陶器 
で,まるで空に舞うかのようにデザインされた美しくて背の高いピラミッド. 
金箔をつけ瓦で飾られた多層の仏塔が太陽の光を反射してきらめ <.眼前に 
は,何千という筏の上の店舗が,曲りくねる河の両岸にそって,どこまでも 
続いてゆく.そして,その河を優雅な形に作りあげられた小舟が思い思いの 
方向に横切ってゆく.雪のように白い城皆,見張塔と無数の門を持った城壁. 
城内にのびる直線の運河.それに,王宮の金色の尖塔は周囲のどこからでも  
望み見ることができる」(Pallegoix, 1854, Vol.1,pp. 61~62).

これが後々までも東洋のヴェニスと呼びならされたRama ID王当時のバン 
コクである.こうして,広大な緑のひろがりと河辺の賑いの中で,王城は厚く 
て高い城壁で囲まれて,まるで中世の城のようであった.

RamaIV王以後 バンコクが最初の大きな変化を受けるのは,Rama 『王 
になってからである.自らヨーロッパ技術を高く評価したRama N王は，王 
都をも，ヨーロッパの近代的都市風に変容させてゆく.経済規模の拡大したバ 
ンコクは,この頃になると，旧来の城内では充分なスペースが得られなくなっ 
ている.かくして,王は1850年代初め，古い城壁を廃して,東側へ市域の拡大 
を断行する.新しい市域の東境は,現在のKhlong Padung Krung Kasemと定 
り,ここに運河を掘って,城壁を築く計画が立てられた.しかし,結局は運河 
だけが掘られて,城壁の建設は行なわれなかったようである.新しい市域の中 
には，それまでの古い竹の家に代って,この頃から，ヨーロッパ風の家が点在 
するようになった.ところで,こうして拡大してゆくバンコクの人口はその大 
きな部分が中国人によって占められていた.第8表はPallegoixの与える1850 

年頃のバンコクの人口構成である.
この頃の城内でのおおきな変化の一つは,道路の建設である.それまでは, 

城内にも道路というものはなかった.ところが,このRama N 王の時に，ヨ 
一ロッパ人の要求を入れて,それまでの運河中心の交通網は,その一部が道路 
に置きかえられてゆく.バンコク最初の道路,Rama N道路(1856)やNew
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Road (1861)はこうしてできる.1860 第8表1850年頃のバンコクの人口

年代前半は,バンコクにおける最初の 税金を払っている中国人 200, 000
シャム人 120, 000

道路建設ブーム期である.別の方面で 安南人 12, 000

は蒸気船の発達があり,これは筏の家
カンボジア人 
ペグー人

10,000
15, 000

を駆逐してゆく. Rama H!王治世の ラオ人 25, 000
ビルマ人 3,000

末期には早くも，筏の家は減少が始ま マレー人 15,000

りだしたといわれている.
各国のキリスト教徒 4,000

合 計 404,000
しかし，バンコクという都市の性格

Pallegoix, 1854, Vol.1,pp. 60—61.

を最も大きく変えたものは,結局は古
い城壁の廃止であり,計画された新城壁が建設されなかったということであろ 
う.この結果,バンコクはそれまでのような中世的な皆ではなくなってゆく, 
都市と農地の境界は不明瞭になり,バンコクの事実上のスプロールが始まる.

RamaIV王によって開かれたバンコクは,次の Rame V王(1868—1910) 

によってもっと完全な形で開かれてゆく •1885年には郵便・電信事業が始めら 
れ,1887年には,さきのNew Roodに軌道が設置される.1892年にはNew 

Roadの軌道は,それまでの馬曳きにかえて電車になる.1900年には,バン・コ 
ク・Khorat間の鉄道開設がなる.19世紀末期はかくして,バンコクには急速 
にヨーロッパ技術が導入されて来る.バンコクは,便利にそして賑やかになっ 
て行くと同時に，古い美しさをも失ってゆく.チャオプラヤ河ぞいには,金色 
に輝く色とりどりの尖塔にかわって,製米所の煙突が林立するようになる.か 
くして，東洋のVenisを夢みてやって来たSmythをして,東洋のRotterdamを 
見る幻滅を味わしめることになるのである.

4.2.2運河掘削
運河掘削はこの期に行なわれた土木工事のうちの圧倒的主要部分を占める. 

ここでは,Hubbard (1967, pp. 28-64)によって運河掘削のあとを追ってみる. 
同種の論述は田辺(1973, a,b)によっても与えられている.

Rama ID王以前 Taksin 王(1767—1786)即位後,Rama H! 王(1824—
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第77図 Taksin王とRama I王との期間において掘削さ 
れた運河（Hubbard, 1967, map 4を一部修正引用）

1851）末年までの85年間に施 
工された運河工事は以下の通 
りのものである.第77図,第 
78図にはそれらの運河の位置 
が示してある.

1.Taksin王のThonburi 王都 
の環濠掘削等 Thonburi 

に王都を築いたTaksin 

王は,王宮に近いチャオ 
プラヤ河の西岸に運河を 
掘り,城壁を築いて要塞

化する.現在,バンコク側（東岸）にある Lawd運河は，この時の掘削に
かかるという.

2 .バンコク王都の環濠等の掘削,1782年 Rama I王即位直後,バンコク 
王都の建設が開始される.前記Lawd運河の外側に,深さ2.5m,幅20m 

のLawb Krung運河を掘削.それぞいに16箇の門と，16箇の要塞を持つ 
城壁を作る.ラオス人,カンボジア人等の倦役労力を使用する.

3. Bangkapi運河掘削 Rama I王の掘削になるLawb Krung運河より発
して東進する7kmの長さのもの.

4. Lad Luang運河掘削 RamaH王の掘削にかかる.バンコク下流のチャ
オプラヤ河の短絡運河である.幅12m.この短路運河新設のため,乾季 
のバンコクに海水が溯上することになった.この結果，この運河は雨季に 
のみ使用し，乾季には閉塞することになる.

以上がTaksin王以後Rama IT王までの間の運河掘削である.主都建設に忙 
殺された王達には長大運河を掘削する余裕はあまり残されていなかったかに見 
える.しかし，次のRama H!王時代に入ると長距離運河掘削は一挙に活発化す 
る.その工事は以下の通りである.

5. Sunak Hawn運河掘削,1829年 Mahachai運河を更に西に延長して,
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Mae Khlong河ぞいに至らしめるものである.Mae Khlong流域のコショ 
ウ,砂糖,タバコ,塩等をバンコクに漕運するためと,マレー方面に軍隊 
を送る戦略のための二つの目的を兼ねて掘られたものである.この運河は 
もともとあった自然水路を大幅に利用して運河化したものである.華僑の 
雇傭労働力によって掘られた.

6. Thonburi地区の運河の浚漂,1831年 華僑の雇傭労働力を用いて既存
の水路,7.2kmの浚漂を行なっている.

7. Saen SaebならびにBang Khanak運河の掘削，1827—1840年 バンコ
クとBang Pakongをつなぐこの運河は幅!2m,深さ2mで53. 5kmの長 
さを持っている.すでに,まとまった生産を持っていたChachoengsao周 
辺の米と砂糖地帯への接近ということが目的の一つであるが,より直接的 
にはラオの反乱鎮圧のため軍隊輸送が目的であった.
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このSaen Saeb運河の完成後,Rama D!王は約10年の間,運河掘削を行な 
っていない.この間王は，カンボジア支配をめぐって,ベトナムとの抗争に忙 
殺されるのである.

Rama IV王時代 Rama 王治世(1851—1868)は，タイ国がヨーロッパ
勢力に対して開国する時期である.運河掘削の内容もそれをおおいに反映して 
いる.以下は,Rama N王治世中の運河掘削である.

8. Padung Krung Kasem運河掘削,1851—1854年 前項に述べたように,
狭くなってしまった市域を拡大するために,新市域の外縁として掘られた 
運河である.幅20m,深さ2m,延長5. 5km.華僑労働力を用いている.

9. Hua Lampong運河の掘削，1856年 Rama N王期に入って増大して来
たヨーロッパ商人の力を如実に示すような工事といわれている.当時の市 
域より8〜9km東南に離れた今日のPhrakhanong近くに,貿易基地を開設 
するから,そこへ向けて運河を掘ってほしいという要求がヨーロッパ人か 
ら出る.市域でのヨーロッパ人の居住がもたらす混乱を避けるため,この 
要求を入れ,掘られるのがこの運河である.掘り上げられた土は，北岸に 
積み上げられ，道路とされた.これが,タイ国最初の道路である今日の 
Rama N道路である.運河完成後,予定された貿易基地へのヨーロッパ人 
の移転は,しかし,実行されなかった.バンコクから遠すぎるというのが 
理由であったという.

10. Hua Lampong運河とBang Rak運河を結ぶ小運河の掘削，1861年 
延長2.75kmのこの運河もヨーロッパ勢の要求によって掘られたもので 
ある.当時,ヨーロッパ人は,道路がないバンコクでは馬車にも馬にも乗 
れなくて,健康に極めて具合が悪いと不平をならしていた.これを受けて, 
道路建設のために掘り上げたのがこの運河だといわれている.この運河掘 
削は，バンコク市内における上木工事のはっきりとした転機であった.市 
内では，これ以後，旧来の運河掘削にかわって,道路建設がはっきりと前 
面に出て来るのである.

11.Chedi Bucha 運河の掘削，1855年頃 Nakhon Chaisi と Nakhon Pathom 
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を結ぶ運河である.Nakhon Pathornの仏塔への巡礼が目的で開設された 
といわれている.しかし,当時この地区が同時に重要な砂糖キビ地帯であ 
ったことを考え合せると,砂糖運搬用水路としての意味も大きかったこと 
は充分考えられる.

12. Mahasawat運河の掘削,1861—1865年 上記Chedi Bucha運河をバン
コクに連絡するような形で作られたものである.明らかに,Nakhon Chaisi 

を中心とした砂糖キビ地帯をバンコクに結びつけるための運河である.幅 
14m,深さ 2.4m.

13. Phasi Charoen運河掘削,1867年 チャオプラヤ河とSuphanburi河を
結ぶいま一つの横断運河である.幅14m,深さ2m,延長25. 2km.次に 
述べるDamnoen Saduak運河と一組になって，Mae Khlong流域への接近 
をねらったものである.

14. Damnoen Saduak 運河掘削，1867—1868年 Phasi Charoen 運河の西
の延長にあたりSuphanburi河より，Mae Khlong河にいたる延長35km 

の運河•Mae Khlong流域の米,塩,砂糖キビをバンユクに運ぶことが主 
たる目的と考えられる.

15. Down Jan運河掘削，1868年 これはRama N王が許可した唯一の私 
有運河である.幅12mで Mae Khlong河口から南に13.7km のび,果樹 
園をすぎて,マングローブ湿地に至っている.この海岸地帯からの産物を 
バンコクに輸送するためのものである.マングローブ自体が当時すでに薪 
炭としてよい値段で売られたという.

以上がRama N王時代の運河掘削である.この時期の運河掘削はMae Khlong 

河口の諸物産や,Suphanburi河ならびに,更にその西の砂糖キビに接近するた 
めのデルタ横断運河で特徴づけられる.この様は第79図に示されている.

Rama V王時代 Rama V王時代はデルタ開拓が急激に進展する時期であ 
る.この時代になると,開田用運河が出現してくる.この時代に掘削された運 
河の位置図は第80図に示されている.

16. Prem Phrachakorn運河掘削，1869—1870年 チャオプラヤ河東岸で,
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第79図 Rama IV王時代の運河掘削（Hubbard, 1967, map 7を一部修正引用）

第80図 Rama V王時代のうち19世紀最末期までの運河掘削（Hubbard, 1967,map8を一部修正引用）
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バンコクよりアユタヤ方面にのびる延長51.3kmの運河である.バンコ 
ク・アユタヤ間の航行用水路として掘られたが使用されなかった.華僑労 
働力を用いている.

17. Nakhon Nuang Khet 運河の掘削,1876—1877 年 Saen Saeb 運河より
東南進して,Chachoengsaoへ短絡する運河である.幅!2m,深さ2m, 

延長22kmである.°
18. Tawee Wattana 運河の掘削，1878年 Phasi Charoen 運河と Mahasawat

運河を結ぶ13.6km の運河.幅8m,深さ2m.水田開墾用の運河で, 
この運河ぞいに住む者からは1rai当り1bahtの水代が徴収された.

19. Prawet Burirom 運河掘削，1878 — 1880 年 Saen Saeb 運河の南， 
Samrong運河の北で,チャオプラヤ河とBang Pakong河を結ぶ約60km 

の運河.幅8m,深さ2m.この運河には4本の支線運河がSaen Saeb運 
河方面に出ている.支線運河は幅4m,深さ1.5m•この運河の場合も沿 
線への入居者からは,Irai当り1〜1.5bahtの徴収が行なわれている.水 
田面積拡大と,バンコクーChachoengsao間の交通路確保が目的である.

20. Naraphirom運河の掘削，1880年 Suphanburi河岸のBang Lenから東
南進して,上記のTawee Wattana運河に接続する22kmのもの•Maha

sawat, Tawee Wattana, Phasi Charoen の 3 運河に Suphanburi 河の水を導 
水することによって,3運河のシルティングを防止しようというもの.こ 
の運河の場合も,沿岸に土地を得て水田を開く者から,Irai当り,lbaht 

の徴金が行なわれた.
21.Preng運河掘削,1887—1888年 最初，Bang Khanak運河から約40km

西南進して,Samrong運河に至る計画であった.しかし,工事責任者 
Suriyawong の死で Bang Khanak-Prawet Burirom 間の約 20km のみが完 
成されて中止になった.開田が目的で入植した農民からは,Irai当り1〜 

1.5bahtが徴金された.ハ
22. Niyomtra運河の掘削，1899年 Samrong運河から海岸に延びる7. 2km

の運河.幅8m,深さ2・5mで,漕運,開田を兼ねている.1万rai(1600ha)
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の水田に給水された.
23. Rangsit地区の開発,1891年より バンコクの東北にひろがるー大荒蕪
地,いわゆるRangsit地区の開拓事業である.当時Thung Luang (王室の 
荒蕪地)と呼ばれ,象のすみかとされていた地域の35万rai(5万6000ha) 

を水田にする工事である.工事はシャム運河掘削•水田灌漑会社が王と契 
約を結んで実施する.3)東西に3本の幹線水路を掘り,これと直交する南北 
の水路を数十本掘って,ここに舟運を確保するとともに,稲作水利の条件 
をも改善しようというものである.水路延長は,最終的には890kmに達 
したといわれている.1897年には，3本の東西幹線が完成し,農民の入植 
が始まっている.

24. Luang Phaeng運河の掘削,1888年 この運河はPrawet Burirom運河
とNakhon Nuang Khet運河を結ぶ15.4kmの運河である.運河関係の役 
人であったしuang Phaengが王から開発権を得て開発している.

25. Udom Chon Jorn 運河掘削，1888一1889年 Chao Phraya Suriyawong

はPreng運河(21)と上記のLuang Phaeng運河(24)の間に，もう1本 
南北運河を掘削し,2万625 rai (3300 ha)の田に給水している.これは 
延長14. 2km,幅8m,深さ2mである.この工事では,さらに2本の支線運 
河が西行して,Luang Phaeng運河に至っており,これぞいでも,9900 rai 

に給水されている.
26. Phra Phinom運河の掘削，1890年より 貴族Phra Rachaphinomが掘 
削権をえて開設する運河である.バンコクの北,Bang Bua Thongから西 
北行する運河である.この方向からして,水田開設と同時に,当時すでに 
開けていたSuphanburiへの連絡をねらった運河でもあった.しかし開発 
者の死で,運河は16. 6kmのみ開通して中止された.この運河が後に31km 

の全長を完成するのは，1933年に入って灌漑局の手になってからである.
27. Phraya Banlue運河の掘削，1892年 チャオプラヤ河とSuphanburi河

の間の開田を目的に,チャオプラヤ河より西進する長さ16kmの運河を掘 
削するという計画で始められたものである.Chao Phraya Banlueが掘削権 
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をえている.しかし,4. 4kmを掘ったのみで同氏の死により工事は中断さ 
れる.

28. Charoen運河掘削,1891一1892年 Luang Phaeng運河(24)から西方に
派生する総延長30. 6kmの3本の運河の掘削が,Phraya Lamrongによって 
行なわれている.この運河は3万3750rai (6000ha)の水田へ給水している.

29. Bang Phli Yai 運河の掘削,1898—1901年 Sawing Puntale が許可を得
て，Samrong運河から海岸に向けて南行する運河を掘っている.幅10m, 

深さ2m,延長10.4kmである.掘り上げた土で,運河ぞいには道路が 
作られた.

以上がRama V王治世中,19世紀中に掘削された運河である.
運河掘削の変容 以上がHubbard(1967)がとりあげた19世紀最末期までの
運河掘削工事の主要なものである.
バンコク地区への遷都(1767)後,灌漑局設立(1899)までの130年の間の運河 

掘削を通覧して,Hubbard(1967, pp.73-77)は次のように結論している.すなわ 
ち,この期間は運河掘削の性格からして次の3期に分けられるというのである.

(1)Taksin 王(1767—1787)より Rama H 王(1809—1824)時代 現実に 
は新王都建設のための環濠掘削等に多くの勢力を費さねばならなかった. 
しかし，理想としたものはアユタヤ式の貿易路の確保であった.すなわち, 
チャオプラヤ河に短絡運河を掘削し,外国貿易を便ならしめることであっ 
た

(2) Rama IH 王時代(1824—1851) この時代になると，イギリスのタイ
領マレーに対する干渉や，ベトナムのタイ領カンボジアに対する干渉が強 
くなり,運河掘削も政治的,軍事的色彩が強くなってくる.河口には多く 
の要塞が建設される.同時に,デルタ周辺の微高地の砂糖プランテーショ 
ンや小都市への接近のための運河掘削が増えてくる.いわゆる•デルタ横 
断運河の建設である.

(3)Rama N王(1851—1861)よりRama V王による灌漑局の設立(1893)ま 
で 1855年のBowring条約締結後,米が売れる商品として一躍脚光を 
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浴びるようになる.かくして,運河はそれまでは放置されていた荒蕪地に 
開田用運河として延長されてゆく.もっとも,1855年から,この開田用運 
河が伸びるわけではない.開田用運河が本当にのびだすのは1870年代であ 
る.それまでは,前記の徴金用横断運河時代との漸移期と考えてよい.こ 
の漸移期に,大きな意味を持ってくるのは砂糖キビである.

この18世紀後半から19世紀最末期までの運河掘削をHubbard (1967)はまた 
労働力の点からも3分している.第一期はTaksin王とRamal王時代であり, 
これは筋役労働によって運河の掘削がなされた時代である.第二期はRamaH 

王時代からRama V王時代の1888年までで,この時代は華僑の賃労働が大き 
な意味を持っている.第三期は1888年のシャム運河掘削•水田灌漑会社設立以 
後の約10年間としている.この間政府は運河掘削権とその周辺の土地開発権を 
私企業に譲渡するのである.この第3期は20世紀初頭の灌漑局創設時まで続＜.
以上が19世紀末までの間の運河掘削の大きな流れである.同じような結論は 
田辺(1973b, pp. 217-219)によっても述べられている.

4.2.3 土地利用
上に議論した運河掘削からみた3時期は，土地利用の方から見るとどんなこ 

とになるかを少し考えてみたい.
1820年代:森からの採集品 第9表は,Crawfurd (1828, p.134)に現われた 

タイ王室の1820年代の歳入である.この表は,当時のタイの土地利用を想像す 
るのに便利な資料である.生産に直接関係のあるものだけを見てみると，おお 
よそ次のようなことがいいうる.
(1)Land Tax 米,果樹，砂糖キビ,ビーテル等,普通の平地で作られる 
作物にかけられる地租である.米に関しては,土地の良否にかかわらず, 
耕作されていれば,幅Isen(20ひろ)に対して,2.5 satangという具合 
にかけられている.(Thailand National Library, 1915, p.129),他の作物に 
対しては第10表の通りである.このLand Taxは25万8000 ticalsになり, 
これは全歳入のうちの11.6%を占めている.
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（2）森からの採集品 こ
れには,燕の巣,蘇木,錫 
等を入れ広い意味での森 
からの生産物として考え 
てみたい.これらは,い 
ずれも王室の専売品にな 
っていて,それからの収 
入合計は49万5000 ticals, 

すなわち,全歳入の22. 2 

%になっている.
（3）コショウ これの専
売による利益は,32万 
ticals,すなわち，歳入の 
14. 4%を占めている.

これらの数値は,私には実 
に興味深い.生産物から上る 
利益は,その多くの部分が当 
時は森で得られているからで 
ある.燕の巣はタイ湾の絶壁 
から,専門の人間が王の監督 
のもとに採取している.蘇木 
を代表とするいわゆる森林生 
産品は,ラオやマレーやクメ 
ールの山の中から切り出され 

第9表 1820年頃のタイ王室の歳入

Land Tax

Spirit Farm

Gambling Farm

Farms of Shop Tax

Fisheries of the Me-nam

Capitulation of the Chinese 
Monopoly of Esculent Nests 

Profits on Monopoly of Sa pan Wood 

at 1 土 per picul upon 150,000 
piculs

Profits on Monopoly of Tin at 15 ticals 

upon 4,000 piculs
Profits on Monopoly of Pepper on 

40,000 piculs
Profits on Monopoly of minor articles 

as Eagle Wood, Cardamoms, Lead, 

Ivory, and Gamboge

Custom House duties with profits upon 
commercial operations unconnected 
with the Monopolies cojectured at

258,000

264,000
260,000

165,000

64,000

200,000
100,000

225,000

60,000

320,000

110,000

200,000

Total Ticals 2,226,000

Crawfurd, 1828, p.134•より引用

第10表米以外の作物に対する課税額

ドリアン 1本 1 tical
マンゴー 1本 1/8 tical

マンゴスチン 1本 1/8 tical
ココヤシ 8本 1/8 tical

アレカ 8本 1/16 tical

ビーテルの蔓 8本 1/8 tical
パナナ 1面 1/4 tical
タバコ 100本 1/4 tical

砂糖キビ 1面 1/4 tical

他の果樹 無料
Crawfurd, 1828•より引用

て来る.例えば1826年,ビルマからThree pagoda passを越えて来たFrancisco

Jose Lealは,このビルマ国境のすぐ近くという大変な僻地で,27艘の大小の
舟を見ている.この山地でとれる棉,密ろう,象牙,蘇木,蜂蜜,水牛や鹿 
の皮,虎の毛皮,カルダモン等を平地に積み出すためにやって来た舟である
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(Vajiranana〔Thailand〕National Library. 1912 vol.田,Part 1,p. 42)•森林産 
物の採集は,このように,バンコクから離れた山地で極めて活発に行なわれて 
いた.そして,それが王室歳入の大きな部分をなしていたのである.

コショウもまた半ば森の産物と考えてよい.これは,Chantaburiを中心に, 
タイの東南海岸で中国人の手によって作られていた.コショウは熱帯降雨林で 
覆われた玄武岩台地で作られる.バンコクから遠くはなれたこうした特殊地帯 
に栽培され,バンコクに持って来られたのである.Crawfurdもいうのだが, 
これは,スマトラでオランダがやったと同じように,強制労働で一種の焼畑的 
手法で栽培されたのである(Thailand Natiunal Library, 1915, p.112),

コショウを森の産物の中に数えると,森の産物の占める比率は,全歳入の 
36.6%を占めることになる.Land Taxからの歳入がH. 6%である.当時の歳 
入は，かくして，平地から得るよりも,むしろ森に頼っていたといってよい. 
王室の舟は盛んに森とバンコクの間を往復していたのだ.

1840年頃:園地作物と砂糖キビ 上記の時代より20年ぐらい後のRama HI王
時代,すなわち横断運河時代を見てみると次の通りである.ここには,1840年 
頃のPallegoixの資料がある.第U表がそれである.この表からも,平地の 
農作物と,いわゆる森からの採取品との重要性を比較してみよう.その前に 
Pallegoixのこの表は,Crawfurdの表と比較するためには一つの補正をほどこ 
しておかねばならない.

この表の中には徭役労働の免除にともなう徴金からの1200万ticalsが記入さ 
れている.比較のためにそれを差し引き,(2696万4100—1200万)ticals = 1496 

万4100 ticalsを補正した歳入として,以下試算を行なってみたい.
まず平地に関係したものを,この第11表からひろい上げてみると,水田,園 

地，プランテーション等の地租とヤシ油,砂糖,ヤシ砂糖,輸出米などにかか 
る物品税がある.それらの合計は約900万ticals,すなわち,補正した全歳入 
の約60%になっている.一方，いわゆる森からの採集品からえられる歳入は， 
多くの品目があるが,いずれも少量であり,その合計は,80万ticalsたらず, 
すなわち全体の5%にしか達していない.かって,1品目だけで14.4%を占め
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第11表Pallegoixの算出した1840年頃の王室歳入

Rice-grounds 
Gardens

Plantations 
Teak-wood 

Sapan-wocd 
Cocoa-nut oil 

Sugar 
Palm-sugar 

Rice exported 

Salt 

Pepper 
Cardamoms 

Falss cardamoms 

Laclake 

Tin 

Iron 

Ivory 

Gutta-percha 
Rhinoceros horns 
Stag horns 

Buffalo horns 

Hides
Gum benjamin 

Birds* nests 

Dried fish

Dried prawns or shrimps 
Balachang, or kapi 

Wood-oil

Resin 
Rosewood 
Torches, or damar

Ticals.

2,000,000

5,545,000

500,000
80,000

200,000
500,000

250,000
10,000

100,000
50,000

400,000

10,000

20,000
12,000
60,000

60,000

45,000

24,000
2,000

4,000

500

2,600

1,000

100,000

30,000

6,000

10,000
8,000

7,000

40,000
20,000

Brought forward 

Rattans 
Bark for tanning 
T imber-spars 

Bamboos
Palm-leaves for roofing 

Firewood

Opium farm 

Arrack

Gambling-houses farm
Fisheries do.

Markets do.
Floating bazaars

Tobacco monopoly 
Aquila-wood 

Turtle-eggs

Custom-house revenues 

Exemption from corvSes 

Chinese capitation-tax 
Tonnage-dues on shipping 

Gold-mines of Bang Taphan 

Prostitutes
Fines and receipts from 

tribunals

Revenues of Northern 

Provinces
Do. Southern Provinces 

Lotteries

Ticals.

10,097,100
12,000

10,000
9,000

90,000
15,000
15,000

400,000

500,000

500,000

70,000
100,000

150,000

200,000

45,000

6,000

300,000

12,000,000
2,000,000

80,000

10,000

50,000

15,000

50,000
40,000

200,000

Ticals .. 10,097,100 £3,370,512 10s.—Ticals 26,964,100

Bowring, The Kingdom and People of Siam (Oxford in Asia Historical Reprint,1969) p.268 より
引用

たコショウは,この時点では2.7%に激減してしまっている.1820年代には, 
森から相当の収入を得ていたタイ王室は,1840年頃には,すでにその比重を完 
全に平地に移してしまっている,というのが一つの明瞭な結論といってよいの 
ではなかろうか.
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ところで,平野の土地利用の内容を今少しく見てみよう.約900万ticalsの 
平野からの収入のうち,水田から出るものは200万ticals,すなわち平地分の 
22%にしかすぎない.最も大きなものはgardenとされているものである.こ 
れが61%を占めている.gardenとは都市周辺にある園地等である.少し時代 
はさかのぼるが例えば,J. G. Koenigは1778年のバンコク周辺に関して次の 
ような記載をしている.

「河ぞいの100—1000フィート幅のみに樹々の茂みがあって，その背後が 
見渡すかぎりの水田になっている.人々はこの茂みの中に住んでいて,人の背 
丈ぐらいの高さの杭の上に家を建てる.家は竹の柱とヤシの葉でできている. 
茂みの中には畑を作る.畑には垣根はないが,深くて,長く続く溝が縦横に掘 
られている.溝は人間がとび越えられるくらいのものである.溝から掘り上げ 
られた土は幅3~4フィートの畝に積み上げられ，冠水をまぬがれるようにし 
てある.畝の高さや長さは元の地盤の高さによるが,ふつう極めて長く続く. 
この上には，いろいろの種類の野菜,バナナ,それに時々はコショウが見られ 
るし,各種の果樹がある」(Koenig, 1894, pp. 161-162).

これは,ごく初期のバンコクの園地の姿である.長い溝を切って畝立てをし 
た果樹園には今日のバンコクやThonburiのドリアン園の原型が認められる. 
1840年代になると,こうした園地が,バンコク以外の地方都市でも急速に脚光 
を浴びるようになる.Chantaburi, Bang Pakong,チャオプラヤ，Tachin, Mae 

Khlong等の大河の下流には特にこうした園地が広くなる.例えば,Pallegoix 

(1854, vol.1,p. 98)が述べる Mae Khlongの園地では,トウガラシ,サツマ 
イモ,カブラ,玉ネギ，ナス,タバコ，アレカ等が大々的に作られている.

こうした園地に加えて,1840年頃になると，すでに砂糖キビ•プランテーシ 
ョンがかなり重要なものになってきている.例えば，Nakhon Chaisiには,当 
時200〜300人の労務者を持つ製糖工場が少なくとも,30軒はあったといわれて 
いる(ibid.,件26).そして,その後も砂糖の生産はますます盛んになり，1850 

年代に入ると,デルタで最も重要な産業となるのである.
砂糖キビ栽培はデルタの中央部ではな <,いわゆる縁辺の微高地で行なわれ 
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た.Suphanburi河の自然堤防上や,それよりもう少し山に近いいわゆる生きて 
いる扇状地の上である.少し時代は下るが,Siam Repository(1870, pp.460-461) 

に描写された砂糖キビ地帯の風景は次の通りである.すなわち,雨季の減水が 
始まりかけると,河岸に建てられた製糖小屋はいっせいに活気を帯びる.搾汁 
の季節だからである.竹とニッパで作った工場では搾汁の準備が始まり,まわ 
りの砂糖キビ地帯からはキビが集まり出す.耕作者が持ち寄るキビもあるが, 
工場が舟を出して,遠くの契約栽培のキビを運んで来る.河岸には砂糖キビが 
山と積まれ,煮沸小屋は四六時中火焰を上げる.工場のわきには労務者の住み 
家と酒場と賭博場が設けられ,異様な賑いが始まる.

1856年の報告書でも，Bowringは「砂糖こそは,シャムのあらゆる生産品の 
中で,他のいかなる物をも凌いで，最重要の輸出品になるであろう」(Bowring, 

1969, p. 204)といっている.実際,1830年から1850年代にかけて著しく伸びて 
来る平地の物産というのは,何よりも砂糖である.上にも述べたように,王室 
の歳入はこの時期になると,園地作物と砂糖キビに負う所が絶大なのである. 
森の物産はこうして完全に平地の物産に置きかえられて行く.

1860年代後半以降:開田 稲が新デルタでもかなり早い時期に作られていた 
ことは確かである.例えば,前記のJ. Koenig (1894, p.161)はバンコクへの 
遷都直後,すなわち18世紀末のバンコク附近について,「ふつう米は年2回と 
れる」といっている.Pallegoix (1854. vol.I p. 68)もチャオプラヤ河口附近か 
らバンコクにかけて,点々と稲田を見ている.もっとも，こうした稲が商品作 
物として意識され,大々的に作り出されるようになるのは,Bowring条約後で 
ある.
王達が掘削した運河の中で,開田が目的であると,はっきり分るものは, 

1861年掘削開始になるMahasawat運河である.このことに関して,田辺は次 
の如く述べている.

『年次別法』の『年次別法令集』の仏暦2404年(1861AD)の「勅令:親 
王に田を下賜する御親筆草案」には次のようにある.

FNonthaburi領内とNakhon Chaisi領内にまたがるBang KhwangからBan
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第12表 1886—1887年のバンコクよりの輸出品

Articles.
1887. 1886.

Quantity. Value. Quantity. Value.

Rice Tons 407,046

£

1,918,783 219,146

£

1,102,731
Teak Tons 21,107 101,659 21,747 115,497
Pepper Tons 1,553 95, 731 951 56,646
Salt fish Tons 2,190 15,630 4,071 22,462
Dried fish Tons 6, 662 70,180 4,152 38, 914
Birds* nests Tons 7 49,589 5 24,008
Buffalo hides Tons 1,516 38,501 1,164 27,078
Teel seed Tons 3, 939 32,436 4,639 38,691
Bullocks Heads 15, 263 32,039 14,141 31,693
Sapan wood Tons 1,772 9, 270 3, 278 18,678
Other articles 235,083 252,409

Total — 2, 598, 901 — 1,728,807

Foreign Office, 1887, Diplomatic and Consular Re ports on T rade and Finance, Siam, No.

412, p. 4,より引用

Ngiwaraiにいたる新たに開削した運河に沿う平野は,以前は荒蕪地で空白の 
ままであり,土地を保有する者はいなかった.運河開削が進行するにおよび, 
朕は大蔵卿であり運河開削の総奉行でもあるChao Phraya Rawiwong Maha 

Kosathibodiに命じて，この荒蕪地を水田として占取させた.Nonthaburi領内 
では運河北岸に1620rai(259. 2 ha), Nakhon Chaisi領内では北岸に9396 rai 

(1503. 36 ha),南岸に 5184 rai (829.44ha),合計1万 6200 rai (2592ha)の土 
地があり,これを50区画に分割する.1区画は324rai(51.84ha)で,一辺の長 
さ60sen⑵4km),幅5sen, 8wa(216m)である.このすべての土地には以前か 
ら保有者がいないので,朕がすべてを占取し,その一部を分与したく思う.す 
なわちその一部を皇子,皇女に与え,ある者は1区画,ある者は2区画とする. 
そしてこの土地をBao Phrai (隸民)に耕作させるか,もしくは他の者に小作 
させよう(Chahai Phuun Chao Tham Ko Tam)...... .

新たに占取した水田には以前の告示にしたがって地租Kha Naがかからな 
い.しかしこの種の水田に関しては,自らの保有とするかぎり,他人に売却・ 
贈与できない…….
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以後,この時の占有地券Tra Daengを更新する必要がある時まで,水田の 
保有者に対して地租を免除する」（田辺,1973a, pp. 37-38）.

1860年代も中頃になると,デルタ開発の目的は極めてはっきりと開田へ向う 
のである.

ところで,ここに1886—1887年のバンコクからの輸出品リストがあるのでそ 
れを示しておきたい.前頁第12表がそれである.1886年と1887年の輸出総額の 
うち,米の占める割合は,それぞれ64%と74%となっている.この時点では明 
らかに米の持つ意味は極めて重要なものとなっている.
以上,バンコク遷都後,19世紀最末期までの約130年間の土地利用を見たの 

であるが,ここでも運河掘削に関して見られたと同じような変化が認められる. 
それは大略.1820年代までにみられる森の産物に頼る第1期,次にそれに続く 
1860年代前半までの園地,砂糖キビ時代,そして最後に1860年代後半から始ま 
る産米を中心とする第3期である.

4.2.419世紀後半の稲作
開田初期の様子 こうして脚光を浴びるようになって来る米は一体どのよ 

うにして栽培されていたのであろうカ、.ここでは,2, 3の資料をもとにしてそ 
れを窺ってみたい.19世紀後半のデルタの稲作は極めてプリミティブであると 
同時に,極めて雑多であったというのが私の意見である.具体的には以下に述 
ベるような7種類ぐらいの稲作技術が混り合って存在していた.

まずLucien Hanksの報告するBang Chanの資料を示してみよう.これは, 
当時の新デルタの稲作を知るには極めて貴重な資料である.バンコク東北東, 
約20kmにあるこの村は次の四つの異なった農法を持っていた.

⑻ 焼畑点播 1850年頃に,この地Bang Chanにやって来た最初の入植
者は,完全な焼畑法を用いて稲を作っている.

「農具がなく,開拓者達は移動耕作で米を作った.（中略）ブッシュや草は 
丈夫なナイフで切り倒され,1力月足らずの乾燥の後焼かれる.3人の大人 
のいる,Chaemの家では家族で食ってゆくのに約2rai （0. 33ha）の土地をこ 
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うして耕す必要があった.(中略)男が孔をあけると,女が後からその孔に 
籾を入れた.稲はこうすると株をなして生えてくる.そして,それは充分に  
大きくなるまでは,草とりをしてやらねばならない.この時期はまた,砂糖 
キビ,ナス,ウリ,豆等を植える地面の地ごしらえをする時期でもある」 
(Hanks, 1972, p. 78).

明らかに,山地の焼畑と寸分かわらない,焼畑法での点播稲作が行なわれて 
いる.

(b)犁耕点播 1875年ぐらいになると,犁を用いた点播を行なう人達が現
われる.

「彼等は,また移動耕作を行なっていて,水牛で耕起した所に穿孔し,そこ 
に種籾を播種した」(ibid, p.94).

後にHanksも指摘するように，焼畑点播⑻の場合も犁耕点播(b)の場合も, 
それらはいずれも,自分達の住み家の周辺にあるなるたけ高い所で田を作る傾 
向があったのである.低所を好んで耕作する現在の水稲耕作とは,明らかに異 
なっていて,むしろ逆の環境を選択的に利用している畑稲耕作者である.しか 
も,それは移動耕作である.
(c)犁耕散播 1880年代になって裕富な家族が入植して来ると,初めて現

在のそれに酷似した直播法が見られるようになる.
「ブッシュや草を切り倒した後,彼等もそれを焼き払った.しかし,耕作面 
積は2〜3raiではなくて,その2倍ぐらいの面積に及んだ.また移動耕作者 
と違って,その稲作は湛水に頼ることになった.そんな訳で,各戸の戸主は, 
前もって水の溜る所を探し求めた.耕作する所は,湛水が他よりも早く始ま 
り,長く続くような所であった.草等を焼いた後,彼等は鍬で耕すかわりに, 
犁耕するために何頭かの水牛をつれて来，また何日かたって,同じく水牛で 
砕土を行なった.こうした後,彼等は,それぞれに整地された田に,注意深 
く籠からーまきーまき籾を散播した.そして,最後に,近くの茂みに巣くっ  
ている鳥から籾をかくすために,軽く覆土が行なわれた.かくして,雨が来 
ると稲は発芽したのである」(ibid., p. 96).
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こうして,いわゆる深水直播栽培にあたる犁耕散播がBang Chanに見られ 
るようになるのである.しかし,その後も,新しい入植者達は雑多な稲作法を 
用いるのである.そのうちの一部の者は奇妙な栽培法を持って来る.

(d)点播苗代移植 例えば,1890年代,ここを通過してゆく 一群は次のよ
うな耕作法を持っている.

「私達は共同で,ブッシュや草を切り払った.私達は苗代に棒で孔をあけて 
籾をまき,雨が来て土地が柔らかくなった所でそれを移植した.何故なら, 
私達は水牛を持たなかったから」(ibid., p. 99).

ここに示されているのは，まず第一に点播苗代である.第二に水牛を持って 
いないのであるから，本田準備は鍬で行なったか,あるいは,場合によっては, 
何も行なわなかったのである.

Bang Chanに近いBang Khuadでは,1870年代には，また次のような耕作 
が見られている.

(e)焼畑散播 「深いジャングルが焼畑の方法で焼き払われ,その上に稲
籾が散播された」(Kaufman, 1960, p.15).

以上がBang Chan周辺における開拓時の稲作である.
この当時の新デルタには,もっと別の稲作も行なわれていたようである.例  

えば,次のようなものもあった.
(f)蹄耕散播 動物の蹄で耕す,いわゆる蹄耕である.例えば,Bowring

は次の如くいっている.
「シャムの多くの所では，雨季になると,水牛の1団が田中に放たれ,それ 

が草と土を踏みつける.その後で粗雑なマグワか,または,とげのある小枝 
が曳きまわされる.そして籾が散播される」(Bowring, 1969, p. 201).

全く似たようなことはJames Low (1847, p. 341)も述べている.また明治19 

年,東京地学協会でドートルメルも報告している.
「其班作ノ有様二至テ八法方未ダ全ク備ハラズ先ヅ田面ヲ班スニ当リ効外ヨ
リ野牛ノ強大ナルヲ牽キ来り之レヲシテ田面ノ縦横二蹈マシメ更ラニ肥料ヲ  
用ヒズシテ直チニ米種ヲ蒔キ敢テ芸蔣ヲ為サズ自然二放任ス……」(ドートル
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写真1植付棒を用いた移植

メ ル,1886, p. 7）.

マレー世界でラニャックと呼ばれて,最近までかなり広がっていた本田準備 
の方法である.

⑻ 植付棒移植 また植付棒を用いた移植も行なわれていたらしい.W.

A. Graham, 1904, Agriculture in Siam （p.158）にはこの方法で移植を行なって 
いる写真が示されている（上掲写真1参照）•ここでは,長さ70〜80cmに成長し 
ただろうかと思われる苗の葉先を切りそろえて,40cmぐらいにしたものを, 
植付棒で水深20cmぐらいの田に植えている.
以上が当時の新デルタで見られた稲作である.ざっと数えるだけでも,⑻焼 

畑点播,（b）犁耕点播,⑹黎耕散播,（d）点播苗代移植,®焼畑散播,⑴蹄耕散播, 
⑻値付棒移値といった雑多な技法が存在したことがわかる.こうして見ると, 
19世紀後半の開拓時代の新デルタには,今日の稲作風景とはおよそ似ても似っ 
かないものが,雑多に入り混じって存在していたらしいことがわかってくる.
湿地型稲作 少し道くさを食うことになるかも知れないが，ここで，上の 

七つの技法を生態学の観点から整理して,どこに,どういう技法があったかを 
明瞭にしておきたい.
本論に入る前に,まず,前章の第68図,すなわち原始の状態での水文環境を 

もうー度見ていただきたい.第81図は第68図を簡略化して，その上にBang 

Chanの位置などを書き入れたものである.第68図の意味するところは,新
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XBC Bang Chan ® Ayutthaya ® Bangkok

（D〕Damnoen Saduak-Phasi Charoen 運河

（P）Prawet Burirom 運河
第81図Bang Chan附近の概念図•Bang ChanはRangsit地区とともに新デルタ中央部にあ 

る.一方Prawet Burirom運河をへだててそれより南が通年湿性の海岸部になっている

デルタは大きくは二つの部分に分けられるということであった.すなわち,海 
岸に近い海岸部と,内陸にある中央部である.前者は通年湿性で湿地木や多年 
草が常に繁茂している.後者は雨季には深く湛水するが,乾季にはカラカラに 
乾き上がって，そのために一年生の草が生えている.両者を境するものは,大 
略,東では Prawet Burirom 運河,西では,Damnoen Saduak-Phasi Charoen 

運河という線である.
さて,こうした区分をしてみると,Bang Chanは中央部に入っている.す 

なわち，ここでは乾季には田面は干上がる.このことは,Bang Khuadでも同 
じである.20世紀初頭には，すでにこのBang Khuadでは多くの米がとれ,そ
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写真2タジャックを用いてヨシを切り払うだけの本田準備

れがバンコクに売りに出されたが,米は「舟ではなく牛車で運搬された.運河 

は大きな舟には浅すぎたから」（Kaufman, 1960, p.16）である.こうしたデルタの 
中央部に行なわれていたのが,⑻焼畑点播であり,（b）犁耕点播であり,（c）犁 
耕散播であり,さらには ⑻焼畑散播であった.いずれも,雨季の湛水が始ま 
る前に焼くか耕起するかして整地しておき,そこに籾を蒔いている.籾は雨季 
初めの雨とともに発芽し,やがて湛水が始まると,その中を生長してゆくの 
である.この状態は私達には，きわめて納得し易い.典型的なモンスーン稲作 
の一つの基本型だからである.こういう意味では,Bang Chan地区で理解 
しにくいのは,むしろ,（d）点播苗代移植である.孔を穿って籾をそこに蒔き, 
苗代を仕立てるが,後に移植するというものである.Bang Chanでは1890年代 
に入って,この稲作を持った人達が入って来,すぐにどこかに移動して行って 
いる.このことは，後にもうー度考えてみたい.
興味があるのは,（f）蹄耕散播と⑻植付棒移植である.結論から先にいうなら 

ば，これら二つの技法は本来通年湿性の海岸部にあった技法であると私は考え 
ている.Grahamの写真にはその位置がどれも正確には記されていないが,写 
真の風景から,これは海岸であるといいたいのである.まずGraham （1904, 

p.158）の写真（写真1）であるが，ここには,カヤツリ草の原が見えている. 
そこに見えている畦は，おそらくは,そうしたカヤツリ草を切り倒して積み上 
げられた草だけでできた畦に違いない.同書は"clearing the ground"と題し 
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て別の写真(写真2参照)も掲載しているが(ibid., p.154),この写真は前の写真 
よりも,もっとはっきりしている.これは20cmぐらいの深さに湛水した田中 
でヨシに似た草をナタで切り払っている所である.男が振りまわしているナタ 
には,刃と直角に柄が付いていて,特殊な形をしている.そして,変ったことに 
は刃が彎曲の外側についている.いわば普通の鎌に似た恰好だが刃が鎌とは反 
対に外側についている.これは,マレー半島やサラワクでタジャックと呼ばれ 
ているもので,その形と扱い方が特徴的なだけにすぐ見わけがつく.例えば, 
写真で一番左の男が振りまわしているその恰好はタジャックに見られる特有な 
ものである.マレー半島や,サラワクでは,このタジャックで灌木や多年草を 
薙ぎ倒し,水に浮かんだ草を片隅に押しのけて畦とし,こうして草の取り去ら 
れた所に直接苗を植えてゆく.犁耕は全く行なわない.鍬による掘り起しもし 
ない.そして，こうした所に植える時に,ふっうは掘棒で穿孔するか,植付棒 
で押しこんで植える.
写真2を見ていただければ,現場の経験のない読者でもこの無耕起移植の蓋 

然性は理解いただけるかと思う.この多年草は地下に縦横に太くて強い地下茎 
を張りめぐらして,いわゆるルート・マットを作っている.時には,この中に 
灌木が混じていることもある.しかも,ここは深く湛水している.こうした所 
では普通の意味での犁耕ということは考えられない.犁は草や木の根にひっか 
かって前に進むことができない.鍬で掘り起すことでさえそう容易なことでは 
ない.例のタジャックで地上部をたたき切って,とにかくこの草の成長を抑制 
することだけで精一杯である.逆にまた半分腐りかけたルート・マットの性格 
上,稲を揷し込むにはそれで充分である.同時にまた,これだけ湛水しておれ 
ば,点播にしろ散播にしろ,籾を直接田面に蒔くということも不可能である. 
籾は水中で窒息死するか,魚に食われてしまうだろう.また,日本で用いるよ 
うな短い若苗を浅く植えることも不可能である.苗は水没するか,または風波 
に洗い流されてしまうであろう.かくして,唯一の方法は,長大な苗を,植付 
棒で深く押しこんで,ルート・マットの下にしっかり食い込ませるということ 
になってくる.こうして,地下茎の網の間に植えられた稲は，成長点の切られ 
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た多年草が勢力を盛り返すまでに,成長して実を結ぶのである.
マレー世界でいま一つよく見られるのが,先に述べたラ二ヤックである.こ 

れまた特殊な本田準備の方法である.ふだんは放牧してある水牛を何十頭と田 
に追い入れ,草と土を踏みつけさせて,田面を柔かくし,その上に籾を蒔くか, 
植付けをするものである.湛水深が深い場合には長大な稲が植えつけられる. 
このラニャックは必ずしも通年湿性低地にのみある技法とはいえないが,マレ 
一世界にはなお,所々で残っているものである.

こう考えてみると,（f）蹄耕散播と⑻植付棒移植は通年湿性の海岸部の技法 
であったと考えるのがどうも妥当なようである.1826年のBurney Paperは 

「今日,シャムの至る所に何百というマレー人やインド人がいる.彼等は国に 
帰りたくとも帰れないのだ.中国人は,こうした人達をさらって来ては,ペナ 
ンやマラッカやジャワから舟に乗せ,このシャムでおろして売り払ってゆくの 
である」（Vijiranana〔National〕Library, 1910, pp. 95-36）といっている.またバ 
ンコク周辺には何千というマレーの回教徒がいるが，これは戦争捕虜として, 
18世紀につれて来られた者だという（石井1977, pp. 355-356）.あるいは,こうい 
う人達によってその故郷で行なわれていた湿地稲作が,このチャオプラヤの海 
岸湿地に移植させられたのであろうか.
稲田の拡張 1860年代に拡がり出す商品作物としての米の栽培は,その後 

急速に新デルタ全体に拡散してゆく.こうした農地拡張が最も見事な形で起る 
のが,19世紀最末期におこるRangsit地区の開発であろう.前項で述べたよう 
にこれは,1888年，シャム運河掘削•水田灌漑会社がRama V王と契約を結 
んだ時に始まる.ここでは,こうした水田拡張の有様を,もっぱら農業技術と 
いう点から見てみよう.

まず最初に1860年,あるいは,それよりももう少し前の様子を想像してみよ 
う.新デルタの大部分は,まだ人の住んでいない状態である.しかし完全に無 
人の地であったわけではない.すでに述べたように,1830年代には，河口集落 
の要塞化が始まる.当時,すでに大河の河口には漁業や製塩のための集落があ 
った.こういう人達は中国への輸出を目的にした貝柱やナマコ取り,あるいは, 
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バンコク向けの魚醬作り,さらには,ジャワ向けの塩魚製造といった商業的な 
生産をする人達であった.要塞にしろ,漁業にしろ,製塩にしろ,特殊な,し 
かし明確な目的のために,彼等は新デルタの要所に拠点を求めて居住していた 
のである.未開のデルタは気の遠くなるような広大な湿地林と原野の広がりで 
あり,住むには決して快適な所ではないが,それにもかかわらず,特殊な目的 
のための居住はあったのである.

ところで,こうした海岸部の戦略的もしくは商業的集落の周辺には,たぶん, 
最小限の園地と稲田があっただろうと思うのである.例えば,すでに引用した 
Koenig (1894, pp.161-162)»や Pallegoix (1854),ドートル メル(1886), Smyth 

(1898)の見た水田がそうである.それらは生態的な視点からすると,先に述べ 
た無耕起の湿地型の稲作であった可能性が極めて高い,

こうして，おおまかにいうと,19世紀中期には,海岸に点在する集落とその 
周りには湿地型稲作が存在し,それが一つの核をなしていた.そして,新デル 
タ中央部は大きく空白になっていて,その空白部の北には,アユタヤの浮稲地 
帯があったということになる.中央部の開拓は，こういう初期条件を持って始 
められるのである.この中央部の空白地帯の開拓に関して,Johnstone (1975, 

pp. 100-101)は,散在する情報を整理して次のような資料を提供している.
1880年:Prawet Burirom 運河完成・
1880年代の中頃までにPrawet Burirom運河ぞいは大いに開田される.この 
時点では，Saen Saeb運河(Prawet Burirom運河に平行して,それより 
10〜20km北にある運河)ぞいは，ほとんど荒蕪地として残されている.

1888年:Saen Saeb運河ぞいには開田あれど，それより北には稲田は全くな 
<,象の多い危険な場所として残っている.

1890年:Saen Saeb運河の北も急速に開田される.
1890年代中頃:Rangsit地区への入植が極めて盛んになる.
1902年:Rangsit地区の南部は人口大いに増え，新しいamphoeが出来る.
1907年:開田はRangsit地区の北部にも及び,ここにも新しし、amphoeが 
生れる.
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この資料はHanksがBang Chanで得た資料とは必ずしも一致していない. 
Bang Chanの人達は彼等の村,すなわちSaen Saeb運河附近に1850年頃には 
すでに入植しているのである.このことは,当のJohnstone自身も認めている. 
しかし,それにもかかわらず,まとまりのある本格的な入植というのは,上に 
述べたような時期に起り,全体としては，開田は南から北へ進んだと考えるの 
である.特別に例外的に早い入植が局所的にあったかも知れないが,開田の大 
きな波のようなものを考えると,それは南から北へ進行するというのである.

ところで,こうして北進してゆく開拓にともなう農法について,同氏は以下 
のようにいっている.

「かくして,East Bankの新開地に移って行った移住者達は,自分達の農 
法を移植法から直播法へ変えることが可能であり,またそれのほうが有利で 
あることを知ったのである.例えば,1870年代後半から,1880年代にかけて, 
あの〔海岸ぞいの］いわゆる辺僻な"fangloi”地区のPrawet Burirom運河ぞ 
いに住んでいた人達は,もともと移植法によって稲を作っていたのだが,彼 
等がこの〔Rangsitの〕新開地に来ると,もっと手っとり早い作業で,なおか 
っより大きな収量の得られる直播法に変えるのである.彼等は水牛で耕し, 
籾をばらまくだけでよくなる.それで稲は充分に多くとれるのである.
別の資料によると,シャム運河掘削•水田灌漑会社が開発する以前のRang- 

sit地区に散在していた田では,稲は移植法によって耕作されていた.しか 
し,会社の運河掘削が広域に広がり出すと,農民は直播法を採用するように 
なった.1920年代に入ってもなお,農林省は農民達が移植法から直播法に変 
更しつつあるという報告を受けている」(Johnstone, 1975, pp. 210-211).

上のような事実を見て同氏は「地理的にも経済的にも遠隔地に位置するこの 
〔海岸部の〕辺境の農民のみが移植を行なっていたようだ.何故彼等がそうい 
うことをやっていたのかは不明である」(ibid., p. 209)とつけ加えている.
以上がRangsit開田初期の状況である.ところでJohnstoneとちがって, 

私は辺境の海岸地帯に移植があり,それが,経済的にも地理的にも中央である 
Rangsit地区に移る時,直播に変るというのは至極当然なことであると考える.
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理由は,すでに述べたように,海岸部は通年湿性であり，そこはもともと移植 
しか行なえない地域なのである.一方，新デルタの中央部であるRangsit地区 
に来ると,そこは半年の乾燥の卓越する所であり,そこでは今度は逆に,直播 
しか行なえないということになるからである.

Rangsit地区でも開発前には移植田が点在していたということもJohnstone 

は述べている.新デルタ中央部にも局所的には川筋があり,そうした所には, 
通年湿性に近い環境があり,湿地移植があったのである.例えば先に引用した 
Hanksが述べるBang Chanの奇妙な点播苗代移植耕作者達,あれも,この種 
の場所で稲を作った人達に違いないと私は考えている.彼等は「雨が降って 
土が柔らかくなった所で移植する.何故なら私達は水牛を持っていないから」 
(Hanks, 1972, p. 99)というのである.いわゆる無耕起移植である.このBang 

Chanの一見奇妙に見えた通過者達は,結局は海岸部の湿地移植地帯から, 
Rangsit地区への移住者達であったのにちがいない.
私は19世紀末最大のフロンティアであったRangsit地区には,こうして一 

つの大きな流れとして海岸の湿地帯から一群の移植型水稲耕作者達が流れ込ん 
で行ったと思うのである.

na khukhoとna fangloi さきに引用したJohnstoneの文中に「辺僻な 
“fangloi”地区のPrawet Burirom運河ぞい」という言葉がある.これについて 
少しく触れておきたい.

この議論に入るためにはまず,na khukhoとna fangloiという2種類の田地 
の定義をしておいたほうが都合がよい.na khukhoとは,もともと所有面積に 
応じて課税されるような田として規定されたものである.しかし,その後,実 
際には水田所有者が保有する水牛の数によって課税されるというように変って 
いる.いずれにしても,このna khukhoはその所有量を基準にして課税がされ 
る田地である.一方,na fangloiでは,課税は植付面積を基準に行なわれる. 
この種のna fangloiは庶民がもっことが多い.毎年,査定官が現場にやって 
きて,そこに何株の稲があったかを確かめて課税額を決める.のアユタヤ王朝 
最末期のころから20世紀前半までは税制上この2種類の田があったのである.
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19世紀後半の様子について,Johnstone (1975, pp. 208-209)は次のようにも 
いっている.

「より価値の高いna khukhoは次のようなものとして,二通りの記載がさ 
れている.すなわち，第ーにそれは天水と同時に毎年氾濫水のかかるような 
田であること.そして第二に,ちょっと驚くことであるが,そこは直播が行 
なわれる所である.これに対して,na fangloiは，もっぱら天水のみに頼っ 
ていて移植されている.より望ましいとされているkhukho田は,総て伝統 
的な米所であるアユタヤ,Suphanburi, Ang ThongそれにLopburiの周辺に 
のみ分布することになっている」.
以上の文中では上等田は直播田であり,下等田が移植田であり,これはちょ 

っと驚くべきこととされている.しかし,私にいわしむれば,これまた決して 
驚くべきことではない.アユタヤ附近の田が氾濫水を受け,直播田であり,所 
有面積(水牛頭数)によって毎年定額的に課税されるというのは,普通の浮稲  
田を考えれば,理解は至極簡単である.これがna khukhoである.これに対 
して,na fangloiは海岸湿地の湿地稲作だと考えれば,その理解も容易である. 
湿地稲作では,第ーに,いわゆる氾濫水というものの入る所ではなく,天水だ 
けに頼っている.第二に移植である.第三に,先にも議論した如く,無耕起で 
あり,第四に移動耕作である.移動耕作であれば,当然所有面積に対する課税 
ということはありえないことになる.その年々の植付面積,すなわち,そこに 
何株あったかを確かめて課税するというのは当然のことになる.移植というと, 
すぐ確立した普通移植を想像するから,移植田が下等で,その租税が見取りで 
あり,直播田が上等で定額課税されるなどと聞くと,理解に苦しむということ 
になるのである.耕地を常に転々と変える移動式の無耕起移植が海岸部の稲作 
の実体であったとすれば,このあたりの一連の議論は,すべて解けてくる.

こうして,海岸部は課税の面から見ても独立した一地区をなしていた.すな 
わち,19世紀後半には,アユタヤを中心とするna khukho地帯と,海岸部に 
広がるna fangloi地帯の対立があったのである.
以上,海岸部のことについて,くどくどと述べて来たが,要するに,ここで 
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私は,一つのことをはっきりさせたいのである.すなわち,デルタといえばそ 
の原初から直播地帯であったし今もそうである,という神話があるが,これは 
誤りであるということである.原初のデルタ,特に新デルタには,むしろ最初 
に移植稲があった.直播稲が圧倒的に優勢になって来るのは,むしろ20世紀に 
入ってからである.
以上がバンコク遷都後,19世紀末までの百数十年間に起った土地利用の変容 

の概略である.

4.3 20世紀前半

1880年代後半になって出現した民間による運河掘削は,新デルタに爆発的な 
農地の拡張をもたらした.しかし,それは同時に各種の問題をも生み出し,結 
局,水田開発は再び政府の手にうっされねばならなくなる.政府は,1899年, 
オランダ人技師van der Heideを初代灌漑局長に迎えて,ここにデルタ開発 
は新時代に入るのである.ここでは,こうしたデルタ開発の再直轄化から,第 
二次世界大戦までの間の様子を記述する.

4.3.120世紀初期の状態
再直轄化の背景 民間による運河掘削は,新デルタの開田に極めて大きな 

役割を果したが,短命であった.この民間事業が盛んになり出して5 ~ 6年も 
すると,いろいろな問題が一気に吹き出して来た.Johnstone (1975. pp. 85- 

86)によると,問題は次のようなものである.
⑴ 工事が予定通り進行しないで大幅におくれ,時に,中小施工者の場合は, 
資金不足から工事中断が起ったりして,投資者が大きな被害を受けた.

(2)掘削後のアフター ・ケアが悪いために,せっかく掘削した運河が埋積し 
てしまい,使用に耐えなくなった.この結果,農地としての機能がなくな 
り,入植者が離散した.

⑶ 新開地での治安が極めて悪かった.
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第13表19世紀末期から20世紀初頭にかけての 
Rangsit地区の地価の変動

1880 1

1890 4.25

1892 5.30

1894 4.80

1896 6.30

1898 3.5.

1899 22.67

1901 35.00

1902 26.50

1903 35.00

1904 37.50

Johnstone (1975. p.121)より引用

かくして,華々しく出発したシ 
ャム運河掘削•水田灌漑会社に対 
してすら,政府は,工事開始後, 
5~6年もすると,少なからず失 
望をいだくようになるのである. 
例えば1897年には,政府の調査委 
員会は,同会社の実績を調査し, 
次のような断を下している.すな 
わち,1890年の契約において,政 
府は West Bankの開発権をも会

社に与えているが,数年を経過した今日においても,会社は未だに何の工事も 
行なっていない.よってこの契約は無効であると判断すべきである.翌1898年, 
会社は政府の契約破棄を非難し,あらためて,West Bankに対する開発権の 
申請を出しているが,結局,その要求は受入れられない結果に終る(ibid, pp. 

73-74).

一方,1890年代における農地の要求は極めて大きい.掘削開始期の1890年よ 
り,十数年間は,会社はいくら掘ってもその需要を満たしきれなかった.そし 
て,1900年ぐらいになると,投機家の出現で,ここに急激な地価騰貴が始まる. 
第13表がそれである.当然なことながら,土地係争は頻発し,土地台帳の不備 
とあいまって,それは紛糾を極める.やがて,それは組織的な不正と抗争に発 
展し,殺生沙汰が日常茶飯事となった.この時代の爆発的な農地拡張というの 
は,現地ではこうして,暴力と無法を無際限に誘発するようなかたちで行なわ 
れたのである.強い庇護者を持たない農民は,一旦争いに巻き込まれると,自 
分達の命を守るために,せっかく得た農地を放棄して,その場を立去って行か 
ざるをえないような状況が常に起った.全体がこうした状況であったから,農 
民は全く定着性のない存在だったのである.
入植者の生活自体がまた不安定の原因でもあった.例えば,1855年のG. E.

Geriniの旅行記を引用して,Johnstone (ibid., p.112)は,農民の家というのは, 
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農作業のためのほんの雨露しのぎの掘つ立て小屋にしか過ぎなかったと述べて 
いる.彼らは収穫が終ると,別の仕事を求めてさっさと別のところに立ち去り, 
今度そこに帰ってくるのは種蒔きの時だけだといっている.また,同氏は1895 

年の農林省の報告書を引用し,査定官が地券を用意し,税額査定のために現地 
に赴いても,地主も小作もそこでつかまえるのは至難の業だとなげいているの 
を伝えている(ibid., p.113)•収穫後,他の職を求めて野小屋をあとにした農 
民が果たして,翌年そこに帰ってくるかどうかは全く疑わしかったにちがいな 
い.そうした場合,土地は1年か2年放棄されたのちには,別の入植者によつ 
て耕された可能性が極めて高い.
大開発はこうして,地価の騰貴と不正の氾濫と農民の流亡の中で進んでゆく. 

新田開発は,Rangsit地区では,1900年には50万rai ( 8万ha)が完了し, 
その数年後には,すでに百数十万rai (約20万ha)に達している(ibid., pp. 

60-61).開田のスピードと比例するように急増してゆく無法を見て,一般の声 
は,私企業の利益追求だけが全面に出ている会社の開発よりも,政府の手によ 
るより分別のある開発の方が必要なのだということになる.政府も同様の見解 
を持たざるをえなくなる.かくして,政府のデルタ開発に対する新しい政策が 
ここに生じてくる.1899年には灌漑局が設立せられる.同時に,1898年着工の 
Bang Phli Yai運河を最後に民間への運河掘削権の譲渡は完全に廃止される. 
ここに,水田開発の総てを灌漑局がとりしきる新時代が到来するのである.
新開地の状況 20世紀初頭の新開地は,その社会的条件だけでなく,稲作 

立地としての自然環境も必ずしも良好なものではなかった.このことは,連年 
の稲の被害状況からも想像がつく.以下はJohnstone (1975, pp. 285-306)から 
得た1904年一1913年の間のRangsit地区の被害状況である.

1904/5年:Rangsit地区には,雨季前から雨が多く降る.そのため土壌が乾 
燥せず，雑草の繁茂が激しい.しかし,播種後,今度は雨が降らず,した 
がって稲は枯れ，草のみ伸びる.仕方なく,もうー度耕起して播きなおす. 
すると,今度は,この直後に大雨が来,Nakhon Nayok河からの洪水が押 
し寄せ,稲を流失させる.この年，他の地区は多雨で豊作なのに,Rangsit



258 熱帯デルタの農業発展

地区のみは不作である.
1905/6年:全国的に豊作年というのに,Rangsit地区のみ不作・雨季初期の 
雨が不作の原因.この年も,Nakhon Nayok河が洪水害をもたらす.ねず 
みの害も大きい.

1906/7年:Thanyaburiでは80%の田が平年作.ただし，炭疽熱と牛疫が爆 
発的に発生し,場所によっては,50%の水牛が死んだ.

1907/8年:Rangsit地区のどこにも目立った被害なし.久しぶりの豊年.
1908/9年:全国的に見ると雨多く豊作年.しかし,Rangsit地区では洪水の 

ため,流失,溺死する稲多く,大不作.農民の一部は翌年の種籾まで食っ 
てしまう.洪水から水牛を助けるために,水牛を運河の土手の上に追い上 
げた者が多い.この水牛が土手をこわしてしまい,翌年の水利を一層条件 
の悪いものにした.

1909/10年:1904/5年と同じパターンの被害発生.雨季初期に湛水深く,こ 
れがために耕起と播種作業は意のままにならず,やっと播種すると,今度 
は極めて長い旱魅で稲は枯死する.病気の水牛が持ち込まれ，それがもと 
で水牛の病気が蔓延し,家畜に大被害を及ぼす.

1910/11年:8月に起った25日間の旱天が全国的な旱越を招来する.Rangsit 

地区も例外ではない.しかし,Rangsitの場合は，これ以外に,作季の終 
りにあたって起った集中豪雨による冠水害を受けた.

1911/12年:再び全国的な旱魅.まず早生稲が被害を受け,つづいて晚生稲 
も被害を受けた.輸出は激減する.飯米確保も問題ではないかという声が 
出る.Rangsit地区では4名の餓死者が出る.

1912/13年:やっと不作を脱する.この年,輸出は過去の最大となる.
1904—1913年は,特に不作の多い期間であった.しかし,それにしても,新 

開地Rangsitの被害は全国一般の被害を上まわっている.新開地の不安定さを 
物語るものである.
何故,新開地では湛水害,旱魅害ともに他より多く起るのかに対する答えは 

簡単である.それは,田面の均平化がなされておらず,畦もないか,あっても 
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極めて不完全なものに過ぎないからである.こういう状態のもとでは,高みの 
田には水は湛らず,低みの田は逆に急増水の危険性が常にある.

これに関連して,1902年,新開地を歩いたvan der Heideは次のような情報 
を農民達から得ている(van der Heide, 1903, p. 48).

⑴ 多くの所で,浮稲は3年に1度は何らかの原因で大打撃を受ける.被害 
の大きなものの一つは,若苗が水没,溺死することである.

⑵ これを免れる唯一の方法は,なるべく早く播種しておいて,洪水期まで 
に充分大きな苗にしておくことである.しかし，これは事実上難しい.な 
ぜなら雨が来て土が柔らかくなるまでは耕起ができないからである.

⑶ 凹地では,播種期自体を失することがある.雨が降って来て土が柔らか 
くなったから,さて耕起にかかろうかとすると，もう湛水深が大きくなっ 
ていて,耕起も播種もできないようなことが起るからである.

(4)一方,直播地帯の凸部では若苗の枯死することが極めて多い•完全な枯 
死に至らなくとも，充分に成長していないうちに減水が始まると,減収が 
著しくなる.

⑸ 凸所に作る早生稲は,いわゆる“軽い米”で,その品質は劣っている.ふ 
つう直播地の軽い米は,他の地域の米に比べて4分の3ぐらいの単価にし 
かならない.おまけに直播田の収量は灌漑田のそれの3分の2ぐらいにし 
かならないから,直播地凸地の米作は極めてぶの悪いものである.

長期種稲が広く覆う現在のRangsit地区を知る者にとっては，信じられない 
ことであるが,当時のRangsit地区は水不足のためにほとんどの所が播種後, 
3力月から4力月半で収穫するいわゆる軽い米で覆われていたようである.5) 

美味で値段のよい,いわゆる“重い米’’はほとんどなかったのである(ibid., 

p. 38).しかも，時たま存在する凹地の重い米地区はこれまた洪水の常習地だ 
ったのである.

しかし,それにもかかわらず，この洪水危険地の凹地が実際には,人々によ 
って求められていた.一般に小作料は湛水期間の長さに比例していたという. 
例えば,長い湛水期間を持つ凹部は9〜10 ticals/raiの小作料であったのに対 



260 熱帯デルタの農業発展

して高燥地のそれは,1~2 ticals/raiでしかなかったという.地価そのものも 
前者は80 ticals/raiであったのに対して,後者は10〜20 ticals/raiにしかす 
ぎなかったという(ibid., p.30).よほど新開地の水不足は恒常的なものであっ 
たらしい.Khambu (1949)のいう,タイ国は歴史を通じて100年のうち51年は 
旱魁年だ,というあの事実が,この新開地では,より増幅された形で現われて 
いるのである.
入植者が増えるにしたがって，この水不足の傾向は,さらに増大していった 

らしい.当時の輸出米の品質劣化に関して，van der Heide (ibid., pp. 38-39) 

は次のようにいっている.すなわち,輸出業者は,当時の輸出米の品質劣化の 
原因を,種子籾の選別の不徹底,収穫物の調整のまずさ,保存状況の悪さ等に 
帰している,そういうこともあるかも知れないが,本当は，もっと別の所に真 
の理由は存在しているのである,と・彼にいわせると,当時,治安が良くなっ 
てきて,農民がどんどん入植しているが,こうした新入植者達は,先着者に比 
ベると,どうしても水利条件の悪い高燥地へ行かざるをえなかった.結果は, 
軽い米しか作れず,それが,デルタ米を総体として劣化させているというので 
ある.
当時,どんどん運河が掘られ,その運河ぞいは,どんどん開田されていった.  

しかしこうして開田された田は上に述べたような粗悪田が多く,必ずしも安定  
した良田が作られたのではなかったのである.

もっともEast Bank地区は，運河が掘られただけ,まだましであった.運 
河掘削の行なわれていなかった West Bankは,もっとひどい状態であったよ 
うである.Johnstone (1975, p. 315)の引用する1909 年の The Bangkok Times 

は次のようにいっている.「多くの人々は,チャオプラヤ河を渡って,“非常に 
高い小作料を支払わねばならない” East Bankから,西岸に移って行った.し 
かし,彼等はすぐに,Rangsit地区の埋積した運河地区の方が,運河の全くな 
い West Bank地区より，はるかにましだということを発見したのである.そ 
こでは,水は全く来ず,結局は収穫を得ることができなかった.おまけに,彼 
等によると,West Bank地区の強盗に比べたら,East Bankの強盗なんて,ほ 
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んのお笑いだというのである」•あれ程治安が悪く,あれ程収穫が不安定で, 
それ故に農民の流亡の絶えなかったRangsit地区も,対岸のより未開なWest 

Bank地区に比べると,まだ条件は良かったということになる.
この頃のRangsit地区や West Bankは,ほんの少し高いと,ごく短期間し 

か水がかからず,畑のような状態であり,他方,少し低いと,降雨時にはいと 
も簡単に急増水に溺れてしまう所であったのである.

4.3.2 van der Heide の業績
タイ政府がデルタ開発の再直轄化を決意し,灌漑局の設立を行なった時,そ 

の初代局長としてやって来たのが,オランダ人van der Heideである.彼が 
その滞在期間中の20世紀初頭の10年間に残した業績をここでは見てみたい.

Heideのみたデルタの稲作 チャオプラヤ•デルタを踏査したvan der Heide

は，1902年，General Reportの中で当時のデルタ農業に関する彼の考えを次の 
ように述べている.

そもそも,稲作に必要な水は,デルタでは三つのソースから得ることが考え 
られる.第一は降雨である.しかし,これは,バンコク周辺の気候条件から考 
える時,満足なものは期待しにくい(van der Heide, 1903, pp. 18-21).第二は 
圃場の近くに降った雨が,圃場に流入して来るものである.しかし,これも今 
日のように,どこもかもが水田になってしまった後では期待できない(ibid.,pp. 

21-22).第三は,本流河川からの氾濫水の流入である.これも普通程度の洪水 
年には期待しえない.何故なら,チャオプラヤ河の自然堤防は,けっこうよく 
発達していて,ふつうは,洪水は河道に閉じ込められていて氾濫しないからで 
ある(ibid., pp.22-23).以上のような具合で,自然の状態では,稲は水不足に 
なるのが当り前であり,これを克服するには,特別に水路を掘り,水を人為的 
に運んで来るより他に方法がないというのである.

ところで，デルタには,実際にはすでに19世紀中に掘られた運河が縦横に張 
りめぐらされていた.これについてHeideは,既存のものは全く役に立ってい 
ないか,むしろ害を及ぼしていると解釈するのである.彼によると，雨季初期,
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第82図 Heideが示した1882-190I年間の降水量と米輸出量と 
の関係(Heide, 1903, p. 28の数値より高谷が図化)

う.運河はかくして害を及ぼしている(ibid” pp. 25-26)

デルタに雨が降り出す 
頃には河の水はまだ低 
い.そんな時には,せ 
っかく田面に溜まるは 
ずの雨水も,河につな 
がった運河があるため 
に,かえって河に流出 
してしまうというので 
ある.雨季のおわりも 
同じで,もう少し田面 
に水を溜めておきたい 
と思う時も,河の水位 
が下がると，圃場水も 
さっさと流失してしま 
と断言するのである.

彼によると,先に述べた三つの水源のうち,実際に用いられているのは,第一 
の降雨だけであり,それ故に,稲作は，Rangsit地区の連続被害にも見るごと 
<,極めて不安定なものなのだというのである.彼はこうして，自分の主張す 
るデルタ稲作の天水依存を確認するために,降雨量と米輸出量の相関関係を示  
している.第82図は,Heideの示した数値(ibid., p.28)をもとに,私が図化し 
たものである.たしかに,降水量と輸出量の相関は見事に示されており,収量  
が雨量に規制されていることを明示している.

こういう訳で,Heideは絶対的な水不足を補うためには,外部から導水する 
ことが不可避であると主張した.これがHeideの主張する第一事項であり, 
デルタの稲作環境改善のための最も中心的な手段である.
第二に必要なことは，既存の運河に閘門を設けて,大河への圃場水の流亡を 

防止することであるとしている.閘門のない運河が好ましくないものであった 
ことは，他の著者も述べている.例えば,Bang Chanの例では，村の古老は次 
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のように証言している.1890年代,例のシャム運河掘削•水田灌漑会社が,そ 
れまでの荒蕪地に運河を掘ると,開通を祝って,国王以下,僧侶,王族,それ 
に各国使節達の巡視が賑やかにあり,その2〜3力月後には，もう小作農民達 
が殺到して,沿線一帯はすっかり開田された.しかしその2年後にはこうした 
小作達は現場を立去って行く.理由は土地が高燥で,氾濫水は1年のうち2〜 

3週間しかそこにとどまらないことが分かったからである.灌漑局から技術者 
が呼ばれ,協議の結果,1908年に三つの閘門が取りつけられた.こうしてはじ 
めて事態は一応満足するものに改善された.閘門を閉鎖することによって,湛 
水をより長期間保持し続けることが可能になったからである.流亡後,10年に 
して,再び農民が帰って来,地主達は安堵の胸をなでおろした(Hanks, 1972, 

p.114)というのである.
Heideはチャオプラヤ・デルタにはもうーよくないことがあると考えてい 

た.それは海岸線での淡水流失と塩水の浸入とである.以前は厚いマングロー 
ブ林で, べったりと覆われていた海岸が,その頃は,マングローブ伐採業者に 
よって各所で破壊され,それが農業水利劣化の原因になっていたというのであ 
る.こういう伐採者達は舟通しの目的で水路を掘る.すると,くりかえし上下 
する潮汐の作用で，それはたちまち拡幅され,潮汐浸入が深部に到ることにな 
るというのである.当時,この現象はRatburiとPetchaburiとの間では特に大 
きく,そこでは塩害のために,水田が次々と放棄されていたという.そして, 
同様の現象は,多かれ少なかれ,海岸の全区間にわたって見られた(ibid., p. 

104)という.このために,ぜひ行なわねばならないことは，潮止堤の建設で 
あると主張するのである.

Heideはかくして,新デルタ中央部は非常な水不足地帯と規定し,これを改 
良するには灌漑水路で導水すると同時に,閘門を設けて無駄な水の流失を防ぐ 
必要があるとし，一方,新デルタの海岸部では,潮汐浸入がとみに著しくなっ 
ているから,防潮堤を築く必要があるとする.デルタの改良は,この三っを柱 
に成就しうるというのである.

ちなみに,Heideは,灌漑のために必要な水量として,ジャワ，イタリア,
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エジプト,日本等の各国の資料を参照し,タイでは月400mmの水量があれば 
充分だと考えた(ibid., pp.15-17). 400mmという必要水量は今日の常識から 
すれば大きすぎる数値である.今日では,それの半分以下で充分だと考えられ 
ている.この数値自体の妥当性はともかく,当時のタイ国で,稲作をこんなふ 
うに減水深等の考えを持って見た人はいなかったに違いない.これまでは,運 
河といえば,通舟のためのものとしか考えられていなかったのである.その運 
河をいまHeideは必要灌漑水量の補給路として考えている.たしかに,Heide 

は,当時のチャオプラヤ・デルタの稲作を全く新しい目で見た最初にして唯一 
の人だったのである.

用水路化したSuphanburi河

用水路化したNoi河

用水路化したしopburi河

Lopburi河への給水用運河

Chao Phraya 河

Suphanburi 河

Rangsit 地区

新設幹線灌漑水路

新設支線灌漑水路

新設防潮堤

既設主要運河

デルタ外縁

第83図 Heideの提案したデルタ開発の基本構想



4開拓史 265

Heideのマスター ・プラン 水路による導水と,閘門による保水と,防潮堤 
による塩水浸入防止,この三つがHeideの基本的なねらいであったが,この 
ねらいを,Heideは第83図に示したような方法で達成しようとした.以下は, 
Heide の General Report (1903)の骨子である.

(1)まず最初に,Chainatの位置にチャオプラヤ本流を横切るバラージを建 
設する.こうすることによって,本流水位を高めることができる.

(2)水位の高められた水は,そのままSuphanburi河,Noi河に導く. 
Lopburi河はチャオプラヤ河の分流ではないので，Chainatバラージの水 
を一旦,新設の運河に導き,それを通じてLopburi河に導く.

⑶ こうして水位の高められた水は,その一部が古デルタ中でも灌漑用に使 
用されるが,その多くの部分は,新デルタまで高い水位を維持した状態で 
持って来られる.

(4)新デルタでは,こうして持って来られた水を受け取る水路が新設されね 
ばならない.水は新デルタに入ったとたんに新設の3本の幹線水路にひき 
渡される.この新しい幹線水路の水位は,重力灌漑を行なうために,田面 
より充分に高いものでなければならない.また同時に,舟運にも利用され 
得るだけの深さと幅のあるものでなければならない.

⑸ こうして導水された新幹線中の水は,可能なかぎり既存の運河に連続さ 
せられるべきである.こうして,既存の運河は新幹線水路の末端水路とし 
て活用されるべきである.

Heideの計算によると，既存水路のうち600km分は充分に活用しうるから, 
新設水路としては,さらに600km分を掘削することが必要だということにな 
る.かくして,このマスター •プランで最も大きな金を食うものは,Chainat 

におけるバラージ建設と,3分流のそれぞれの分岐点における三つの取水門の 
建設と,それに600kmの幹線水路掘削ということになった.
以上が第ーの導水部の計画である.次に,保水のための閘門設置は,デルタ 

内の至る所に行なわれねばならない.第三の潮止めに関しては，投資の効果か 
らして,特にチャオプラヤ河口より東の部分から始めるのがよいと考えた.防 
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潮堤の目的は二っある.一つは,潮位の変化にともなって,いとも簡単に海に 
引き込まれてしまう淡水を陸上部に閉じ込めておこうとすることと,もうーつ 
は,大潮時の塩水浸入を防止しようとするものである.

こうして改造されたデルタは,生産性,居住性ともに,現在より一段と向上 
したものになるに違いないとして，Heide (ibid., pp. 42-60)は次のような将来像 
を示している.

⑻ 水調節が可能になるのだから当然稲の成長は順調に進み増収となる.
(b)いままでは上田にしか植えられないとされていた上質のカオ•ナ・スワ 

ンが植えられるようになり,より高い輸出米価格が確保できる.
(c)いままではもっぱら雨水のみに頼っていたから,いきおい作季の限定が 
起り,労働のピークが鋭くなっていた.配水の調節で作業ピークの均平化 
をはかれば，結果的には経営面積が増大する.

(d)いままでは河ぞいにのみ沈澱していた肥沃なシルトがデルタ全面に運ば 
れ上地が肥沃になる.

(e)局所的な凹所に雨水が集中して,そこで水没害を起していたようなとこ 
ろは，それが水路で拡散され洪水害が緩和される.

以上は稲作に直接関連した点であるが,他に次の如き利点があるとしている.
(f)いまでは，家のまわりには一本の木もない.場合によっては飲み水さえ 

ない.このため多くの農民は乾季になると家をはなれて大河筋に移動し， 
そこで筏を組んで住んでいる.しかし,水路の水が来るようになると,飲 
み水はもちろん1年中得られ，おまけに家のまわりには果樹や野菜が作れ 
るようになる.

⑻ いままでは乾季の飲み水不足と,雨季の全面湛水で家畜は飼えなかった. 
しかし,水制御が実現すると家畜が飼えるようになる.役畜として使える 
以上に肉牛としての輸出も可能である.

(h)いままでは乾季になるとほとんどのクリークは干上がり，たとえ干上が 
らなくとも水は苦酸っぱくなり,病原菌の巣となっていた.水路の水が来 
ると,こうしたことはなくなる.また,いまの運河にはゴミがたまって流
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れないが,これも十分な水量で洗い流すことが可能になる.
(i)水路自体は舟運に利用できるし,堤防は道路として利用可能になる.
(J)その他の利点として,養魚が可能になるし,水路の水を利用した中小企 
業が可能になる.

Heideは灌漑技術者であった.それ故に減水深を計算し,水路の勾配を検討 
し,バラージの位置を決定し,極めて工学的に緻密なデルタ開発のマスター ・ 
プランを提出した.しかし,上に述べたような彼の持つデルタの将来像を見て 
いると，それはもうデルタの灌漑・排水計画という以上のものを感じさせる. 
今日の言葉でいえば,地域計画ともいうべきものである.
在位中の出来事 こででは,Prince Chaiart (1915, pp. 10-24)にしたがって, 

Heideがタイ国灌漑局の局長として在職した間の出来事を見てみたい.それは, 
以下の通りである.

1902年:van der HeideはGeneral Reportを政府に提出して，その中で, 
チャオプラヤ•デルタ開発のマスター・プランを提示する.これに対する政府 
の結論は次のようなものであった.すなわち•Heideのマスター ・プランは極 
めて秀れたものである.しかし,この大工事の実施は当分の間は見あわせる. 
ただ,同報告書に述べられているもののうち,緊急を要する小工事,例えば, 
運河の浚漂,閘門や小ダムの設置等はただちに開始する.当然のことながら, 
Heideの計画の骨子は尊重されるべきである.したがって,断片的な小工事を 
進めるうえにも,それが将来,マスター •プランに有機的につらなるよう配慮 
されるべきであり，このために測量等の基本的な調査は続行されるべきである.

Heideの計画は，結局,政府の資金不足のため，その即刻実施は拒否されざ 
るを得なかったのである.

1903年:Heideのもとで働くために,5人の外国人技術者が到来する.また, 
こうした外国人技師と現地人労働者の中間で働く中級技術者養成を目的とした 
専門学校が創設される.
工事では,Phasi Charoen, Damnoen Saduakなどの運河の改修,水位標の設 

置,測量等が行なわれる.
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1904年:いくつかの閘門設置,運河浚漂等が行なわれる.この中で,Bang 

Hiaに航行用閘門を建設する工事が含まれている.Heideが最初に提唱した潮 
止堤の中心工事をなすものである.

この年には,浚漂船2艘が購入された.これは運河の通行を妨げずに工事が 
行なえるという利点があって歓迎された.

1905年:Heideは最初のマスター ・プランを縮小して，"Irrigation at reduced 

capacity”を提出する.これによると，デルタの工事はBig East Bank, Big West 

Bank, Small West Bankの三つのプロジェクトに分けられることが不されて 
いる.

1906年:4月6日,シャム運河掘削•水田灌漑会社がSmall West Bankプ 
ロジェクトの工事許可を政府に申請する.

5月28日，Heideは会社の計画は価値あるものと判定して,その旨の意見書 
を農林大臣に提出する.

6月，政府の委員会は,Heideの意見書を検討し,（1）どうして資金を調達す 
るのか，（2）どうして入植者を確保するのか,の2点の疑問を出し,着工は少な 
くとも2力年間は見あわせる,という結論を下す.

この頃，Rangsit地区の水不足は特に激しく，政府はこの問題の解決のため 
に，Heideの意見を聞いている.これに対して，HeideはLopburi河の水を水 
道橋によってPasak河を越させ,Rangsit地区の第26運河に導水するという 
答案を出している.しかし,結果的には,この案も政府によって拒否される.
次から次へと,自分の提出する計画が拒否されるHeideは,この頃かなり 

焦燥感にかられていたらしい.この前年’“The Economic Development of Siam 

During the Last Half Century"と題して，Siam Society で講演を行なった 
Heideは,タイ政府の公共投資に対する態度に,かなりはっきりとした反対意 
見の表明を行なっている.以下は彼の講演の一部である.

「このような場合〔鉄道建設等〕,コミュニケーションの改良だけで国を開 
こうというのは，外国人競争者の到来と,人々の舶来品偏重の悪癖を招くば 
かりで,みすみす,自立的な国家産業を死に追いやるものである.これは, 
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もちろん外国人の貿易や産業にとっては結構なことである.しかし,地元民 
にとっては有害なことである.資本主義者達の国は,こうした条件に耐えて 
ゆける.しかし,未熟な国では,もし何か別な産品の開発による補塡がなさ 
れないかぎり,外国製品の流入による国産品の排除は,ただちに,その国の 
経済や社会の動揺と,財政の破綻を引きおこす.工業国が,他の国を開国さ 
せようとする時に示す大変な熱意と興味は,利己主義なしには全くありえな 
い.かつて，多くの国が無思慮にも開国してしまって,おおいなるいためっ 
けを食ったものだし,今もその傷みを味わっている国は多い」(Heide, 1906, 

PP. 91-92).

鉄道建設のためにのみ巨大な金が流れていて,農業投資はどちらかというと 
なおざりにされているという事実を念頭において,彼はこの議論を行なってい 
るのである.鉄道建設のような派手なことを行なわないで,もっと地道に農業 
開発を行なうのが国のためになるという主張なのである.1906年といえば,す 
でに大勢は鉄道建設に傾いてしまっており，鉄道建設優先の基本方針は極めて 
明瞭なものになっていたのである.

この年,いくつかの小工事が進むなかで，Heideの重要視するBang Hiaの 
閘門工事は進按が思わしくなかった.すでに予算を大幅に上まわり,まだ難行 
が続いたのである.

1907年:測量,浚漂,いくつかの閘門設置は順調に進むが,かんじんの 
Bang Hia工事は予定を大幅に遅れ,難行を極める.ここは地表の30mが極め 
て柔らかいへどろから出来ていて,構造物は常に沈下と転倒をくりかえしたの 
である.

1908年:Ban Hia閘門未だ難行して工事進按せず.
この年，1878年以来の大洪水が襲う.East Bankの湛水害は激甚を極めた. 

こういう事態に対処せねばならないはずのBang Hia閘門が未完成のため,事 
態は最悪のものとなる.事態を見かねた政府は,結局，East Bank中の総ての 
堰を切り落し,閘門を全開することを指令する.緊急措置である.この事故の 
ために,灌漑局はこれ以後数年間は，この時破壊された諸施設の復旧のために 
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その主要な勢力をさかねばならないこととなるのである.
1909年:年の初め,政府は灌漑工事の無期延期を決定.4月には,Heideは 

辞表を提出,6月にはタイ国を去る.8月,Phya Savas Voravithiが灌漑局の 
新局長になる.この年のうちに，Heideの許で働いた8人の外国人技師のうち 
5人が辞職.測量技師達にも辞職が勧告される.
以上が,Heideのタイ国滞在中の主な出来事である.Heideの率いる灌漑局 

は1908年の大洪水とそれにともなう事故であえなく瓦解したのである.もっと 
も，この瓦解はその真の背景が洪水よりももっと深い所にも求められるような 
状態でもあった.先にも少し触れたように,当時のタイ国には鉄道派と農業派 
とでもいうべき二つのグループがあり,両者の相剋があったのである.

Heideの考えた壮大な計画は,しかし,こうした政府内部のポリティクスか 
ら離れて,農業開発戦略としても批判がなかった訳ではない.これは,その後 
も灌漑計画の立案者達にしばしば向けられた共通した批判であった.例えば,  
後に新しく灌漑局に入るSir WardはHeideの計画を大幅に縮小し,Heide 

よりも,はるかに現実感覚があるとされている人であるが,この人ですら批判 
を受けるのである.「Sir WardのSubhan Lesser Innundation Schemeは技術者 
としては腕の振いがいがあり,おまけに費用も安い.しかし,一体入植者はど 
こから持って来るのだ.彼がRangsit地区からの移民をあてにしているようで 
は,結局，国益にはそっていない」(Gee, 1927, p. 97)というのである.当時 
のタイ国には,土地はあり余っていた.しかし，それを開発する資金がなかっ 
た.いや資金以上にもっと不足していたのは人間であった.

Heideのタイ国に与えた影響は大きかった.灌漑思想の導入という啓蒙効果 
はたしかにあった.それに,Chainatにバラージを作れば，農業は一気に改革 
させられるという努力目標を与えたことも大きな貢献であった.しかし，彼の 
理想は,それを実現するには,いささか時期尚早に過ぎたのである.

4.3.3 1910年より第二次大戦まで
Heideの指導した灌漑工事は結局，さんたんたる結果に終った.人々の間に 
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は,結局,灌漑工事はタイ国には向かないのだという風潮さえでてきた.
ところで,例の事故のあった翌年,すなわち,Heideが国を去った1909年も 

また洪水年であった.そして,1910年には,今度はひどい旱艘がやって来た. 
この結果,この年の米輸出額は前年の40%減と落ちこんだ.翌1911年も再び大 
旱戰であった(Chaiart, 1915, p.30),この年の輸出は前年度よりも更に6 %減 
となり,巷には,輸出はおろか,国内の飯米にも事欠くという声が出て来た 
(Johnstone, 1975, p. 289),ここに至って,世論は再び,灌漑,排水は必要であ 
るという方向に向かうのである.翌1912年元旦には，灌漑の必要性について， 
国王みずからのお言葉があり，タイ国政府は,再び組織的な活動に乗り出すの 
である.1913年には,当時,インドで働いていたSir Thomas Wardが招聘さ 
れ,ここでタイ国は灌漑工事の第二期に入るのである.

Wardの考え タイ国に到着した Wardが,まず最初に行なったことは，
van der Heideの計画の検討であった.この検討の結果,Wardは,Heideの 
考え方は基本的には正しいとしながらも,彼自身の考えを打ち出す.Heideと 
比較した場合,Wardの考えは，次の3点において特徴的であったといってよ 
いであろう.

(1)末端水路の重視 Heideの考えは,政府はとにかく広域に幹線水路を 
建設さえすればそれで充分である,というものであった.幹線に給水さえ行な 
ってやれば,後は農民が各自で何とかして，それを利用するものだ，という考 
えである.これに対して,Wardは末端水路の完備しない灌漑計画は無意味で 
あるとし,政府による末端水路の建設を力説する.Wardによると，こうして 
建設された末端水路の建設費は長期ローンとして農民に貸付けた形をとり,後 
で取り立てるべきだというのである(Small, 1973, pp. 12-13).

(2)主バラージ抜きの計画 Heideのマスター ・プランの中心的な工事と 
されていたChainatバラージの建設はその建設費が巨大に過ぎた.したがって, 
このバラージを持たない灌漑計画にすべきであると考える.

⑶ 灌漑区の設定 小資金でもって行なえるようにという配慮のもとに，
チャオプラヤ•デルタを,七つの灌漑区に分割して,それぞれ独立した工事が 
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行なえるようにする.七つの灌漑区というのは以下の通りである(R.LD.,1915, 

pp. 26-27).

(1)Subharn tract

(2) Menam Noi tract

⑶ Lobhburi tract

(4) Meklohng tract

(5) Prasak tract

(6) West Tidal tract ,

(7) East Tidal tract

Subharn, Menam Noi, Lobhburiの三つのtractsの灌漑方法は,いわゆる 
innundation system (ibid., p. 31)である.すなわち,デルタを北から南に縦断 
するこれらの河には,なるだけ水を貯めこむようにし,一種の貯水池的な働き 
をさせ,そこから,周辺農地へ水路で導水灌漑するというものである.具体的 
には，例えば，Subharn tractの場合，Suphanburi河の分岐点より,55km地点, 
97km地点，それにSuphanburiの町直下に,それぞれ レギュレーターを設置 
し,いわば,縦に三つの池を並べたような恰好で水を貯め,その水を灌漑用水 
に使用するというものである.

MeklohngとPrasak tractsは，いずれも,西と東とからデルタに注ぎ込むや 
や急勾配の河の利用である.これは,それぞれの河が持つ扇状地の扇頂に堰を 
設けて,そこから分水した水を扇状面全体に配水して灌漑を行なおうというも 
のである(ibid., p. 35).

最後の二つのTidal tractsでは，防潮施設をほどこし,そこに縦横に走る水 
路から,ポンプで揚水灌漑するというものである(ibid., p. 30).

Ward自身は，こうした七つの灌漑区のうち,Subharn tractに優先順位第1 

位を与えた.しかし，府政の決定は，Subharn tractよりも，Prasak tractと 
East Tidal tractがより緊急度の高いものとした.
実施された水利工事 Wardが立案した水利工事案は，実施順序において

政府による多少の変更があったが,ほぼ第二次大戦まで,原案の基本線がつ



4開拓史 273

1 South Pasak 計画

2 Chiengrak-Bang Hia 計画

3 Suphan 計画

4 Nakhon Nayok 計画

5 Noi計画

6 Lopburi 計画

7 North Pasak 計画

8 Mae Khlong 計画
© Chainat

® Suphanburi

® Ayutthaya

⑥ Bangkok

第84図 Ward以後,第二次大戦までの間に実施もしくは計画された水利工事

らぬかれてゆく.以下はこうして実施された工事の概要である.諸工事の位置 
は第84図に示してある.

1.South Pasak 計画(1915-1924) Ward が Prasak tract と呼んだ所に 
実施されている.本工事こそは,タイ国政府がその歴史上最初に行なった本格 
的灌漑工事であり,1920年代中に一応の完成を見ている.

この工事の原理は簡単である.Pasak河にダムを設け，そこで取水した水 
をRangsit地区に流し込むというだけのものである.その概要は第85図に示し 
てある.Rama V!ダムと呼ばれるダム〔D〕は最大水深10m,幅100mで舟 
運用の閘門が別に設けてある.ここで堰き上げられた水はRaphiphat運河と呼 
ばれる幹線水路①に導かれ,約13km南下したところで直進する南幹線⑤と, 
右折して西進する西幹線包に分けられる.南幹線は現在の第13運河に当るもの 
であり,西幹線はHok Wa Sai Bon運河である.水はこれらの幹線から既存 
のRangsit運河網に送水される.これらの重だった運河はもちろん灌漑が主目 
的であるが,舟運が可能なようにもなっている.
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ところで,このSouth Pasak計画と,シャム運河掘削•水田灌漑会社が施 
エした既存のRangsit systemとの違いは，たった一つ,〔D〕と（@があるか無 
いかの違いだけである.しかし,この違いは決定的である.〔D〕と（0とを欠 
く Rangsit systemの場合,水路はRangsit運河®を中軸にして,バンコクに 
は連結されていたが,Pasak河には連結されていなかった.そもそも,この 
Rangsit systemはバンコクを起点とする漕運域拡大の思想のもとに掘られた運 
河網なのである.運河が山から出て来る水源に連続していようが,袋小路にな 
っていようが,そんなことは大した問題ではなかった.一方South Pasak計 
画では,こうした運河網は灌漑水路である.したがって，それは主幹線⑭を経 
て,Pasak河につらなるようになっていなければならない.こうしておいて, 
はじめてRama Wダム〔D〕で堰き上げられた豊富な水は,幹線水路を経 
て,Rangsit地区全体に配水されるようになるのである.
灌漑局の技師達は，こうしたSouth Pasak計画をそれ以前の会社の仕事か 

らはっきりと区別して,次のようにいうのである.
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「会社の行なった仕事の性質からすれば,彼らの社名には,灌漑という語は 
不適当で，むしろ,土地という語をあてたほうがもっとピッタリしている. 
なぜなら,彼らの掘った運河は一般に認められている定義にしたがえば,灌 
漑水路というよりは単に一時的な交通の手段として機能したに過ぎないのだ 
から.(中略)彼らは河の水位を堰き上げて,それを有効に利用しようとする 
努力を全く行なっていない」(R.I.D., 1929, p.109).

まことに,South Pasak計画は，それまで漕運の思想のみが先行していたデ 
ルタに，灌漑の実例を示した最初のものなのである.

2. Chiengrak-Bang Hia 計画 (1921-1931) この計画はアユタヤより下 
流のチャオプラヤ東岸の南北に細長い地域と,Rangsit運河より南で海岸まで 
の間の広い地域とから成っている.このうち，前者がChiengrak計画地区であ 
り,後者がBang Hia計画地区である.

Chiengrak計画地区は,元来，ひどい水不足地区である.ここには,氾濫水 
がほとんど入らない.水はチャオプラヤ河の水位が高い時のみ,それに堰き上 
げられた恰好で地区内にとどまっている.しかし,普通の年だと,この堰上げ 
に要求される河川水位はそれ程長期に保たれず,結果は,せっかくたまった地 
区内の圃場水は,すぐに大河に流出してしまうことになる.Chiengrak計画と 
いうのは,こうして,早く流亡してしまう水を何とかして少しでも地区内に留 
められるようにしようというのが主な目的である.

Bang Hia計画というのは，かつてHeideが大変な難行にもかかわらず,重 
要視していたBang Hiaの防潮樋門と関係している.同樋門は1912年一応完成 
したが,今回の計画はそれをさらに発展強化させようというものである.実際 
の工事は二つの部分からなっている.第一は上記のSouth Pasak計画に隣接 
する地区の運河や自然水路のリハビリイテーションであり,第二は防潮堤の強 
化である.第ーの部分では,South Pasak計画域からの通水をよりょくすると 
同時に,いくつかの個所に水門を設けて,水の動きを灌漑用に使い易くなるよ 
うに制御しようとするものである.第二の防潮は海岸ぞいに道路を作り,そ 
れを防潮堤として利用しようというものである.道路盛上げのために掘り上げ 



276 熱帯デルタの農業発展

られたボローピットは,そこが運河に仕立てられ,ここに,Samut Prakanと 
Bang Pakongを結ぶ舟運用のChai Thaley運河が出来ることになった.

Bang Hia計画の結果,海岸に近い所には,それまで土壌的には肥沃といわ 
れながらも,塩分のために稲作のできなかった所が脱塩され,米田としての使 
用が可能になった.開田面積は14万rai (約2万2000ha)にのぼったといわれて 
いる(R.I.D., 1929, pp. 16-17),今見ても防潮堤の効果は確かに大きい.防潮 
堤の完備しているチャオプラヤ河口より東側では,年中,大部分の所が湿るか 
湛水していて，極端なことをいうと,一大貯水池という感じさえする.チャオ 
プラヤ西岸が，1m近い潮位を示す感潮河川で横断され,それぞいにはマング 
ローブやニッパが優勢に見られるのに対して大変なコントラストである.瀕海 
部が人工的に沿岸湿地に作りかえられた実例である.

3. Suphan計画(1921-1955) 1914年，Wardがこの計画を立案した時，
Suphanburi河はすでに極めて利用しにくい河になっていた.河床がチャオプラ 
ャ河の河床より4mも高く,そのために渇水期には水が乗らず,舟運はひどく 
衰えており,稲作季初期の水利の便も極端に悪い状態になっていた.それが,  
その後も更に河床の上昇を来し,そのままの状態では,Suphanburi河の機能は 
全く失われてしまうような状態にあった(RID., 1929, p.19)•こんな訳で，舟 
運,農業水利両面の改良のために,Suphanburi河の機能回復として行なわれる 
のがこの計画である.
工事は次の作業から成り立っている.
(i)チャオプラヤ河の分岐点でSuphanburi河床を浚漂し，雨季の初めに早 

く水が入るようにする.ただし，流入しすぎて本流筋が変る危険を避ける 
ために,同所にレギュレーターを設置する.

(ii)下流のSamcukならびにPho Phrayaにもレギュレーターを設置して, 
ここで水位を高め，ここから水路で水田に配水する.

この工事は,1921年，まず分岐点における浚谍とレギュレーター設置が始め 
られ,つづいて,Pho Phrayaレギュレーター工事に入っている.後者は1925 

年に完成,ひき続いて,同レギュレーターからの配水水路の掘削が行なわれて 
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いる.
Suphan計画は Wardの推薦にもかかわらず,計画の当初から入植農民の不 

足が懸念されていた.それは,工事がなかばに進んだ1920年代末になってもな 
お問題として残っている.「Subham計画の舟運のための意義はよく分る.し 
かし,灌漑計画としての全容は,現時点ではもう一つ明らかでない•何故なら 
ば,現在このあたりの人口は少なく,開田するにしても移民に頼らなければな 
らないからである.移民を得ることは容易なことではない.もし,それを得よ 
うとすれば,既耕地からつれて来なければならない.こんな訳で,現在その施 
工は，第3番目のレギュレーターの受益地,すなわち計画地区の最下流部の3 

分の1のみに限定している」(R.I.D., 1929, p.20)ということになる.
上記のPho Phrayaからの配水水路は1935年完成する.そして同年には,こ 

れより一つ上流のSamcukのレギュレーター工事にかかっている.しかし,こ 
れは結局,第二次大戦までには完成しなかった.

Suphan計画は,新デルタの灌漑計画ではない.古デルタ上の,しかも当時 
裏街道になってしまっていたSuphanburi河ぞいの灌漑工事だったのである.

4. Nakhon Nayok計画(19337954) この工事は当初 Wardの計画中に 
は含まれていなかったものである.

Nakhon Nayok河周辺は,先にも述べたように，旱戰と洪水害の両方に悩ま 
される地区であった.この二つの害を同時に解消することを目的に,Changwat 

Nakhon Nayokの西方にNayokバラージを築き,同時に,いくつかのレギユレ 
ーターを設置したものである.受益地はNakhon Nayok河とPrachinburi河の 
間が主たるものであるが,一部は Nakhon Nayok河の西,すなわち,Rangsit 

地区東部にも及んでいる.
この計画は，さきに第3章で新デルタの氾濫部としたものの水利改良工事の 

典型と考えてよい.すでに先にも議論した如く,氾濫部は,中央部と違って地  
表の起伏が大きく,また有力河川の出口に近いから出水が急である.そのため 
に,高燥地と洪水常習地が交互していて,多くの荒蕪地が残されていた.この 
工事ではこうした水利的不均一を無くし,全体的な水利を改良して,荒蕪地を
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第86図 Nakhon Nayok計画の概要図

水田化する計画であった(R.I.D., 1929, p.55).1980年の今日,この地区には, 
第86図のような水路網が敷かれていて,荒蕪地はほとんどなくなっている.
第一次大戦と世界恐慌 1910年以後の数十年間は,デルタ農村にとっては一 

種の激動期である. 1910年代末から1920年代初めにかけては,第一次大戦後の 
輸出ブームがあり，1930年には一転して世界恐怖に入る.そして,1940年代初 
めからは第二次大戦である.こうした大事件が，商品米を生産するデルタを素 
通りして行くはずがない.
第一次大戦が終って,平和がもどると,世界各国からのタイ米に対する需要 

が急増する.新デルタには,中国人仲買人の舟が列をなして航行するようにな 
り,米価はうなぎ登りに高騰する.産米地のデルタには思いがけない現金が流 
入する.この間の経済の変化は，農村景観をも大きく変化させることになった. 
それまでは水田しかなかった新開地のデルタには,小さな町が出来だす.ライ 
ス・ミルが地方に進出し出すのは第一次大戦直後のことである(Owen, 1971, 

p.111)といわれているが，このことは，まさにこの時代のデルタの一つの象 
徴的な変化である.

Hanksが描写するこの時期のBang Chanの変化は実にいきいきとしている. 
彼は,この時期の特徴は二つの局面にまとめられるといっている.第一は水田 
面積拡張であり,第二は,農家が立派になるということである.
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第87図1915-1916年時点のRangsit地区における荒蕪地の残存状況•Rangsit地区東部 
ではまだ自然河川ぞいのみしか開田されていない

Hanksによると,Bang Chanの米価は1918年には一気に前年の8倍になる 
のである.しかし,これは小作にとっては朗報ではなかった.何故ならば,地 
主達はこんなに米価が良いのなら,小作に出さないで自分達自身の手で作った 
方がよほど儲かるということで小作に出すことを止めるのである.こうなると, 
小作達は開墾可能な未耕地を求めて村をはなれねばならなくなる.米価が上昇 
してから2年間のうちに,こうして小作地を追われて村を離れて行く家族は, 
Bang Chan農民の50%に達したという.小作が立ち去ると,地主達は,今度 
はそれまで小作が屋敷地用に土盛りをしていた所まで地ならしして,水田にし 
てしまったという.もちろん,それまでの未耕の藪は切り払われ,水牛用の草 
場も何もかもが水田になるのである.かつてのなかば原野的な景観はこの時を 
限りに一転して,一望千里の水田となり,その中には小作がいなくなった地主 
だけの散村が点々と立ち並ぶという具合に変わるわけである(Hanks, 1972, pp. 

119-120).
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追い出された小作の多くは,当時まだ少し残されていた未開の原野に移り住 
んでゆく.かくて,ここに開拓前線の拡大がもうー度起るのである.前頁第87 

図には,1915/16年に測量されたタイ国陸軍の5万分の1地図に現われた荒蕪 
地の分布が示してある.この地図の作成時点では，Rangsit地区の北東部には, 
まだかなりの面積の未耕地が残されていた.Bang Chanをはじめ，当時の既耕 
地から追い出された小作達は,第87図でまだ未耕地となって残っている所に移 
り住んでそれを開いたのである.

この時期には,農家の家屋自体も変わる.「破風から這い下って来るナガの 
彫刻をあしらった堅牢なチーク作りの家が，それまでの安物の木と草でできた 
粗末な家にとってかわった.収穫が終ると,簞笥や戸棚を舟に乗せた行商人が 
村の運河を往き来した」(ibid., p.121).現金を手に入れた農民達は，この時期, 
それまでの粗末な家を立派なものに建てかえ,家具をそろえている.このこと 
は,何人かの農民が今日まだはっきり覚えていて,私達にもいうことである. 
19世紀の旅行記などに現われる竹と草でできた野小屋のような家の並ぶ農村は, 
第一次大戦後のこのブーム期に一斉に立派な農村に変えられるのである.いわ 
ば,この時期のBang Chanの変化は,たとえは悪いかも知れないが，第二次 
大戦後のヤミ米時代の日本の農村の変化にも似ている.

さきに，ライス・ミルの地方進出を述べたが,ライス•ミルだけではない. 
小さな雑貨屋ができ,飲食店ができるのもこの時期である.今日,私など, 
タイの村といえばすぐ目に浮かぶのは,ちょっとした辻には必ずオリャン(冷 
しコーヒー)屋と雑貨店のある風景である.この旅行者に便利な田舎の風景も 
第一次大戦後のこの時期にできているようである.
大戦後のブームは,しかし,長続きはしない.1930年には恐慌が押寄せる. 

ブームはここで終る.1930年の恐慌はこれまたデルタに決定的な影響を与え 
るのである.Hanksによると,恐慌の影響はBang Chanでは,それまでの直 
播法にとってかわって移植法の普及というかたちで現われるという(ibid., p. 

121-122).彼によると,Bang Chan農民の恐慌に対する反応は,複雑な思考を 
する経済学者と違って,単純明解であったというのである.農民は,単価が下  
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落したのであるからそれを補うためには増産をしなければ家計がもたない,と 
考えるのである.この頃にはもはや面積拡張のチャンスはないから,この問題 
に対する解答は土地の生産性を高めるという方向で解決を求めざるを得ないわ 
けであり,かくて,反収の多い移植が導入されるというのである.このことは, 
都会での雇傭機会が縮小し，労働力が田舎に舞いもどっていたこの時期には, 
ちょうど時を得た適応だったというのである.Hanksはこの間の農村の変貌を 
次のようにいっている.

「農民にとって,この時期こそは，移植に必要な畦や溝を作るための労力投 
資にはまたとないチャンスであった.家族は半失業者で膨れ上がっていた. 
1〜2年のうちに,水田は蜂の巣状になってしまった.湛水が1m以上にもな 
って,“浮稲”を作らねばならないような所はほんの数個所だけになってしま 
った」(loc. cit).

ここでいう移植は,もちろん今日一般に見られる普通移植である.これは, 
第二次大戦直後の1948年には，Bang Chanでは全水田面積の7分の6に採用 
されている(Kamoi, 1955, p. 213).

移植法の拡張 ここで,移植化ということの実態をいま少し考えてみたい. 
これは単に農法の変化というだけでな <,農村景観全体の変化でもあったから 
である.
移値を行なうためには，もちろん植付けに耐えるだけの本田準備がされなけ 

ればならない.これは雨季初期の水の存否に決定的に支配されている.この当 
時のBang Chanをみてみると,1906年には，Saen Saeb運河に閘門がつけられ, 
さらに,1924年にはSouth Pasak計画が完成,1931年にはChiengrak-Bang 

Hia計画も完成する.すなわち,1930年の恐慌期のこの段階では,Saen Saeb 

運河ぞいは移植への転換は可能な状態になっていたわけである.Bang ChanO 

ように,Saen Saeb運河から少し離れていても，Saen Saeb運河に通ずる水路 
がある場合には,やはりそこには水が来ており,その水路ぞいでは移植が可能 
な状態が提供されていたわけである.

こうなると，移植を行なおうとする個々の農民にとって必要なことは,小水



282 熱帯デルタの農業発展

路を掘り,それでもって大水路と自分の田を結びつけるだけである.第88図に 
は,大きな水路からまるで櫛の歯のように無数の小水路が出ている様子が示さ 
れている.大きな水路はSaen Saeb運河である.この櫛の歯のような水路が 
総て，こうした目的で農民によって掘られた水路である.水路は100mから 
200m ぐらいの間隔で掘られている.それらはいずれも幅1mか1.5m ぐら 
いのものである.こうすることによって，どの田も,少なくともその一辺が水 
路に接するようになっている.一旦こうなればそこから揚水によって田に水を 
入れ，本田準備をすることが可能になるわけである.もちろん,普通は水路が 
出来ても,雨季初期には,その水位は田面にとどかないから,人力で揚水しな 
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ければならない.最初は足ぶみの竜骨車が,そして,早くも1930年代の初めに 
は,ガソリン•エンジンを使用した竜骨車が導入される.後,この揚水は1940 

年代に入ると，風車になるのである(Kamoi, 1955, p. 222).

ところで,こうした小水路掘削の際に出て来た土は水路わきに土手として積 
み上げられる.無数に掘られる水路が総てこういうことを行なうから,あたり 
には小さい堤防が無数にできることになり,それがお互いに連絡されると,結 
果は小輪中の集まりのような外観を呈することになる.そして実際,やがて農 
民はこうした堤防で囲まれた自分達の田を輪中として意識し出し,さらに堤防 
を強化して,その中での水管理を考えるようになるのである.こうすることに 
よって，移植法がより安心して行なえることを知っているからである.さきに 
Hanksが,かつての直播田が蜂の巣状になってゆくといっているのは,こうし 
た変容のことをいっているのである.

ところで,輪中を構成するこうした土手には,やがて,バナナやココヤシ, 
時にマンゴー等が植えられるようになる.このあたりの様子は第2章第13図で 
示した通りである.同図の場合では,大きな水路にそって家があり,家の周り 
には防風林と果樹がある.そして家の脇から背後の水田中に伸びる水路ぞいの 
土手には，バナナの植えてあるのが示されている.こうして輪中堤に果樹が植 
えられるようになって来ると,新デルタの景観は一変して来る.それまで全く 
木というものの無かったデルタの水田地帯に緑の木立が現われるようになるか 
らである.
新デルタの開拓地に果樹が入るという現象は，おそらく,入植と同時に始ま 

っている.入植者達は,自分達の家の周りに少しのバナナやココヤシを植えた 
だろう.だがそれは大した緑ではない.緑が本格的に多くなるのは,多分,こ 
の稲の移植化と軌を一にしている.それまで屋敷地にだけあった果樹が,この 
時以後,線状に水田中に延長されてゆく.こうした状態がかなり高度に進んた 
ものが第26図に示したPhra Udom運河ぞいの例である.そこでは豊かな緑 
の果樹帯が運河を中心に幅数百mで広がっている.実際，こうした小水路の発 
達した移植地帯に来ると,農家とその周辺は極めて濃い緑で覆われていて,乾 
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季には特に何物にもかえ難い憩いの場になっている.新デルタの農村は,この 
時点ではじめて,人間の住む場所らしい雰囲気を持つようになるのである.
最近,私は,移植田地区と直播田地区とは,その識別が立木の豊かさだけで 

ほぼ見当がっくと考えている.水路密度が増えて,輪中化の方向さえとれば, 
かっての木の無い一望千里の直播田地帯は,緑の果樹のある移植田型の景観に 
変わるのである.

4.4戦 後

第二次大戦中,デルタの開発は完全に停止する.しかし,戦後になると,夕 
イ国は,世界の食糧危機を救う最も有望な候補地の一つとして脚光を浴びるよ 
うになる.1948年,FAOミッションが同国を訪れ,同国の農業発展について 
勧告を行なう.この勧告の中で強く主張されるのが,チャオプラヤ•デルタ 
の開発である.開発の基本的な考え方は,1902年,van der Heideが提示した 
マスター・プランと殆んど変わらないものであった.今やチャオプラヤ・デ 
ルタは国際的な要請のもとに開発が促進される機運になってきたのである. 
FAOの勧告を受けて，1950年には世銀借款が決まり,開発計画は大チャオプ 
ラヤ•プロジェクトと銘うって実行にうっされることになる.工事着工は1952 

年である.当時計画された大チャオプラヤ•プロジェクトは,1957年には一応 
の完成を見るが,このチャオプラヤ水系全体をまきこむ開発事業は,その後も 
後続するいくつかの工事へと有機的につらなってゆく.
大チャオプラヤ・プロジェクトは,デルタ全域を覆うものであるが,この事 

業によって特に著しい変容をとげるのは,古デルタと新デルタの West Bank 

である.この節では戦後デルタの変容を大チャオプラヤ・プロジェクトを中心 
にしながら,特に,古デルタとWest Bankに焦点をあてて記してみたい.

4.4.1 古デルタにみる大チャオプラヤ・プロジェクト
大チャオプラヤ・プロジェクト 大チャオプラヤ・プロジェクトについて述
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ベる前に,プロジェクト施工前の古デルタのことを少し想い出してみたい.
古デルタというのは,新デルタに比べると,地盤が高く，起伏があり,全体 

として水のかかりの悪い地域である.ここでは,チャオプラヤ河の分流が,乾 
季には5〜6mの崖をえぐって流れている.この古デルタは高位部,中位部,そ 
れに低位部からなりたっている.高位部というのは,上記の河川ぞいに発達し 
た自然堤防である.ここは樹木のある屋敷地である.それから遠く離れると, 
いわゆる後背湿地で,これが低位部をなし,昔から浮稲を作る場所になってい 
る.こうした河ぞいの高位部と後背湿地の低位部の中間には,いわゆる中位面 
があって,ふつうは新開の水田地帯をなしている.
上の記述でもわかるとおり,古デルタにおける伝統的な生活空間というのは 

もともと河ぞいの自然堤防と後背湿地である.人々は自然堤防上に家を建て, 
後背湿地に直播稲を作って生活していた.中位面は,開発前は竹を混じた藪地 
帯だったのである.それが最近,特に戦後農地を求めてやって来る入植者達に 
よって開かれて行く.大チャオプラヤ・プロジェクトというのは,ちょうど, 
こうした背景のところに発足するのである.
前にも述べたように,大チャオプラヤ・プロジェクトの立案にあたって,灌 

漑局は基本的な原則を立てていた.すなわち,プロジェクトの主目的は古デル 
タの高燥地と新デルタの水不足地に給水することである.そして,このために 
は既存の低地水田が水捨て場になることも覚悟の上である,というものである. 
古デルタは,実は,この基本方針の影響をまともに受けるのである.新開地と 
して開きかけていた中位面に給水が開始され,そこはどんどん開かれてゆく. 
逆に,旧来からの稲作地である後背湿地は過剰水に悩み出す.いわば稲作地と 
してのかっての一等地であった後背湿地はその地位を低下させ,それにかわっ 
て,かつてはほとんど価値のなかった中位面が,一躍値打ちのある土地として 
脚光を浴びるようになってくるのである.

こうした大チャオプラヤ•プロジェクトの具体的な内容は第89図に示したよ 
うなものである.プロジェクトの中枢部はもちろん,Chainatダムである. 
これは,全長237.5m,16連のスルース•ゲートを持っている.最大高水量
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第89図 大チャオプラヤ•プロジェクトを中心に組みたてられたチャオプラヤ•デルタの 
1960年代中頃の水路網（富士岡・海田,1967, p, 574より転載）
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3300m3/sec,この上流に5本の幹線水路の取入口がある.5本の幹線水路とは, 
同図にも示されたように,西からMakham Dhao-U Tong運河,Suphanburi河, 
Noi河，Chainat-アユタヤ 運河,それにChainat-Pasak運河である.Makham 

Dhao-U Tong運河は,デルタ西縁の扇状地地帯の裾部に新しく掘られた水路 
である.これによって,今まで全く水のかからなかった西の扇状地への送水が 
可能になっている.第二のSuphanburi河は,すでに戦前，Suphan計画とし 
て河身そのものが幹線水路化されたものである.こうした既存諸施設がそのま 
ま，今回のプロジェクトに編入されている.第三のNoi河も，Suphanburi河 
と同じく,河身そのものが幹線水路化されることになる.次のChainat-アユ 
タヤ運河は,チャオプラヤ河の左岸ぞいに新設された人工水路である.最後の 
Chainat-Pasak運河は,これまた古デルタ外へ配水するために，東の丘陵脚部 
に掘りつがれた新水路である.

こうして伸ばされた幹線水路中では,水は可能なかぎり高位を保つように考 
えられており,いくつかのレギュレーターが設けられ，水位が調節されている. 
第89図にも示されたように,幹線水路からはいくつかの支線水路が枝分かれし 
ている.各支線水路ははさらに分枝し,それらもまたなるだけ高位を維持する 
ように配置されている.こうすることによって,最後は重力で水田に水が入る 
ように工夫されているのである.
以上が,大チャオプラヤ・プロジェクトの骨格である.起伏のある古デルタ 

面であるが,その高みのみをうまく伝わっていたる所に水路が伸びてゆき, 
Chainatダムからの灌漑水が送られる仕組みになっている.古デルタ全域はこ 
うして一応灌漑受益地に入ることになったのである.

Ditches & Dikesプロジェクト 莫大な資金を投じて1957年完成された大 
チャオプラヤ•プロジェクトであったが,その効果は実際には予期どおりのも 
のではなかったという.その理由は掘削された支線水路の間隔が広過ぎたから 
である.2〜5kmに1本という広い間隔の水路密度では,総ての圃場にまんべ 
んなく配水するということは,事実上不可能である.この反省のもとに,1962 

年にはDitches & Dikes Act, BE. 2505が,大チャオプラヤ・プロジェクトを 
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補強するものとして,出されるのである.
Ditches & Dikes Actの内容は以下の通りのものである.
（1）湛水深を20〜30cm に保つことができるように適当な間隔にdike （畦 
畔に相当）をつくらなければならない.このdikeはmain ditch, lateral 

ditchがR.I.D,の直轄工事で完成した後2年以内につくられなければなら 
ず,もしこの義務を怠る場合にはその工事をR.LD・が代行し,その経費 
を徴収する.

（2）同じく 2年以内に,small farm ditchをつくらなければならない.この 
義務を怠る場合にはその工事をR.LD,が代行し,その経費を徴収する.

（3） regulator その他のwater controlling devices については R.I.D•がその建 
設の任を負い,その費用を土地所有者に賦す.

（4）維持管理は土地所有者,耕作者（実際に水を利用する者）の責任で行な 
い，もしその任を怠る場合にはR.LD・が代行し,その経費を徴収する 
（富士岡•海田,1967, p, 582より引用）.

すなわち,せっかく支線水路に灌漑水が来ているのであるから,後は，農民 
自身が自分達の力で小水路を掘りつなぎ,畦を作って,ちゃんとした水制御の 
できる水田にするようにというお達しである.残念ながら,このお達しは，結 
局効を奏さなかった.数年後には,政府が直轄工事で末端水路を掘ることにな 
るのである（loc, cit.）,

農民にかわって,こうして灌漑局の掘った末端水路は極めて幾何学的に整然 
とした配列を持つものであった.それらは,いずれも支線水路から,ほぼ直角 
に派生するもので直線であり,400m間隔で掘られている.延長は支線水路の 
位置によって1〜4kmと様々であるが,その容量は,いずれも水田面積に対し 
て,1リットル/sec/haとして計算している.こうした末端水路の配置図はそ 
の一例が富士岡・海田（1967, p.149）に示されている.この工事施工面積は80 

万haに及んだが,超スピードで行なわれた工事は,1963年より1969年までの 
7年間で完成されたという（海田,1975, p. 278）.

大急ぎで行なわれたこの計画は，結果的にはそれほど完全なものではなかっ 
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た.少なくとも,整然とした幾何学的配列が与える印象ほどには効果は完全で 
はなかった.現場で見てみると,1〜4kmの延長を持つ末端水路のうち,本当 
にその活用がなされているのは,支線水路に近い何百mかだけというような 
ことがあった.理由は,地ならしをしていない地表を簡単な一往復をしただけ 
のトレンチャーは,均平な水路底を持つ水路を掘ることができなかったからで 
ある.極端にいえば,それは山あり谷ありの地表に溝を切っただけといった恰 
好になっていたのであり,溝が谷地を行く時には,灌漑水は深くたまるのだが, 
山を越す時には水はそれを越しえず,それから先には送水がされえないという 
ようなことが,まま起ったからである.

それにもかかわらず，上の二つのプロジェクトが古デルタに与えた効果は絶 
大であった.例えばBhochana (1961,p.165)はSamcuk地区について同プロ 
ジェクトの効果を次のように評価している.すなわち,①米単作から砂糖キビ 
の導入が可能になり収入が増大した,②米の収量が28. 77tang/raiから42.13 

tang/raiと増加した,③旱魁害が解消し収量が安定した,④危険の減少で農民 
に労働意欲が出てきた,⑤地価が20%増大した,等々である.また,NEDECO 

は,この二つのプロジェクトによって17%の米増収があったと算出し，Small 

(1971)も同じように，この水利条件の改善による増収を15%と計算している.
古デルタはかくして,両プロジェクトの結果,確実に変容したのである.そ 

して,古デルタは今日更にもう一歩前進しょうとしている.圃場整備の段階へ 
の前進である.先に述べたDitches & Dikesは,その基盤が均平化されていな 
いから,効果が半減しているのである.あの幾何学的な配置が完全に実効をと 
もなうものになるためには，地表面の起伏もまた,現状のような不規則なもの 
から,修正された幾何学的な規則正しい起伏に変えられなければなるまい.こ 
ういう方向が正しい方向か否かは議論のある所だとしても,それは農業土木工 
学者達が考えるいくつかの選択のうちの一つでありうることには間違いない.

4.4.2 West Bank の変容
West Bankには戦前の開発がなかった訳ではない.しかし,それらはあまり
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[91I第91図に示された範囲

第90図 Heide(1906)による West Bank Scheme 案•Tanabe(1980, p.666)を一部修正加筆

取り立てていう程のものではなく,当時は,新デルタの中の後進地区として取 
り残された観があった.それが戦後になって,極めて急激な変容をとげるので 
ある.ここでは,この West Bankの20世紀初頭からの変化を,まとめて通覧 
してみる.

20世紀前半の状態 West Bankの大規模開発計画は1890年,すでにシャム運 
河掘削•水田灌漑会社によって提出され,時の国王の承認を得ながらも結局は 
着手されなかった.先にも触れたように,Rangsit地区の開発ですでに手いっ 
ぱいだった会社は，West Bankにまでは手がまわらず,1897年には着工延滞 
を理由に,その工事許可の取消しを通達されているのである.

その後,1906年には,van der Heideが再び West Bank Schemeとして開発 
案を提示している.その計画の内容は第90図に示した通りである.Heideは,
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メニ小路と家 0°沼状になった旧河道

第91図1916—1917年頃のPhraya Banlue運河周辺の様子•多くの旧河道が季節的に湛水し 
沼状になっている.図の左端にSan運河としたものは,後にSan-Lakhhon運河とし 
て北に延長され主要南北運河の一つとなる(タイ陸軍旧5万分の1地図をもとに作成)

この図に示された広大な未耕地を開拓すべく,2本の南北に走る幹線水路と, 
それを結ぶ5本の支線水路を掘削する計画を提出するのである.この計画は政 
府によって却下されるのであるが,当時の様子を知る上では貴重である.この 
図からは次のようなこ、とが判明する.

(1)チャオプラヤ，Suphanburiの両河を結ぶ横断運河としては，Bang Yeehon 

(BY), Phra Phimol (PP), Yong (Y), Mahasawat(M)等ガ;存在している.この 
時点では,Phraya Banlue(PB)はまだSuphanburi河には到達していない.

(2)南北運河はこの時点では1本もない.
⑶ 一種の無水路地区であるBang YeehonとPhra Phimo!間には広大な荒 
蕪地が残されている.
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当時の West Bankは,ほぼ原始のままの状態であったと考えてよい.雨季 
のはじめには,あちこちにいくつもの沼が出来る.それは域内の微高地から流 
れ出した雨水が凹地に湛るためである.やがて9月下旬になると,チャオプラ 
ャ河やSuphanburi河から氾濫水が入って来る.しかし，それも,1〜2力月間 
だけでまた引いてゆく.こういう状態は1916—17年調査のタイ陸軍5万分の1 

地形図から容易に読みとることができる.前頁の第91図では,すでにこの時点 
で全域が水田と記録されているが，その水田は「畦のない水田」と明記されて 
いる.畦もない自然のままの起伏のある所に,気まぐれな降雨があり,ある日 
突然氾濫水が入って来る.当時の West Bankは,そんな所だったのである.

1939年より1960年初頭まで West Bankでは,上に述べたような状態が1930 

年代いっぱいまで続き,その開発は遅々として進まなかった.この間,政府は 
投資の対象をEast Bankにおいていたのである.

1939年になって,ようやくにして，政府は West Bankに開発の手をのばす. 
稲作環境の改善のためには,何よりもまず,外部から域内に導水して来なけれ 
ばならない.East Bankの場合,水源はPasak河に求められ,その扇頂に 
Rama Vダムが設けられ,取水が計られた.しかし，Suphanburiとチャオプ 
ラヤの二つの大河に挾まれ,山地とは切り離されている West Bankでは, 
こういう種類の水源を求めることはできない.こうした条件の中で’ここに, 
Phak HaiやSena等West Bankのすぐ北にある氾濫常習地の氾濫水の導水が 
考えられるのである.

1939年に開始された工事は,かくして,3本の南行する運河の掘削であった. 
それらは，Jiphun Nua-Jiphun Thai 運河,San-Lakhhon 運河（Khut 運河），Phra 

Udom運河である.前2者は，Bang Yeehon運河に発し，後者は，Phraya 

Banlue運河に発している.
この様子は第23図に示してある.この導水計画は,その後一段と前進する. 

それまでは,いわば自然の氾濫水だけを集めていた水源地のBang Yeehon 

運河に今度は,Suphanburi河とNoi河から人為的な送水がなされるようにな 
るのである.前者ではSuphanburi河とBang Yeehon運河との間が新しい水
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主要運河
Cl) Bang Yeehon

C2) Phraya Banlue

(3 ) Phra Phimol

J〉Yong

C5) Mahasawat

C6) Phasi Charoen

C7) Mahachai

C8) Thawee Wattana

(9) Jiphun Nua-Jiphun Thai

CIO) San Lakhhon

C11) Phra Udom

(12) Phak Hai-Bang Yeehon

C13) Phak Hai-Chao Ched

• レギュレーター

@ Ayutthaya

® Bangkok

第92図 1963年時点でのWest Bank内の水路網(Kaida, 1974, p. 520を一部修正引用)

路でつながれる.後者では,Phak Hai地点で,Noi河に新しいレギュレーター 
が設けられ,そこからPhak Hai-Chao Ched運河と呼ばれるものが伸びて,や 
はりBang Yeehon運河に導水することになる.こうして,一段と水量の増えた 
氾濫水が,West Bankに送水されることになるのである(Kaida, 1974, pp. 519 

-520).

第92図には，こうして改良されていった West Bankの1963年における運 
河網が示されている.1963年になると,West Bank中の灌漑水路網はその骨 
格が,ほぼ今日のそれに近いものに整えられている.

1960年代以降 より多くの導水をということで,Suphanburi河やNoi河に
掘りつなげられた運河は,その後は,West Bankの農業水利改良という目的
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第93図 1914—1963年間のバンコクにおけるチャオプラヤ河の洪水位変化•洪水位は1950年 
までは年間1.1cmの割合で確実に上昇している(Boonchob, 1964,より引用)

以外のところへ傾斜してゆく.すなわち,河川洪水の一部を West Bank内に 
吐き出させることによって,下流の洪水害を軽減するというのがより直接的な 
目的になってくるのである.このことは,Noi河筋の場合,特に真剣に考えら 
れた.
第93図は,1914年から1963年に至るまでの間の,チャオプラヤ河のバンコク 

における洪水水位の経年変化である.1950年までは,洪水位は年に!.1cmと 
いう比率で着実に上昇している.こうして,この頃,バンコクでは首都水没の 
危険がひしひしと感じられていたのである.Boonchob (1964)は,これをデル 
夕海岸線の海側への前進にともなう排水条件の劣化であるとしている.あるい 
は,地盤沈下があったのかも知れない.理由は何であれ,バンコクを守るため 
には,チャオプラヤ河を流下して来る洪水の量を減らすことが最も有効な対策 
である.かくして,ここに West Bankの遊水池化という考えが生れて来るの 
である.Phak Hai-Chao Ched運河は,すでにそうした背景のもとに掘られた 
運河であったのである.

かっては,水不足の故に,水を盛んに求めたWest Bankであったが,事情 
がこうなってくると，様子がすっかり変わってくる.雨季作のためには充分に 
事たりて，もう多過ぎるという状態になっても,なお水が送り込まれてくると 
いう状態が生じてくる.やがて,雨季作に水没害が発生し,はては作付不能個
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第14表 1973年から1975年までのWest Bankへの人為的送水量の実績

Month

Intaked Discharge (Cubic meter per second)

1973 1974 1975 Average
Lifted Water 

by Pump 一
Jan. I 19.3 3.4 11.4 11.4

II 13.6 15.3 0 9.6
Feb. I 34.5 29.0 32.8 32.1

II 45.0 26.4 33.5 35.0
Mar. I 46.4 33.3 38.2 39.3

II 49.0 48.5 59.2 52.2
Apr. I 52.1 44.4 58.9 51.8 10.0】）

II 51.7 49.4 68.7 56.6 10.0
May I 41.2 58.3 41.9 47.1 10.0

II 22.9 31.4 21.6 25.3 10.0

Jun. I 26.9 31.9 13.9 24.2
II 22.4 33.8 41.1 32.4

Jul.I 29.7 40.7 53.9 41.4
II 46.6 51.3 52.1 51.7

Aug. I 60.6 65.9 80.3 68.9
II 88.9 73.6 110.5 91.0

Sep. I 86.7 115.6 118.5 106.9
II 101.3 120.5 161.7 127.8

Oct. I 118.9 131.2 151.9 134.0
II 115.5 130.5 143.1 129.7

Nov. I 114.2 85.2 163.1 120.8
II 96.1 79.9 120.1 101.4

Dec. I 71.4 17.9 86.3 58.5
II 22.2 14.8 40.8 25.9

Average (Jun-Dec) 
(Jan-May)

I 63.5
| 32.1

82.7
28.2

112.5
30.5

| 92.9
30.3

Source: Royal Irrigation Department in Bangkok.

1)： Shows an approximate discharge lifted by pumps, of which dimensions are 300 mm to 600 

mm with operation hours of 22 hours/day.

Japan Int. Coop. Agency, 1976. p. HI-21より引用

所さえも生じてくる.ここにいたって,West Bank内には,雨季作を放棄し 
て,乾季作への転換をしようという動きが出てくるのである.
転換は二つの好条件に支えられて急速に行なわれた.第一は,政府の指導に 

よる乾季中の送水であり,第二は非感光性品種の出現である.第ーの点に関し 
ては,West Bankは雨季中には犠牲を強いられているのであるからという理 
由のもとに,政府はWest Bankへ優先的に乾季稲用の水を送水することにな 
る.先の2水路からの送水だけでは水量不足ということでさらに上流に別の取 
入口が設けられるようになる.Suphanburi河では,例のSuphan計画時代に建 
設されたPho Phrayaのレギュレーターにつながるようになり,これで取水量 



296 熱帯デルタの農業発展

は一段と増えるようになる.Noi河では,Lad Chadooに新しい取入口が設け 
られる.これらは,いずれも大河の水が自然流入するものである.さらに,こ 
れらとは別に,最も水の不足する4月と5月には移動式の揚水ポンプ13台でチ 
ャオプラヤ河,Suphanburi河の両河から揚水することも成る.これはいずれも, 
口径300~600mmのもので，日に22時間稼動し,その揚水量は10ton/secに 
なっているという(Japan Int. Coop. Agency, 1976, p,山一6).

以上のような訳で,West Bankには,乾季には,乾季稲作を行なうための強 
制揚水が鋭意行なわれることになった.結局1970年代中頃では,年間を通じて 
の West Bank地区への人為的給水量は前頁第14表のようになっているという.

この結果,West Bankの水位は普通の状態のもとでは,雨季,乾季を問わず, 
その外側の大河の水位より高いということになっている.その様子は第24図で 
示した通りである.こうして確保された水路の水を農民達は,さらに小型ポン 
プで揚水して,乾季の稲作を行なうのである.
第二の好条件として,優秀な非感光性品種の出現はこの転換を一段と助長し 

た.在来種のような作季の固定している品種では,自由な作季の選択は考えら 
れない.しかし,時季知らず稲である非感光性品種の出現で,乾季の稲作が可 
能になった.これはまた,価額の高い端境期米ということで,農民にとっては 
魅力のあるものでもあった.こうした好条件を背景に,West Bankの乾季作へ 
の転換は急速に進むのである.
以上述べて来たように,West Bankはすでに，水利に関する限り,完全に人 

為的に管理された空間になっている.上流からの導水路だけでなく,内部の水 
路網も整備されてゆく.東西はチャオプラヤ河とSuphanburi河の河岸に,南 
北はMahasawat運河とBang Yeehon運河ぞいに，強固な輪中堤が完成され，さ 
らに，この大輪中は,またその内側が九つの中輪中に分けられる.これらの中 
輪中を作るものは,堤防をもつ運河である.そしてさらに,この中輪中の内部 
がまた,堤防を持った小水路で,いくつかの小輪中に区切られる.こうした構 
造を持つWest Bankを同僚の海田はPoldered Flat Deltaと呼んでいる(Kaida, 

1974, p.522).新デルタで,極めて高密度な輪中に作り上げられている部分と
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いう意味である.
現在,West Bank は, 

さらに完全な輪中化へ 
の努力をなお鋭意続行 
中である.それと並行 

第15表 1月1日から5月15日までのデルタの有効水量

Chainat地点におけるチャオプラヤ河流量
Pasak河流入量
舟航および塩水浸入防止のための放流量

5. 24X109m3

0.14

-1.34

灌漑のための有効水源水量 4.04X10»m3

して,築き上げられた輪中堤の道路化が進められている.

4.4.3戦後デルタの発展の方向
乾季作の出現 1957年,Chainatダムが完成すると,1958年には早くも

Phumipho!ダムの建設が始まる.ダム建設の目的は,電力が中心であったが, 
貯水容量122億トンというこのダムの果たす効果は,農業の上にも大きかった. 
雨季の洪水調節，乾季の給水量の増大は,当然,当時軌道にのっていた大チャ 
オプラヤ・プロジェクトを補強するものであった.例えば促進されねばならな  
いWest Bankへの乾季の給水には，このダムの果す役割は直接的な意味を持 
った.

West Bankの例が示すように,この頃,すでに人々は,デルタの乾季利用 
に対して考えをめぐらしていたのである.こうした流れの中で,Phumipholダ 
ムの完成直後に,いま一つの大ダムSirikitダムが,今度は灌漑用ダム,特に 
乾季灌漑を目的の一っとしたものとして建設の運びになったのは当然の成り行 
きというべきであろう.1965年着工のSirikitダムは1972年竣工した.Sirikit 

ダムの完成後,乾季作ははっきりと現実のものとして議論されるのである.
例えば,海田(1975, pp. 292-294)の紹介する NEOECO/R.LD,の考えによ 

ると,デルタの乾季利用は次のように議論されるのである.乾季と考えられる 
1月1日から5月15日までの間のデルタの有効水量は第15表の如きものである. 
ここで，デルタ面積を127万haとすると，4.04X109m3という数値は,同期 
間中で318mmの水量ということになる.デルタの乾季利用計画は例えば,こ 
の数値から次頁の第16表のように出て来る.
第16表の計画によると,1985年には,デルタ農地面積の18%に乾季稲が作ら
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第16表 デルタの乾季利用計画

目 標 年 次
作 目 1975 1985 1990

A(%) B (mm) A(%) B (mm) A(%) B (mm)

水 稲 22 285 18 202 15 158
豆 類 1.5 6 10 38 15 53

落花 生 1.5 9 10 54 15 75
果樹• 蔬菜 2 18 3 24 4 29

計 27 318 41 318 49 315

注）A :栽培面積の全面積に対する割合•B： Aによる消費水量.

出所:NEDECO/R.I.D.

れ,それの消費する水が202mm,豆類と落花生がそれぞれ10%ずつの面積を 
占め,それらが消費する水量が38mmと54mm, 3 %の面積が果樹,蔬菜で占 
められ,この必要水が24mm・しめて,全農地の41%が,こうして乾季に利 
用され,それのための必要水量が318mmになるというのである.第16表にょ 
ると,乾季の水稲作は,ほどほどにおさえておいて,豆類,落花生をのばし, 
全体として作物の多様化を計ってゆこうというような考えが現われている.乾 
季利用に対する期待は,このような具合に，いろいろな方面から出されている.
乾季利用のための多毛作化というと,マーケットの問題等があってその立案 

は現実にはむずかしい.もっとも，技術的な側面に限っても,将来像の予想は 
随分むずかしい.すでに存在している諸施設が乾季にどのように有効に利用し 
うるかという問題がからんでいるからである.大チャオプラヤ・プロジェクト 
が発足した当時,いいかえれば,現在の水利施設の基本構想が作られた時点で 
は,誰もデルタの乾季利用等考えていなかったのである.いいかえれば,諸施 
設は総て雨季用に作ってある.それを今，急に乾季にも使おうというのである. 
例えば,用水路の取水ロー'^をとってみても,雨季に多量な水が流れてはじめ 
て機能するようになっている.そういったようなことが随所に出てくるのであ 
る.こうしたことを総て考慮に入れた上で，乾季作の可能性の検討というのは 
はじめて正しく行なうことができるのである.
海田は，こうしたことを一応考慮に入れて,デルタの乾季作について,次の 
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二つの数値を与えている.
⑴ 既存の幹支線用水路を生かし,末端水路を完璧に整備するとすると,水 
田と畑を適当に組み合せて,デルタの4分の1までが乾季利用可能になる 
(ibid., p. 296).

⑵ 既存の幹線システムは変更しないが,圃場の均平化工事と,排水施設の 
建設を軸とした基盤整備を完成したとすると,水田と畑の組合せで,デル 
タの3分の1までが乾季利用可能になる(ibid., p. 300).

海田のかなり現実味を帯びた25%説から,NEDECO/R.I.D,の1990年の49% 

のプロジェクションまで,出てくる数値にはいささかのバラツキがある.しか 
し,それにもかかわらず,ここではっきりいえることは,数値に差はあるが, 
すでに誰もが,乾季利用を現実のものとして考えているということである.第 
二次大戦直後,FAOがタイ国を訪れ,勧告を出した頃には，まだ話題にもの 
ぼらなかったデルタの乾季利用が,1964年のPhumipho!ダムの完成以後は, 
はっきりと取り上げられることになるのである.

デルタの将来 チャオプラヤ・デルタの農業が乾季の方向を向き始めてい 
るのは,上のように明らかである.こうしたデルタの乾季指向は農業面ばかり 
でなく,生活全体に及んでいるといったほうがよい.例えば，舟運は極度に衰 
え，それにかわって,自動車交通がすさまじい勢いで伸びている.あるいは, 
高床の家に代って,まるで最初から洪水のないことを前提にしたような平土間 
の洋風の家が芝などに囲まれて建ち出している.デルタといえば,かつては水 
を中心とした空間のように人々には受けとられていた.雨季の洪水は稲と魚を 
もたらし,それが生活の基礎であった.しかし,今はもう違う.農業技術者が 
乾季農業を夢見るのと並行するように,一般の人々は,どうやら洪水のない雨 
季を夢み,またそれが近い将来,当然来るものだという前提で生活をし出して 
いる.しかし,もちろん,こうした状態はモンスーン・デルタの本来の環境で 
はない.それは人工的に作り出された環境である.デルタの将来像は,大きく  
見ると,こういうふうにモンスーン水文の否定という方向に動いている.

モンスーン水文環境の改変は,理論的には次の三つの方法によって可能であ 
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る.第一は,上流山地域に巨大ダムを建設し,雨季の水を貯めこんで年間の流 
出量を均平化することである.第二は，デルタ域内の一部を貯水池として,そ 
こに同じように貯水する方法である.第三は，デルタ内に巨大な放水路を新設 
して,雨季の湛水を速やかに海に排出する方法である.実際すでに,こうした 
考えはー・部に実現を見ている.例えばPhumiphol, Sirikit両ダムの建設やWest 

Bankの輪中化がそれである.将来は,おそらく上の方法のいくつかを併用す 
るような形で，デルタは漸次改変されて行くのであろう.
遠い将来のことは予測ができない.しかし,西暦2000年ぐらいまでのデルタ 

像なら,その予測は，現在の方向の延長から,それほど困難なことではない. 
以下に示したものは,これから20年ほどの間に,デルタがとりうるであろう姿 
に対する私の予測である.デルタの各部は次のようになりそうである.

（イ）新デルタ中央部 今後さらに幹線水路の整備が行なわれるであろう.
具体的には,水路密度の高度化とそこでの流量の確保，それともうひとつ，水 
路堤の道路としての機能の向上である.この結果,新デルタ中央部全体は,事 
実上よく整備された輪中群で構成されることになる.輪中内では水稲はもちろ 
ん第ーの作物であるが,畝立てした果樹園や菜園も現在よりはるかに多くなる 
であろう.こうして,ここは乾季でもいたる所に緑がみられる景観になる.さ 
らに,雨季中といえども運河堤防上のアスファルト舗装道で,どんな小さな集 
落へも自動車での接近が可能になる.
冋 新デル夕海岸部 防潮機能は完璧に保守されよう.かくして確保され 

た淡水域は水路網でおおわれることになり,全体は輪中地帯となる.この輪中 
地帯は,しかし,デルタ中央部と違ってその多くの部分が園地として利用され 
よう.バンコクをはじめ沿岸都市に近接しているということから近郊園地とし 
ての立地的特点を持っているからである.さらに,同じ立地のために,工場団 
地の発生してゆく可能性も絶大である.防潮堤外では養魚,養エビ産業が拡大 
する大きな可能性を秘めている.

い 古デルタ 大チャオプラヤ•プロジェクトは雨季作の拡張と安定化,
乾季作の発生をもたらした.この方向は今後,基盤整備の拡張という形で一層 
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発展させられるであろう.要するに,ここは将来とも重力灌漑を中心にした農 
地へ着実に整備されてゆくのである.輪中園地で特徴づけられる新デルタに対 
して,ここには輪中は出てこない.むしろ,自然堤防を中心とした雨季の水稲 
と乾季のマメ類栽培などという組合せで土地の高度利用が進んで行こう.

㈡ 氾濫原と新デルタ氾濫部 大チャオプラヤ•プロジェクトが最初から 
予期したごとく,ここは他地域のための水貯め場になる.水貯め場といっても, 
その全域が冠水するわけではない.地表の起伏のために高燥地から深湛水部ま 
でのモザイクをなす.将来は,このモザイクを利用して多様な土地利用が出て 
来よう.例えば高燥部では畜産がのびて来る可能性もある.深湛水部では乾季 
稲と雨季の養魚,養鴨という組合せものびるかも知れない.

（ホ）扇状地•段丘複合 支流に小さなダ、ムが作られ,小規模な灌漑区が各 
所に点在することになるだろう.しかし,全体としてみると,水不足地域とし  
てとどまらざるをえない.将来とも,チャオプラヤ本流の水が導入されるとい 
う可能性は低いからである.水利的に整備されたデルタ本体部の周縁にひろが 
る水不足の農業不安定地域として,将来ともとり残される危険性が大きい.数 
少ない発展の道の一つは,今後,トウモロコシやキャッサバ産地としての土地 
利用法を開発することである.

こういう枠組の中で考えてみると,バンコクだけは極めて特殊な地区になっ 
ている.バンコクはその建設の当初から運河と城壁の空間として作られた.19 

世紀になって，人々が東洋のVenisや東洋のRotterdamといった時も同じで 
ある.さらに,20世紀に入って,市域が一段と拡大された時も同じであった. 
市域の拡大は水路網の拡大という形をとって行なわれて来た.いわば,バンコ 
クは新デルタがその後に行なう変容を先どりしてゆく 一つの先駆的拠点だった 
のである.

1970年代に入ってからのバンコクは,しかし,新たなそして異質な変容をと 
げるようになった.極めて明瞭に見られる現象は,今までの運河が大々的に埋 
められ，そこが自動車道に変えられていることである.バンコクは今ではもう 
水の都から自動車の洪水の町に変ってしまっている.この傾向はおそらく今後 
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もますます助長されるであろう.そしてこれとひきかえに,バンコクを守る大 
輪中堤はますます強固に固められることになるであろう.バンコクは今や,い 
わばその外壁を強固にぬりかためられたウォーター・プルーフの人工島である.
最近のバンコクの変化はいささか異常である.しかし,バンコク以外でも, 

近頃のデルタを見ていると,その環境は本来のものからはもうすっかり変った 
という気がする.あの半年の全面湛水と半年の沙漠的乾燥の交互する両棲的な  
デルタが,今や,四季を通じて水の流れる空間に変貌しかけている.あと何年 
かすると,原初のデルタの姿は,もう想像することもできないくらいになるの 
ではなかろうカゝ.

小 結
この章では,デルタの開拓史を4期に分けて論じてた.第ーがアユタヤ期, 

第二がバンコク遷都後19世紀末まで，第三が20世紀前半,第四が戦後である.
第ーのアユタヤ期には,新デルタそのものには,港市など特殊な例外を除く 

と,その全域は,まだ荒蕪地であった.生活の主舞台は，まだアユタヤ以北の 
氾濫原と古デルタであった.アユタヤに都した王は国際貿易に生きる商人王で 
あった.アユタヤ自体は国際的商港であり,そこは,シャム人よりもむしろ外 
国人によって支えられていた.アユタヤの王とデルタとのかかわりあいは,か 
くしてチャオプラヤ本流に短絡運河を掘削して,航行の能率化を計ることだけ 
であった.この時代には多くの短絡運河が倦役労働を用いて掘られている.

アユタヤの農民自体は，すでに浮稲栽培を完全に確立していた.彼等は,氾 
濫原の後背湿地を中心に浮稲を作り,一部に普通移植や焼畑をも併用したよう 
である.
第二期のバンコク遷都後19世紀末までは,デルタが大きく変わる時期である 

が,この時期は一言で表現すれば,デルタが伝統的手法によって開拓される時 
代といってよい.この時期は,三つの亜期に細分すると理解し易い.
第一亜期は,遷都から1830年頃までの約50年間である.都がバンコクに移っ 

てはいるが,基本的な王室の経済政策は,アユタヤ時代のそれと変わらない.
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あいかわらず,森の物産が集荷され,それを王室が専売する.そして,それか 
ら得る利益が王室歳入の大きな部分を占める.こうしたことであるから,新都 
バンコク港の整備と短絡運河の増設が,王室の行なう工事の主なものであった. 
新デルタは，この時点ではまだ荒蕪地として残されており,農民は依然として, 
旧世界のアユタヤ周辺や,デルタの周縁部に閉じこもっている.新デルタ内で 
は,バンコクだけが国際貿易港として栄えていた.

1830年代中頃から1850年代後半までが第二亜期である.この時代になると, 
生産の基盤が遠隔地の森からデルタ周縁部に移動して来る.同じ頃,チャオプ 
ラヤ河,Mae Khlong河,Suphanburi河,Bang Pakong河等の大河の河口附近 
には地方都市が成長して来る.中国人を中心とした都市である.そして,こう 
した小都市の周辺に園地が広がるようになる.やがて,1840年代に入ると,こ 
うした町の近くやデルタ周縁の微高地に,中国人の経営する砂糖キビ地帯が出 
現して来る.こうして森にかわって大河の河口部とデルタ周縁部が一気に経済 
的に活気をおびてくるのである.

この時代の王室とデルタとのかかわりあいで最大のものは，この勃興して来 
た地方都市や砂糖プランテーションへの接近のための運河建設である.バンコ 
クから東西にのびる運河がいくつも掘られる.いわゆる,デルタ横断運河時代 
の出現である.

この時代のタイ王室のデルタ経営を見ていると,多くの危険を感ぜずにはお 
られない.第ーは，この頃導入される華僑の賃金労働である.徴税のために運 
河を掘らねばならないが,これを行なうためには労賃としての現金が必要にな 
ってくる.王室は新しく登場して来たこの現金経済をうまく切りぬけてゆかね 
ばならなかったのである.第二に,政府にはもっと政治的な心労があった.当 
時,イギリスのタイ領マレーに対する干渉,ヴェトナムのタイ領カンボジアに 
対する干渉が激しかった.横断運河のいくつかは,こうした外国勢力の干渉に  
対する戦略的な意味もあったのである.上記の河口都市は,いずれも要塞都市 
に仕立てなければならなかった.新デルタは,この時期,政治的にも経済的に 
も実にあわただしくなるのである.
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こうした中で一種の政治的解決が1855年のBowring条約によってなされる. 
それまで経済的な鎖国をしていたタイ国は,ここで英国に対して国を開く.こ 
れ以後を第三亜期と考えてよい.英国が求めたのは米である.この結果,1860 

年代後半になると,新デルタは急速に産米地として開かれてゆく.新デルタ本 
体部の荒蕪地が,初めて大規模に開拓されるのである.開田用の運河が縦横に 
掘りまくられる.いわゆる開田用運河掘削時代の到来である.1880年代後半に 
なると,政府は運河掘削権とデルタ開発権を民間に与える.この種の民間開発 
で最も代表的なものはRangsit地区の開発である.あらゆる無法と混乱をとも 
ないながら,稲田は急速に新デルタ中央部に広がってゆく.
第三期は20世紀前半である.この時期は，前時代の伝統的開田に対して近代 

思想に支えられた水田開発時代としてもよい.それまでのデルタで行なわれた 
土木工事が,総て漕運用の運河掘削であり,とにかく舟で近づけるようにしさ 
えすれば,後は農民が勝手に入って来て,米が作られるのだという考えから, 
デルタの米作のためには，灌漑水路の拡充が不可欠であるとする農業工学的な 
発想に切りかえられるのである.この時期は,また三つの亜期に分けて考える 
と整理がつき易い.
第ーの亜期は20世紀初頭の10年間である.これは.Heideの時代といってよ 

かろう.Heideは，タイ国に初めて灌漑の思想を持ち込み,Chainatダムを中 
心とする一大マスター •プランを提示する.これは,タイの農業関係者にデル 
タ開発に対する一つの明確なイメージを与え,さらには努力目標を与えること 
になった.しかし,当時のタイ国の財政状態と農民数不足のなかで,この計画 
は壮大に過ぎた.Heideの計画は，その根本思想は評価されながらも,その実 
施は無期延期されるのである.

Heideがタイ国を去ってからのデルタは,彼が示したほどの雄大なスケール 
ではないが,着実に灌漑工事が進行する.第二次大戦までにこうして行なわれ 
る工事は，South Pasak計画,Chiengrak-Bang Hia計画,Suphan計画等であり, 
相当の農業水利の改良が達成されてゆく.この1910年以後,第二次大戦までの 
間は,二つの亜期からなっている.前半は,第一次大戦後のブーム時期であり, 
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後半は,世界恐慌期である.
Lucien Hanksも述べるように,第一次大戦後のブーム期には，今一度水田の 

大拡張が起り,この時,新デルタの荒蕪地は消滅する.農村には現金が流入し, 
各戸は軒なみ,それまでの質素な家を立派なチーク作りの家に建てかえる.ど 
の集落にも小さな店や飲食店ができるようになる.今日われわれが見る集落の 
形はこの時でき上がるのである.
世界恐慌は逆に土地利用の高度化を導いた.米価が下がり,収入の減った農 

家は土地生産性を上げることにより,収入の維持につとめようとした.この時, 
それまでの直播田に畦が築かれ,水路が掘られ，多くの所が輸中化された.か 
くして,直播田は移植田化してゆくのである.輪中堤は同時に果樹を植える所 
にもなった.結局,農民によって土地に投じられた労力は,移植田の誕生と園 
地の拡張を導いたのである.農村景観はかくして,この時,それまでの木のな 
い荒々しい直播田から，果樹の多い移植田の景観へと変わってゆく.
新デルタの総てが上の通りの変化を経験するわけではないが,多くの所は, 

多かれ少なかれ,これと並行したような変容をとげると考えてもあまり大きな 
誤りはない.こうして,1940年代には第二次大戦に入るのである.大戦中は, 
総ての活動はほとんど停止してしまう.
第四期は戦後である.戦後世界の食糧不足が深刻だった頃,チャオプラヤ・ 

デルタは,いち早く世界を救う潜在力のあるものとして脚光を浴びる.この結 
果,世銀借款などをえて大規模なデルタ改造が展開する.それは,大チャオプ 
ラヤ・プロジェクトという形でまとめ上げられるが,結局は,Chainatダムを 
軸としたデルタの一元的水利改造であり,20世紀の初頭,Heideが発表したマ 
スター ・プランの実現であった.この計画は1957年一応の完成をみ,稲作水利 
の安定は著しく増大した.特に戦前は放置された観のあった古デルタと West 

Bankに与えた影響は大きかった.これらの地域では,水利改善の結果,直播 
から移植への転化が顕著に現われた.
大チャオプラヤ・プロジェクトのねらいは,高燥地の雨季稲作の水利改善で 

あったが，このプロジェクトの完成後,デルタ改造はさらにもう一歩前進する.
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PhumipholならびにSirikitの両ダムが完成すると,この膨大な貯水量のおか 
げで乾季作が可能になる.大貯水池による給水量の増大と,ポンプならびに非 
感光性品種の導入はこのことを現実のものとした.デルタは,現在農業だけで 
なく,交通にしろ,日常生活にしろ,あらゆる分野で,乾いたデルタを目標と 
してその変容を遂行しつつある.

かって,デルタといえば，一面が海のようになる湛水期,それが生産活動の 
中心的な期間であった.モンスーンの豪雨が何もかもを濡らしてしまう時,デ 
ルタは生きていると考えられていた.1980年のデルタは,しかし,もうそんな 
ものではない.人々は今でははっきりとデルタに違ったイメージを持っている. 
果樹の点在した稲田の中に,ハイウェーが縦横に走っていて,雨季でも自動車 
旅行が可能であり,一方乾季には多くの所に流水が確保され,作物栽培が可能 
な所,そんなふうに人々はデルタをとらえかけている.

注
1)田辺(1973b, p.194)は1877年の「Nakhon Nuang Khet運河令」の一節を次のように引い 

ている.
「以前Prem Prachakon運河を開削した時(1869-70A.D.),官吏および人民は自らの欲する 

ままに水田を占取した.地方農務官Sena Kromakanは土地保有者に占有地券Bai Chongを 
交付した.しかし爵位を有する官吏は運河にそって30sen(L2km),40sen(1.6km)におよぶ地片 
を占取し,面積は計1,000rai(160ha), 2,000rai(320ha)におよんだ.そしてBao Phraiに耕作 
させたが,50sen (2.0km)もの長さの地片のすべてが耕作されたのではない.40sen, 50senにお 
よぶ土地は荒蕪地のまま放置されているものが多い.土地なき人民は占取せんとやってくるが, 
因果応報Bun Watsanaをおそれて大胆に占有するこができない.このような水田は空地のまま 
残され,いかなる利益も生み出さない……丄
当時,掘削された運河の周辺は官僚貴族によって広大に占取されていた.法令は,投機目的で 

土地を占取する貴族等に対するいましめとして出されているのである.
2)田辺(1973 b, p. 203)は農務省史をひいて,この運河の目的の一つは,乾季に塩水の浸入す 

るPrawet Burirom運河に上流から送水して,それを洗い流すことであったとしている.
3)1888年,この会社が政府との間に結んだ「運河掘削契約」はRama V王中期に行なわれた 
運河掘削の実状を最も明瞭に示すものである.この意味で,以下に田辺 (1973 b. pp. 206-207) 

が引く同契約書をここに再録して,この期の政府と掘削者との関係を概観する助けとしたい.同  
契約は次の如くいっている.

(1)契約有効期間は25年間•
(2)新運河開削,旧運河改修に際しては,長さ,幅,深さを定め,その地図を作成し,着工お 

よびおそくともいつ完工するかを決めた文書を提出する.
(3)略
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(4)許可を受けて自ら資金を投下して運河を開削した場合,両岸の土地を保有する者がいなけ 
れば,新運河の全長にわたって岸から40sen (1.6km),両岸で計80senを測量し,着工時よ 
り占取して所有することを認める.この土地は他人に譲渡•売却できる.

(5)略
(6)旧運河の浚潔改修の場合,資金を投下した者は，完工後,価格および期間を定めて運河内 

を通行する船舶から通行料金を徴収することができる.もしくは出資元金と,通行料金を徴 
収する際の利潤の10%をふくめて政府に請求することができる.

(7)占取した土地を所有している間および通行料金を徴収する間,運河管理および運河に関す 
るあらゆる件を処理し,その規約を明確にすること.

(8)この契約によって生じた利益の20%を大蔵省Phra Khlang Mahasombatに上納する.ま 
た大蔵省の会計監査に応ずること・

(9)運河掘削を業務とする株式会社Khompani Hunsuanを設立する場合，会社はシャム国 
の統治下におかれ，許可内容にしたがう利得行為が許される.

(10)利権の譲渡に関する規約.
(11)会社倒産の場合,利権は政府に返却される.
(12)許可証が作成された日から2年以内に運河掘削を着工しなければならない.
(13)略

4)この定義は,Somsamai Sisutphan (Jit Phu-misak), 1974, Chomna Sakdina Thai〔The 

Face of the Thai Sakdina〕の pp.262-267 を Dr. Thak Chaloemtiarana が抄訳して く れたもの 
に頼っている.

5)1980年の今日,これに近い状態を見たいと思われる読者は,Rangsit運河ぞいに Amphoe 

Ongkharakよりもさらに東に行かれるとよい.Rangsit地区でも,その東端部には未だに非常 
に水がかりが悪く,一種の早生の浮稲が作られている.より広い範囲でいうならば,第3章で述 
べたデルタ周辺部の新デルタの氾籃部という所には,こういう稲が今でも比較的多く見られる.



稲作文化史的にみたチャオプラヤ・デルタ
---- むすびにかえて----

以上,チャオプラヤ・デルタの稲作を生態史的な観点から検討してみた.こ 
うして書き終えた今,私はいささか満ちたりない気持でいる.それは,デルタ 
稲作の持つ文化史的側面を完全に切り捨てたことから来ている.

チャオプラヤ•デルタの稲作に関しては,私は，いわゆる稲作技術の南下説 
には反対なのである.本文中ではこれについてほとんど触れなかったので,以 
下,このことに関して,いささか所見を述べ筆をおきたい.
先に,タイ湾の沿岸から北タイの山地への断面（第75図）を描いた時,そこに 

三つの核を示したが,あの三つの核が今から述べたいと思うことと関連してい 
る.先の三つの核とは,それを稲作という観点でみると次のような特徴を持つ 
ている.

（イ）北タイの稲作 井堰を中心とする高度な灌漑組織を持ち,水利の整っ 
た水田に耕起,代搔きが行なわれ,移植が行なわれる.用いられる品種はジャ 
ポニカ系のモチ種が多い.刈取りは鎌で行ない,脱穀は,籠又は床机等に打ち 
つけて行なう.
冋 アユタヤの稲作 雨季の自然氾濫を利用した深水直播稲栽培である.

湛水開始前に耕起をし,非湛水の田面に乾籾を散播する.やがて雨季の湛水が 
始まると稲はその深湛水を生きのびてゆく.最も典型的なものは浮稲である. 
用いられる品種はインディカ系のウルチ種である.鎌で高刈りをしたあと,脱 
穀は水牛に踏ませて行なう.
外 海岸湿地の稲作 無耕起移植である.大鎌で草をなぎ倒したあと,地 

面には何の手も加えないで，すぐに大苗を植える.この時,しばしば植付棒を 
用いる.

ここで私は,まず第一にデルタ稲作は,アユタヤの直播型稲作と海岸湿地の 
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無耕起移植とから構成されているといいたいのである.第二には,アユタヤの 
稲作はインド起源の稲作であり,それは北タイの稲作とは系譜的には断絶して 
いるといいたいのである.第三として,すでに前章でも述べたように,海岸湿 
地のそれは,マレーに深い関係を持っているといいたいのである.そして結局, 
私は新デルタの稲作はインドとマレーの合作であると結論したいのである.

アユタヤの直播稲作がインドに深い関係があるということをまず述べたい. 
アユタヤの稲作がインディ力稲の直播を行ない,牛蹄脱穀を行なうという事実 
は,それ自体がすでに極めてインド的である.そればかりか,実際この脱穀法 
はインドだけでなく,それよりずっと西に拡がり,もとはといえば畑地域にそ 
の本拠を持つ脱穀法なのである.こうして品種や農法自体がすでに極めてイン 
ドに近縁なのである.しかし,私は,ここでもう一つ,始耕祭を付け加えてそ 

れを補強したいと思う.少し長くなるが,タイの始耕祭の模様を以下，Wales 

(1931,pp. 256-264)に従って記してみると次のような具合である.
始耕祭はvaisakhaに行なわれる王室の行事である.王にかわって祭を司祭 

するのは農林大臣であるが，祭の段取りは主としてバラモン僧によって行なわ 
れる.大臣は乗物で王の田に着くと,2頭立ての雄牛に曳かれた犁で田を同心 
円状に3回すく.この時，バラモン僧がホラ貝を吹く.すき終ると,大臣は籠 
の稲籾を田に散播する.そしてその後,もう一度,例の2頭立ての犁で3回同 
心円状にすく.そして最後に土地の女神への供物として聖水をまく.始耕祭の 
主要部分はこれで終る.この後,その年の吉凶を判定するバラモン的なうらな 
いがあって,大臣が退場してゆく.すると，遠近から集って祭を見物していた 
百姓が一斉に田に殺到して,今まかれたばかりの籾を争って奪いあう.この籾 
を一粒でも自分の籾に混ずると豊作が得られるというのである.農民達はこう 
して籾を得ると，急いで家路につき,それを混じた籾を自分の田にただちに播 
<.以上がアユタヤ時代に行なわれた始耕祭のあらましである.
考えてみると，この始耕祭に表われている農作業は,現行のアユタヤの直播 

作業と全く同じである.乾いた土が荒起しされ,砕土作業を欠いた状態で乾籾 
が散播され,それが再び犁で覆土されるという技法は，今日の浮稲など深水直 
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播稲の播種作業と寸分違わない.先に私は本文中で直播法は雨季初期の水不足 
に対処するために出て来た環境への一つの適応であると解釈したが,こういう 
儀礼から考え合せてみると,この技法は単に特殊な自然環境への適応と考える  
よりも,インド起源の輸入文化とするほうがよいのかも知れない.
深水直播稲には,ほかにも気になることがある.例えば,稲作開始が4月下 

旬というあまりにも早いことである.北タイでは，苗代開始が6月であり,植 
付けが7月である.両者の間には,その稲作開始時期に，ほぼ2力月近い差が 
ある.このこともどうも不自然である.ところがこれも始耕祭という行事を考 
え合せると，納得がゆく. vaisakhaは太陽暦に換算すると大体4月16日から 
5月15日である.籾を奪いあった農民がそれを持ち帰って,すぐに自分の田を 
耕起し,播種するとなると,その稲作開始期は4月下旬から5月上旬というこ 
とになる.一つの解釈は,タイ国に導入された始耕祭は,タイの気候と無関係 
にインドの農事暦に従っているもので,これが上のような農民の態度とあいま 
って,タイの直播稲播種時期をインドのそれに合せてしまっているのだという 
ことである.

Walesはまた，アユタヤ期に先立つスコタイ期（13世紀中頃ー15世紀初頭）の 
始耕祭についても述べている.それは以下の通りである.すなわち,この時は 
王自身がインド人の服装をし,馬にまたがって行列を従えて登場したという. 
王の後には,皇后,王子,それに後宮の婦人達が車に乗って従った.Ok na 

Baladebaが王子の服装をして現われると,バラモン僧がホラ貝を吹き,ポップ 
コーンをまきながら彼に近づく.やがて聖なる牛に黄金色の犁がつけられ,そ 
れがOk na Baladebaに渡される.そこで,彼は王への忠誠を誓い,すき始め 
る.すると,続いて,ブラーマン風に白い衣をまとった,Brah sri Mahosathが 
銀色の犁ですき出し,続いて,平民の服装をしたBrah Vadhaneh §resthiが赤 
い布で覆われた犁ですく. 3人は左から右へすくのだが,この間,ブラーマン 
は,ホラ貝を吹きならし,ポップコーンと花を撒き散らし,ドラムを鳴らしな 
がら牛を先導する.その後に従って,王の田の監督官であるKhun Parpurna 

Dhaf!孤 ができ上がった溝に種子をまいてゆく.この種子まきが終ると,聖牛 
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には5種の食物が与えられ,占師達がその年の作柄を占った.°同じような始 
耕祭は,クメールの王室にも伝わっているという.

スコタイのこの始耕祭の様子は乾田直播稲の播種を彷彿とさせる.あの高燥 
なスコタイの立地と溝に種子を播くというくだりが私をしてそうせしめるので 
ある.ところで,立地的にいうとスコタイやクメールの本拠地であるトンレサ 
ップ周辺は扇状地・段丘複合地帯である.それは乾燥の卓越するインドの平原 
の環境に良く似ている.こうした地方になら,インドの平原稲作が導入されえ 
たことは充分に考えられる.私は6 ~ 7世紀にこのクメ ールの地にインドの文 
化が導入された時,ここには,始耕祭の儀礼をともなったインド稲作が,籾や 
犁や脱穀法の総てをワン・セットとして導入された可能性があるのではないか 
と考えている.いわゆる乾田直播稲の東南アジアへの最初の導入である.ある 
いは,この稲作の導入はもっと古いのかも知れない.OcEoにはすでにインデ 
イカの稲が出土している（渡部,1977, p. 91）.すくなくとも,籾だけは紀元後 
1世紀という,この早い時期に,すでにメコン•デルタに到着していたようで 
ある.こうして,一旦トンレサップ附近に導入されたインド稲作は,その後ス 
コタイを含めた当時のクメ ール支配下へ漸次広がって行ったと考えるのである. 
この拡散の時期はio世紀にはもう相当進んでいたのではなかろうか.

さて,こうして扇状地・段丘複合上に拡散したインディ力稲の直播栽培は, 
その後,容易に氾濫原に降下しえたと私は考えている.読者は多分,憶えてお 
られると思うが，古デルタ上の古い町，SanphayaとSanburiの近くでは，浮 
稲が乾田直播稲に完全に連続していた（103〜105頁参照）•今日普通には,乾田直 
播稲と浮稲はひどく距離があるもののように感じられている.しかし,実際に 
は,すでに本文で記載したように,両者の間にはほとんど距離がないのである. 
草丈が3mを越す浮稲でさえ乾田直播田に何の断絶もなく移行し,両者の間に 
境を引くことは現実に極めてむつかしい.この連続性は景観的にも,品種か 
らも,また実際の農作業の面からもいえることである.
結局スコタイやクメールの扇状地•段丘複合にはインド稲作が導入され,そ 

れは,古代インド・シナにおいて,いわゆる乾田直播稲として拡散した.とこ 
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ろで,こうした乾田直播稲は,アユタヤ期に入ると,俄然,低湿地へ降下して 
くる.低湿な地に主都が位置したということ自体が多分このことを促進したの 
であろう.かくして,ここにアユタヤの深水直播稲栽培というのが確立,拡大 
されることになる.こうして見てみると,アユタヤの稲作は浮稲を含めてその 
総てがインド起源である,ということがいえることになる.

かって渡部(1975, pp. 11-15)は稲の伝播に関して,メコン系列とベンガル 
系列ということを述べたことがある.メコン系列はジャポニカ型の稲を持つも 
のである.この系列は,ここでいっている北タイの稲作に終着していると考え 
てよかろう.こういう意味では,インディカ型の稲を持つベンガル系列がこ 
こで長々と述べて来たアユタヤを核心域とする直播稲を導いていると考えてよ 
い.
次に,デルタにはこれらとは別のもうー'^の稲作がある.それはすでに本文 

中でも詳述した海岸部の無耕起移植である.これは沿岸部の通年湿性地帯で旺 
盛にはびこる多年草を鎌や山刀で刈り倒し,その後は,犁がけも鍬がけも何も 
しないで,そのまま稲を植えてゆく方法である.木や草の根が多過ぎて犁が入 
れられないし,また逆に犁を入れなくとも,この通年湿性地では,土はいわば 
そのままでも植付けは可能なくらい柔らかいから,耕起は行なわれない.しか 
し逆に,水が深いから直播はできない.こんな所に播種すると籾は魚に食われ 
るか,窒息死するからである.かくして,ここには無耕起移植というものが成 
立してくる.

ところで,無耕起移植はチャオプラヤ・デルタだけにあるものではない.こ 
れはここより南のマレー半島やスマトラ,ボルネオ,さらにはスラウェシ等に 
は大々的に認められるものである.これらの地域はいずれも熱帯降雨林地域で 
あるが,そうした熱帯降雨林地域の海岸湿地にはこれが特徴的に広い.時には 
これは,潮汐の影響を直接に受け,むしろそれを積極的に利用するような格好 
で行なわれている.インドネシアではパッサン・スルトと呼んでいるもので 
ある.東南アジアの島嶼部を広くマレー世界と呼ぶならば,こうした無耕起 
移植による稲作というのはマレー型稲作ということになるわけである.
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ところで,先にあげたベンガル系列,メコン系列というような観点からする 
と，このマレー型稲作はどういう位置づけをしたらよいのであろうか.私はそ 
れは焼畑稲作に直結したものと考えている.ベンガル系列やメコン系列への分 
化が明確化する以前に,山の背を伝わって南の熱帯降雨林地帯へ延びて行く焼 
畑稲作があった可能性は極めて大きい.これは品種という点からすると,イン 
ディカ種でもなければジャポニカ種でもない.もっと大粒で長い芒を持ついわ 
ゆるジャバニカ種である.このジャバニカが長い間熱帯降雨林の山地で,焼畑 
稲として作られていた.そしてその一部が後世になって低地化してゆく.とこ 
ろで当然なことながらこの時,熱帯降雨林という特殊な生態の故に,モンスー 
ン地域で起 った低地化とは違ったものが起る.いわゆる通年湿性地での無耕起 
移植の発生である.
先に第75図で私は稲作の三つの核を示し,それらがお互いに異質な内容を持 

っていることを議論した.一^よ北タイであり,いまーはアユタヤ,さらに 
もうー'"3がバンコク地区である.これらのうち,アユタヤとバンコクがデルタ 
に位置している.後世のデルタ稲作はこの二つの核から出てくるわけだが，こ 
うして見てみると,そこには北タイの要素は全く認められない.デルタ稲作と 
はこうして,インド型稲作とマレー型稲作の合体と見ることが妥当なようであ 
る.

ついでにもうー'小さいことをつけ加えておきたい.それは移植のことで 
ある.デルタ稲作にかぎらず,稲作は一般に直播に始まり,やがて技術が高度 
化するとそれは移植に転化してゆくと考えられている.これもまた一つの誤解 
であるということを指摘しておきたいのである.たしかにそういう発展の経路 
をとる地域も多い.しかし,デル夕海岸部のような通年湿性の地域では,稲作 
は最初から移植であらざるをえない.チャオプラヤ・デルタの場合,最も早い 
稲作は無耕起移植という移植に始まっている.それが,やがて水利の改良とと 
もに直播に変ってゆくのである.稲作はいつの場合でも直播に始まり,移植に 
進化するというのは誤りである.

デルタ稲作に関しては,いわゆる神話が頑迷に生き続けている.例えば稲作 
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の南下説であり,移植に対する偏見である.本文中では生態と技術に重点をお 
きすぎて,こうした神話の批判を正面から取りあげることができなかった.い 
ささか不満であったので,ここで,はっきりと上の点を指摘しておきたかった 
のである.こうした批判を通じて,チャオプラヤ•デルタの稲作の文化史的側 
面について,私の考えていることがいささかなりとも御理解いただけると幸い 

である.

注
1)石井米雄氏によると,Nidhi Aeusrivongse (1979)は Walesのスコタイ始耕祭の記事にあ 

まり高い信頼をおいていないという.何故なら,Walesはスコタイ時代の作といわれる 
Nang Nopphamatに依拠しているが,同書はその内容から見て181?年から1851年までの間に書 
かれた可能性が大きく，したがって,そこに描かれている始耕祭がスコタイ始耕祭の事実をどの 
程度忠実に示しているか不明だからというのである.こういう難点があるために,スコタイ周辺 
に関する私の議論は将来修正されなければならない可能性も少しはある.



付論地域区分と各地区の記載

ここに収録する資料は,第94-A図,94-B図,94-C図に示したような地城 
区分図と,それに示された119個の地区のそれぞれについての簡単な記載とで 
ある.これらは，本文の第1章から第4章までの結果を導くための基礎となっ 
たものである.本文の概括的な記述以上のより詳しい情報を求められる方のた 
めにここに付録として収録する.

この資料を得るに関しては，現地踏査と室内分析によっている.現地踏査で 
は，肉眼で得られる諸情報を集めると同時に,農民からの聞きとりを行なって 
いる.室内分析は主として,衛星写真（LANDSAT）と1960年代発行の5万分 
の1地形図の解析である.この作業には,1910年代測量の旧5万分の1地図を 
も参考にしている.
理地踏査と衛星写真と5万分の1地形図とから得られる情報は常に一致する 

とはかぎらなかった.それぞれが力点の置き場所を異にしたからである.例え 
ば,現地踏査では地形,土壌，農法に関する情報が中心になった.これに対し 
て,衛星写真の与える情報は水文環境がどうしても前面に出た.地形図では, 
道路や水路等の諸施設が目についた.こうした訳で,三つの異なった手段を用 
いて引いた境界は,しばしば一致しない結果になった.こうした不一致の出た 
場合は,確実な踏査資料がある場合はこれを第一としたが,多くの場合は衛星 
写真を重要視した.この手段が面としての最も均質度の高い情報を提供したか 
らである.
各地区の記載は水文環境,稲作現況,地層や土壌等を中心に行なっている. 

このうち,水田の湛水深に関しては,特別なことわり書きのないかぎり,1979 

年1月から同年12月までのものである.この年は特別な寡雨年だといわれてい 
るが,調査時期の都合上,それがそのまま採用してある.稲長に関しても,こ
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とわりがなければ1979年作のものが示してある.
地層の記載に際しては,必要な個所に(I), (II), (III), (IV)等の記号が付 

してある.これはそれぞれ Formation I, Formation II, Formation III, Formation 

IVという意味である.これの説明については,本文141頁を参照されたい.
地区1 バンコクとThonburiの市街地・
地区2 ココヤシ地帯.
地区3 バンコク市街地の外側に,最近急速に延びだした一種の市街化地 

域・宅地,工場,ならびにその予定地としての空地,さらに果樹園が混在する.
地区4 Minburi南の水田地区•移植が多く,直播がそれに混じている.移 

植も直播も極めてよく分菓している.稲長はふつう140〜160cm.稲の中に時 
にポング・カティアム(Eleocharis sp.)とコック・サムリャ厶(Scirpus grossus} 
が混じている.水田のうちの3分の1ぐらいが二期作を行なっている(1979年 
作).この地区の西部はバンコク郊外に漸移し,その漸移帯にはマンゴー,ココ 
ヤシ,バナナ等の果樹のための輪中や養魚池をよく見る.また投機家に売られ 
てしまって草地になっている所も多い.この地区の東部でも車の入る道ぞいで 
は似たような放棄田が少しある.稀には元の水田に輪中堤を築いて,その中で 
芝を専門的に植える所もある.これはバンコクの市場に出す商品である.

Amphoe Minburiの南8 kmの地点における土壌は次の通りである.
地表ー0. 3m :褐灰色の粘土.多くの草の根あり,一部ではルート・マット 

のように見える.
0.3—0. 5m:灰色の粘土.明褐色の膜状斑あり.
0.5—0. 7m :灰色の粘土.極めて多くの明褐色の膜状斑あり.直立した草の 
根を鉄が置換して明褐色のゆるい固結物を作っている.

0.7-1.1m :灰色の粘土.ほとんど斑紋なし.
1.1-1.4m+ :灰色の重粘土.ジャローサイト少しあり(I).

この地区の南部では所々でピヨ(Acrostichum aureurn)を見る.
地区5 バンコクの東南東にひろがる水田である.バンコクに近い所は輪

中になった果樹園が多い.宅地,工場用地として空地になっている所も多い. 
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しかし,Samut Prakan道をはなれて10kmも東に入るとほぼ全面が水田にな 
る.多くは移植であるが直播も混ずる.稲長は130~160cmのものが多い.こ 
うした稲は根元から20〜30cmの所まで水中根が出ているのが普通である. 
しばしば極めて剛直な茎で芦のように見える.水田中にポング•カティアム 
(Eleocharis sp)の多いのが目立つ.水路にポング・カティアムとコック・サム 
リャム(Scir"s grossus)が多い.所々に幅20〜60mの川があり,それには極 
めて貧弱な自然堤防がつき,それにそってサケー｛Combretum quadrangulare) 
が列を作る.時にそこにココヤシが植えられる.川中にはごく稀だが,ニッパ 
を見る.
地区6 Samut Prakanの東の水田地区である.多くは放置されて草地にな 

っている.投機家に買われたのだという.一部には魚池になっている所もある. 
こういう魚池の土手にはバナナやココヤシがよく植えられている.路肩にはナ 
ート(Prucea indica｝を所々に見る.これは掘り上げられた土が塩分を含む海 
成粘土であることを示している.土は暗灰色のものが多い.深所から掘り上げ 
られたと思われるものは灰色をしている.
平均的と思われる水田の年間の湛水深変化は次の通りである.1月,20〜25 

cm. 2月，15〜20cm. 3月は湿っている.4月より6月までは湿る時もある 
が乾く時もある.7月と8月は2〜5cmの湛水がある.特に7月の湛水はそ 
の年の雨の来方によって決まる.雨がおくれると,田にはいつまでも水が湛ら 
ない.9月,20〜25cm.10月より12月まで30 cm. 乾季にはたとえ田面は乾 
いても,側溝にはいつも水がある.ただその水は黒くなってしまう.
稲は移植が多い.6月から7月にかけて苗代を作り,7月より9月にかけて 

植える.刈取りはふつう2月.時に直播をすることもある.稲長はふつう140 

〜160cm•移植の時は30〜40cm間隔で植えるが，極めてよく分菓する.稲作 
にとっての問題は水ではなくて病虫害とネズミである.最近ではポンプ揚水に 
よって二期作を行なうところが多い.この場合,比較的よく見られる作季は6 

月初旬播種,9月後半刈取りを第一作とし,第二作は1月播種,4月刈取りの 
ものである.両方とも直播になることが多い.しかし実際には,作季にはかな 
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りの幅がある.
地区7 Samut Prakan-Chonburi道路より海側にあって,海岸から保護さ 

れていない地区である.マングローブ林と塩田からなっている.魚池も少しあ 
る.マングローブはRhizophora mucronataが多く,一・部ではこれが杭材とし 
て組織的に切り出されている.こうした用材は養魚業者が多く用いるという. 
塩田は防波堤のようにして延びる幅1kmぐらいのマングローブの内側に開か 
れており,何十という風車で海水が揚水されている.マングローブ林に入りこ 
んだ感潮河川ぞいには時に漁師やマングローブ伐採者の集落が見られる.稲は 
もちろんなく,ほとんどー切の作物を見ない.
地区8 前記マングローブ林の内側に広がる通年湿性地で稲田と草地が混

在する.多くの魚池もあるが,それらは維持が悪く湿原のように見える.多年 
生のポング•カティアムが最も多く,コック・サムリャムやマコモ等もある. 
水路ぞいにはしばしばピヨ｛Acrostichum aureum)が生え，道路の路肩にはナ 
ート｛Prucea indica)が多い.ごく一・ 部ではあるが メー ト｛Melaleuca leucaden - 
dron)が見られる.Amphoe Bang Boの東南約5 kmにおける土壌は次の通り 
である.
地表ー0. 05m :多年草のルート・マット
0. 05-0. 3m :暗灰色の粘土.
0. 3—0. 8m:多くのジャローサイトを含む灰色の重粘土.
0. 8-1.lm+ :緑色がかった灰色の重粘土.多くの海棲貝殻を含む(I).

魚池の多くは50X100m2程度の広さで,プラ・チョン(Ophtcegalus striatus), 
フラ・ドウック(Clarias batrachus),プラ・タニン｛Amblyrhynchichthis truncatus｝, 
プラ・サリット(Kyphosus waigiensis)等が飼われる.年間を通じて30cmぐ 
らいの深さの湛水を得るために土手で囲み，その中に竜骨車で揚水している. 
土手にはふつう,バナナやココヤシが植えられる.
稲はその大部分が移植される.植付期の中心は7月であるが,それは6月か 

ら9月にわたってダラダラと行なわれる.稲長は130~150cm のものが多い. 
昔は耕起を行なわないで移植した所もあったという.今でもパドリングだけで 
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植えられる所が多い.近年この地区の稲作はなおざりにされる傾向が強いとい 
う・養魚や果樹作りの方が儲かるからだという.
地区9 Chachoengsao西南に広がる平坦な水田で,集落は少なく,木もあ 

まりない.水田中や溝にポング・カティアムが時にある.稲は直播と移植が相 
半ばし,140〜160cmのものが多い.

この地区は一種の難排水地区である.Bang Pakong河ぞいの水は結局ここに 
集中して来て,うまく海へ排水されないらしい.乾季でも多くの所で浅く湛水 
している.海岸から同じような距離にあり,いわゆる沿岸湿地の一部を構成す 
る西隣の地区6と比べても,なお際立って過湿である.この豊富な水を利用し 
てしばしば二期作が見られる.今はポンプで灌漑する所がほとんどであるが, 
昔は風車灌漑を行なったらしい.所々に朽ちはてた風車がまだ残っている.
地区10 Rangsitの直播地帯と沿岸部の移植地帯の中間に位置する水田地 

帯である.直播が80%ぐらいを占めるが,移植もある.稲長は140〜170cmぐ 
らいの範囲のものがほとんどであるが,ごく稀には2nlにちかいものもある 
（1972年作データ）.こうした長い稲の場合だと,根元から1mぐらいまでが水 
中根を出している.所々に稲がなく,コック•サムリャムが群落をなしている. 
ここはRangsit地区等に比べると,自然河川が多く,それにそう小さい自然堤 
防があり,その上には，竹,バナナ,マンゴー,パルミラ・ヤシ,トウモロコ 
シ,時にササゲ等が少し作られる.自然河川を含めて水路密度は高いのである 
が,ここはその東西に隣接する地区11,地区4に比べると早く排水し,より強 
く乾燥する.このことは衛星写真でも認められる.このことを反映してか,二 
期作は少ない.
地区11 Chachoengsaoの西にある平坦な水田である.この地区の東部にお 

いては少し起伏がある.これはBang Pakong河の旧流路の自然堤防によるも 
のである.水文的にはこれに北接する地区32よりは明らかに難排水地区を構成 
する.1月になっても湿るか湛水の残る所が比較的広くある.しかし,南接す 
る地区9のような常湛地ではない.いわば,両者の中間地帯である.

この地区の東部においては，簡単な輪中にしてバナナ,マンゴー,ココヤシ 
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等を作る所が多い.そうしたものと水田が混在する.そうした所の水田はほと 
んどが移植で,稲長は120〜140cmのものが多い.全域としてみると,移植 
と直播が混在し,稲長は140〜150cmのものが多い.最近では二期作が大変 
よく広がっている.
地区12 Bang Pakong河最下流部の自然堤防である.自然堤防の高みはそ 

れほど明瞭でないが,それでも1mぐらいには達する.河に面した所にはココ 
ヤシが厚く続き,それが河中のニッパに接する.背後は水田に漸移し,そこの 
稲は100〜140cmぐらいが多い.移植稲がほとんどであるが直播稲もある.
田中を走る水路や溝には,しばしばニッパが見られる.他にはピヨ(Ac厂 

tichum aureum｝が多い.高みには時にナート(Prucea indica)が群落を作る. 
ここは潮汐がかなり自由に出入りする所である.Bang Pakong河自身は3月か 
ら5月にかけてその水が塩からくなる.こういうこともあって,この地区の水 
田の一部では，雨季の雨が脱塩するのを待って植付けられることがある.こう 
した所では，植付けは時に9月になる.こうした稲も12月から1月には刈り取 
られる.この地区は一般に短期種が多い.
地区13 Bang Pakong河最下流部の後背湿地である.低湿であり,所々に 

入りこんだ水路にはニッパやピヨが多い.ここはつい最近まで入江として海水 
が自由に出入りしていた所であると考えられる.地表部の30cmの厚さは暗 
灰色から黒色の粘土でできている.稲は130~140cmのものが多い.移植で 
塩水対策を講じているが,塩害の危険がある.
地区14 Bang Pakong河河口のマングローブ林,マングローブが多いが,

感潮河川ぞいにはニッパも多い.マングローブやニッパを切って,ココヤシ輪 
中に仕立てられている所もあるが,ココヤシの成長は極めて悪い.
地区15 Bang Pakong河の東にある旧海岸砂州と思われる所である.全体 

に砂質で,周辺より1mぐらい高い帯を南北に伸ばしている.Chachoengsaoと 
Amphoe Phanat Nikhom のほぼ中間にあるKhok Phanom Diiにおける土壌は 
次の通りである.
地表ー0.5m :少し黄色味を帯びた灰色の砂・
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0. 5—0.6m :極めて多くの酸化鉄パイプ（これは草の根を酸化鉄が置換した 
もの）を含む粘土質砂.

0.6-1.0m :多くの酸化鉄のパイプと多くの海棲貝の貝殻を含む砂.
1.0-1.2m :多くの植物破片を含む粘土質砂.一部に青色のgley色を示す 
所あり.

1.2—2. 2m+ :直径1〜2cm,長さ10cmぐらいの巣孔を埋めた粘土パイプを 
多く含む粗砂（I）.

明らかに上の地層は海岸砂州もしくはそれに近い状況下で堆積したものであ 
る.

このKhok Phanom Dii近辺は景観的にも砂州を明示する.ここでは水田中 
に幅100〜200mぐらいの高みが2〜3条のびて,その上には稲はなく,むし 
ろ瓜やピーナッツ畑となっている.また,パルミラ・ヤシが極めて多く立つ. 
こうした畑に接した水田は砂質で,110〜130cmの短い稲を持っている.他の 
場所でも本地区内では一般に稲は短く,130~150cmのものが多い.

この地区の特記事項は上記地点における古墳様遺跡の存在である.ここには 
砂州と思われる高みの上に,高さ12〜13m,直径約300mのマウンドが築いて 
ある.その中央では深さ1.5~2・5mぐらいの所から何体もの遺体が出ている. 
これは3800年BPの遺跡とされている.詳しくは,高谷（1980, pp. 351-353） 

を参照されたい.
地区16 これは前記砂州の東側に見られる凹地帯である.幅約5km,長さ

30kmである.東西の隣接地区に比べると標高は1mぐらい低いらしい.し 
かし,この低標高は明瞭な地形変換点を欠いていて,現場では確認しにくい. 
ただ適当な時期の衛星写真を用いると,その差は明瞭である.例えば，1976年 
1月中頃の写真では,この凹地はまだ高い土壌水分を持っていて暗色の色調を 
示すが,隣接地区はすでに乾いた土壌になっていて,その色調のコントラスト 
は極めてはっきりしている.また，1916年測量の旧5万分1地図でもこの地区 
は,はっきり確認できる.何故なら，この地区のみは極めて多くの小沼の点在 
で特徴づけられるからである.1950年代航空測量の新5万分1地形図には，し 



付論地域区分と各地区の記載 327

かし,この特徴はすでに示されていない.Amphoe Phanat Nikhomより約6km 

北の地点の土壌は次の通りである.
地表ー0. 3m :植物片を多く含む暗灰色の粘土・
0. 3—0. 8m :赤色斑を多く含む灰色の粘土・
0.8—1.3m :褐灰色の粘土.時にジャローサイトを含む（I）.

この地点における水田の湛水は次のようである.1月は5~7cmの湛水あ 
り.2月に乾き上がり,以後5月まで乾く. 6月になってもし雨が多く降ると 
数cmに湛水.ふつうは7月の終りに湛水が始まり,8月は10~20cm. 9月 
は30cm.10月と11月，40〜50cm.12月は20cmぐらいかもっと少なくなる. 
上は普通の所の湛水であるが,特別な深田では最深湛水時には1mを越す. 
乾季が始まって,水溜りが小さくなってゆくと,多くの所の水は酸味を帯びて 
くる.又この時期には掘り井戸の水も多くの所で塩からくなったり,酸味を帯 
びたりする.

1980年現在ではその大部分が直播稲で覆われている.水田の畦は極めて低い 
か,時に無い.完全な浮稲田の景観ではあるが,その稲長は140〜170cmと, 
それほど長くない.
地区17 Chachoengsao東のラテライト段丘の脚下に広がる砂質な高燥地. 

表層の約1mは明るい灰色のよく締った砂質土でできている.それには多く 
の小礫を混ずる.多くの部分は水田であるが,その中には蟻塚が30~100m間 
隔である.蟻塚の上にはタコ（Diospyros sQ やコイ（Str eblus asper）,パルメ 
ラ・ヤシ等がある.段丘の近くには藪と水田が混在する.そして,時にキャ 
ッサバ,ごく稀に砂糖キビが見られる.一般に田面は非常に乾燥していて, 
1979/80年には水田部の約3分の1にしか植付けができなかった.そして,植 
付けた所も多く枯死した.
田中に掘られた井戸水位も,2月頃になると地表下5mぐらいになる.そし 

て,多くの井戸は3月から4月にかけて塩辛い水しか出さなくなる.7月に雨 
が来るのを待って苗代を播き,8月に植付ける.刈取りは12月,時に1月であ 
る.移植が多く,乾田直播はあまり多くない.
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これ程の高燥地であるが,年にー度ぐらい,水田を50〜60cm深さに水没 
させる洪水が山から出てくる.しかし,これはふつう1日で消えてしまう.
地区18 Prachinburi南に広がる広い高位段丘である.地表はゆるく波状に 

うねり,その頂部は隣接する新デルタ面より20~30m高い,地表には時に礫 
層がある.それは直径5~10cmの亜円礫からなり,ふつう数m以下の厚さで 
ある.礫層をも含めて平頂部ではラテライト化していることが多い.集水面積 
がないのと粗粒な土壌のために農業水利は極めて悪い.このため水田はごく限 
られた凹地にしかない.この地区の大部分は藪とキャッサバ畑の混在からなる.

キャッサバがこの地に広がったのは1960年代に入ってからである.それ以前 
は,この大部分がDipterocarpusの疎林で覆われていて，その主たる土地利用 
は水牛と牛の放牧であったという.しかし，現在では,この型の土地利用はほ 
ぼ消滅した.

この地区の特筆すべき事項はドウバラバティの遺跡である.一つはBan 

Khok Pip （地図に示してある）のすぐ西にあるもので,ここにはモン族の特徴 
的な環濠遺跡がある.環濠は今は干上って藪に覆われている.今一つはBan 

Khok Pipの約2km南東にある.ここには巨大な方形の池がラテライト中に 
掘られていて,その近くからは多くのラテライトならびに砂岩製の仏像が出土 
している.扇状地・段丘複合と新デルタの接合点は早い時期から人々によって 
利用されていたことがわかる.
地区19 これはラテライト段丘に入り込んだ浅い谷と,そこを流れる

Rualak川が下流で作る小さい氾濫原の複合体である.上流部の浅い谷部では 
土は砂質であり,起伏は2〜3mある.そこでは高みには藪があり,中，低位 
面には80~130cmぐらいの稲がある.稲は移植されている.下流の氾濫原部 
では起伏は少しゆるく,細粒土が多くなる.稲は120〜140cmのものが多い. 
ここでも水田は比較的小区画で,高い畦で囲まれ,移植される.Amphoe Pha- 

nom Sarakhamの南西1km における地層は次の通りである.
地表ー0.15m:にぶい黄橙色の壌土.橙色の絲状斑少しあり.
0.15-0. 4m :褐灰色の粘土,褐色の斑紋あり（I）.
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0. 4-0.5m+ :黄灰色の少ししまった粘土・明褐色から赤褐色の斑紋多くあ 
り（皿）・

地区20 Chachoengsao東にある浮稲田的な直播稲地帯・稲長はふつう140

〜160cm•その中に家が極めて広い間隔をおいて散在する.家のまわりには, 
プッサー （Zizyphus jujuba）,マカーム・テート（Pithecellobium dulce）,ココヤ 
シ,竹等の貧弱な植込みがある.Bang Pakong河に近い幅1〜2kmの間は地 
盤が高く,そこでは水田区画は小さく,稲長は110~130cmである.田中に 
パルミラ・ヤシが時に立ち,畦にはチガヤ（Im^erata cylindricalや時にサケー 
{^ombretum quadrangulare）がある.他の所は木がなく，畦の低い直播田であ 
る.Chachoengsao-Prachinburi 道で Phanat Nikhom 道の分れより 8 km 東の地 
点の土壌は次の通りである.
地表一0.2m :暗灰色の粘土・炭質物多し.
0.2-0. 3m :明るい褐灰色のシルト質粘土.
0. 3-0. 4m :上記と同じ粘土.但し多くの赤色のゆるい結核をもつ.
0. 4—1.0m :灰色の粘土とシルトの互層・多くのジャローサイトあり.
1.0—1.5m+ :暗灰色の粘土とシルトの互層・木片を産する.この木片には 
多くのジャローサイトが付着する（I）.

地区21 Chachoengsao周辺のBang Pakong河自然堤防上にある果樹帯で 
ある.ココヤシが圧倒的に多いが,他にアレカ・ヤシ，パルミラ•ヤシ等も 
ある.ココヤシの下にはキンマの蔓,バナナ，マンゴー等も植えられている. 
ここでは自然堤防の高みが,畝と溝とに仕立てられ,この畝の上にヤシ類が作 
られている.溝は幅1〜2m,深さ0.5〜1.0m ぐらいのものが多く,満潮時に 
は汽水が入って来る.こうした溝がBang Pakong河から櫛の歯状に無数に伸 
びている.Bang Pakong河自体にはこの地区の最上流まで，ニッパが点在し 
ている.
地区22 Bang Pakong河中流部の自然堤防帯.これは幅2 kmぐらいで, 

けっして雄大に発達しているとはいえない.普通の大河の自然堤防ぞいに見ら 
れるような厚い樹木の茂みはなく,どちらかといえば貧弱な木の列が続く.こ 
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れは,この部分のBang Pakong河が基本的には低位段丘を刻む浸触性の河川 
であるからである.Prachinburi東南東9 km地点の河岸の露頭は次の通りで 
ある.
地表ー0. 6m :灰色の砂質土•多くの黄色のぼやけた斑紋あり.
0.6—1.0m :褐灰色の粘土.多くの赤褐色の微小な岩片状のものと,ごく少 

しの橙色の絲状斑あり.
1.0-1.5m :灰色の重粘土.赤色の微小な岩片状のもの少しあり.
1.5-1.8m :黒色の重粘土.多くの炭質物あり.
1.8—2.1m :灰オリーブ色の重粘土.赤色の絲状斑少しあり.
2.1-2. 4m :にぶい黄橙色の粘土質細砂.赤色のゆるい結核極めて多し.黄 
橙色の絲状斑極めて多し.本層の下位約5cm厚さからはジャローサイト 
の粉状のものを産する（I）.

2. 4—3. 0m :灰白色のシルト.にぶい橙色の雲状斑と黄橙色の斑紋少しあり.
3. 0-3.2m :灰白色の粘土質ローム・極めて多くの不整形の酸化鉄と極めて 
多くのピゾリス2~ 3mm）あり（田）.

3. 2-3.6m :灰色の粘土.明褐色と黄橙色の雲状斑あり.
3. 6—3.7m :ラテライトの薄層・
3.7—3.9m+ :灰白色の砂質粘土・極めて多くの明黄褐色,赤色,赤褐色, 
明褐色のゆるい結核を含む（出）.

地区23 Prachinburi南にあり,新・旧の氾濫原からなるところである.
Prachinburi河の古デルタといってもよい.沖積世の若い地層からだけででき 
ているのではなく,むしろその骨核はFormation ItやH!の古い地層で構成され 
ている.そして,その上に若い氾濫原堆積物がのっている.起伏は1.5mぐ 
らいに達し,自然堤防的な高みでは,noncalcic brown soil型の壌土質の土が 
広い・後背湿地部では暗褐灰色の粘土が卓越する.Prachinburiの南10kmに 
おける土壌は次の通りである.
地表ー0. 4m :黒色の重粘土 （I）.

0. 4—0. 6m :黒色の重粘土,暗赤褐色と橙色のパイプ状の結核あり（H）・
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0.6—0.7m :灰褐色のシルト• ローム・
0. 7—1.7m+ :灰色の重粘土・赤褐色と明褐色の斑紋あり（II）.

Ban Khok Pipの西3km における土壌は次の通りである.
地表一0.8m :褐灰色の粘土•赤色の斑紋あり（I）.

0.8—1.7m+ :暗灰色の重粘土.ジャローサイトあり.ゆるく固結した赤橙 
色の結核あり（H）.

この地区はこれに東隣する地区18と接触する所では,ジャローサイトを持 
つ海成粘土がラテライトに直接アバットしている.
このほぼ全域は直播稲で覆われている.4月中頃耕起が始まるが,この時, 

農民は時に田にマールを投入する.酸性を中和させるためである.刈取りは1 

月か2月である.ここでの最大の問題は雨季初期の洪水の不安定さである.洪 
水の到来時期,その強度が年によっておおいに異なる.この結果,しばしば耕 
起の時期を失したり.時には若苗が洗い流されたり,土砂で埋まったりする. 
洪水の順調な時は,8月に湛水開始があり,10月に最高位に達する.
地区24 これはPrachinburi古デルタ上の凹地と考えてよい.全体として 

凹地であるが,これ自体の中にも0.5〜1mぐらいの起伏がある.雨季の湛水 
は長期にわたる.衛星写真でみると,乾季の初め,周辺地区が干上がった時も 
まだ高い水分を持っているのがよくわかる.農民にいわせると,こうした乾季 
の湛り水は酸味があるという.

1917年作成の5万分1地図によると,当時すでに周辺は開田されているのに, 
この地区のみはまだ草地として残されている.不安定な水のために開田がおく 
れたというのが住民の話である.
地区25 衛星写真では,地区24と同じように,かなりおそくまで土の湿っ 

ていることが示されている.同地区と同じような凹地と考えられるが,詳細は 
不明である.ただ,この地区の東端附近における土壌は次の通りである.
地表一0.4m:暗灰色の重粘土（I）.

0. 4-0. 55m :灰色から明褐灰色の重粘土（丑）.
0.55—1.3m :明褐灰色の粘土.極めて多くのジャローサイトを含む.
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1.3-1.5m+ :暗灰色の重粘土（丑）.
この地区には,地区24と異なって,その中に孤立丘を持っている.ここは遺 

跡を持つ可能性が高い.
地区26 Prachinburi南の高位段丘中に入りこんだ，浅くて広い谷である.

地表の起伏は2〜3mあり,大部分の所はgray podzolic soi!で覆われるが,低 
みには!ow humic gley soilが出る.ごく稀に純白の砂が出る.
起伏の凸所には家が1~2軒ずつ散村状に建ち,そのまわりにはドリアンの 

多い屋敷林がある.それに接する所には,キャッサバがよく植えられている. 
一方,凹地には水田がある.それらの大部分は移植であり,120~130cmの稲 
を持っている.時には,こうした凹地にも畝立てして,キャッサバが植えられ 
ることがある.凹所といわず,凸所といわず,蟻塚が多い.
地区27 Prachinburi北の高位段丘と丘陵である.厚さ5 mを越すラテライ
卜をよく見る.多くの所はDipterocarpusの疎林や藪で覆われるが,集落のま 

わりにだけは，ドリアン,マンゴー,ジャック・フルーツ等が多い.所々に, 
キャッサバ，ケナフの畑がある.この丘陵や段丘に稀に谷が入りこんでいるが, 
そこには100〜140cm ぐらいの稲が移植法で作られている.
地区28 Nakhon Nayok河とTha It川の作る扇状地であり,水不足の水 

田地帯をなしている.水田中には多くの木と蟻塚が立つ.圃場は20X20m2程 
度と小区画であり,畦が高い.多くは移植であり,稲長は80~130cmぐらい 
のものが多い.地表はその大部分が白い砂質の土壌で覆われる.この地区のほ 
ぼ中央と思われるPak Phliにおける土壌は次の通りである.
地表ー0.3m:白色の細砂まじり粘土.乾くと小麦粉のようにパサパサにな 

り,風に散る.
0. 3—0. 6m :暗褐灰色の粘土.黄褐色の絲状斑あり.
0. 6-1.2m :砂.橙色で周辺の不明瞭な大きな斑紋あり（I）.

1.2-1.7m :少し締った砂.粘土ボールを少し含む.外縁が極めて明瞭で ， 
やや固結した橙色の大きな斑紋あり（田）.

この地区の北にあるNakhon Nayok河ぞいでは壌土質のいわゆる自然堤防 
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の土壌が発達し,そこには巨木を混じた木の列が厚く続く.そして,その近く 
には一部に砂糖キビがある.逆に南で，ラテライト段丘に近く，かつ標高の低 
い所では,扇状地というよりも段丘脚部の平坦面の性格が強くなる.こうした 
所では水利は一段と悪く,しばしば乾田直播が見られる.

Prachinburi西北6km の地点の土壌は次の通りである.
地表一0. 4m :暗灰色，塊状でよく締った重粘土.
0.4—0.8m :褐灰色の重粘土.多くのジャローサイトあり.
0.8—1.0m :暗褐灰色の重粘土.多くのジャローサイトあり.
1.0—1.5m :青灰色のよく締った粘土.大きな赤色斑あり（田又はN）.

1.5—3. 0m :不明
3.0-3. 5m+:カオリンを主体とする白色の粘土•石英粒を多く含む（第三 
紀層）.

地区29 Ban Na川の扇状地である.多くの小さい流れが西南流するが,
ほとんどが枯れ川で,通年の流水を持つのはHuai Ban Naぐらいのものであ 
る.この川ぞいには明瞭な自然堤防が発達し,そこは豊かな屋敷林になってい 
ることが多い.時にこの上に砂糖キビが作られる.川筋を離れると，水不足の 
稲田である.そこには,30〜50m間隔で蟻塚が点在する.稲田は砂質で白っ 
ぼく見える.しかし,東隣する地区28ほどには白くない.この地区の後背地は 
コーラート系の砂岩だけでなく,やや塩基分のある火山岩等をも含むからであ 
る.Amphoe Ban Naの500m 南の地点における土壌は次の通りである.
地表ー0.5m :灰白色の粘土質砂,黄橙色の絲状斑少しあり（I）.

0. 5-1.1m :灰褐色の粘土質砂.赤褐色と黄橙色の外縁のぼやけた斑紋あり. 
砂と粘土が分離して,クレー•ボールを作っている（皿）.

1.1-1.8m :灰白色の砂,赤褐色と黄橙色の斑紋多し・割れ目に落ちこんで 
封じこめられたような灰黄褐色の粘土板多し.

1.8-2. 3m :灰黄褐色の重粘土・この中に灰色の砂パッチ多し，砂部には明 
赤褐色と黄色の斑紋極めて多し.

2.3—2.7m :灰色の粗砂.ほとんど斑紋なし.
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2. 7-3. 5m + :よく締った砂と粘土の互層（田）.
地区30 Nakhon Nayok河とTha It川の作る扇状地下部と考えられる.

小さな自然流路が作った,いくつもの小起伏が見られ,その模様はこれに西北 
隣するBan Naの扇状地に酷似している.衛星写真の示す色調からして,土 
壌もまた酷似した灰白色の粘土質砂であろうと推定される.水不足地帯である. 
直播を主とし,一部に移植をも混えるというが,その詳細は不明である.

この地区の北端近くにはDong Lakhonと呼ばれる島状の高みがあり,平頂 
で,その上には厚いラテライトが露出している.この露頭の一つは次の通りで 
ある.
地表ー1.0m :灰色の砂質粘土.乾くと，パサパサした物になる.
1.0-2. 0m :ラテライト.但し,横方向には大さな赤色斑を持つ礫混り粘土  

に変わる.
2. 0-4. 0m+ :粘土の基質を持つ礫層.礫は極めて強く風化を受けた珪岩か 
砂岩で,直径3 ~20cmの亜角礫,亜円礫.基質の粘土には赤斑多し.こ 
れは横方向には硬いラテライトに変化する（N）.

この平頂丘上には,ジャック・フルーツ,マンゴー,ドリアン,ココヤシ等  
多く,パパイヤやバナナも混じ,豊かな屋敷林になっている.その近くには, 
サツマイモ,ササゲ,緑豆,カボチャ,西瓜等も多い.この平頂丘の南端には, 
ドウバラワディ期の環濛遺跡が今も空濠として残っている.その内側には上塁

がある.土地の人々は,ここから多量のガラス玉が出たと報じている.
地区31 Ongkharakを中心に西北から東南に伸びる地帯である.これは前 

記のNakhon Nayok • Tha It扇状地とBan Na扇状地の裾部に当っている. 
地形発達史学的に厳密にいうと,本地区は新デルタには入らない.これの西隣 
りである Rangsit 地区からがいわゆる新デルタのメンバーである.こういう 
地形的位置のために,本地区はRangsit地区とは違った諸性質を持っている. 
例えば,幹線水路の方向が東北より,西南に伸びるように配列されている.ま 
た,その地盤高はRangsit地区よりも明らかに0.5m以上高い.このことは 
また稲長にも影響している.ここでは,Rangsitよりもやや短く,150cmぐら 



付論地域区分と各地区の記載 335

いのものが多い.
しかし,こうしたことは,ここがRangsit地区よりもよく乾燥することを意 

味してはいない.むしろ,Rangsit地区よりも,その土壌水分は長く保たれて 
いる.例えば,1月中旬になってRangsit地区の田面が完全に乾き上がる時, 
この地区にはまだ水分が保たれていることが,衛星写真でよくわかる.これは, 
扇状地・段丘複合からのたぶんは浅層地下水による水分供給があるからである. 
Ongkharakにおける水田中の湛水は,1月より7月いっぱいまでが無湛水.8 

月に湛水開始,9月に増水•10月,11月が最高水深でこの時は30~60cmに達 
する.12月に減水を開始して年末には水がなくなってしまうという.

Ongkharak北の運河No. 29ぞいの地層は次の通りである.
地表ー0. 2m :褐灰色の粘土.明褐色の絲状斑あり.
0. 2-0. 5m :黒色の重粘土.明褐色の膜状斑あり.
0.2—0.8m :暗褐灰色の重粘土.多くのジャローサイトあり（I）.

稲はすべて直播で,たいてい5月に播種,早いものは12月に刈り出すが,ふ 
っう刈取りは2月まで続く. Rangsit地区と違って，土地により大きな起伏が 
あり，場所によっては水不足が激しいという.このことは,特に戦前は厳しか 
ったという.
地区32 Bang Pakong河の氾濫土砂が新デルタの上に薄く吐き出された所 

である.したがって,低平であるにもかかわらず,Rangsit地区などと違って, 
その地表は明るい色調の粗粒土壌が見られる.元は雨季の一作田であったが, 
1980年の今日では灌漑のおかげで,二期作田が水田面積の30〜40%に達してい 
る.二期作の最も一般的な稲作暦は第一作が7月後半播種,11月刈取り.その 
直後に第二作稲を播種して3月に刈り取るものである.11月前後は極めて労働 
のピークが鋭くなるので,トラクターを活用して耕起を行なっている.第一作 
の7月播きのものも直播が多い.雨季稲はふつう150〜160cmになる.
現在の田面の湛水は灌漑水路からポンプ揚水したものであるから人工的に保 

たれたものであるが,それは以下の通りである.1月と2月は5cm前後・こ 
の湛水は3月初旬まで灌漑水でもたせる.ふつう4月,5月,6月には田を乾 
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かす.7 月,2 ~ 5 cm. 8 月,5cm. 9 月,10cm.10月と11月は 20~40cm. 

そしてこの水は12月には減水してゆく.こうした湛水は人為的なものではある 
が，もともとここは難排水地区であり，乾季の初めには多くの所で湛水が残る. 
この状態は地区11に似ている.Bang Nam Prieo駅のすぐ東における土壌は次 
の通りである.
地表ー0. 02m :コック・サムリャム(Scirpus grosses)等のルート•マット・ 
0. 02—0. 6m :多くの茶色の絲状斑をもつ褐灰色の粘土・
0. 6-0. 8m :明るい褐灰色の粘土とシルトの互層・茶色の絲状斑と膜状斑あ 

り・
0.8-1.3m :灰色のシルト質粘土.極めて薄い層理がある.生育状態のまま 

の草の根をジャローサイトが置換している(I).

以上の地層は汽水条件下にBang Pakong河の運ぶ土砂が洪水をともなって 
堆積していることを想像させる.地表にはゆるい起伏があり,凹地は沼状に放 
置されている所がある.そうした所には,コック・サムリャムが多いが一部に 
野生稲が群落を作る.
地区33 Rangsit運河より北のRangsit地区である.全体としては非常に 

平坦であるが,局所的なたわみがあり,そうした所の最凹部には自然堤防を欠 
く浅い流路が幅40~50mぐらいで見られる.圧倒的大部分が直播で,稲長は 
150~170cmであるが,上のような凹地には2mを越す稲も見られる.ふつう 
の150〜170cmの稲でも根元の30〜40cmからは水中根が伸び出すのが一般 
である.北部では少し移植も見られる.典型的なものとして,Amphoe Thanya- 

buriの東北東8kmの地点の土壌は次の通りである.
地表ー0.15m :暗褐灰色の粘土.明褐色の絲状斑少しあり.
0.15—0.7m :暗灰色から黒色の重粘土.
0.7-1.0m :灰色の重粘土.多くの橙色の少し固まった斑紋と，少しの明褐 
色の斑紋あり.

1.0—1.5m :灰色の粘土とシルトの互層.極めて多くのジャローサイトあり. 
L 5—1.7m+ :灰色のシルトと粘土の互層.植物片と木片を含む.ジャロー
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サイト多し（I）.

この地点における水田の湛水状況は,1月から8月中頃までは湛水なし.そ 
れ以後,湛水が始まって,9月には30cm.10月とU月は45~50cm.12月に 
再び減水して年末にはほぼ干上がっている.

この地区では多くの所で,シンジュガヤが見られる.これは酸性硫酸塩土壌 
の指示者である.また乾季中に湛っている水は異状なくらい澄んでいる.これ 
も酸性のためと考えられる.4月から5月の耕起時には,農民が時にマールを 
投入する.酸性を中和させるためである.

1980年の今日では灌漑水路の近くで時に二期作が見られる.一般的にいって, 
この北縁を限るHok Wa Sai Bon運河の影響は極めて大きい.これによる送 
水のおかげで,本地区はこれに北接する地区39等とは，はっきり違った水文環 
境を持っている.水は早くから供給され,乾季に入っても水分はいくぶん遅く 
まで残る.こうした水文環境の違いは衛星写真でもはっきりと認められる.
地区34 Rangsit地区の南半にあたる.ほぼ全面が直播稲地帯であるとい

われている.1979年作では,Rangsit運河ぞいには3月に播種する乾季作が広 
く広がっていた.Rangsit地区の中でRangsit運河の果す役割は極めて大きい 
と考え,この地区を二分したが,その実態は現在のところ不明である.ただ, 
この地区の南部では自然流が多く,それぞいの自然堤防による起伏が生じてく 
る.そして,その上には,局所的にササゲやトウモロコシが乾季に裏作として 
作られる.
地区35 Minburiの北にある水田地区•本来,移植と直播の混じる地区であ 

る.稲長は150〜160cmのものが多い.しかし,1970年代に入ってからは,特 

に南部は大きく変貌している.そこでは多くの水田は宅地や工場用地として売 
却されて，耕作が放棄され,コック•サムリャムの草地になっている.北部で 
は輪中果樹園の伸びが著しい.果樹にはブドウ,ミカン,マンゴー,ノイナ, 
バナナ等がある.他に西瓜,野菜もある.

この地区はチャオプラヤ河の一種の後背湿地とみることができる.かならず 
しも標高が低いというわけではないが,排水は悪い.西はチャオプラヤ河の本 
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流堤防で,そして南はバンコク郊外の堤防群で閉鎖されているからである.衛 
星写真で見ると,この部分はこの東隣の地区34や北隣の地区33に比して,はつ 
きりとした難排水地区であることがわかる.
地区36 バンコクの空港の西にある近郊水田地区である.屋敷まわりの果

樹園,輪中化した果樹園,コック・サムリャム湿地,水田が混在する.コック・ 
サム リャム湿地は最近まで水田であったものが，耕作を放棄されたものである. 
この中にはしばしば,ピヨ（Acrosttchum aureum｝が生えている.水田は移植 
と直播が混在し,稲長は140〜150cmのものが多い.チャオプラヤ河に近い 
所ではふつう地盤が少し高く,しばしば,サケー（Combretum quadrangulare） 
が藪として生える.また,そうした近くの水田にはパルミラ・ヤシが立ち,稲 
は110〜130cmと短いものが多い.Amphoe Pak Kret五叉路の東北3km 地 
点の地層は次の通りである.
地表ー0.3m :暗灰色の粘土.明褐色の膜状斑と絲状斑あり.
0.3-0. 6m :灰色の重粘土,赤色の雲状斑少しあり.
0.6-0. 9m灰色の重粘土.極めて多くの赤色の雲状斑と,ゆるく固結した 
明褐色の結核あり.

0.9-1.9m+ :灰色の重粘土・成長姿勢のままの植物根を置換したジャロー 
サイトあり.ごく少しの植物遺体あり（I）.

地区37 Bang Pa In下流のチャオプラヤ左岸である.現在のチャオプラヤ 
本流は人為的な短絡運河で比較的直線状になっている.しかし,かつてのチャ 
オプラヤ河はひどく蛇行していた.その蛇行の河筋がまだ明瞭に認められる範 
囲がこの地区になっている.この旧チャオプラヤ河の河道と自然堤防のために 
起伏はl・5mぐらいはある.高みはココヤシを多く含む樹木帯になっている. 
低みは水田である.水田は移植と直播が混在し,稲長140〜170cmのものが 
多い.所々に野菜輪中が見られる.
地区38 アユタヤとBang Pa Inの間にあるチャオプラヤ河左岸である. 

チャオプラヤ本流の洪水を氾濫させる余水吐的な水路が本流から多く出ている 
地域である.洪水季になるとチャオプラヤ本流を流下しきれない水がこの余水 
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吐から田面に吐き出される.こうした余水吐ぞいには,ごく小さい自然堤防が 
できていて,そのための起伏が1〜1.5mぐらいある.余水吐の自然堤防上に 
は竹を主体として木が少しある.低位は大部分の所が浮稲地で,その中にはし 
ばしばサヌー （Sesbania sp、やコック・サムリヤムが生えている.サヌーには 
時に根元より1mぐらいまで水中根が出ている.Amphoe Uthaiの西約2km 

の地点における地層は次の通りである.
地表ー0・2m :暗灰色の粘土・
0.2-0. 6m :黒色の重粘土.明褐色の絲状斑少しあり.
0.6—0. 9m :灰色の重粘土•橙色の斑紋を含む・ジプサム結晶少しあり.
0.9—1.3m+ :褐灰色の重粘土•黄色のジャローサイトを含む.にぶい橙色 

の膜状斑を含む（I）.

この地点の水田湛水状況は,1月より7月までが水なし•8月より湛水し始 
めて,10月と11月は60cm,12月の終りには乾き出す.これは中位に位置する 
水田の例であるが,凹地では最大湛水深は1mぐらいになる.この地点は地区 
39と同じく,新デルタの中では割合に早く湛水の始まる所である.特にこの地 
区の南隣りにある地区37に比べるとそうである.このことと関係しているので 
あろうが，本地区では最近,養魚池の建設が伸びている.多くは，50 X100m2 

ぐらいの広さで,田面より1m近く掘り下げている.
この地区には人工水路はほとんど無く，各家は余水吐にそって竹で囲まれて 

立っている.水田中央部の稲は2mを越すものがかなり多い.この場合,根元 
の120cmぐらいに水中根が出ている.
地区39 Amphoe Wang Noiの北に広がる水田地帯である.移植と直播が 

相半ばする.ともに150〜170cmの稲が多い.Nong Khaeの西南3kq地点 
における土壌は次の通りである.
地表ー0.2m :暗灰色の粘土・多くの明褐色の絲状斑あり.
0. 2-0. 6m :褐灰色のシルトまじり粘土.明褐色の絲状斑あり.
0. 6-0.8m :黒色の重粘土・ごく少しの明褐色の絲状斑あり（I）.

0. 8-1.2m :暗褐灰色の重粘土・多くの橙色の少し固まった斑紋と明褐色の
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膜状斑あり.少しのピゾリスあり（II）.

1.2-1.4m :灰色の砂質粘土・極めて多くの橙色から明褐色の少し固まった 
斑紋と,極めて多くのピゾリス03〜8mm）あり.

1.4—1.9m+ :褐灰色の重粘土.多くの橙色の少し固まった斑紋と明褐色の 
ゆるい斑紋あり（H）.

この地点における水田中の湛水は次の通りである.1月と2月は田は乾いて 
いる.3月から乾季稲作用の灌漑水が来るので,田は浅く湛水する.この後灌 
漑水の来る間は浅湛水が続き,雨季の本格的湛水が始まるのは9月に入ってか 
らである.10月，11月には40cmの湛水•12月に減水を開始し,年末にはふっ 
う湛水は消える.もっとも,局所的な凹地では,湛水深は1mを越すという.
稲作はふつう6月に苗代を開始し,7月と8月に植えて1月に刈る.この他 

に最近では乾季作が始まっている.これは3月に苗代,4月植付け,7月から 
8月上旬にかけて刈り取る.最近では稲作にとって水不足はあまり問題でなく 
なり,ネズミが最大の問題になっている.
地区40 Pasak河扇状地の裾部にあたり,西南方向にゆるく傾斜している. 

水田が大部分であるが局所的な高みには藪がある.そうした近くの水田には蟻 
塚が多い.Pachi駅すぐ東の地点における土壌は次の通りである.
地表ー0.6m :褐灰色の粘土.多くの黄褐色と褐色の斑紋あり.赤色のゆる 

い結核あり.多くのピゾリスあり（n）.

多くの稲は長さ100〜130cm.畦が40〜50cmと高いものもある.不足しが 
ちな水を少しでも貯めようとするものである.農民によると,この地区の開田 
は極めて古いのだが,1960年代後半から1970年代初期にかけ，今一度水田の拡 
張期があって,その時,多くの高みの藪が開田されたという,こういう水田は 
旱戰常習地帯で,そこでは乾田直播がよく見られる.
地区41 Pasak河の作った新•旧の複合扇状地である.新・旧とはいえ,

地表面の大部分は古い扇状面でおおわれており,したがって,その表層土は強 
く風化を受けている.多くの所はカオリンを主体とする白つぼい粘土と砂から 
なり,一部ではラテライトも地表に出る.例えば,Hin Kongの北数kmの 
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所にはラテライトの露頭がある.典型的な土壌としては,Saraburiの南7km 

の次のものをあげることができる.
地表ー0.5m :灰白色の砂質粘土・極めて多くのいわゆるピンク•クオーツ 

（石英粒）を含む.
0.5-0.7m :酸化鉄と酸化マンガンで固められた粘土質砂（皿）.
0.7-1.2m+ :白から灰白色の砂質粘土•多くのピゾリスあり（出）.
河川密度が低く,全体は早魅常習地帯の水田区となっている.ゆるい起伏が 

あって,凸地になった所にはいまだに藪が残っている,1960年までは,これが 
重要な薪炭林の役目を果していた.中・低位部は水田になっていて,移植が多 
い.しかし直播も少しある.非常な雨不足の年には,低みにのみ，それも直播 
が行なわれる.稲長は1m 以下のものから160cmぐらいのものまで偏差が 
大きい.田面はどこも蟻塚が多い.
農家はこうした高燥な水田と藪の混在の中に散在する.そして,それらの家 

はどれもこれも各自が家事用水のための溜池を持つ.こうしないと乾季には水 
が全くなくなるからである.
地区42 Saraburi東の粉岩の丘陵地帯である.丘陵の谷間には,砂質な土 

壌を持ち,水がかりの悪い水田がかなり広く広がっている.こうした水田には 
木が多く立ち,蟻塚も30〜100m間隔ぐらいで散在する.丘陵から流れ出る 
小川に井堰をかけて灌漑を行なっているが,いかんせん,集水面積が小さく， 
水供給は極めて不安定である.毎年,かなり多くの田が旱害を被るといわれて 
いる.移植と直播が交互し,稲長は1m以下のものが圧倒的に多い.
地区43 Pasak河北岸の河岸段丘である.蟻塚が点在し,水不足の水田地 

帯になっている.移植が多く,稲長は120~140cmのものが多い.全体の様 
相は対岸の地区41に酷似する.Saraburiの北7 kmの地点における土壌は次 
の通りである.
地表一0・7m :灰黄色の粘土質ローム.赤色の微小な岩片状のものを多く含  

む.橙色の雲状斑少しあり.
0.7-1.0m:灰褐色の粘土質ローム.明黄褐色の雲状斑あり.ごく少しのピ
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ゾリス（02〜4mm）あり（U）.

1.0-1.6m :ピゾリスの集合体（田）.
1.6—1.7m :明黄褐色と灰白色の混じた重粘土•多くのピゾ、リスあり•石灰 
結核（00.5〜1.5cm）も少しある（田）.

1.7—1.9m+ :白色のマール.
地下1.5mから2 mぐらいの所に現われるマールは本地点以外にも多い. 

Pasak河の北岸では,南岸でほとんど見ることのなかったマールがかなり普遍 
的に存在するようである.
地区44 Lopburiの東にある石灰岩と火山岩の丘陵地区である.大部分の 

所は黒色のgrumusolが覆う.grumuso!の下からは多くの場合,石灰結核の集 
積体が出る.ごく一部には赤色土が出る.これは火山岩に由来するものである.  
こうした堅硬な岩石部とは別に,この丘陵の周縁にはいわゆる第三紀のマール 
が発達する.この極めて厚いマールはシャム・セメント会社の稼行するところ 
となっている.その工場内における地層は次の通りである.
地表ー0.4m :黒褐色の重粘土.ごく少しのピゾリス ®2〜5mm）と少しの 

石灰結核（長さ1.5cm）あり.
0.4-1.7m :石灰結核の集積体・
1.7—7. 0m :白色塊状のマール.
石灰岩•火山岩地区でもマール地区でも，その大部分はソルガム•トウモロ 

コシ二毛作畑と藪の混合となっている.局所的に入りこむ浅い谷部には移植稲 
が作られる.
地区45 Pasak河北岸に発達する小さい扇状地である.後背地は石灰岩と 

砂岩からなり，砂岩から流出した砂質土がたまっている.扇頭部近くには藪が 
多く，それに混じて,パルミラ・ヤシの多い水田が少しある.扇裾はPasak河 
の河岸段丘に漸移する.そこでは水田が広いが,それらも非常な水不足地区で 
ある.しばしば,高さ50cmを越す畦が築かれて,保水に意が用いられてい 
る.Saraburiの北10km地点の土壌は次の通りである.
地表ー0.5m :灰白色の砂質土.
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0.5—L 0m:粗砂・多くの鉄とマンガンのピゾリス03〜4mm）があり,そ 
の全体をリモナイトが固めている.

L0—3・0m:硅岩,片麻岩,片岩等の亜角礫と亜円礫0 く10cm）を多く含 
む粗砂•所々でそれをリモナイトが固めていて,一見ラテライトのように 
見える.

Tha Rua道ぞいに見る水田の湛水深変化は次の通りである.すなわち,1月 
より8月初めまで田面は完全に乾く. 8月中旬より湛水が始まり,9月は湛水 
5 cm.10月と11月は5〜10cm.12月になるともう月の初めの頃から水はない. 
こうした中で,苗代は7月末から8月にかけて作り,植付けが8月,時に9月 
にかかる.刈取りは1月.稲はほとんどが1m以下の短いもので,稲作にと 
っての最大の問題は水不足という.
家は散村状に散らばるが,多くの家は屋敷地に井戸とそのまわりの屋敷畑を 

持っている.井戸はふつう15~20mの深さがあり,乾季の水位は多くの所で 
7〜9m ぐらいである,屋敷畑には瓜,オクラ,ナス,トウガラシ，ササゲ等 
が作られる.
地区46 Lopburi石灰岩山地の山脚部に広がる平坦面である.1〜2mの起 

伏があり,ゆるく西に傾しンている.黒色のモンモリロナイト質のLopburi clay 

からなっている.起伏の最も低位は直播と移植が混在する.8月に植え,1月 
に刈り取るのが普通である.稲長は140〜160cmのものが多い.中位は直播 
稲か，トウモロコシ・ソルガム地帯.直播稲は60〜80cm ぐらいのものが多 
い.時に田面の均平度が低く,陸稲のような外観を呈することがある.この直 
播稲は8月に散播される.トウモロコシ・ソルガムの組合せの場合,トウモロ 
コシが雨季作として作られ，同一の畑にソルガムが乾季作として作られる.高 
位部は藪が広く,一部にトウモロコシ・ソルガム畑が混ずる.Lopburi砲兵学 
校少し南の土壌は次の通りである.
地表ー0.7m:暗灰色の粘土・直径0.5~1.0cmの石灰結核を含む.
0.7-1.5m :暗灰色の重粘土・上記と同様の石灰結核を極めて多量に含む.
1.5-2. 2m+ :半固結のマール.第三紀堆積物と思われる.
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以上の記載は,やや山寄りのものであって,本地区の西半分はより低平であ 
り,ほぼ完全な浮稲地帯を構成する.稲長は2.5mを越すものも少なくない. 
畦は無いか又は極めて低いものであり,田中に木は全くない.家はもちろんな 
い.この西半分の環境はこの地区の北にある地区53と56に酷似している.実際, 
両者は元は連結したものであったが,それが,Lam Malengによって断ち切ら 
れたものである.
地区47 これは地区46の北の延長に当り,Khao Nom Nang山の山脚に広 

がる緩傾斜平坦面である.土壌は黒色の粘土ではなく,灰白色の砂質土からな 
る.理由は,この地区に母材を供給する後背山地が花崗岩,粉岩，砂岩等,石 
英質のものを中心とするからである.比較的地表に近い所から多くのピゾリス 
を産し,この面がそれ程新しくない面であることを示している.
全体として緩い起伏があり,高みには藪がよく残っている.低みは水田であ 

るが，その中にもDipterocarpusの立木が多い.明らかに最近，Dipterocarpus 
林から開田されたと思われる所もある.そうした所には蟻塚も多い•極めて低 
いと思われる水田にはカトム(Mitragyne jauantca var. microphylla)が多く立 
つ所がある.こうした低位の水田もその稲はふつう130~140cmである.多 
くの中。高位面の稲は1m以下である.
地区48 Lopburiの南にある水田である.西に極めて緩く傾斜し,ごく少 

しの起伏がある.少し高いと思われる所には,蟻塚が50~150m間隔で立ち, 
褐灰色の土壌を持っている.一方,低位にはカトムが立ち,極めて黒い粘土が 
ある.ここは平坦な面を持つが，いわゆる低位段丘であり,大河の氾濫の外側 
にある.雨季に入っても,ふつうはLopburi河の水もPasak河の水も入って 
こない.Ban Moの西方15km地点の土壌は以下の通りである.
地表ー0.5m :褐灰色の粘土.少し締っている.
0.5-2. 0m:青みがかった灰色と明褐灰色の混じた粘土.この粘土層の直下 

よりレンガの破片が出る.
2.0-2.5m+ :灰色と黄灰色の混じった砂質粘土.よく締っている.少量の 

マンガン・ピゾリス/5〜8mm)と多量の石灰結核 00.5〜1cm)を有す
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る（由・
この地区の東の縁辺部では地表を占める暗灰色の重粘土 0.4〜0・5m厚さの 

下に石灰結核の集積層が出ることがある.
稲は移植が多く,一部に直播を混ずる.稲長は130〜150cmのものが多い.
地区49 Pasak河の氾濫原・河岸にそっては厚い木の列が続き,その中に 

家がある.乾季にはChangwat Saraburiあたりでは7~8m の,そしてアユタ 
ャ近くでは4〜5mの河岸の崖が現われる.この河岸には,チャオプラヤ河ぞ 
い等に比してより多くの自然木が残っている.例えば，Amphoe Nakhon Luang 

あたりでは，巨大なShoreaやDipterocarpusが多く立っている.
Pasak河はTha Ruaより上流では段丘の間に押し込められて流れている. 

しかし•Tha Ruaより下流では平野に出て,大きな氾濫原を示す.このPasak 

河の氾濫は7月中頃の衛星写真で見ると明瞭である.Pasak河の運んで来る泥 
水が周辺の低地に氾濫しているのがはっきりと分るからである.こうした氾濫 
原は自然堤防と後背湿地からなっている.自然堤防の高みには木が続く.自然 
堤防から後背湿地への漸移部には移植田が多く,そうした所では,裏作にトウ 
モロコシやササゲの作られることが多い.緑豆も多い.後背湿地は直播地帯で 
ある.最も深い所では稲長は3mを越す.
地区50 チャオプラヤ河とLopburi河の間の氾濫原である.本文36〜45

頁を参照されたい.
地区51 Lopburi河最下流部の氾濫原である.チャオプラヤ河の自然堤防

で堰き上げられた洪水は著しく深くなる.しかし,けっして均質な湛水をする 
のではなく,自然堤防の高みと後背湿地の低みとがあって,その湛水深はゼロ 
から4m以上にわたって変化する.農民によると,この地区は前記の地区50 

よりもおそくまで湛水が残るということだが,衛星写真の情報もそれが正しい 
ことを示している.1979年の水田湛水深は次の通りである.1月初旬に40cm 

あったものが同月末には6〜7cmになっている.2月上旬には湛水が消える. 
その後,3月,4月,5月，6月と田に水はない.7月には局所的な湛水の発 
生することがある.8月には5~10cm. 9月には急増水して50cmに達する.
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10月と11月は60cm以上.12月には減水して30cmぐらいになる.これは本 
地区における中位の位置での湛水深である.
後背湿地では浮稲の一作のみ,自然堤防近くでは雨季の直播稲もしくは移植 

稲の後緑豆を作る,というのが一般的な土地利用である.1970年代に入ると, 
特に緑豆の伸びは著しい.1970年代後半になると,後背湿地の中でも特に凹地 
にある沼周辺での乾季稲作が現われてくる.
地区52 Amphoe Khok Samrongの北にある石灰岩の丘陵地区である.海 

抜標高は大略,30〜50m.ゆるく波状にうねっており,所々に石灰岩の独立峰 
が立つ.大部分の所は藪かトウモロコシ・ソルガム畑である.その中に家が点 
在する.全体として,開拓地の雰囲気に満ちている.ごく稀に稲がゆるい凹地  
に作られるが,田面の均平度が低く,陸稲のような外観を呈する.

この台地の縁辺には,そこに入りこんだ浅い谷を堰き止めて,30X60m2ぐ 
らいの池を作っていることがある.これらは家畜の水飲み場としての池である. 
Amphoe Khok Samrongの北12km における土壌は次の通りである.
地表ー0・3m :暗灰色の粘土・
0.3-1.8m :石灰結核の集積体,一粒ずつの石灰結核はふつう直径0.3〜 

1.0cm である（邸-Ca）.

1.8—2. 3m+ :強く風化を受けた火山岩.
本地区の全面にわたって石灰集積体があるというわけではないが,地表を黒 

灰色の粘土が覆う場合,多くはその直下にはまず例外なく石灰が出る .
地区53 石灰岩丘陵の西南脚部にある緩起伏地である.地表は黒色のgru-

muso!で全面が覆われていて,その下には石灰結核集積体かマールが存在して 
いる.所々に存在する高みは藪か,トウモロコシ・ソルガム畑になっている. 
中・低位部は多く水田である.移植と直播が相半ばし,稲長は130〜160cm 

のものが多い.本地区は元来,これに西隣する地区56と同質の土壌,水文環境 
を有していたものである.しかし,Chainat Pasak運河が完成してからは,ず 
いぶん違ったものになった.後者が灌漑水を受けるようになり,その水文条件 
がおおいに改良されたからである.本地区は,未だに厳しい水不足になやまさ 
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れている.
地区54 Lam Maleng川の氾濫原である.1m前後の起伏がある.高みは 

移植され,ふつう100〜130cmぐらいの稲がある.ごく一部には砂糖キビが 
植えられる.低みはまず例外なく直播で,170〜190cmの稲が見られる.こう 
した低みには,しばしば,カトム（Mttragyne jauanica var. microphylla｝が極 
めて多くある.またLam Maleng川の洪水がもたらした土砂の押入りが局所 
的に見られることも多い.Amphoe Khok Samrongの西8km における土壌は 
次の通りである.
地表ー0.4m :灰オリーブ色の砂質粘土.砂にはいわゆるピンク・クオーツが 
多い（I）.

0. 4—0. 7m :灰オリーブ色の砂質粘土・極めて多くのマンガン•ピゾリス 
0 2〜6mm）あり.微小な石灰結核あり（H）.

0.7—0. 9m + :灰褐色の細砂.砂にはピンク・クオーツ極めて多し（H）.

地区55 Ban Mi西南に広がるLam Maleng川の下流部である.これは地
区54の下流延長部にあたり,いわば地区54が灌漑された所と考えればよし、•こ 
の地区の東縁を限るものはChainat Pasak運河である.ここでも基礎はFor

mation IIからなり,その上に新しい氾濫原堆積物がごく薄くのっている. 
Ban Mi西南10km地点における土壌は表層の1mがオリーブ灰色の重粘土 
からなり,多くのピゾリス 0 3~4mm）を持っている.その下には暗灰色の 
重粘土があり,そこからは石灰結核01〜2cm）を多く産する.
起伏があり,移植と直播が交互する.全体としては北ほど移植が多く，南ほ 

ど直播が多い.Ban Mi近くでは90%が移植である（1980年）.Singburi-Lopburi 

道路に近い本地区の南端では100%直播である.稲長は1m以下のものから 
3mを越すものまで変化する.長大な稲は南端に集中している.

Lam Maleng川の下流ははっきりした流路を持っていて,それぞいには家と 
木が続く.しかし，木の列はあまり立派ではなく,プッサー（Zizyphus jujub山 
とマカーム・テート｛Pithecellobium dulce）が多い.それにそって畑が少しある. 
ここは乾季には飲み水がなくなる所で,2月から5月にかけては，水を遠くか 
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ら運んで来なければならない.それにもかかわらず,最近は二期作が,例の 
Chainat-Pasak運河の水を受けて少し行なわれ出している.
地区56 Ta Khli東の石灰岩丘陵の西に広がる平坦地である.この地区も

地下浅所にしばしばマールが存在し,地層全体が石灰質である.表層土は黒色 
の重粘土からなる,いわゆるLopburi Clayで覆われている.全体は極めてゆ 
るく西南に傾斜しており,0.5〜L 0mの起伏がある.この傾斜を反映して，東 
北部では湛水が浅く,移植が多い.稲長は120~140cmのものが普通である. 
水田中に蟻塚の多いのもこの部分の特徴である.逆に西南部では,湛水が深く, 
直播が多くなる.稲長は150~170cmのものが多い.時に湿地木のカトム 
{Mitragyne javanica var. microphylla） 力、見られる.
代表的な土壌は!nburi北東北13km のThung Tale Saiにおける次のもの 

がある.
地表ー0・3m :暗灰色の重粘土 （I）.

0. 3—0. 6m :オリーブ灰色の重粘土.鉄ならびにマンガン・ピゾリスと直径 
1~3cmの石灰結核を含む（H）.

0.6—1.0m+ :灰色の重粘土.明褐色の斑紋少しあり.多くのピゾリス（0 

2〜10mm）と多くの石灰結核（長さ10cm）あり（丑）.
この地区はその大部分が第二次大戦後開田されたものである.開田の年から 

すでに移植を行なっている.しかし,1960年代までは天水田の状態が続き,旱 
魅のために全減することがしばしばあったという.今ではしかし,本地区の東 
縁にそってChainat-Pasak運河が通っており,ここからの給水があって,旱魅 
害はほとんどなくなった.むしろこの運河ぞいでは二期作や乾季の畑作物が多 
く見られる.稲の第二期作は3月初旬に植えられるものが多い.畑作物として 
多いのはキュウリである.他にササゲ,緑豆等も見られる.
地区57 チャオプラヤ河の後背湿地の広大な深水直播稲地帯.稀にカトム

（Mitragyne javanica var. microphylla）が生える以外はほとん ど木を見ない. 
Amphoe Inburi東8kmの地点における土壌は次の通りである.
地表ー0. 3m :灰褐色の砂質粘土・多くの明褐色の絲状斑あり.
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0. 3—0・7m:褐灰色の重粘土・明褐色の雲状斑あり（I）.

0.7—1.1m :灰色の粘土・多くの褐色の斑紋と少しのピゾリスゆ 3〜4mm） 

あり（U）・

1.1—1.4m+ :よく締った砂.白雲母多し・石灰結核g 5〜15cm）あり 
（DI）.

この地点の水田の湛水深は次の通りである.1月より6月までは全く水はな 
い.7月に灌漑水の落ち水がたまにやって来る.8月,5〜10cmの湛水.9 

月,30cm.10月とU月は60cm.12月に減水する.上は1979年の資料だが,例 
年だと10月と11月には1mを越し,特別な多雨年には1.5mを越すことも稀 
ではないという.

この地点の稲は1.7〜2.2mぐらいのものが多い.2mのものだと根本の 
1mぐらいからは優勢な水中根が出ている.ここではふつう6月に耕起をし, 
すぐに乾籾を播いて,刈取りは1月から2月に行なう.雨季稲作以外は何も作 
られない.この地区の多くの部分は,第二次大戦中はまだ湿地林であったと 
いう.
地区58 Chainat直下にあるチャオプラヤ東岸の氾濫原地帯である.自然 

堤防の壌土質な土が卓越するが,その間に幅の狭い後背湿地が走り,起伏は 
2m以上に達する.自然堤防の高みには木の列があり，乾田直播田と移植田を 
混ずる.稲は1m以下のものが多く,稲の後には緑豆が乾季作として作られ 
る.パルミラ・ヤシの多いのも特徴である.低みには直播稲が多いが移植稲も 
ある.稲は150〜170cmのものが最も多い.しかし,稀に2mを越すものも 
ある.その中にカトムが点在する.一部の凹地は湿原として残っていて，そう 
した所には時に野生稲が生えている.Amphoe Inburiの北北東13.5kmにお 
ける土壌は次の通りである.
地表ー0. 2m :灰褐色の重粘土 （I）.

0.2—0.4m :灰色と褐灰色の混じた重粘土.マンガン・ピゾリス03〜5 

mm）を多く含む（丑）.
0.4-2. 0m+ :灰褐色の粘土（II）.
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ここはかっては水不足地帯であったが,大チャオプラヤ•プロジェクト完成 
後,豊富な灌漑水を受けて,一部では二期作が広がった.ササゲ,キュウリ等 
の乾季の野菜作りも少なくない.
地区59 Singburi東にあるチャオプラヤ河の氾濫原である.同時にLam 

Maleng川の最下流部氾濫原でもあり,地形は極めて錯綜している.これはま 
た地区50の北の延長と考えてもよい.自然堤防と後背湿地の比高は3mを越 
す.自然堤防部にはマカーム•テート等の木があるが,他にはトウモロコシ’ 
ササゲ,緑豆等の畑になっている所が広い.また乾田直播稲も見られる.これ 
はふつう1m前後の短いものである.後背湿地は浮稲地帯である.2mを越 
す稲をよく見る.特にこの地区の東南には特別な深湛水地帯があり,そこでは 
時に稲は3mを越す.後背湿地には所々にカトムがある.Changwat Singburi 

の東3km地点における地層は次の通りである.
地表ー0. 2m :暗灰色の重粘土.褐色の斑紋あり（I）.

0.2—0.4m :灰色の重粘土.褐色の雲状斑を含む.石灰結核（01cm）あり. 
ごく稀にジプサム結晶（長さ3mm）あり（丑）.

0. 4-0. 9m+ :少し青味を帯びた灰色の重粘土.多くの赤色斑あり.ジプサ 
ム結晶（長さ1cm）を含む（U）・

この地点の水深は普通年でも10月,11月には2 mに達する.水の多い年に 
は3mを越すという.1960年代までは急激すぎる増水のために,浮稲が水没 
死することが3~4年に1度はあったという.しかし,近年はそういうことは 
少なくなったらしい.ここは1920年代に開かれたのであるが,開墾前は木の点 
在する草原であったという.
地区60 チャオプラヤ本流の自然堤防.周辺の後背湿地より3〜4mは高 

い地盤を持っている.全区間はマンゴー,ジャック•フルーツ,マカーム 
{Tamarindus indica）,ココヤシ等多くの果樹を含む木の列で厚く覆われてい 
る.元の河辺林の自然木と思われるものはもうほとんど残っていない.この中 
に家が点々と続く.河は雨季には河幅いっぱいに洪水を流すが,乾季には5〜 

6 m以上の崖を作る.こうした崖のうち,典型的なものの例としてPhromburi
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の北2 kmの露頭は次の通りである.
地表一2. 0m:明赤灰色のローム・ぼやけた褐色の雲状斑あり.
2. 0-2. 4m :灰褐色の粘土・灰黄褐色の小さい雲状斑少しあり•マンガンの 

ゆるい結核と鉄の薄膜少しあり.
2. 4—3. 0m :灰赤色の粘土.橙色の雲状斑とマンガンのゆるい結核少しあり 

（I）.

3. 0-3. 5m :灰色の粘土質ローム.多くの橙色と明黄褐色の雲状斑あり.マ 
ンガンのゆるい結核（00. 5〜1.0cm）と石灰結核（長さ1~ 3cm）少し 
あり（U）.

3. 5-4. 5m :灰赤色と黄橙色と灰白色の混じた砂質粘土ローム.多くのゆる 
いマンガン結核（^1cm）あり.

4. 5—4.9m :暗灰色の重粘土.多くの石灰結核（長さ3cm）あり.少しの 
マンガン・ピゾリス32〜8 mm）あり.ごく微量の鉄ピゾリス0 2〜 

3mm）とごく少しのジプサム結晶あり（丑）.
4.9—5.2m+ :灰色の重粘土.ごく少しの鉄ピゾリス（02〜4 mm）とご 

く少しのジプサム結晶とごく少しのジャローサイトあり.粘土は極めてよ  
く固結していて亀裂が多い（HI）.

この自然堤防の後背湿地側には,直播田と移植田が混在する.その中にしば 
しばパルミラ・ヤシが多く立つ.そして裏作には多くの緑豆が作られる.時に 
トウモロコシ,ササゲの作られることもある.
地区61 古デルタ扇頂部のうち,Noi河とチャオプラヤ河の間にあるもの 

である.古デルタ堆積物の上にNoi河とチャオプラヤ河の氾濫原堆積物が局 
所的にのっている.1〜2mの起伏があって,それに応じた,変化に富む土地 
利用が見られる.詳細は本文90頁を参照されたい.
地区62 古デルタ扇頂部•本文90頁を参照されよ.
地区63 古デルタの砂糖キビ卓越地帯•本文91〜92頁を参照されよ.
地区64 古デルタ中位部•本文92頁を参照されよ.
地区65 古デルタ扇裾部•本文92〜93頁を参照されよ.



352 熱帯デルタの農業発展

地区66 Singburi近辺におけるNoi河とチャオプラヤ河の氾濫原・両大 
河の河岸は厚い木の列があり,それに接した微高地には,稲,野菜の二毛作地 
がひらける.稲は雨季の移植稲であり,乾季の野菜にはトウモロコシ,ササゲ  
が多い.後背湿地は直播稲地帯で,ここには長さ2.5mを越す稲も時に見ら 
れる.Amphoe Phromburiのすぐ西の地層は次の通りである.
地表ー1.2m :灰褐色の壌土・
1.2—1.7m :暗灰色の重粘土.黄褐色の雲状斑あり（I）.

1.7—1.9m:細砂・多くの赤褐色の斑紋あり（U）.

1.9—2.9m+ :多くのピゾリス リ3〜7 mm）を持つ砂質土（H）.

この付近の後背湿地の水田中の湛水は次の如きものだという.1月から5月 
まで無水•6月と7月は灌漑水が来て5〜10cmに湛水.8月，15~40cm. 

9月,10月,U月は約1m.12月には減水して年末にはほとんど水がなくなっ 
てしまう.
地区67 Ang Thong西におけるNoi河とチャオプラヤ河の氾濫原.両河 

の自然堤防にそっては果樹を多く含む屋敷林が厚く続く.特にNoi河ぞいに 
はShorea等の巨木が多く残されている所がある.自然堤防に近い所の水田に 
はパルミラ・ヤシの多く立つ所がある.時にサケー（Combretum quadrangulare） 
の茂みや砂糖キビ畑がある.そうした中にしばしば苗代が多く見られる.自然 
堤防を離れた後背湿地地帯はほぼ完全な浮稲地帯で,そこには長さ180〜200cm 

ぐらいの稲が多く生える.時には3.5mを越す稲もある.そうした特別に長い 
稲を持つ田は刈取り後も一見してわかる.刈取った後の藁が所々に小山状に積 
まれるからである.特に低い場所は沼として残され,乾季になると,その周辺 
で西瓜等が作られる.全体の感じは平坦地というよりも，ひどく凹凸のある低 
地という感じである.雨季の最大湛水深は最深部では3m前後に達するとい 
われる.
地区68 Noi河最下流部の氾濫原である.ここでは,Noi河の洪水がチャ 

オプラヤ河にダム・アップされ，全体が大きな難排水地区となっている.最大 
湛水深が深くなり,同時に通年の沼を残す.沼には八スやコック・サムリャム 
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{Scirpus grossus）が多く,その周辺にはサスー（Sesbania sp）やパクブン 
（Ipomea aquatica）が多い.チャオプラヤ•デルタ中で最も典型的な浮稲地帯 
の一っと考えてよい.草丈3mを越す稲が随所で見られる.3mの稲の場合, 
たいてい,根元の2mぐらいまでは雄大な水中根が節毎に出ている.こうし 
た浮稲田には畦がほとんどないか,あっても極めて貧弱である.最も普通の農 
作業は5月に耕起し,すぐ播種,2月刈取り.刈取後は,多くの所で何千羽と 
いうアヒルが放たれる.この大規模なアヒル飼い自体最近の傾向であるが，そ 
の他に,ポンプで揚水して乾季稲を作ることが始まっている.3月の植付けが 
多い.本地区のほぼ中央にあるPhak Haiの灌漑局すぐ南における土壌は次の 
通りである.
地表ー0.3m:黒褐色の重粘土・多くの黄褐色の絲状斑あり.
0.3-0. 6m:灰褐色の重粘土・多くの褐色の絲状斑と少しのジプサムの結晶 

あり.
0. 6-0. 8m :灰色と褐灰色の混じた重粘土・多くの明黄褐色のゆるい結核と 
少しの赤色のゆるい結核,少しのジプサム結晶あり.

0.8—1.2m+ :灰色の重粘土・多くの赤色のゆるい結核と,少しのジャロー 
サイトならびに極めて多くのジプサム結晶（長さ5mm）あり（I）.

この地点における水田の湛水は次の通りである.3月から7月までは田は乾 
いている.8月に浅く湛水する.9月からU月にかけては1m以上の湛水. 
12月減水して50cmぐらいとなる.1月もまだ数十cm. 2月末に湛水が消え 
る.低平な移植地帯とは別に,Noi河やチャオプラヤ河の自然堤防は3〜4m 

の高さを持ち,それぞいには雨季作の稲の跡に乾季作の野菜が多く作られる. 
トウモロコシ,キュウリが多い.こうした自然堤防の近くにのみ移植が行なわ 

れ,他は総て直播である.
地区69 Changwat Suphanburiの東の水田である.Suphanburi河の旧流路 

と思われるものがあり,それぞいに自然堤防が発達する.そこのみ周辺より1 

〜1.5m高く,ココヤシの多い屋敷林が続いている.他の部分は水田である. 
この水田は北部では,比較的浅湛水で,稲長150〜160cmのものが多い.南 
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部では急に深湛水になり,稲長180〜200cmのものが多い.南北ともに,1960 

年代までは直播稲が多かったが,それ以後,移植が伸びている.北部には特に 
しっかりした灌漑水路がとどいていて,そこでは1960年代後半から二期作がか 
なり広い範囲に広がっている.乾季作は直播稲で,4月に播種,8月に刈り取 
る.そしてその後急遽雨季作を作る.Suphanburi東南東9km地点における 
地層は次の通りである.
地表一0.15m :黄灰色の重粘土.
0.15—0.6m :褐灰色の粘土.褐色の斑紋多し.
0.6—0.8m+ :褐灰色の重粘土.赤褐色の雲状斑少しあり•2~4mm長さの 

ジプサム結晶少しあり(I).

地区70 Suphanburi河とChao Ched運河に抱かれたような格好で広がる 
難排水地区である.衛星写真で見ると乾季に入ってもかなりおそくまで土壌 
中には水分が保たれていることがわかる.典型的な浮稲地帯である.いくつか 
の自然流路があるが,ほとんど自然堤防らしいものはない.起伏は無いことは 
ないが,全体が極めてゆるくたわむといった感じである.そして,そのほぼ全 
面を2mを越す長い稲がおおっている.畦は無いことが多い.樹木は全くと 
いってよいほどない.運河堤も裸地である.Bang Yi Honの東南9kmの 
Ban Sutにおける土壌は次の 通りである.
地表ー0.7m :黒色の重粘土・ごく少し明褐色の絲状斑あり.
0.7-1.0m+ :細砂と暗灰色の粘土の互層.粘土中にジャローサイトあり 

(I).

地区71 Amphoe Senaを含む低平広大な深水直播地帯.所々に川があるが,
自然堤防がほとんどなく,わずかに川岸に竹とサケーがつらなる程度である. 
こうした川の多くは北流してChao Ched運河に入っている.Sena東4 kmに 
おける土壌は次の通りである.
地表ー0.2m :灰褐色の重粘土.
0. 2—0.5m :灰褐色と灰色の混った粘土.多くの橙色のゆるい結核と少しの

ジプサム結晶あり.
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0.5—1.0m :明褐灰色の重粘土・ジャローサイト多し.
L0-2.2m+ :暗灰色の重粘土・極めて多くの木片を含む.時に直径20cm 

以上のものあり.それには多くジャローサイトが附着する.全体に硫黄臭 
強し（I）.

稲は150〜210cm程度.150cmぐらいの短いものでも根元の30cmぐらい 
には水中根が出ている.詳しくは本文48〜58頁を参照されたい.
地区72 アユタヤの西方で二つのチャオプラヤ河に挾まれた区域である.

東側のチャオプラヤ河ぞいには極めて立派な自然堤防があり,それぞいには厚 
い木の列が続く. 一方西のチャオプラヤ河ぞいにはあまり立派な木はなく,サ 
ケーやマカーム・テートが多い.衛星写真で見ると,本地区の西南隅にそって 
は特別の難排水地区が帯状にのびている.これは優勢な東側のチャオプラヤ河 
がそれぞいに大きな自然堤防を作っていて,後背湿地が相対的に西へおしやら 
れているからである.自然堤防を除いた他の部分は全面深水直播稲栽培地にな 
っている.稲は平均すると,180cmぐらいのものが多い.しかし,深みでは 
2mをゆうに越す.Si Kuk東北5kmの地点における土壌は次の通りである.
地表ー0.4m :灰褐色の重粘土.
0.4-0.7m :暗灰色の重粘土・黄色の雲状斑あり（I）.

0.7—1.2m :灰色と黄橙色の混じた重粘土.少しの鉄ピゾリス 03〜4mm） 

と石灰結核（長さ1.5cm）あり（U）.

1.2-1.5m:明るい灰色の重粘土.黄褐色の雲状斑と石灰結核（長さ1.5cm） 

あり.
1.5—1.8m+ :砂.乾燥した面には食塩を吹き出している.
Amphoe Bang BanとSi Kukの間では自然堤防ぞいにモン人のレンガ工場 

が極めて多く並んでいる.ここは古来有名なレンガ産地である.
地区73 Sena凹地帯南部にある高位部に当る所である.本地区の外縁は等 

高線図をもとに引いてある.衛星写真にもこれに類似の境界が見られるが,か 
ならずしも一致しない.Amphoe Bang Saiの西8 kmにおける土壌は次の通 
りである.
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地表ー0.3m :暗灰褐色の重粘土・ごく少しの橙色の斑点あり.
0.3—0.5m :灰色の重粘土・極めて多くの黄褐色の微細斑紋あり.酸化鉄の 

ゆるい結核あり.
0.5—1.5m :灰色の重粘土,多くの橙色のゆるい結核あり,この層の中位の 

40cm厚さにジプサム結晶多く集中する.
1.5-1.9m :灰褐色の重粘土と砂の互層・ジャローサイトを含む.
1.9-2.3m+ :灰褐色の重粘土.褐色のパイプ状のゆるい結核少しあり.こ 

れは成育姿勢のままで閉じ込められた植物根を酸化鉄が置換したもの・
本地点の水田中の湛水深は1月から8月まではゼロ. 9月から12月にわたっ 

て,約10cm湛水する.このうち降雨によるものは9月と10月のもののみで, 
他は上流からの送水による湛水である.稲作は2月か3月に苗代.その1力月 
後に移植し,8月か9月に刈り取る.全域が水田のはずなのであるが,例年, 
この地区の何割かは植付けられないという.水不足が理由である.この地区の 
西部にかんしては詳細は不明である.
地区74 Amphoe Bang SaiとAmphoe Pak Kret間のチャオプラヤ河の西 

岸で自然堤防的な起伏の卓越する所である.この区間のチャオプラヤ河はアユ 
タヤ時代から短絡運河の掘削でその河道が人工的に変えられているが,そうし 
た工事で切り離された旧河道が所々に見られるような所である.少し高いと思 
われる所に位置している水田には,パルミラ・ヤシがよく見られる.またそう 
した所には時に緑豆が見られる.チャオプラヤ本流に非常に近い所では,地面 
が畝と溝に仕立てられ,ミカンや野菜の作られる所が最近多くなった.一方, 
大部分の面積を占める低みは水田単作地となっている.Pathum Thani北10km 

における土壌は次の通りである.
地表ー0.3m :暗灰褐色の重粘土.橙色の斑紋少しあり.
0.3—0.5m:灰色の粘土.極めて多くの黄褐色の斑紋と,不整形でゆるく固 
結した酸化鉄の結核あり.

0.5—1.5m :灰色の重粘土.赤色のゆるい結核多し.ジャローサイト少しあ 
り.この層の中位にジプサム結晶の集積帯あり,
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L5—1.9m :灰褐色の重粘土と灰色の砂の互層.直径3~5mmのパイプ状 
をしたジャロ ーサイト多し・

1.9-2.3m4-:灰褐色の重粘土・直立したままの草の根は酸化鉄で置換され 
ている.それにそってジャローサイト少しあり（I）.

この附近の中位の高さの水田の湛水深は次の通りである.1月から7月まで 
は湛水は無い.8月に少し水が湛り出す.9月は15cmぐらい.10月,11月 
には40〜50cm.12月,20〜30cm.12月の水は人為的に湛めこまれた水だとい 
う.この地区の稲作暦は本文62〜65頁に示してある.かつての雨季作から一時 
雨季前作になり,それが現在では二期作になっている.
地区75 West Bankの中央部.チャオプラヤ河とSuphanburi河の間に発 

達した後背湿地卓越地帯と考えられる.かつては,ひどい水不足地帯といわれ 
たが,現在では多くの運河が掘られ,このほぼ全域が乾季稲地帯になっている. 
その稲作の模様は本文62〜65頁に示してある.
本地区は,1910年代の旧5万分1地図によると,極めて多くの川とも沼とも 

つかないものを持っている.いわゆる余水吐型河川の発達する低平地である. 
こうした川筋には自然堤防がないから,洪水期になると膨れ上がった川はどこ 
までもその幅を広げてゆく.こうした状況の中で,1910年代にはすでにここが 
ほぼ全面水田になっていることが示されている.しかし,それはいわゆる“畦 
のない水田”と特記されている.まわりの様子から考えて，おそらくは後には 
深水直播田になってゆくこの地区が，当時はまだ焼畑的な利用をされていたこ 
とが想像される.本地区に東隣する地区74が当時すでに畦が完備し,確立した 
水田になっていたのと比べると，はっきりした違いをなす点である.

1970年代初期には今と違ってまだ多く雨季作が見られた.当時Lat Lum Kaeo 

の西8kmで測定した雨季作稲は稲長170〜210cm程度であった（1972年作）. 
同地点における土壌は次の通りである.
地表ー0.1m :灰色の重粘土.明褐色の絲状斑あり.
0.1-0.2m:黒褐色の重粘土•褐色の斑紋少しあり.
0. 2-0. 3m :黒色の重粘土•ほとんど斑紋なし.
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0・3-0・5m:褐灰色の重粘土・ジプサム結晶少しあり.明黄褐色とオリーブ 
色の雲状斑と微細な結核少しあり.

0.5-0.8m :黄灰色の重粘土・明黄褐色の斑紋多し・ジプサム結晶多し・
0.8—1.0m :灰色の重粘土.明黄褐色の雲状斑多し.ジプサム少しあり.直 
径3cmぐらいのゆるい鉄の結核ごく少しあり（I）.

この附近の湛水模様は本文62頁に示してある.
地区76 Amphoe Bang Lenを中心とするSuphanburi河東岸である.自然 

堤防的な性格がある.この地区の詳細は不明である.ただ,Bang Len-Pathum 

Thani道路ぞいでは,Suphanburi河に接した幅2~3kmが他よりも少し地盤 
が高く,すくなくとも1980年には,そこで稲のかわりにサツマイモを作ってい 
た.もっとも,このサツマイモは畝立てをしている.この地区はその稲作暦も 
東隣する地区75に比べると少し異なる.1980年3月末でみると,地区75ではす 
でに刈取りを完了した所が多いのに,本地区はまだ出穂直後という所が多かつ 
た.
地区77 Nakhon Chaisiの東に広がるSuphanburi河の氾濫原的な部分であ 

る.詳細は不明である.ただ衛星写真から判読すると,ここはその北にある地 
区76の自然堤防的な性格と,地区75の後背湿地的性格の中間の性質を持ってい 
る.この地区と上記の北接2地区との境界は1910年代作成の旧5万分1地図に 
よって引いている.同図によると本地区とした所にのみ極めて多くの独立家 
屋がある.こうした独立家屋は運河にはそわないで,水田中に無秩序に散在し 
ている.各戸は屋敷地をいくつかの掘り池で囲われ,時に環濠で囲われること 
もある.こうした池の土手にはサケー等の木が植えられ,これが薪の材料であ 
ると同時に,防風林の役目を果している.
地区78 Nonthaburiの巨大な果樹地帯の西北に広がる比較的地盤の高い水 

田地区である.水田自体は高地盤上にあるが同時に沼も点存している.全体に 
起伏があるからである.今ではそのほとんどが乾季作になったが,1972年には 
まだ雨季作稲がかなりあった.1972年の雨季作稲は140〜160cmのものが多か 
った.この水田の景観点特徴は水田中に極めて多くのパルミラ・ヤシが立つこ 
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とである.また果樹園に近い東端近くでは,水田と輪中野菜園が交互する. 
Amphoe Bang Bua Thongの南3kmの地点における土壌は次の通りである.
地表ー0.1m :灰黄色の重粘土.赤色のゆるい結核の集合体と黄橙色のゆる 

い結核が多い.
0.1-0. 3m:灰色の重粘土.赤橙色と橙色の雲状斑多し・
0. 3-0. 4m :灰色の重粘土.外縁の明瞭な大きな橙色の斑紋あり.
0. 4—0. 5m :灰色の粘土質シルト.ごく少しの暗褐色の雲状斑とごく少しの 

ジプサム結晶あり(I).

地区79 Thonburiを中心とした果樹園地区である.果樹園は畝と溝とに仕 
立てられてあり,溝には潮汐が入っていて,ピヨ(Acrostichum aureum)が所 
所に生える.果樹はドリアンを含め各種のものがあるが,南部では特にココヤ 
シが極めて多くなる.この地区の北部に位置するAmphoe Bang Yaiの南西 
2kmの土壌は次の通りである.
地表一0.1m :黄灰色の重粘土.赤色と黄橙色のゆるい結核あり.
0.1—0. 3m :灰色の重粘土.オリーブ褐色と明黄褐色のはっきりした斑紋あ 

り.極めて多くのジプサム結晶あり.
0.3—0.5m :灰色の重粘土.橙色の大きな斑紋あり.ジプサム結晶少しあり.
0. 5—0. 6m+ :灰色のシルト質粘土.ごく少しのジプサム結晶あり(I).

地区80 Thonburiの西にあたる.1960年代には移植田が広く広がっていた. 
多くは100〜140cmの稲であった.しかし,1980年の今日では都市化の影響 
を強く受けて,稲作は著しく劣化している.国道ぞいには工場が多く建ち,エ 
場や宅地の進出を待って草地になっている所が広い.今はそうした中に,水田 
と輪中化した畑が点在する.稲作はこのように劣化しているが,一部では二期 
作が行なわれている.水田の畦や路肩などの高みには，しばしば，ナート 
{Prucea indica}が見られる.溝にはピョがよく見られる.Suphanburi河の自 
然堤防に近い所には,よく手入れの行きとどいた果樹園が広い.ミカン,ココ 
ャシ,グアバ,プッサー (Zizyphus jujubか,マカーム・テート(Pithecellobium 
dulce),ブドウ,バナナ等が多い.果樹と水田との境には,時に砂糖キビ,キ 
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ユウリ,ササゲ等の畑がある.
本地区とその周辺は大局的に見ると,一つの高みをなしている•等高線図 

(第47図)では3. 5m〜5mという高い標高を示している.5mという数字はと 
もかくとして,周辺より高いことは間違いない.これは,多分砂州として生成 
されたものである.Ban Om Noiにおける土壌構成はこのことを示している. 
以下はその地層である.
地表ー0・2m :灰黄褐色の粘土.明褐色の膜状斑と絲状斑少しあり.
0.2-0.3m :灰白色の粘土質細砂.灰色の粘土レンズを含む・明褐色の膜状 
斑と絲状斑あり.

0.3—0.8m :灰色の砂質シルトと細砂の互層.赤色のゆるく固まった結核あ 
り.明褐色のパイプ状のゆるい結核あり.

0. 8—1.4m+ :灰白色の粘土と砂の互層.橙色のパイプ状固結物の破片多し 
(I).

地区81 Samut Sakhonの北に位置している.1973年時点では潮汐の浸入 
する水田と不完全な輪中との混在であった.水田は移植で,稲は130~150cm 

ぐらいの長さのものが多かった.水田中にも多くのピヨが見られた.輪中は高 
さ1mぐらいの堤で囲って,内側を畝と溝に仕立てている所が多かったが, 
貧しいココヤシ以外はほとんど作物がなく,むしろ畝の全面をノボタンとナー 
卜(Prucea indica)で覆いつくしている所が多かった.この地区の南西部は漸 
次,マングローブやニッパが混入し,やがて地区86のマングローブ林に移行し 
ていく.
地区82 Thonburi西南に広がる湿地的な水田部.Changwat Samut Sakhon 

の東北東?kmにおける土壌は次の通り・
地表ー0.2m :黒色の重粘土・極めて多くの植物根あり.所によってはルー 
卜・マットを作る.

0.2—0.7m+ :暗灰色から黒色の重粘土.多くの明褐色の膜状斑あり.局所 
的にジプサムとジャローサイトを少し含む(I).

この地点における水田の湛水状況は次の通りである.1月,15cm. 2月,
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10cm. 3月から6月までは湛水なし.しかし,この期間も土はしばしば湿っ 
ている.7月と8月には雨が降ると少し湛水する.9月と10月は10cm.11月, 
12月は10~20cm.こうした条件下で苗代は8月か9月に作り,移植は9月か, 
時に10月に行なう.刈取りは2月から3月にかけて行なう.総て移植で直播は 
ない.ここは現在でも灌漑水が来ないし,塩水の浸入もあるので,作季はあま 
り大幅には変えられないという.現時点で,稲作にとっての最大の問題は水不 
足とネズミ害だという.
実際に田で見る稲は1mぐらいのものが多く,分菓は極めて悪い.しばし 

ば,田中にナートやピョが生えている.時に畦にはナートが非常に旺盛に繁る 
ことがある.こうした貧弱な水田の中に農家は一軒ずつ散在している.どの家 
も40~50cm の盛土をし,サケー,マカーム•テート，ハイビスカス等から 
なる防風林で囲われている.
地区83 Samut SakhonとSamut Prakanの中間 に位置する.魚池，エビ 

池が広く,塩田とマングローブが混在する.水田は極めて小さいー団地がこの 
地区の北縁に近いBan Samae Damの近くにある.この地区は海水浸入に対し 
ては全く保護されていない所で,乾季の衛星写真でみると,ここにはタイ湾の 
水と同じ色の澄んだ水が広い範囲にわたって湛っている.

1912年測量の地図でみると,魚池も塩田もなく,木と草が混ずる塩性湿地に 
なっている.ただ,水田はむしろ現在のものよりも少し広く示されている.
地区84 Samut Prakanの西にあるマングローブ地帯・
地区85 Suphanburi河とチャオプラヤ河の間に広がる瀕海帯・塩田が広く, 

ごく 一部に魚池がある.海岸ぞいにはマングローブが列をなす.ここは1912年 
測量の5万分1地図では,ほぼその全域が塩水湿原となっている.当時はまだ 
塩田はほとんど開かれていない.
地区86 Samut Sakhon北のマングローブ林•マングローブが多いが,川筋 

にはニッパが茂る.時にマングローブが破壊されていて,その跡にピヨ（Acブ〇ー 
stichum aureum）が広い群落を作ることがある.稀に輪中が作られていて, 
その中は畝立てし,ココヤシやモクマオーが植えられている.
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マングローブ林中の表層土は黒色の重粘土で明褐色の斑紋が少しある.場所 
によっては,ジンタン大のゆるいマンガン結核を多く産する.またごく稀にジ 
プサム結晶をも産する.
地区87 Mae Khlong河とSuphanburi河の間に広がる瀕海帯•塩田が広 

<»ごく一部に魚池がある.海岸線にそって,マングローブが残されている. 
1913年測量の5万分1地図では,マングローブを混じた塩性湿原になっていて, 
ごく 一部に塩田が記されている.
地区88 Samut Songkhram南のマングローブ林•マングローブが広いが, 

その中にかなり多くのエビ池や魚池がある.本文83〜85頁を参照されたい.
地区89 Mae Khlong河河口のココヤシ園.かつてのマングローブ・ニッ

パ林を輪中化して,その内に畝を作りヤシ類を作っている.園内の水路には, 
しばしば多くのニッパが生えている.本文87~88頁を参照されたい.
地区90 Damnoen Saduak運河の南に広がる水田,野菜園，ココヤシ園,

湿原の混合地区である.水田は特に本地区の東部に多い.こうした水田は一般 
に極めて貧弱である.直播稲,移植稲ともにあるが,いずれの場合も生え揃っ 
ておらず，途中で消えてしまった株が多い.多くの多年草が田中に生えている. 
移植の場合は8月に苗代,8月末から9月に移植,1月に刈り取るものが多い. 
湿原の中には多くのピヨが混じている.時にはマングローブが田中に突つ立つ 
ていることがある.明らかに汽水の浸入がある.Ban Phaeo南8kmにおけ 
る土壌は次の通りである.
地表ー0. 3m :黒色の重粘土.明褐色の絲状斑あり.
0. 3—0.7m :灰色の重粘土.多くの明黄褐色の雲状斑と少しのマンガンのゆ 

るい結核あり（I）.

同地点における水田は，1月より7月までは湛水なし.8月,9月が15~30 

cmの湛水.10月，11月は30cm.12月，15cmぐらい.湛水の消滅する1月 
以降も,土そのものはかなり長い期間湿っている.

1910年代の旧5万分1地図によると,水田はAmphoe Ban Phaeoを越えて, 
今よりもさらに西に広く存在している.こうした水田は1980年の今日では野菜 
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輪中に変えられてしまっている.
地区91 Damnoen Saduakの野菜輪中地帯・本文78~80頁を参照されたい.
地区92 Damnoen Saduak運河の北に発達する古い砂州地帯である.すく 

なくとも,2 ~ 3条の砂州が東西に伸びる.砂州は周辺より1m以上は高く, 
その上はパルミラ・ヤシの多い藪地になっていて,古くからの塊村がいくつも 
立っている.典型的な場合は明瞭な高みが続き,そこは骨材用の砂採り場とな 
っている.この砂の中からは多くのアサリ,ハマグリ,アカガイの貝殻を産す 
る.砂の高みの間の凹地は黒色の重粘上を持った水田になっている.

この砂州上にはPho Hakの遺跡が位置している.これは一種の古墳で,100 

体以上の人骨を産出したという.今でも多くの上器片,貝殻が散らばっている. 
古墳自体は高さ5〜6mの丘をなし,そこにはプッサー,マカーム•テート, 
パルミラ•ヤシが多い.古墳近辺の土壌は次の通りである.
地表ー0.3m:灰褐色の細砂とシルトの互層.明褐色の絲状斑あり.
0. 3—0. 8m :灰褐色と灰色の混じたシルト.
0.8—1.4m :灰色の砂.リモナイトで固められている.このため遠くからは 
黄色に見える.

1.4一1.7m+ :灰色の砂.
遺跡周辺の水田にはパルミラ・ヤシと蟻塚が多い.蟻塚の上にはタコ（〇レー 

spyros sp^が多い.水田は見るからに高燥な感じで,稲は!00cm前後のもの 
が多い.農民によると,ここは高地盤のために自然流入はもちろん無く,灌漑 
水もかからないので,天水を大変な努力をして湛めこまねばならないという.
地区93 Mae Khlong河右岸にある後背湿地の卓越する氾濫原地帯である. 

全体としては凹地帯であるが,その中に自然堤防の高まりをともなう旧河道が 
何条か見られ,起伏が大きい.Mae Khlong河そのものの洪水よりも,西の山 
から流れ出て来る水が集中してき,それがMae Khlong河の大きな自然堤防 
で堰き止められて,深い湛水を起す.この現象は特にChangwat Ratburi直上 
で最も典型的におこる.
稲長は起伏を反映して長短さまざまである.短いものは1mに満たない.
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長いものは2mを越す.移植と直播が混入する.不安定な水文環境のため稲 
作はしばしば大きな害を受ける
地区94 西のラテライト段丘裾部に発達した一種の扇状地•段丘複合であ

る.地表は砂質な堆積物からなり,ゆるく東に傾いてデルタに漸移している. 
Ratburiの南15kmにおける土壌は次の通りである.
地表一0・2m :灰褐色の粘土 ローム.極めて多くの橙色の絲状斑あり.
0.2—0.3m :浅黄色の粘土 ローム・極めて多くの橙色の斑紋とピゾリス 例

1〜3mm）あり.この層は横方向に薄いラテライトに変化する（HI）・

0. 3-1.3m+ :浅黄色と灰白色が縞状をなす粘土 ローム.褐色の斑紋とピゾ 
リス（力2〜4mm）あり（皿）.

上のものがこの地区の代表的な土壌であるが,より正確には地域的偏差があ 
る.東部の低標高部では全体により細粒になり,一部ではMae Khlong氾濫 
原の土砂が混じてくる.また高位部でも,点在する石灰岩独立丘の周辺では 
grumuso!が発達し,その下からは石灰結核集積体が出る.

この地区の大部分は藪と水田の混合地である.水田にはパルミラ•ヤシが多 
<,旱害のよく起る水不足田である.稲長は1m以下のものが多い.東部の低 
標高地帯では,しかし稲長は120〜140cmぐらいとなり,全体として,パル 
ミラ•ヤシよりもココヤシが多く目につく.
地区95 Ratburi西のラテライト段丘.多くの所はラテライト質であり， 

元はDipterocarpus林であったと考えられる.今も多くの所がDipterocarpus 
の疎林や乾燥した藪になっている.しかし,一部にはキャッサバ畑等も広がつ 
ている.稀に石灰岩質な基盤の部分があり,そういう近くのgrumusol的な土 
壌の所には,砂糖キビも見られる.特殊な土地利用としては,赤土の上でのチ 
ーク林やモクマオ一林がある.
水田は極めて小さいものが疎林に囲まれて散在する.ほとんどが移植である 

が,稀に乾田直播が行なわれている.稲長は100〜120cmぐらいのものが多 
い.こうした水田で,特別大きな団地を作るものがAmphoe Chom Bungにあ 
る.ここには幅2〜3km,長さ7〜8kmの盆地に移植田が集中している.
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疎林として残っている典型的な平頂部の土壌としては,例えばRatburi西 
15kmの次のものをあげることができる.
地表ー0・5m :灰白色の粘土質砂,極めて多くのピンク・クオーツあり.
0.5—0.7m :ピゾリスの集積体.ピゾリスは平均直径3 ~10mm.

0・7—1.5m:蜂の巣状に多孔質な典型的ラテライト（N）.

L5—4. 5m:極めて強く風化を受けた砂岩と頁岩の互層.一部はラテライト 
化している.

4.5—7.0m + :風化した砂岩.
この地区ではラテライト化した部分を含めて,砂岩や頁岩が道路用骨材とし 

て所々で切り出されている.
地区96 Mae Khlong河右岸に広がる水田地帯.西の段丘や丘陵の裾部に

広がる緩傾斜の高燥地で,前記の地区94の北の延長にあたる所である.本来， 
地区94と酷似した水不足地区である.しかし,最近では,Mae Khlong河から 
の送水がなされ，灌漑受益地区に入り,その稲作はおおいに安定した.移植が 
多く,稲長は120~140cmのものが普通である.新デルタの水田部と異なり, 
多くの所でかってのDipterocarpus林が点在している.
地区97 Mae Khlong河の自然堤防卓越地帯.明るい黄色味を帯びた灰色 

の壌土や砂がどこにでもある.起伏がかなりあり,屋敷林と砂糖キビが多い. 
水田はごく限られた凹所に存在している.Mae Khlong河ぞいには,7〜8m 

の崖が続くが,その崖に現われた地層の最上層約2mはたいてい自然堤防堆 
積物からなっている.Amphoe Ban Phong南 1kmにおける地層は次の通り 
である.
地表一2.0m :にぶい黄橙色の細砂.
2.0-3.0m :浅黄色のシルト質粘土.にぶい橙色とオリーブ黄色の膜状斑あ 

り.
3.0-3.2m :灰黄色のシルト質粘土•浅黄色のぼやけた斑紋あり.
3.2-5. 5m :灰白色とにぶい黄橙色の混じた粘土.
5.5-5. 8m :灰色の粘土.にぶい黄橙色の小さい雲状斑あり.
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5. 8-6. 0m :灰白色と明黄褐色の混じた粘土,ぼやけた灰褐色の斑紋あり 
（I）.

6.0—6.5m :マンガン•ピゾリス 03〜4mm）と石灰結核 01〜3 cm） 

の集合体（田）.
6. 5—6. 9m :極めて多くのピンク・クオーツを持った粘土質砂.かなりよく 
固結している（田）.

Ban Phong上流では,Mae Khlong河の河床より骨材用の砂の採取がよく行 
なわれている.
地区98 Mae Khlong河の最も新しい扇状地として作られた所である.5 

万分の1地形図でも衛星写真でもAmphoe Ban Phong近辺を中心に東南方向 
に扇状に広がる砂や壌土の高みが明瞭に認められる.そこは木の列が多く,他 
に砂糖キビが多い.こうした高みの列に挾まれて水田がある.水田はその圧倒 
的に多くの部分が移植田である.稲長は120〜150cmのものが多い.こうし 
た水田のうち,木の列や砂糖キビに接した所のものには乾季に広く緑豆が作ら 
れる.他にはトウモロコシ,キュウリ，ネギ等が作られる.Amphoe Ban Phong 

の東南5kmにおける土壌は次の通りである.
地表ー0.8m :黄灰色の砂.粘土の薄層を挾む.
0. 8—1.1m :シルトと砂の互層.極めて多くの白雲母片あり.
1.1-1.2m :暗灰色の砂質粘土. 土器片が混入している.
1.2-1.7m :褐灰色の粘土.多くの明褐色のジンタン大のゆるい結核あり.
1.7—1.9m+ :暗灰色の粘土.赤色の斑紋少しあり.多くのジプサム結晶あ 

り.
上の土壌断面には汽水性粘土の上に扇状地堆積物がおおいかぶさった様子が 

よく示されている.
地区99 Nakhon Pathom南に広がる水田地区である.この地区は全体とし 

て西北に高く,南に低くなっている.これはMae Khlong扇状地の影響である. 
Nakhon Pathomに近い北部では水田中に極めて多くのパルミラ・ヤシを持つ 
ている.ここは移植と直播の混合地帯である.稲長は140〜160cmのものが 
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多い・西縁のAmphoe Bang Phaeあたりも地盤は高く,起伏がある.ここで 
は壌土質の土壌が比較的広く,そうした所では水田の裏作に緑豆を作る所があ 
る.この部分も移植と直播が混在する.本地区の中央部から南部にかけては深 
水直播地帯が広がる.稲は2 mを越すものがあり,最長のものでは2.5mに 
達する.こうした稲では,根元の1〜1.5mに水中根が出ている.稲は直播の 
場合,6月，7月,8月に播種する.移植の場合は7月,8月に苗代,8月末 
から9月にかけて植え，1月から2月に刈る.Nakhon Pathomの東南1km 

における地層は次の通りである.
地表ー0.2m :暗灰色の粘土.
0. 2-0.4m :灰色の重粘土,多くの明黄褐色の雲状斑と多くの鉄ならびにマ 

ンガンのゆるい結核ゆ3〜7mm）あり.
0. 4-1.0m+ :灰色の重粘土•橙色の斑紋と多くのジプサム結晶あり（I）.

同地点における水田の年間湛水状況は次の通りである.すなわち,1月は 
10cmの湛水.この湛水は2月初旬に消え，それ以後7月まで田は乾く• 8月, 
田は湿り,一部に湛水が開始する.9月，10〜15cm.10月，10〜30cm.11月, 
45cm.12月には減水してゆく.

この地区で最も深い湛水をするのは,その西南隅である.ここはMaeKhlong 

河の後背湿地にもあたっており，それがMae Khlong河自身とDamnoen Saduak 

の輪中地帯で排水口を塞がれて,高水位期には深く湛水する.1.5mの湛水也 
稀ではない.この附近の一例として,Ratburiの東北8kmにおける土壌は次 
の通りである.
地表ー0.2m :暗灰黄色のシルト質ローム.明褐色の斑紋多し, 
0.2-0. 7m:暗灰色の重粘土.明褐色のぼやけた雲状斑少しあり.
0.7-1.2m :黒褐色の重粘土・明褐色の絲状斑少しあり.ジプサム結晶少し 

あり.
1.2-1.5m+ :明褐灰色の重粘土.明褐色の絲状斑多くあり.上部より落ち 

こんだと思われる灰色の重粘土が亀裂にそって入っている（I）.

かくしてこの地区は地形,土壌ともに,かなりの変化を示すが，さらにもう 
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一つ変化を与えるものとして,その南部に旧海岸砂州の高みかと思われるもの 
が,南西一北東方向に1〜2条のびている.
地区100 Nakhon Chaisiの南にある果樹,野菜のための輪中地区•かって 

は直播・移植混合の稲田であったが,そこに高さL5mぐらいの土手を築い 
て,いくつかの小輪中にしたものである.ブドウ,バナナ,プッサー（Zizyphus 
jujuba）,マンゴー等の果樹の他,トウガラシ,ササゲ,トマト等の野菜が作ら 
れる.その有様はDamnoen Saduakの輸中地帯に酷似している.輪中に隣接 
して，一部はまだ稲田が残っているが,そうした所の稲は,多く180cm前後 
にのびる.今では直播稲が多い.
地区101 Nakhon Pathom の東方で，Mae Khlong 扇状地と Suphanburi 河 

氾濫原の漸移地区である.バンコクーNakhon Pathom 道ぞいには扇状地の性 
格が強く見られる.一方,この地区の東北隅では氾濫原の性格が強く見られる. 
Bang Nong Kaphi-Khok Khamao-Chorakhe と続く Suphanburi 河の旧河道地帯 
などは後者の典型例である.総じて水田地帯であるが,上のような地形的特性 
のために,1〜2mの起伏がある.扇状地性の高みや新•旧のSuphanburi河の 
自然堤防の上には,砂糖キビ,野菜,果樹等がある.水田そのものも,起伏に 
したがって高みの1m ぐらいの短い稲から,低みの2mを越す稲まで変化 

する.高みの水田には極めて多くのパルミラ・ヤシが立つことがある.Nakhon 

Chaisiの西3 kmにおける土壌は次の通りである.
地表ー0.1m :暗灰黄色のシルト・橙色の絲状斑少しあり.
0.1—0.3m :暗灰色の粘土.ごく少しの橙色の斑紋あり.
0.3—0.5m :灰オリーブ色のシルト.ジンタン状 01〜2mm）のマンガン 

のゆるい結核あり.
0. 5-1.2m+ :灰色の粘土と細砂の互層.多くの雲母片を含む.海棲貝の破 
片やカニの爪を少し産する.巣穴をうめた粘土の柱状のものあり（I）.

地区102 Mae Khlong扇状地の南部•ここは生きている扇状地の最も典型 
的な部分である.旧Mae Khlong河と思われる川跡が多く残っており,それ 
らの水路の一部はまだかなり恒常的に水を流している.持にBan Tha Ruaで 
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分岐した分流は明瞭な河筋を残している.これは今では,その本流からの分岐 
点において頭首工が設けられ,水路化されている.こうした豊富な水のおかげ 
で,ここは古くから水田が広がっている.1910年代の地図を見ると,Mae Khlong 

扇状地の北部の大部分がまだ森で覆われているのとは対照的に,ここにはすで 
に水田が広く広がり,大きな集落ができている,現在でもここは砂糖キビより 
も水稲が多い地区である.

この部分の地表は非常に広い部分が砂質な土壌を持っている.Nakhon Path- 

omのT形三叉路よりU Thong道をとって北へ6 kmの地点の土壌は次の通 
りである.
地表ー0.7m :灰黄褐色とにぶい黄橙色の混じた壌土.多くの黄褐色のゆる 

い結核あり.
0. 7—1.1m :灰色のシルト質粘土.ごく少しの明褐色の斑紋あり.
1.1-1.4m :灰白色の粘土.明黄褐色の雲状斑少しあり.ごく少しのマンガ 

ン膜あり.少しの石灰結核（長さ0. 7cm）あり.
1.4-1.9m:灰白色の粘土.にぶい黄褐色の,少し固まりかけた斑紋あり. 
極めて多くのジプサム結晶（長さ5mm）あり.

1.9-2. 2m:暗灰色の重粘土.多くの赤色の膜状斑と少しの橙色の絲状斑あ 
り.多くのジプサム結晶あり,

2.2—2.4m :灰黄褐色の重粘土.多くの黄色のジャローサイトと少しのジプ 
サム結晶あり.

2. 4-2.7m+ :灰黄褐色から灰褐色の重粘土.少しの植物遺体と,少しのジ 
プサム結晶あり（I）.

ここには汽水成の粘土を扇状地堆積物が覆っている様子が示されている.
地区103 Mae Khlong扇状地の北半分である.扇状地特有の扇頂からのび 

る放射状の高みとその間の低みの組合せによる起伏が続く.起伏は2〜3mに 
達する.高みには藪か砂糖キビがあり,低みには水田がある.高みの砂糖キビ 
畑には所々に掘抜井戸がある.多くは7〜10mの深さである.そこから少し 
石灰分のある水を揚水する.こうした井戸のまわりには,よく野菜の苗床が作 
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られている.凹所の水田は多くは移植である.しかし,水がかりの悪い所は直 
播とする.砂糖の値が悪いと,この直播田が砂糖畑に侵入してゆく.逆に砂糖 
の値が良いと水田地帯に砂糖キビが降下する.砂糖キビはしかし,あまり低位 
には降りられない.砂糖キビは5日以上の湛水には耐えられないからである. 
本地区では砂糖キビの植えられるような高燥地が80%以上を占める.

この地区の土壌はnon-calcic brown soi!とgray podzolic soi!の混在である. 
Mae Khlong扇状地は本文中ではその総てを生きている扇状地として述べてい 
るが,実際には,これはその南部すなわち地区102の性格を強調したものであ 
って,本地区はむしろ死んだ扇状地の性格をかなり強く持っている.
地区104 Bo Phloiの丘陵とMae Khlong扇状地に挾まれた狭い谷地であ 

る.2〜3mの起伏があるが,そのうちの低みは水田になっている.稲は移植 
が多い.稲長はふつうは1m内外の短いものであるが,一部には150〜160cm 

のものもある.安定した水源を欠き,旱戰の危険が常にある.高みには藪が多 
いが,時にソルガム,キャッサバ,棉,煙草,それに一部では砂糖キビも植え 
られている.
土壌は水田部といえども酸化鉄の小破片を持った砂質なものが多い.Amphoe 

Phanom Thuanの北東北4km地点におけるやや高位と思われる所の土壌は次 
の通りである.
地表一0.2m:灰黄褐色の砂質上.多くの白雲母あり.
0.2—2.0m :にぶい黄褐色の粘土質ローム.極めて多くの明赤褐色,赤褐色, 

にぶい黄橙色等のゆるく固結した結核あり.ごく少しの鉄ならびにマンガ 
ン•ピゾリス（0 2〜4mm）の礫を産する（I）.

2. 0—3. 5m :灰白色とにぶい黄橙色の混じた重粘上.鉄ピゾリス（力2〜4mm） 

少しあり,極めて多くの石灰結核あり（皿）.
地区105 Kanchanaburi北にある独立丘の多い準平原様の地区である.独立 

丘ならびに準平原の基盤が砂岩でできている所ではred yellow podzolic soil 

もしくはgray podzolic soilが多く,一部に煙草畑と水田が見られる.煙草畑 
は独立丘の脚部に多く見られ，水田は凹地を占めている.水田は水不足が厳し
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<,多くの所で稲が枯死する.生き残った稲も稲長80〜100cmといった短小 
なものが多い.水田中にも,パルミラ・ヤシ や サダオ(Melia indica)がよく 
見られる.基盤が石灰岩でできている所にはgrumuso!が発達し,砂糖キビが 
多い.そうした所も凹地には一部に水田がある.もっとも,砂岩地帯も石灰岩 
地帯も,その圧倒的に多くの部分は藪でおおわれている.
地区106 Amphoe U Thongの北にある独立した石灰岩丘陵とそれをとり 

巻く台地である.衛星写真で見ると,ほとんど水路がなく,いわゆる石灰台地 
の無河川地形を示す.現在の土地利用は一部の自給用畑作以外は散在する砂糖  
キビ畑である.これは特に本地区の北部に少しまとまったものがある.凹地に 
は小さい水田が稀にある.しかし,本地区の大部分は藪地である.

1910年代の5万分1地図によると,石灰岩丘陵麓部には竹が極めて広く,そ 
こで焼畑の行なわれていたらしいことを想像させる.他の大部分のところは森 
林で覆われている.水田は皆無であるといってよい.本地区の北端には典型的 
なモン型の環濠集落の遺跡が見える.南端には,これまたU Thongの大きな 
楕円形の環濠が存在している.古代には,この丘陵をとりまく一帯は極めて重 
要な位置を持っていたのかも知れない.
地区107 Amphoe U Thongの南にある小さい扇状地様の小区画である.

これはMae Khlong扇状地の西を画する地区104がその出口で作る二次的な 
扇状地である.このことは衛星写真で見るとよくわかる.この地区の表層は広 
く砂質なもので覆われている.
多くの部分が移植田になっているが,稲長は100~130cmと短い.水田中に 

はしばしば多くのパルミラ・ヤシやココヤシが立つ.また藪が点在する.この 
地区は1910年代の地図には，すでに確立した水田区として示されており,開田 
がかなり古いことを想わせる.推察にしか過ぎないが,仮にU Thong遺跡に 
附随した水田を求めるとすれば,この地区などはその有力候補ではないかと思 
わしめるような所である.
地区108 Mae Khlong扇状地裾部を占める細長い部分である.起伏は1.5m 

以上に達する.この地区の西半分すなわち高みの部分は砂糖キビが多く,その 
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中に浅い谷状地をなして水田が入りこむ.その水田は移植が多い.東半分にな 
ると水田が広くなり,そこでは移植と深水直播が混在する.稲長は高みのもの 
は1m以下,低みでは2mを越すものも少しある.Song Phi Nong西6 km 

地点における土壌は次の通りである.
地表ー0.3m :灰褐色の粘土.斑紋なし.
0.3-1.3m:灰色の粘土.多くの黄橙色の斑紋あり.
1.3-1.7m:灰色の砂.小礫をふくむ（I）.

地区109 Suphanburi河西岸で北のAmphoe Song Phi Nongから南の 
Amphoe Bang Len に続く 凹地帯である.Suphanburi 河と Song Phi Nong 河 
の氾濫原の性質が強く,同時に西方からMae Khlong扇状地の影響も少しあ 
る.起伏は1〜2mである.高位を占めるごく一部の砂糖キビを除くと,全体 
としては浮稲が多い.浮稲は2. 5m以上のものも見られる.これは特にSong 

Phi Nong周辺に多い.Song Phi Nong 〇 2 km南における土壌は次の通りで 
ある.
地表ー0.3m:暗褐灰色の重粘土.多くの明褐色の絲状斑あり.
0. 3-1.3m :明るい灰色の重粘土.多くの黒色のゆるく固まった斑紋あり.
極めて多くのジプサム結晶と少し軟らかいピゾリス0 5〜7mm）あり.

1.3—1.6m+ :灰褐色の重粘土.極めて多くのジャローサイトあり.
同地点における水田は,1月より7月までは湛水なし.8月,局所的に湛水. 

9月になると全体が湛水し,10月,11月は40〜50cm.12月にはそれが減水し 
て多くは乾き上がる.

1970年代に入ると，南部，特に Amphoe Bang Len と Amphoe Kampaensen 

の間の道路ぞいでは多くの所が輪中に作り上げられ,その中で乾季の西瓜作り 
が広くなった.標準的な作季は10月本田に直接播種,1月に収穫する.一部に 
は出荷期間を考えて,もう少し遅く植え,3月頃に収穫するものもある.この 
西瓜畑は西方では地区108に漸移する.西瓜以外に1970年代に入ると,米の乾 
季作も多くなった.3月苗代,4月移植，6月から7月に収穫という乾季作で 
ある.この場合乾季作だけを作って雨季作を作らないことも多い.
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地区110 Suphanburi河や西の扇状地・段丘複合からの流出水が集中して来 
る洪水集中地区である.雨季の洪水は激烈に来,湛水深は極めて深くなる.こ 
のため,草丈2mを越す浮稲が随所に見られる.しかし,地表は必ずしも平坦 
ではなく,したがって全域が浮稲で覆われるわけではない.高みでは1.2mぐ 
らいの稲も見られる.本地区の稲は圧倒的大部分が直播であり,播種はふつう 
6月に行なわれる.ごく一部の所では,最近乾季作も行なわれるようになった. 
これはふつう3月に直播して,6月か7月に刈り取られる.Suphanburiの西 
南西約12 kmの所にあるBan Makham Lomにおける土壌は次の通りであ 
る.
地表ー0.5m :暗灰色から黒色の重粘土.この層の下位部にはジプサム結晶 

あり（1）・

0. 5—0. 9m + :オリーブがかった灰色の重粘土. 2〜3mm長さのジプサム結 
晶多し.ごく稀に長さ1cm程度の石灰結核を含む（丑）.

この土壌は地表下0. 5mですでにFormation IIを持っている.このことから 
もわかる通り,この地区はすでに狭義の新デルタではない.純粋に地質学的な 
観点からすれば,古デルタの一部とすべきところである.しかし,本文中では 
一応,新デルタの一部として取扱っている.理由はSuphanburi河右岸堤防に 
よる洪水の堰止め効果が極めて大きく,この地区全体が大きな難排水区をなす 
からである.乾季に入っても,ここはかなり長期に湛水する.同じSuphanburi 

河の氾濫原でありながら,本地区に北接する地区112と本地区との違いは,こ 
の乾季初期の水分環境の違いである.前者では排水は良好で,田面は乾季にな 
ると早々に干上がる,これに対して本地区はかなり後まで湿っている.このこ 
とは1月の衛星写真には極めて明瞭に示される.
地区111 Suphanburi河の自然堤防部である.現河幅に対しては不釣合に 

雄大な自然堤防が発達している.河自体は4~5mの崖を作って流れているが, 
この河は砂堆積によって常にその河床を高めているといわれる.河に接しては 
厚い樹木の列があり,その中に集落がつらなる.それより後背湿地側にかけて 
はパルミラ・ヤシの多い水田が広がる.そこは稲の跡にトウモロコシや緑豆を 
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作る二毛作田が多い.他に畑もあり,特にSamcuk周辺では砂糖キビが多 
い・変わったものとしては,Si Prachanの下流でクログワイの田を見る. 
Samcukより下流では米の二期作も広い.本地区の最下流にあたるChangwat 

Suphanburiの南4 km地点における,Suphanburi河河岸にみられる露頭は次 
の通りである.上位2層の110cmがいわゆる自然堤防堆積物である.
地表ー0.7m :灰赤色の粘土 ローム.多くのにぶい赤褐色の雲状斑あり・し 

ばしば多孔質な感じがする.
0.7—1.1m:灰赤色の粘土質ローム.亀裂が所々にあり，そこに灰色の粘土 

が落ち込んでいる.暗赤褐色の雲状斑が少しある.
1.1-1.4m:灰色の重粘土•多くの明赤褐色と赤褐色の雲状斑あり.多くの 
鏡面が発達している.

1.4-1.7m:黒色の粘土.赤褐色の小さな雲状斑少しあり.割れ目があって, 
そこに灰褐色の粘土質ロームが入りこんでいる（I）.

1.7—2.0m :明褐灰色の粘土.極めて多くの赤褐色の斑紋あり.ごく少しの 
ジプサム結晶あり（U）.

2.0-2.3m+ :灰色の粘土.赤褐色の斑紋少しあり（H）・

地区112 Suphanburi河やその分流が作った氾濫原である.自然堤防と後 
背湿地の起伏は2mに達する.自然堤防上には木の列が続き,時にその近く 
が西瓜や砂糖キビの畑になっている.そうした自然堤防に隣接する高みの水田 
には蟻塚が30~100m間隔で立つ.そこでの稲はほとんどが移植されており, 
稲長は100〜120cmである.低みは直播が多く,稲長は160〜180cmが多い. 
一般的にいって,この地区では南に行くほど長い稲が多くなる.

Suphanburiの西4kmにある農業技術訓練所の職員によると,訓練所附 
近の水田中の例年の湛水模様は次の通りである.すなわち，1月より4月まで 
は田は乾く. 5月に少し雨が来て，土は湿る.6月には局所的な湛水の発生す 
ることがある.7月もふつうは6月と似たような状態が続く. 8月にはじめて 
全面湛水開始.9月にはそれが深くなる.10月と11月は最深湛水月で,ふつう 
1m くらいになる.12月に減水して，年内にはたいていの所から水が消える.
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Suphanburi-U Thong道路をSuphanburiより14km進んだ地点での土壌は次 
の通りである.
地表ー0.1m :灰褐色の重粘土・橙色の絲状斑少しあり.
0.1-0. 4m :褐灰色の重粘土.褐色の斑紋少しあり.多くのジプサム結晶 

（長さ3mm）あり（II）.

0. 4—0. 8m + :にぶい褐色の重粘土.赤色の小形で少し固まった斑紋あり. 
ジプサム結晶（長さ3~5mm）少しあり（丑）.

地区113 Dan Chang扇状地の灌漑扇裾区.本文U2〜113頁を参照された 
し.
地区114 Dan Chang扇状地の旧開扇央区.本文113頁を参照されたし.
地区115 Dan Chang扇状地の新開扇央区ならびに扇頂区の合したもの・ 

本文113〜114頁を参照されたし.
地区116 高位段丘面であるが詳細不明.
地区117 Hankaの西に広がる高燥な水田地区である.このあたりのSuphan

buri 河は全く沖積平野を持っていない.古い扇状地地層を直接Suphanburi河 
が削っている.地表はゆるく東に傾き,その地表は砂質粘土で覆われている. 
砂には極めて多くのピンク・クオーツが混じている.表層部にも酸化鉄の破片 
やピゾリスが散在していることが多い.5mぐらいの井戸から掘り上げられ 
た地層は青味がかった灰色のよく締った粘土と砂の互層である.それには黄褐 
色と明褐色の大きな斑紋が多く,極めて多量のピゾリス0 3〜7mm）と石灰 
結核 0 5〜10cm）を混じている.
水田は多くの所で藪と混在し,パルミラ・ヤシと蟻塚がいたる所に見られる. 

乾田直播が多く,稲長は70〜80cmのものが多い.農民によると,ここは大 
変な水不足地域で,しばしば耕作不能の年がやって来るという.また仮に無理 
をして播種しても登熟期に批秋になってしまうものも多いという.
地区118 デルタ西北端の扇状地・段丘複合上にあり,gray podzolic soilで 

覆われた段丘である.一部では粗砂が広域に広がることもある.所々に砂岩の 
独立丘が立っている.圧倒的な大部分はDipterocarpusの疎林と藪で覆われ 
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ており,そこは放牧地や薪炭林として利用されている.こうした藪に囲まれた 
ようなかたちで所々にキャッサバ畑がある.時にソルガムや棉,陸稲をも混ず 
る.同じく藪や疎林に囲まれて,低みの一部には水田がある.例年はそうした 
水田の半分ぐらいにしか稲を作らないという.しかもほとんどが乾田直播であ 
る.稲長は70〜100cmのものが多い.一部の独立丘の脚部には砂糖キビがあ 
るらしいが,詳細は不明である.
乾季には飲み水に大変困る.所々,水田中にツルベ井戸の掘られているのを 

見るが,乾季の水位は地表下4〜5mのことが多く,それらは多く白濁してい 
る.井戸から掘り上げられた地層は半固結の粘土と砂が多く,多くのピゾリス 
と大型0 5〜10cm）の石灰結核を持っている.これは典型的なFormation HI 

の地層である.
地区119 Wat Singの西に広がる死んだ扇状地である.全体の様子はDan 

Chang扇状地に酷似する.この地区の大部分は明るい灰色のgray podzolic soil 

で覆われた水不足地帯である.高みには藪が多く,低みには貧弱な水田が広が 
っている.水田は乾田直播と移植が混在する.稲長は1m以下のものが多い. 
藪と水田の間には,畦はあるが稲の作られていない所が極めて広い.こうした 
所は特別の多雨年にのみ耕作される.普通年には,ここには牛’水牛が放牧さ 
れる.

この地区も扇頂に近くなると,疎林と藪が多く,それに接して時に,キャッ 
サバ,ソルガム,陸稲,煙草等が出てくる.Wat Singのすぐ西における土壌 
は次の通りである.
地長一0. 5m:ピンク・クオーツの多い赤灰色の粘土質砂.
0.5—0.6m :薄いラテライト（田）.
0.6—0.9m十:よく締った砂質粘土・明褐色,赤褐色,黄褐色等の大きな斑
紋が極めて多い.
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あとカ、:き

本書は久馬一剛氏が京都大学東南アジア研究センターに同僚としていた頃, 
同氏を筆頭に行なった共同研究の成果である.共同研究の仲間には,服部共生 

（京都府大）「海田能宏,福井捷朗（以上,東南アジア研究センター）の諸氏がいた.
私共は,チャオプラヤ,メコン,イラワジのデルタを調査しており,これらの 
調査が一段落したところで,私が仲間を代表して,これら3デルタの調査報告 
を行なう任を負うことになった.

3デルタをまとめ始めてみると,チャオプラヤ•デルタのみが断然多くの資 
料を持っていることに気がついた.この結果,急遽予定を変更して,同デルタ 
のみを単独に分けることにした.本書はそうした措置の過程で出てきた一冊で 
ある.他の2デルタについては,いずれ機会をみて発表しなければならないと 
考えている.
本書に用いた資料の多くは私共が現場から集めた一次資料である.特に自然 

環境と農業技術に関するものは，そのほとんどがそうである.私自身は1966年 
に調査を開始したのであるが,思い起してみると，当時は熱帯デルタに関して 
は皆目情報のない時代であった.調査方法自体が分からず,ただ,やみくもに, 
あの広大なデルタを歩いたのを憶えている.
今日とても,デルタが解明されたなどとは,私共はけっして思っていない. 

ただ，どうやらこうやら,その輪郭だけはつかみ出せる段階に至ったのではな 
いかと思うのである.この本はこうした輪郭呈示としてとらえていただきたい. 
今後,一人でも多くの同学の士が現われて,本書を訂正あるいは発展せられん 
ことを強く望むものである.このことは，日本人にのみ期待するだけではない. 
欧米の学者を含むわけであるが,特に,最近急速に育ちつつある東南アジアの 
学者にそのことを一層強く期待したい.
原稿がひと通り出来上がったところで,何人かの同僚にまわし読みをしても
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らった.共同研究の仲間はもちろんであるが,石井米雄氏をはじめとするセン 
ターの人文系諸兄の多くが読んでくれた.この人達とは,すでに十数年間セン 
ターでいわば寝食を共にした間柄である.この間に彼等の物の見方や体臭まで 
が,私自身にこびりついてしまったような感じがする.自然科学を専攻した私  
が,例えば,デルタの稲作文化史的背景を,結びにかえて書かねばおられない 
ような気持にさせられたのは,この人達の影響である.
何回か行なった調査旅行のうち,最後のものはChulalongkorn大学のDr. 

Narong Thiramongko!と共に行なった.同氏はそれに先立つ1978年4月から翌 
年3月までの1カ年間,京都に滞在しており,最近の数年間だけをとると,同 
氏との共同研究は日本人の仲間とのそれよりも密である.本書の巻末に付論と 
して収載した「地域区分と各地区の記載」は,同氏との共同執筆である.
以上,多くの方々から指導や影響,協力を得ている.しかし,とりわけ,こ 

の作業中大きな庇護を受けたのは,前所長の市村真一先生と現所長の渡部忠世 
先生からである.両先生は常に私を,叱陀激励して下さった.その公私両面に 
わたる援助には深く感謝している.
最後に出版の段階に入ってからは,創文社の久保井正顕氏からいろいろ御援 

助をいただいた.初めての出版で不なれな私を親身に助けていただいたことに 
感謝の意を表したい.なお,本書の刊行にかんしては,昭和56年度文部省研究 
成果刊行費の交付を受けた.

1981年8月

高谷好
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裏作...........................................................39〜40
運河............................................... 11,26 〜29,33

——アユタヤ期の............................. 220〜226
——Rama D!王以前の..................227〜229
——Rama IV王時代の......................230〜232
——Rama V王時代の......................231〜235

エビ...........................................................84〜85
FAO .....................................................  284, 299

沿岸湿地................. 22,72〜81,85,129, 207, 276
塩害.................................... 77〜78,80,150, 208
塩水..........13,81,88,182,187,198, 203, 263, 265
塩水浸入...........................................82,211,187, 222
塩田.................................... 81〜82,86,187,209
園地....................................... 238〜241,243,305
塩分............................................73,155,167, 209
横断運河................................  231,235, 291,303

カ行

海岸砂州…….............................................13, 51
海岸湿地稲..................................................... 204
海岸部..........13,22,71,170,196〜197, 203, 208,

210〜212, 231, 248, 250〜254, 228
海成粘土…42,15W153,155,183,189, 208, 210
開発戦略...............................................192〜193
開田............. 57,105〜106,113〜116, 241〜246,

251〜252, 257, 260, 263, 277

開田用運河...................................... 231, 236, 304
カオ・ナ・スワン.......................................... 266
カオ・ナック.......................................... 199, 259
カオ•バウ..............................................201,259
華僑.......................................... 230,233,236,303
果樹..........32, 36, 66, 79,185, 209, 236, 240, 266, 

298, 305

河川密度................................................... 54,133
カ トム (Mitragyne javanica var. 

microphylla) ..............................41,47,186

カヤツリ草................................................41,248
刈取り.............................................................199
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----- West Bank の.....................................64

-----沿岸湿地の............................................ 74
——ー古デルタの.........................91,100〜101
----- Sena凹地帯の .............................56〜57
----- Ban Phaeo の............................. 77〜78
----- Rangsit 地区の.....................................33
----- Lopburiグルムソル地区の................ 124

下流部............................................................. 78
灌漑局..............257, 261, 263, 267, 269, 285, 288
灌漑水........................................32,93,101,191
灌漑水路...................................... 39, 99,106,122
灌漑扇裾区............................................ 112〜113
乾季................................................11,23,31〜32
乾季稲....................................... 34, 92. 295〜296
乾季作..............33,197, 212, 295, 297〜299, 306

----- West Bank の............................... 63, 67
——古デルタの............................................92
----- Sena凹地帯の .....................................56
----- Rangsit 地区の............................. 33〜34

感光性.............................................................. 34
環濠.........................................................228, 235
幹線水路.............................27, 29, 265, 271,287
感潮河川........................... 13, 78,84,87,150,173
感潮帯..............152〜153,155,197, 203, 208, 211
乾田直播……103〜107,111,113, 200〜202, 205,

207〜208, 212
——古デルタの............................................91
----- Dan Chang の..........................115〜116
----- Prachinburi の................................... 128
----- Mae Khlong 流域の........................119
----- Lopburiグルムソル地区の.................124

旱越…35,106〜107,190,193, 258, 271, 277, 289
気温...............................................................7〜8
汽水成粘土…23,99,137,147,151〜156, 208, 210 
キャッサバ..........111〜112,114,126 〜128,301
旧開扇央区......................................................113
強制送水........................................... 61,197, 295
局所的降雨.......................................160,167,172
漁業........................................ 85, 213, 250〜251
魚池...................................................76,187, 209
ククカンビン................................................... 66

掘削権................................................... 234, 257
グアバ........................................... 30,36,66〜67
グルムソル..................... 144,149,158, 208, 210
gray podzolic soil..............148〜149,158, 208
Great Soil Group................................. 147~149

コイ(Streblus asper)…41,92,96,185〜186

耕起................. 35,198, 200〜201, 223, 257〜259
■-----West Bank の.................................... 64
——古デルタの.........................92,100〜101
----- Sena 凹地帯の .....................................56
----- Dan Chang 扇状地の........................112
-----Noi« Lopburi 氾濫原の.............. 43〜44
----- Ban Phaeo の.....................................77
----- Prachinburi の................................... 127
----- Lopburiグルムソル地区の...............124
----- Rangsit 地区の............................. 25〜26

降水量........................................... 7〜8, 24, 262
高収量品種...........................................34,44,64
洪水.........................13,16, 71〜72, 208, 257, 271
洪水害..............71,190,193〜194, 258, 266, 277 
洪水位................................... 164,177〜178, 294
洪水調節能力....................................... 179〜180
後背湿地…… 14〜15, 37, 41〜48,68,138〜139, 

169,172,175, 224, 285, 302
荒蕪地…242, 251, 263, 277〜280, 291,302〜305
閘門....................... 197, 262〜263, 265〜269, 273
ココヤシ..............29 〜30, 36,41,67,74, 77,83,

87〜88, 93,185, 214

小作...................................................... 263, 279
コショウ.......................................229,237〜240
コック・サムリャム(pyperus digitatus)…

..................................................................51,72
古デルタの高燥部.................................... 90〜91
古デルタの砂糖キビ卓越部..................... 91〜92
古デルタの扇頂部............................................90
古デルタの扇裾部.................................... 92〜94
古デルタの中位部...................................... 92,94
古デルタの南部............................................... 99
古デルタの北部.....................................102〜103
Conservation areas.............................. 176〜180

サ行

Sir Thomas Ward..............270〜273, 276〜277 

最大湛水深................. 23,69,71,169〜172,184
サケー (Combretum quadrangulare)...... 29, 

47,66,74,186
サダオ｛Melia indicd)..................91,110,185
砂糖キビ................. 67,90〜92,111〜112,114,

117〜121,185, 216, 231,235〜244, 289, 303
作季.......................................... 202, 206, 209, 296

----- West Bank の.............................63〜64

——沿岸湿地の............................................74
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——古デルタの............................91〜92,100
----- Dan Chang 扇状地の........................112
----- Noi • Lopburi 氾濫原の......................43
----- Bang Pakong 氾濫部の...................... 71
----- Prachinburi の................................... 127
----- Mae Khlong 流域の---------------- 119 
----- Rangsit 地区の............................... 25,.33
-- Lopburiグルムソル地区の...............124 

サヌー (Sesbania sp.) .......... 51,74,184,186
山間盆地...................................................14〜17
酸性硫酸塩土壌……23,149,153〜156,183,189,

210
山地...........................................................12〜13
散播........................ 24,35,63,198, 200, 244, 249

----- West Bank の.....................................63
——古デルタの............................................91
——ソルガムの.......................................... 123
----- Dan Chang 扇状地の........................112
----- Noi-Lopburi 氾濫原の.............. 43~44
----- Rangsit 地区の.....................................25

産米林.............................................................200
在来稲......................................................45, 206
塩...................................................217, 229, 231
自然堤防..........14〜15, 39〜48,50,89〜90,93,

99,138〜139, 211, 224, 285
湿性地...........................................187,211〜212
湿地移植.................203〜205, 209,212,246,251
湿地林...............................................82,186, 251
シャム運河掘削•水田灌漑会社……27,34,193,

234, 236, 250, 252, 256, 262, 268, 274, 290
舟運......................... 265, 267, 273, 276〜277, 299
浚湊...............................................267〜269, 276
植生図..................................................187〜189
Shorea ................................................184〜185

Sirikit ダム................................... 173,180,195
代搔き.................................. 14, 35,199, 201,203

----- West Bank の.....................................63
-----古デルタの.......................................... 101
——Sena凹地帯の .....................................56
----- Noi-Lopburi 氾濫原の......................44
----- Prachinburi の................................... 127
----- Lopburiグルムソル地区の.............. 124

新開扇央区............................................113〜114
新開地............................................255, 257~261
シンジュガヤ.................................183〜184,189
深水直播................. 31~32,92,198〜200, 205,

207〜209, 222, 245

----- Noi-Lopburi 氾濫原の....................44 
----- Mae Khlong 流域の........................... 119 
——Rangsit 地区の..........24〜26, 28〜29, 33

死んだ扇状地...... 115,145 〜148,158,165,185,
207〜208

新デル夕海岸部............................. 172,196,300
新デルタの堆積環境.............................150〜152
新デルタの中央部……172,196—197,251,300,

304
新デルタの氾濫部................. 170,172,196, 301
ジブサム.................40,42, 99,101,136,152,189
ジャローサイト............. 75,137,150,153〜155 
水牛.......... 24 〜26,31〜32,35,45〜46,71,114,

128,204, 223, 237, 244〜245, 250, 252, 258, 279 
水系図...................................................131〜134
水中根.......................................................25, 70
Small West Bank ..................................... 268

精米所....................................215, 227, 278, 280
世界恐慌........................................ 278〜281,305
赤道収束帯(LT.C.Z.)................................161
石灰岩地域の段丘……145〜146,149,158,184,

207〜208
石灰結核...............................................  111,148
扇状地・段丘複合…15〜17, 22,135,139〜140,

170,172,195〜196, 205, 207〜208, 210〜212
扇頂............................................... 68,112〜115

タ行

Taksin 王.............................225, 228, 235〜236
タクライ 《ymbopogon citratus) ---30,67,74 
竹............................................... 29,41,102, 241
竹藪.................................... 47,92,114〜115,120
タコ(Diospyros sp.) ...... 41,92,96,185〜186
タジャック..................................................... 249
多年草...............................72, 208, 211,249〜250
タバコ..................... 46,112〜114, 215,229, 240
淡水湿地................................ 71,153〜154,197
淡水湿地堆積物.....................151〜156, 208, 210
湛水深.....................23〜24, 42,74,77, 258〜259

-----沿岸湿地の............................................ 74
——古デルタの.........................100〜101,103
——Sena凹地帯の .............................54,58
----- Noi-Lopburi 氾濫原の--------------- 42 
----- Bang Pakong の-----------------------69 
----- Ban Phaeo の.....................................77 
——Rangsit 地区の.............................25, 32 
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短絡運河..............221〜222,228,235,302〜303 
大チャオプラヤ・プロジェクト…… 194〜197,

207, 209, 211,284〜289, 293〜301,305 

脱穀.......................................................26,31
地形区分................................133〜135,142
Chao Phraya Suriyawong...................  234
Chao Phraya Banlue........................... 234

チャ厶チュリー (Samanea santaii)…41,185 
潮汐....................................71,80,155, 211,263
直播稲.................... 24, 40,64,97〜98,103,185,

199〜200, 223, 253〜255, 285 
----- West Bank の...................................... 59

——沿岸湿地の...........................................74
-----古デルタの.................................99〜102
——Sena凹地帯の...................................55
----- Noi-Lopburi 氾濫原の................ 39〜44
----- Ban Phaeo の............................. 77〜78
----- Rangsit 地区の............................... 25, 36

貯留量............................................177〜178,180
通年湿性地............71〜72,173,183,253
蹄耕散播...........................................245, 248, 250
天水田................................................36,113,115
点播苗代移植................................... 245, 248, 253
Ditches & Dikes プロジェクト........ 287〜289
Dipterocarpus......................................184〜185

トウガラシ.............................30, 67, 74, 78, 240
等高線................................................... 131〜133
トウモロコシ…39,46,90,92,120,123,125, 301 
トウモロコシ・ソルガム地帯……123〜124,185 
トラクター........................... 32, 44〜46,118, 204
土壌断面............................................... 40,53,99
ドライ•スペル.............................160,162,192

——Sena凹地帯の.................................... 57
----- Noi • Lopburi 氾濫原の......................43
----- Ban Phaeo の...................................... 77
----- Prachinburi の...................................127
-- Rangsit 地区の.....................................33 

二期作...........................32, 34, 93, 206, 208〜209
----- West Bank の.....................................63
——古デルタの............................................99
——Sena凹地帯の .................................... 55
----- Mae Khlong 流域の........................... 121
---Rangsit 地区の.....................  32〜33, 35 

ーッパ..............23,72,81〜82,84,186, 241,276 
ニッパ.マングロープ帯..............187〜188, 211
ネズミ.......................................................65,76
熱帯降雨林........................................... 7,10, 205
non-calcic brown soil...... 91,148,157〜158,

208, 210

ハ行

排水域....................................................... 15,211
播種.......................................................257〜258

——古デルタの.................................100〜101
——Ban Phaeo の.................................... 77
----- Mae Khlong 流域の........................119
----- Rangsit 地区の.....................................33
----- Lopburiグルムソル地区の.............. 124

発芽籾........................................... 35,56,63,74
氾濫原の水収支....................................179〜181
バナナ......................... 30, 36,67,74, 77, 240, 283
バラージ................................ 265, 267, 270〜271
パクブン(Ipomea aquatica) .............. 51,74
パパイヤ...................................................67,78

ナ行 ノくノレミラ・ヤシ •91,95〜96,102,105,
110,117

na khukho.................................................... 253

ナー・ピー....................................................... 33
na fangloi....................................................  253

ナー ・プラン................................................... 33
ナス........................................... 67,78, 240, 244
ナート｛Prucea indicd).......... 73,78,183,189
ナム・トム........................................35,56, 209
Narai 王................................................... 47, 225
苗代................................................................ 201

■-----West Bank の............................63〜64

—沿岸湿地の............................................73
•——古デルタの.................................... 91,101

非感光性品種................. 34, 206, 295〜296,306
肥沃度.................................... 15,123,144〜147
瀕海部............................22,71,81〜88,130, 276
ビーテル............................................... 215, 236
Big East Bank............................................. 268
Big West Bank............................................. 268

ピヨ｛Acrostichum aureuni) ...... 78,182,189
van der Heide..............80,193, 255, 259261,

271, 275, 284, 290, 304
風化........................................141〜144,147, 210
普通移植…201,205, 207〜209, 212, 254, 281,302
Phumipho!ダム.............................173,180,195
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プラ・トウ................................................85〜86
プラ・ドウック..........................................31,76
補植............................................................ 34,78
掘棒.........................................................245,249
本田準備................................................... 33〜35
防潮堤..........80〜81,196〜197, 203, 208〜209, 

211, 265, 275〜276, 300

防風林........................................... 29, 47,74,187
ポロイ法...........................................................56
ボング・カティアム(Eleocharis s/>.)…71〜

73,76,154,183, 203
ボング・カティアム地区..............75,187〜189
ポンプ.......... 33〜34,56,58,67, 200, 208〜209, 

296,306

マ行

マカーム(Tamarindus indica)…30,41,93, 
96,185

マカーム・テート(Pithecellobium dulce)
.............................................29 〜30,41,67,117

マスター ・プラン..............265〜268, 271, 284, 
304~305

末端水路................................ 265, 271,288〜289
豆.................................................... 46, 244, 298
マレー人........................................218, 227, 250
マングローブ……23,72,78,81〜85,150,182〜

183,186,189, 208, 213〜214, 231, 263, 276 

マングローブ林..................... 71,74,81,86〜87
マンゴー…30,36, 41,66〜67, 78, 88,93,185, 283 
マンゴー ・シャワー……28, 43,118,159〜161,

165,185,198, 202 

ミカン...................................................36,67,78
水捨て場........................................ 193,197, 285
無機的栄養..............................................147, 210
無耕起移植..........204, 208〜209, 249, 253〜254 
Mae Khlong プロジェクト..............195〜196
メート(Melaleuca leucadendron) .......74,

184,189

森の産物............................... 236〜238, 241,303
モンスーン................................ 7,11,158〜162
モンスーン林....................................41,208, 211
問題土壊...............................................149〜150

ヤ•ラ・ワ行

焼畑散播................................................. 245, 248
焼畑点播........................................243〜244, 248
野菜・果樹園地区................................ 187〜188
野菜輪中....................................78〜79,82,209
屋敷............................29 〜32,41〜42,46,67,74
遊水池..................... 59,196〜197, 206, 208, 294

有毒土壌.......................................................... 23
徭役労働.................217,220〜222, 228, 236,302
養魚.................31,67,81,83〜86, 267,300〜301
余水吐............................................... 49〜50,54
ラオ人................................... 215, 217, 227〜228
落花生..................................................... 128. 298
ラテライト..........15,125〜126,128,139〜141,

144,149,184 
ラテライト段丘……69,146—147,149,165,167,

187, 207 
lateritic soil................................. 158, 208, 210
ラニャック..............................................246, 250
Rama I 王............................ 225, 228, 235〜236
Rama I! 王..............................................220, 228
Rama m 王.......... 190, 224~225, 235〜236, 238 
Rama IV王.................................................... 226, 235
Rama V 王.....................................235〜236, 250
Rama V!ダム.................................273〜274, 292
乱流帯................................14 〜15,133,135,138
挈耕散播........................................................ 244, 248
犁耕点播........................................................ 244, 248
Rhizophora ............................................ 83〜84

流域区分図...............................................17〜19
竜骨車....................................................... 67, 283
緑豆................................ 39〜40, 44〜45, 48, 56
ルート・マット................................ 72,75, 249
レギュレータ ー......272, 276〜277, 287, 293, 295 
red-yellow podzolic soil................................217
low humic gley soil...... 147,149,157158, 210 

倭小な浮稲..................................................... 104
早生稲...................................................258〜259
棉.......................................................46, 215, 237
輪中.............................59,76,78〜79,180,187,

194,197, 208〜211, 283, 296,300〜302,305
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Chainat-Pasak 運河…34,164,174,179,193, 287

A • B

Ang Thong ……37~39, 90,106,136,138, 214, 

254
アユタヤ(Ayutthaya)...... 142,156,163〜164, 

169,175〜177,190,192, 214〜219, 224, 251,
254, 275,302〜303

Ban Na 河..................................................... 153
Ban Ngiwarai.................................................242
Ban Phaeo................................................  77, 81
Ban Pho Chai, Inburi.......................................66
Bang Bua Thong.......................................... 234
Bang Chan..........243, 245〜248, 252, 254, 262,

278〜282
Bang Hia.............................268〜269, 275〜276

Bang Khanak 運河............................... 229, 233
Bang Khuad......................................... 245, 247
Bang Khwang.................................................241
Bang Len.........................................................233
Bang Nom Kho............................................. 55
Bang Pakong.......... 154,166, 215, 229, 273, 303

Bang Pakong 河............................ 68, 203, 233
Bang Phli Yai 運河.............................235, 257
Bang Plagod 運河.......................................221
Bang Rak 運河..............................................230
Bang Yeehon 運河.....................291〜293, 296
パンコク(Bangkok) .......... 36, 48, 59,71〜72,

74~75,80,142,156,162,164,166,180〜181, 
197,214, 226〜227, 229, 241, 243, 248, 274,
294, 302

Bangkok Noi 運河...................................... 220
Bangkok Yai 運河...................................... 220

C • D • E

Chao Ched 運河............................................175
Chao Ched • Bang Yeehon 運河..................48
Chantaburi.................................................... 238

Chedi Bucha 運河............................ 230〜231
Chiengrak • Bang Hia 計画...... 275, 281,304
Chiengrak • Bang Hia 地区....................... 193
Chonburi............................. 72,74〜75,120,166
Chumsen........................................................ 216
Damnoen Saduak ......................78, 80, 247, 267

Damnoen Saduak 運河..................... 77, 82, 231
Dan Chang.....................................107,139,166
Don Chedi............................................  108,166
Don Masang...................................................166
Don Muang 空港............................................24
Down Jan 運河................................一........ 231
Duan 河.........................................................107
East Bank.............. 197, 208, 252, 260, 269, 292

H • I • J • K

Hok Wa Sai Bon 運河............................... 273
Hua Lampong 運河...................................... 230
Huai Khla 河............................................... 96
Huai Krasieo...........................112,117,139
Huai Krot................................... 102〜104
Inburi............................................................ 215
Jiphun Nua • Jiphun Thai 運河..........59, 292
Kanchanaburi........................... 116,142,156
Khlong Ban Chaeng ..................................... 39
Khlong Padung Krung Kasem.................. 226
Khlong Pho Prachak....................................175
Khok Mon, Panom Sarakham.................... 166

Khorat 高原............................. 31,120,128
Khut 運河..........................................54, 59, 292
Kret Yai 運河............................................... 221

Chachoengsao...... 71,88,142,156, 220, 229, 233

Chai Thaley 運河........................................ 276
Chainat.......... 34,36, 89〜90,106,142,156,179,

193, 215〜216, 265, 270, 297
Chainat •アユタヤ運河................................289
Chainat ダム …35, 271, 285, 287, 297, 304~305

L • M

Lachad 運河................................................. 175
Lad Bang Krung 運河.................................221
Lad Chadoo 運河..........................................296
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Lad Kret 運河..............................................222
Lad Krung Thep 運河.................................220
Lad Luang 運河............................................228
Lad Muang Na 運河...................................225
Lad Muang Non 運河.................................221
Lam Sanun .....................................................97
Lat Lum Kaeo......................................... 62, 65
Lawb Krung 運河........................................ 228
Lawd 運河..................................................... 228
Lopburi.............. 47,122,125,142,156, 224, 254
Lopburi 河..............36, 39, 42, 45,175, 265, 268
Luang Phaeng 運河............................234〜235
Mae Khlong 河......... 81,83~84, 86~88,117,

195, 211, 229, 231,303
Mae Khlongプロジェクト地区.......... 195〜196
Mahachai 運河............................221〜222, 228
Maharat.......................................................... 169

Mahasawat 運河 ……58,60, 231, 233, 241, 291, 
296

Makham Dhao • U Thong 運河..................287
メコン(Mekong)河.........................4〜5,9, 87
Muang Phom..................................................215

N • 0

Nakhon Chaisi..............80, 230231,240242
Nakhon Nay ok............................. 142,156, 277
Nakhon Nayok 河..................... 70, 257〜258
Nakhon Nayok 計画.........................277〜278
Nakhon Nuang Khet 運河.................233234
Nakhon Pathom.......... 116, 142,156, 230231
Nakhon Sawan....................................... 125, 216
Nan Prio..........................................................166
Nan.....................................................14, 214, 216

Naraphirom 運河..........................................233
Nayok ノくラージ............................................277
Niyomtra 運河..............................................233
Noi 河..........36, 52,54〜55, 59,92,174〜175,

265, 287, 292〜294, 296
Noi ・ Lopburi 氾濫原..........................36~50
Nong Rang Thee........................................ Ill
Nong Yi Han................................................Ill
Nonthaburi ..........................................241242
Ongkharak................................................... 149

P

Padung Krung Kasem 連河
Pak Kret................................
Paklat.....................................
Paknam .................................
Pamok.....................................
Panom Sarakham..................

……230 
• 215, 222 
……214 
213〜214
....... 175
........... 70

Pasak 河・ 116,175,179,195, 211, 218, 268,
273〜274, 292, 297

Petchaburi.................................................... 263
Phak Hai............................. 48, 54, 58, 292〜293

Phak Hai-Chao Ched 運河..............55, 59, 293
Phakthan.......................................................... 105

Phasi Charoen 運河……78, 231, 233, 247, 267
Phichit..............................................................216
Phitsanulok.....................................................216
Pho Phraya .................................276〜277, 295

Phra Phi mo!運河........................................ 291
Phra Phinom 運河.................................... 234
Phra Udom 運河..............59, 66〜67, 283, 292
Phrakhanong................................................. 230
Phrapradaeng................................................. 222

Phraya Banlue 運河•ハ 48, 55, 57〜58, 60, 234, 
291〜292

Phumipho!ダム....................297, 299〜300, 306
Plap Phli 運河................................................54
Prachinburi .............................................70,125

Prachinburi 河....................................... 277
Prachinburi corridor.............................125
Pratoonam................................................ 138
Prawet Burirom 運河...... 233〜234, 247, 251
Prem Phrachakorn 運河.......................231
Preng 運河...............................................233

Rangsit .....................................................25,149
Rangsit system............................................. 274

Rangsit 地区 ……35~36, 62, 81193, 211, 234,
247, 250〜253, 257〜259, 262, 268, 270, 274,
277, 279, 290, 304

Rangsit 運河.............................36, 48, 274〜275
Raphiphat 運河................................ 34〜35, 273
Ratburi..................................... 71,142,156, 263
Sa Krachon.....................................................110
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Saen Saeb 運河.......
Salween 河...............
Sam Khok...............
Samcuk...................
Sampeng...................
Samrong 運河.........
Samut Prakan ........
Samut Sakhon........
San運河..................
San • Lakhhon 運河・ 
Sanburi ...................  
Sanphaya................. 
Saraburi .................
Sena..........................
Sena凹地帯...........
Si Prachan...............
Singburi ................. 

Sirikit ダム............  
Song Phi Nong.......  
Song Phi Nong 河・ 
South Pasak 計画…, 
Sunak Hawn 運河••

••229, 233, 251,281〜282
............................ 4,6,87
.................... 62〜64, 215
•• 90,106, 276〜277, 289
.................................. 255
....................220, 233, 235
................................... 276
............................116, 221
................................... 291
................................... 291
.............................90,106
••••90,102,105〜106,135
................... 122,125,142 
48〜52, 54,137,166, 292
............................. 48 〜59
......................93 〜94,106
................... 90,105〜106
................... 297,300,306
................................... 166
......................... 175,179
......... 273〜275, 281,304
...................................228

Suphanburi 58,90,93 〜94,142,156,159,

Suphanburi 河...... 48, 58,60, 80,93〜107,135, 
174〜175, 209, 221〜222, 231, 241, 265, 276〜 
277, 287, 291〜293, 295〜296,303

T • U • W • Y

Talat Kuan....................................................  215

Tam Ru 運河................................................220
Ta wee Wattana 運河.................................... 233
Tha Rua.......................... 38〜39,138,166,179
Thanyaburi.............................  2324,166, 258
Thonburi.............. 80, 220〜221,228〜229, 240
Tup Nang 運河............................................220
U Thong.........................................................116
Udom Chon Jorn運河.................................234
Uttar adit ........................................................216
Wang Noi.......................................................166
Wat Noi............................................................98
Wat Si Kuk .................................................... 54
West Bank ……48, 58—68,175,179,196〜197, 

206, 208, 211—212, 260, 284, 289〜297, 300, 
305

Yong 運河..............................................222, 291

166, 201, 224, 254
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